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r戦場古墳群J佐賀県文化財隅査報告書第 140集［本文編］ 正誤表

頁 誤 正

P. 20 "…・116・319が 16.7cm任豆← "…・116・319が 16.7cm.(削除J
31行目

P. 87 ありその間隔は約1.0c四 ありその間隔は約l!.Oc皿

4行目

P. L46 函 は 石 室 床面の……割れている． ［全文削除）

ao行目

P. 163 5. 奈良～平安時代の遺構と遺物 5. 奈良～平安時代の遺構と遺物(Fig0

3行目 (Fig. 1 22~126) 平 ~126) 

P. 176 Fl、,128 B F25, 26. B G26G , 出土遺 Fl、,1鵡 8F2S, Z&. 8 G2SG r出土遭物量

F;g.128 物璽直分布状況 直分布状況 （※図中のA,A',A'.B.

キャプシ霜ン 8',C, C'はFig.127に対応） ［即箪l

P. 188 押型文土器 (Fig.135-26-必リ 押型文土器 (Fig.135-26 ~ filし

30行目 Fig.I蹄ー競~aa.l

P. 211 外反する口縁部形訪から早水台式 外反する口紐部形態から早水台式襄但

20行目 紐 1こ""" に...... 

P. 236 99~100. は青銅製の不明製品。いず 99~ll込は青銅製の不明製品。いずれ

12行lei れも・・・・・・ も・・・・・・

P. 262 S_1$.0 1 1 S五011

Fig.192図中

P. 271 駐 ~61は東撻土墳内からの出土 述~61は東壁土墳内からの出土

26行目

P. 277 口縁翻内面には謬色麟料が認められる．製ニ 0縁郎内面には賽色鯛料が闘められる• I改Ill

32,33行日 鯰は....<びれ鶴に歓面三角形の哭書を貼 80~82は翼節．くびれ節に麟面三角形の突霞を

り付ける． 會●●... 貼り付ける． ．．．．．．

P. 283 .. ・・・・底部付近の破片である．なお ●9・・・・底部付近の破片である．なお凶

28行目 社は外面に原体条痕のみ…••• は外面に原体条痕のみ・.....
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Ill童対象地区全景 （南より
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鑽戴嵌刀袈員
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序

この調査報告書は、佐賀県教育委員会が佐賀県土地開発公社の委

託を受けて、平成 5~9年度に実施した三津工業団地造成に伴う埋

蔵文化財発掘調査の記録です。

調査の結果、縄文時代から中世にかけての住居 ・墳墓等の造構が

明らかになったほか、銀象眼を施す刀装具や青銅製鋤先、あるいは

土器 ・石器 ・鉄製品など、当時の暮らしぶりを生々しく伝える多数

の造物が出土しました。

調査の成果は本書に詳しいところですが、その内容が学術文化の

向上に寄与するとともに、県民の皆様が郷土の歴史と文化財を愛し、

守っていくための汽科として広く活用して頂ければ幸いに存じま

す。

なお、発刊にあたり 、地元の皆様をはじめとする関係各位から賜

った深い御理解と多大な御協力に対し、 心から原く御礼申し上げま

す。

平成11年3月

佐賀県教育委員会

教育長 川久保 善明



例 言

I. 本報告書は三津工業団地造成に伴う事前調査のうち、平成4年度から平成9年度に発掘調査を行った、戟場

古項群1-6区、戟場ヶ谷遺跡2区、浦田古t}'I群I,2区、寺ヶ里遺跡2区の調査報告書である。

2. 発規調査は佐双県土地開発公社の委託を受けて佐賀県教育委貝会 （平成5-9年度）、束脊振村教育委貝会

（平成4年度）が実施した。

3. 発掘調査にあたって、佐買県土地開発公社、東脊振村教育委貝会・企面課並ぴに地元の方々の協力を得た。

4. 調査記録の整理と報告書作成作業は佐賀県文化財謀・文化課で行った。

遺構実測：細川金也•松尾法博・市川浩文・小松譲·谷口加代子 ・ 藤山友紀・（有）埋蔵文化財サポートシステム

遺物整理・実測・製図：井節子 ・ 一番ケ瀬富士子 ・ 植村美鈴 • 江島美恵子 ・ 江副朋子・大柿珠美 ・ 上瀬光子 ・

谷口加代子・田中ハルミ・鶴田啓子・中島美須三•藤山友紀 ・ 皆越弘子・村里百子・市川浩文

遺構写其搬影：細川金也 • 松尾法博 ・ 市川浩文・小松譲

遺物写其撮影：渋谷格・市川浩文

写真現像焼付 ：黒木優子 ・奥知恵子

自然科学分析 ： （株）古環境研究所

5. 報告苔作成に際して下記の方々から指導・ 助甘 ・協力を得た。

蒲原宏行・屈田裕一・中野充・ 渋谷格・七田忠昭・菅谷文則• 細川金也•松尾法博• 森田孝志・ 百崎正子 ・

佐双県工業技術七ンター （顛不同、敬称略）

6. 本杏の編築．執筆は各関査貝の協力のもと市川が行った。

凡 例

I. 遺構は遺跡毎に一退番号を付け、 ST:古墳、 SK:土壊、 sJ : 甕棺墓、 SP:土漿墓・木棺墓、 P:柱

穴.,Jヽ穴、 sx:不明遺漿 （祭祀遺情 ・集石遺構等を含む）の略号を用いて標記した。

2. 寸法の表示に用いた単位は、遠憎がm、

遺物がcmである。

3. 方位は、すべて座標北 (G.N.)である。

4. 遺物実測図のうち、断面塗り潰しは須

恵辟、断面トーンは赤焼き土岩・瓦牲、

器面トーンは黒色土器あるいは赤色・

凩色顔料等を塗布したものを表す。

5. 文章中の古項の各部名称・計測値は右

図による。

（凡例）古墳各襲名称と1t瀾法
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第 1章 地理的・歴史的環境

1 . 地理的環墳 (Fig.1)

布明海沿体の紋奥部に位骰する佐釘平野は、東は筑後川を挟んで筑後平野と、百は六角川を隔てて白石斗野と

分割される東世約35km、内北15-20krnの範囲に広がる。その娯観的な大きな特徴は、佐釘平野の北憫に位骰す

る行扱ill系のill々 と、イ1・明海を取り巻く広大な沖積平野との対比である。この行娠rl」系は布明海沿lや地域と玄海

濯沿岸地域を1tl北約60kmにわたって隔てており、標硲1055.2mの脊振Illを始め、楳窃500-80001級のLil々 が数多

＜述なり 、 その基盤は主に化尚けからなる。 これらの花尚岩は紀元前 J 低 4 千年前の中生代白亜紀に占生~'1の下

から盛り上がって111地を形成したものである。佐買平野においては、この脊飯1!1系Ill麓部から平野部に向かって、

後期洪積!LI:に形成された段丘が南側に低く長く幾筋も仲ぴており 、その市端はほぼ国道34号線を越えた付近にあた

る。これらの段丘は硲位・中位 ・低位の三つに区分され、花{,¥)岩の碁盤」こにIIJ地から流出したm,1岩礫や砂からな

る河床堆積物が阪(lit積したものであり 、その上面には後期洪罰Ill:末間の火山tl;勁による火山灰層が不整合に戟っ

ている 0:1栖ローム、上部ローム）。粁振Lil系附駕より伸びる段丘の標高は概ね40~50mを最硲位とするが、朴振

tJ1系のrlJ々 は蚊も平野に接近した部分でも椋科200m前後の忍峻な尾根が連なり、山地と段丘部の？ぶ低差は大きい。

{f恨Lil系の断~'l に沿って生じた大きな河JIIは 、 佐釘平野に流れ出る急斜面では111地をさらに侵食してV字谷や

火ヽ谷を作り 、谷部からの出n付近では砂礫性堆栢物により国状地を形成、扇端部より下流では段丘と段丘の111)1こ

扇状地性低地を形作る。一方段丘部においては、小河川により細かく開析され複雑な谷状地形が生み出されてい

る。このような段丘と扇状地 ・囚状地性1!l:地 ・谷状地形の採り返しからなる起伏に1:fむ地形は、特に島栖市の西

方から大和町付近まで顕秤に認められ、中でも戟場古tj'f群の位既する東廿扱村を始め、神埼町 ・三田川町 ・K峠

町 ・中原町 ・北茂安町を含むIEI神埼郡 ・三根郡付近において最も発達していると言えよう。また會平野部と段丘

部は、東西方向においてはその揉高差に よって明瞭に区別できるが、段．丘南側は漸移的に低くなりつつ平野部に

没し現況ではその沿部を視認することは困餞である．この段丘部と平野部との境が不明瞭になる部分からさら

に南開には、福高2.0-8.0mの平坦低地が南北約15kmの糾を持って布明海との間に横たわる。このギ坦低地は河

川堆梢物と海進時における海性粘土（有明粘土屑）の堆積を主な成因としており 、近世以憐に干拓された部分も

含めて広大な水田地帯を形成している。玖在、この水Ill地菊に大きな地形的変化を認めることは雌しいが、実際

には微妙な起伏を持つ復撻な地形がその下曲に埋没しており 、遺跡の分布 ・立地と密接に関わっている。

戦楊古lj'f群 ・ 戦幼ヶ谷遺跡 ・ 浦 ll」古tj'f詳 ・ 寺ヶ嬰遺跳は神J分郡東脊捩村大字三津に所在する。 地形的には•佐釘

平野に1柘面するrt扱山系の支峰、標高515.9mの大泊WIから南に伸びるIIJ麓邪と窃位段丘 （吉野ヶ里段丘）との

)Ji界付近を中心に位設し、その範囲は神埼郡東行振村に含まれ、神埼町との様に接している。吉野ヶ里段丘は碁

部付近で約 1 .5km程の束西幅を持つが、 mr~伸びるに従って次第に幅を狭め、吉野ヶ里遺跡付近では幅0.5km社で

細く 伸ぴる。この吉野ヶ里段丘の東酉には、東に仕l手JII、西に城原川の二つの大きな河川が南流し、いずれも平

野郡に流れ込む部分で扇状地を、さらに段丘と段丘のIIりには広範囲に扇状地性低地を形成している。

Ill手川の東料にはば裔403.5mの鷹取Lilから続く目達原段丘が伸ぴるが、この段丘は碁部付近では !km程の船であ

るのに対し、さらにlllllllの横田・ 吉田付近では幅2.5kmと大き く9広がって台地状をなし、弥生時代から中111;にかけて

の遣跳が数多く立地している。このうち、段丘J:西側の横田 ・大曲付近はほぼ斗坦な地形をなすが、東側の二塚tJJ遺

跡の立地する松菜付近では丘陵部と谷部からなる起伏に官んだ地形をなしており対照的である。この台地上の段丘は

国道 号線より南側にも鉗2.Q<mと大きく広がって伸ぴ、前方後[Ljtj'f5基を中心とする目遠原古tj'f群が形成される。



ヽ --、..,,

混
' · "掌蠣• ,. •a紀量鯵 "・ ●●お疇•
2 山じ貿量島2公 " ~ 識嵐心.,.量. .. .... ●● 

I, ・ ' 3. -疇,,.. 郊 •ヽ●U鼻鼻 " . 日竃•

• ' '... ~ . ..... " 6●Rぶ愴.. ... ョ...... ・じ讀櫨六ぶ鯰●尋 ...~· 渾 ● I. ●鴛量息●竃鱒

• m遭● ._, HI\•• 鳳鴫 ... ●檎........ 

1. 切鑢亀鱒 30 "ー事り量篇 ... " "鑽'"●火●●． ＂ぶ蕩拿 皐鱒 31 囀asr0<•• &<. •.t轟•
... 蝙ケ讐●● 32 IJ遭畢人遍＂ ら5岨＂畢 裏号

, 10 ...... 島 33~•n• '"· • 膚—..... 
• II ·• 詈M•鱒 3' E ,t頁白● ., 員の....

,~. ●●^ 遺鱒 ,. "'山.. ... ,.. ●● 

"r',a ..... 311 0膚＾山む慮 ... """●鴫
14 M鴫...遣鱒 31 "● I, 20嶋 , ....... 霧

.•l 
, .. ,. 働●騎 38 .tfi●石疇 ● , ...... 、1● .....  39 G●ニ....鴫.62 . • ●颯•

, " '"富●馳 . .. r, 闘襲閏重麟 ... ●大彎箪●

I●, MIii貫遍● "・ ●● "む鴫犀 以．●II山. .  

...... 峯畢＾重繕心 とさ●員重.. .. ● ● ,, ... 

20 • • の心. ., 霞霞●勢 . .. .. ,,, ... 

" "慮.,,.. 鴫 .. ,. .. 讚●鼻 ., . 鳥誡馨

,- ,. "ぶ...鱒•• ~u●鯵
●'"' 汽●Ill●遍勇 .. 凜'"●鶴

Fig.1 Ill辺遍歯分布図 (1: 50,000) 

2
 



一方、城原川の西ルは I:器111(t:! 高429.9m)の裾部の朝日地区からi".(生地区、二子地区にかけて段斤が伸ぴ

るが、見かけ上は目達原段丘はど南傾に長く伸びることはなく 、川寄地Iを付近において段丘部の段必は梢失し、

扇状地性低地との様は不明照1こなっている。この段丘而は城原川 ・田手JII流域において＃いにも大規校な1月兌を

まぬがれている地区であり、各時代における遺跡が良好に辺ffしている可能性が指摘されている。'i"I生地区． ニ

＋地区の西方にはff板1J1地が-B.途切れ、再び円錐状の独立した丘陵が東西に並んでいるが（日の関11・早尿

1J1・ '.i7閑山）、 これらのIll体は行桜UJ系が径起する以前の古生層の名残であり 、上部の咲い結晶片宕が佼穴され

ずに残ったために、このような形状をなしているものである。特に日の1呪Lilは遠方からも良好に視認でき、律令

期には神1奇l店の焙火台が間かれていたとされている。

なお、城原川 ・田手川の両河川流域では、段丘が途切れるあたり、 田手JIIにおいては栢?.'58mの衣村 ・伊煤戸

地区、 城/~(JIIにおいては利田 ・ 日出来地区付近（標高7m) より南側では扇状地性低地から有IJJ粘土府からなる

三iり州性低地へと漸移的に移行していくが、前述のとおり現況では旧地形を把担することは難しい。 しかし、 Ill

手川流域では標必4-Smの地点で弥生時代の遺跡として託lfl函分貝塚 ・？ぶ志神社遺防などが、城Jf,!/11流域ではi,rJ

様に姉遺跡 ・限井八木松遺踪など弥生時代,.,,期から後期にかけてのii'!跡が多く分布しており、河川の蛇行、あるい

は1「明海の若しい 1悩発により生じた微高地状の砂礫litに弥生時代以降の遺跡が立地しているものと考えられる。

2 歴史的環墳 (Fig.1)

戦場古Ill群 ・戦場ヶ谷遺跡 ・浦田古tr!辟 ・寺ヶ毘遺跡が位訳する吉野ヶ里段丘を中心とした城原川 ・山手/II流

域周辺は、佐双ギ野全体においても特に遺跡の分布密度が濃い地域であり、また数的な多在はあるものの各時代

にわたる滋跡が確認されている。ここでは、両河川流域周辺の歴史的閑境について時代毎に述べる。

［旧石器時代） 城原川 ・1l]手/II流域周辺における1H石器時代の生活の痕跡は、神埼町船塚遺跡"(I)及び東'{J'捩付

UJ古代遺跡2区"(2)において確認されている。船塚遺跡では多数の石器群及ぴ集石が検出され、在地系の石器群

と共伴して瀬戸内系のナイフ形石器が出土し、II」古代遺跡においても、黒曜石製 ・サヌカイト製のナイフ形石器

が集中して検出されている。この他、 東if振村二塚山遣跡沢3)や古ffヶ皇遺路り(4)においても 、ナイフ形石器 ・

台形石器 ・角錐状石器等が表面採集や後世の遺溝への混入により出・I:.している。確認された遺跡数としては未だ

少数ではあるが、Lil麗部より段丘.1:.1こわたって、当該期の遺跡が存在している可能性は高い。

［縄文時代］ 純文時代の遺跡のうち．早期のものについては高位段丘から行板I.IJ系の丘陵部に、後期 ・晩期につ

いては中位段丘.I:、またはJi:悛裾部から旧状地上の各所で確認されているが、前期 ・中期については早期の遺跡

と頂復して若Fの遺物が検出されているに過ぎない。縄文時代早期の遺跳としてはり1頃9文土器を伴う集1,迅構を

検出した神埼町志波届六本松遺跡"(5)・船坂遺跡 ・的遣跳"(6)・り）畑遺跡''(7).四本!I.I木遺跡"(8)など段Jr.裾部

や扇状地上に立地するもののはか、今回発掲調査を行った、「戦場ヶ谷式土器」として学史的に労名な束ri振村

戦場ヶ谷辺跡••(9)を始め、同じ（東ff娠村山古n遺跡など段Ji尼根上に立地する遺跡もみられる。このほか、載

場ヶ谷遺跡からさらに北に登った標硲150m付近の谷部に面した級斜面や、 E1の隈1.IJ裾部周辺などの数椅祈で判I

型文土器が表採されており 、当該期には食科の良好な採集地を求めて、丘陵部 ・段丘上から囚状地上にかけての

各所に小規~lなキャンプを営みつつ生活していたt,'I")沿（が想像できる。前期の轟 ・ 9畑式段陪の遺物はほぼ早期の

遺跡と重複して検出されているものの、格段に出土益は少なく 、また、中期についても同様で、志波11rl六本松遣

跳など、 IJ.1麓部を中心にJ,,J窃式土器の小片が幾らか確認されているのみであることから、その主体は早期の辺跡

とは楳なるJ易所に立地していた可能性も考えられる。後期には円形の竪穴住居が志波屈六本松遺跡や東行振村タ
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ヶ里遺跡IO)(JO)において検出されており、前者は山麓部に、後者は扇状地の扇端部近くに立地する。 晩期｀特に

晩期末の遺跡については、志波屋六本松遺跡において土器棺猛が検出された他、山古打遺跡 1区等の山麓部の遺

跡において確認例が増えてきているが、なお質科的には不足している。集裕としては、船塚遺跡において晩期後

半代に位骰付けられる円形の竪穴住居が 1棟検出されているのみで実態は明らかでなかったが、今回、工業団地

の建設に伴って発掘された寺ヶ里遺翔では縄文晩期末の夜臼式段階の土墟数基と多くの土器片が検出されてお

り、佐灯平野において当該期の集裕を確認した例として貨匝である。

［弥生時代】弥生時代には遺跡数が労しく増加し、分布域も拡大する。前期前半に潮る生活遺構は吉野ヶ坦遺跡

及び千代田町託田西分貝塚Iり(11)で検出されているが、集落としてある程度のまとま りを見せ始めるのは前期末

以降である。東脊振村西石動A遺跡12)(12)、神J奇町切畑遺路、吉野ヶ里遺跡においては前期末～中期前半にかけ

て、また少し遅れて中期前半に集裕の形成が始まるものとして、束行扱村松原遺跡13)(13).西前田A遺跡’●)(14)・ 

下石動遺裕1>)(15)・大曲B遺跡＇り(16)等が挙げられる。このうち、大規模1こ展開しながら後期まで存萩する吉野

ヶ里遺跡や松原遺跡等の拠点集落が営まれる一方．中期前.,,のうちに活動を終える切畑遺跡、大曲B遺跡、下石

動遺跡等がある。またその立地状況については主に揉窃!Sm以上の段丘.I:あるいは日状地上に占地するが、神埼

町Ill寄遺跡群"'(17).利田抑遺跡＇り (18)、あるいは託田西分貝塚等、標窃5.0-7.0m前後の微高地付近に掘立柱建

物を中心とした集落が形成される。後期には吉野ヶ里遺跡、松原遺跡等では大規換な環濠を巡らしさらに大きく

展開する。中期に形成され後期まで存絞する的五本黒木遺跡'"(19)、西前田A遺跡等の集落認められる一方、瀬

の尾遺跡(20)、タヶ里遺跡等は後期後半より岱まれるものである。なお、吉野ヶ呈遺跡 ・松原遺跡 ・瀬の尾遺

跡 ・タヶ里迂跡などの大規棋な拠点集落は後期終末に至るまで存粒する。

墓地については、前期前半の烈棺迄が山道部を中心に散在するのみだが、前期後半及び前期末より後期前半に

かけて無数の売棺姦を主体とする姦地が地域を問わず広く分布する。大規模なものと しては、東脊扱村三津永田

遺跡珈(21)・ニ塚LI.J遺跡 ・上峰町五本谷遺跡"'(22)・ 松原遺跡 ・瀬の尾遺跡、及び2基の項丘墓を含んだ吉野ヶ

旦遺跡があり、これらの姦地のうち、三津永田遺跡からは獣帝鏡 ・明光鋭など、 二塚LI.J遺跡からは脊白鏡・獣帯

競など、松原遺跡［横田遺跡］からは方格規矩鏡など、吉野ヶ里遺跡からは銅剣7本 ・把頭飾2点など、舶戟鏡

を含む塁官な・百銅製品を始め、多数の副葬品を出土している。また、これに対して前期後キ、あるいは中期前半

から中期中頃の比較的短期間に造墓を終えるものとして、東脊振村西前田 B遺跡22)(23)・神埼町四本黒木遺跡な

ど、段丘上の平坦地に営まれるものと 、神埼町朝日北遺跡"'(24)・志波屁六本松乙遺跡9●)(25)等、山裾の痩せ尾

根上に位筐するものがある。そのほか、 jり•.fl'!地の微高地上に立地する託田西分貝塚・応志神社遺跡"'(26)では中

期前半を中心とする斐棺硲 ・土漿箔群が確認されており、特に窃志神社遺跡では1}).田期の甕棺墓の覇葬品として

細形銅剣が出土している。なお、埋葬形態は後期前キの内に売棺墓から土墟姦 • 石棺硲へと移行し、その数も減

少する。その中でも、東脊振村石動四本松追跡"'(27)・ニ塚LI.J遺跡では多数の土濃墓 ・箱式石棺墓を中心とする

絡地であり、石動四本松遺跡では石棺内より連弧文昭明鏡が出土している。

（古墳時代1古墳時代前期に入ると、項墓と しては束脊恨村酉一本杉遺跳17)(30)・LI.J古双遺跡、神埼町朝日 ST

06古柑呵31)等の山麓部、あるいは吉野ヶ里遺跡群等の段丘上に古式の古項が築造され (3世紀末-4世紀前半）、

佐買県下においては茄弗 ．贅父地域(、9栖 ・茄山地域）と共に最古段階の古れが確懃されている地域であるが、

4世紀も後半になると上記の古墳から継続して築造される古れは懃められない。

肥前東部地域における古m時代の首艮慕系列について少し述べれば、 4世紀後半から 5世紀前半にかけては佐

賀平野の中部域である、佐償地域の佐賀市銚子塚古tlf[98m) や西部域である小城 • 佐打西部地域において小城
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町茶究塚古tJ'I(56ml、大和町風楽寺古墳 [44mlなど古式の前方後円項を初現とする首長墓系譜の形成が始ま

るが、前者は4世紀末の佐買市熊本山古れから 5世紀末-6世紀初頭の関行丸古れまで系譜が連絞するのに対し、

後者においても 5世紀前半の大和町導善寺古in[60mlを経て 5世紀半ばに＼柑F最大の前方後円IJ't大和町船塚古

墳 [118mlが築造される。城1.c.!JII. 田和II流域が含まれる神埼 • 三根地域 (I日神埼・ 三根郡）においてもこれ

らの動さと連動して、5世紀初頭の瓢箪塚 (27m)、5世紀前半の上のぴゅう塚 [48mlから 6世紀前半の稲荷

塚古項 [somlに至る、5基の前方後円れと円/J'tl基からなる目達原古墳群(32)が形成される。5世紀から 6lit 

紀の前半にかけての佐打平野の主権は、これら三地域のり長越系列に集約されると考えられるが、 6世紀後半に

至っては調査区の南々東0.5kmの段丘上に位霞する、神埼町伊勢埃古IJ't[80ml "'(33)、東脊振村下三沖西古墳3●》

[53ml (34lの2基の前方後円墳からなる志波歴古項群の被葬者が、当該期の佐賀平野全体を統括していたもの

と推定できる。特に伊努塚古項は6世紀後半代の肥前束部地域 （佐双県下）における前方後円墳が押しなぺてれ

長40m以下の小型1i1!方後円内である中で最大規模を跨り、その石室も玄室・羨道の各堕に 2X3m以上の巨石を

用いる県下社大級の巨至， 巨石項である。また. 6世紀後半代の城原・田手川流域におけるその他の主要古閉に

ついてであるが、まず小型前方後円積と して、神埼町二子山古Jf'l'11[18mJ(35)・ 沿m丸111古項321(28mJ(36)、大型

円積として束行扱村松菜 1号積125ml・2号積(35ml"'(37lが脊げられるほか、東脊抵村上石動古頃群(38)中には

一辺20mを瀾る方瑣の存在が矧られている。こういった大型前方後円項をTti点として、小型前方後円mー大型円

墳→群集項といった、項硲の階層性によって政治・社会体制を具現化する在り方は、その他の肥前東部地域では

既に希薄となっており、当該地域が旧来の在り方を妓も新しい時期まで堅持していたと首えよう。

さて、今回の発揺調査では5-6世紀の群集墳として27il/,;の小円墳の謂査を行ったが、肥前束部地域全体にお

いても神埼llf・東脊扱村の丘陵部は詳集頃の密度が高い地破のひとつである。分布状況から見れば、群集IJ'Iの中

でも数基からなる古lfl詳は中位段丘.r.にも散化して立地するが、集中するのは標高40m以上の窃位段丘上から脊

摂山系附譴の丘餃部であり、今のところ最も高位のものは標高180m付近である。ある意味、その範囲で山麓部

にペルト状に分布していると言えるが、中でも今まで兌掘調査を行ったものとしては、東から東行捩村石動二本

松古項群9り(39)・石動裏田遺蹄'"(40)・運mu,古項群361(41),山古賀遠踏•西一本杉遺踏・上三津栗原遺跡'''(42)、

神埼町船塚遺跡 ・花浦遺跡詳"'(43)・志波屋六本松乙遺跡・的小渕遺跡"'(44)'朝日遺跡'"(45)・朝u北遺跡・城

山遺跡9り(46)・猿磁古IJ't群"'(47)・天神尾古墳群"'(48)などが投げられる。古積群の形成における特徴的な点と し

ては、築造のビークが5IU: 紀後半代と 6世紀後半-7世紀の 2時期に分かれ、 6世紀前半代が空白期となる点、

朝日北遺跡 ・天神尾古項群のように7世紀後半代の古mのみからなる密集型の群集墳を形成する点が指摘でき

る。同様の状況は戦湯古ll't詳 ・浦田古IJ'I群の中でも行取され、 三養碁郡中原町から小城郡小城町付近までを含ん

だ脊振山系南麗の古墳群で共通して見られる要素と言える。

古1ft時代の集落としては、弥生時代後期より引き続いてタヶ里遺跡・西前田A遺踪・瀬の尾遺跡等m手川流域

を中心に古墳時代前期まで集落が営まれる．群集項との関速が注目される占項時代中～後期の集落については、

浦田遺跡い）(49)・ 三津氷田東遺跡'"(50)・タヶ里遺跡 ・下石勁遺跡で確認されている。特に今回の調査区に隣接

する浦田遺跡では27棟の竪穴住居が、また、束南束800mに位橙するタヶ里遺跡では前期のもの20棟のほか、後

期のもの16棟が検出されており、当該期には行面に硲地を控えた段丘.I:'扇状地上に、集落がある程度間隔をも

って散在していた状況が伺える。そのほか生産遺跡としては、早隈Lll西麓では6世紀後半（陶邑TK43併行期）

の須恵器窯である平原須恵器窯防'"(51)が確認調査 （平成6年度町教委実施）により確認されており、県下では

表採資科以外の古墳時代の須忠笞窟出土資料として重要である。
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［奈良• 平安時代1 奈良時代には城原川 ・ 田手JII流域は郷 9所を持つ神埼郡に含まれ、吉野ヶ里段丘西側の竹原

の集裕付近は郡術粉(52)と推定されている。吉野ヶ!IJ.遺跡においても、志波屈三の坪• 四の坪地区では、駅民と

関連すると思われる、総柱の高床倉駆を含む多数の堀立柱建物が規則性を持って配i在されていた状況が確認され、

また、 U古神社裏の段丘を隋北にカットする切通しが、駅路跡 （肥前西梅道）であることが明らかとなった。こ

れらは神埼町日の隈llJ炸火台跡(53)、東脊振村辛上廃寺"'(54)の存在ともあいまって、当該地が神埼郡の中心地

であったことを示唆する。その一方、田手/IIを袂んで吉野ヶ里段丘と対峙する二塚Lll段丘上では、段丘南端部に

奈良時代寺院塔の塚廃寺"(55)が築かれる他、奈良期の竪穴住居詳及び平安時代前期の大規模な揺立柱廷物跡群

からなる上蜂町坊所一本谷遺跡'91(56)が存在する。

肥前西海道、いわゆる官道は三田川町.f.~の隈遺跡•0•(57)、吉野ヶ里遺跡のり）通 Lを経て、日の限山州方の二子

地区付近の段丘上を東西に走るが、この官道推定路線からほぼ北方約500mの地点では平成5年度に発掘腐査が

行われており［熊谷遺跡J•11<ss>、約80棟からなる奈良～平安時代の揺立柱建物群が確認されていることから、

Hの隈UJ峰火台の岱理に関係する施設の可能性が推定されている。

なお、このほか浦田遺跡、 F石勁遺跡では古墳時代のものと煎複して竪9て住居を主体とする梨落が形成され、

前者は平安時代初頭まで継粒するが、肥前東部地域全体の在り方として 9 世紀Jl~キを校に掘立柱建物を中心と し

た集侶へと移行して行くようである。

平安時代以降、神埼郡はその生産性の店さから皇室悧に取り込まれ神埼庄となったが、「長秋記」によれば平

忠盛が神埼荘の荘官となり H宋貿易を独占していた様子が見え、神埼町荒竪目遺跡"'(59)、三田川町下中杖遺踪"'

{60)などから出土する多数の輸入陶磁器からはその地理的重要性についても窺い知ることができる。平安時代の

神埼荘は現在の束存振村 ・神埼町のほとんどが含まれるが、その他「石動荘」 （安楽寺斗印IB記） ・ 「三津荘j

(l"I菜記）があったとされ、後者は権現山南蒻の：：：津ー帝と考えられる。

なお、平安時代末期には田手川の上流域に山岳仏教寺院、霊仙寺9りが築かれ、昭和53~54年の発掘綱査では経

塚 ・火葬移等が発見されている。

（中世1平安時代後期の肥前東部の在地武士団は、その多くが平家閲であったが、平家没落後は能造寺 ・祓部氏

など有力武士団はいずれも源氏側につき、肥前の武士の御家人化が進んだ。神埼荘については、鎌倉時代の初期

までは、院がその支配権を主張していたが、承久の乱を経て院の支配が及ばなくなり、文永 ・弘安の役後には恩

双地として多くの武士団に分け与えられること となった。

南北朝以降、この地は両勢力の争奪の地となったが、それは南北朝期にはltlWI方の肥後菊地氏とLl.t浦 ・原ロ ・

石動氏に対する北胡方の少式氏と高木氏 ・千袋氏との対立であったり 、また室町期 ・戦国期における肥前守渡少

式氏 （郎造寺 ・千菜氏が支援）と九州探題である渋川氏との対立といった1昇図であった。特に少式氏は勢福寺城

(61}を居城として、肥前地域に進出を図った大内氏と在地の武士団を二分しつつ攻防を紐り返したが、 1534年に

はf)J岳城［飯盛城J(62)に陣を構えた大内氏1lilの阻興房を急躾してこれを破ったとされ、戦地とされた権現山

南麗の通称名である「戦場ヶ谷」の由来とされている。その後も豊1iir大友氏を後楯とする少式氏と大内氏の支援

を受けた間造寺氏 （家兼・ 挽ff:!)の対立の中で、この地ば少式氏llllについた江上氏の支配下にあったが、 1570年

の今山の戦いにおける敗戦により大友氏が肥前から撤退すると、急速に努力を伸ばした湖迅寺陸信により、その

他の在地勢力と同様、勢福寺城の江上氏・裟部城の綾部氏共に龍辺寺氏の支配下に下り、近世以降の鍋島家の佐

伍冴i支虻に引き継がれることとなった。

この地が在地 ・外来勢力の両者が入りliLれたせめぎあいの楊であったことは、多く の中世城館が存在すること
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からも伺い知れ、鎌介期からl~J北朝期 ． 座町 ・戦国期には、中 Ill:武士団によって斤陵部は勿論のこと、柑は地性の

平坦低地においても城館築造が行われる。前者は忍峻な山頂部を利用する山城で、前述した神埼町勢福寺城・横

大路城(61)・仁比山城(63)、東脊振村籾岳城、上峰町鋲西山城(64)などが挙げられる。後者はその低湿地性を防御

機能に活かしたもので、館の周り及びその内部まで水を引き込み堀としている。神埼町姉HI城"'(65).横武城路’も1

(66)や千代田町直B城踏"'(67)などが拳げられる。また古野ヶ里辺跡の北墳丘認周辺には日吉城の存在が知られ

ており、平野部を臨む段丘J:.という 立地状況において、上述の両者とはまた異なった在り方を示している。

3. 調査対象区周辺の遺跡について (Fig.2)

今回発揺謂査を行った戦場古項群を始めとした各調査区は、前述したように脊振山系市麓の花尚岩を基盤とす

る丘陵部と為位段丘とが接する部分に位置しており、俊食の進んだ痩せ尾根と深い谷からなる平坦部の乏しい地

形である。確認された遺構は古l1t.火葬墓などの項店のほか、縄文時代のキャンプサイトが中心となるが、これ

らの遺構は丘陵尾根上や谷部の緩斜而など占地に適する限られた場所に立地している。周辺の丘陵部では以前に

も九州横断自動車道建設や土砂採取に伴って古項・ 甕棺硲等が確認されているが、同様に谷部に面した丘陵緩斜

面や段丘裾部の僅かな乎坦地において、旧石器時代の遺物包含屈や古墳時代から古代にかけての集落が検出され

ている。また、横断道以術は段丘がより低く長く市に伸びるが、その!Illには大小の扇状地が広がり、両者の起伏

が緩やかになることに起因して段丘上・扇状地上共に遺跡の分布する密度が高くなる。この付近は古くは九州弥

生時代甕棺硲編年における「三津式」の様鐵遺跡となった三津水田遺跡を始め、近年でも綱査例の増えつつある

地区であり、ここでは調査対象区に近接するこれらの潤査例及び主要遺跨について簡単に述ぺる。

浦田遺跡.,. 白京溜池束岸の段丘上に位四する。九州横断自動車道建設に伴って昭和54~55年度に発掘綱査が実

施され、 35軒の竪穴住居跡のはか、堀立柱建物跡6棟、古墳 l基、溝 l条が検出されている。竪穴住居は6世紀

代のもの27軒と奈良末～平安時代初頭のもの8軒の2時期に分かれ、掘立柱建物はいずれも古墳時代のものとさ

れている。竪穴仕居ははいずれの時期とも冠を持つものが多いが、後者においてはいずれの住居にも長い煙辺を

付設する炊き出し口を持つ冠を布している。遺跡の広がりとしてはまだl村北に院くものと推定されることから、

100粁以上の住居からなる大集落であるものと思われる。今屈調査を行った群集瑣と火葬廷の造営時期と重複す

る克からもその関連性が注目される。

寺ヶ里遺跡”，浦田古m群 1区の立地する丘陵の、I付に仲ぴる同一尾根上に位骰する。昭和54年度に横断道建設

に伴って調査が実施され、古項 ］基と土漿3碁が確認されている。古内は径IOm弱の円積で、内部主体は袖石 ・

羨道を有さない只方形の玄室を持つ横穴式石器で 7世紀後半に位骰付けられる。 土墟については付片が出土した

ということで火葬募の可能性も指摘されているが詳細については不明である。詞査区ではほかに、縄文時代早期

の押型文上器、後期の北久根山式土器が出土している。

輯場遺跡.., 戦場古項群6区の立地する同一丘陵の南側に萩＜尼根の、西側斜面上に位inする。昭和54年度に同

じく横断追建設によって潤査が行われ、土漿3碁、溝2条が検出されている。土猥は倒木痕と思われ、明確な遺

構としては確認されなかったが、押型文土器のほか、縄文中期の阿高式土笞、晩期の浅鉢 ・深鉢などが出土して

いる。

船塚遺跡い 戦場古堵群6区の立地する丘陵と小河/IIを挟んだ西側の丘陵部とのIDIに広がる扇状地の東開、段丘

裾部付近に立地する。昭和58年度に県営ほ場整偏事業に伴い発掘潤査が実施され、旧石器時代 ・縄文時代前期の

遺物包含屈のほか、縄文時代晩期の竪穴住居跡 1紆、古t/14碁、古積時代の翌穴住居跡4軒、古代以降と推定さ
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れる揺立柱建物 5棟が確認されている。特鉦すぺきは旧石笞時代の遠物包含層であり、約2.300点の石特のほか、

8ヶ所で礫群が検出されており 、東脊振村山古買遺跡2区、小城郡三日月町老松山遺跡と共に行振山系南麓で当

該期の遺物包含層を調査した数少ない例の一つである。特に石器組成においては、九州系のナイフ形石~-囀片

尖頭器 ・台形石器と共伴して瀬戸内技法による国府型ナイフ形石器が出上しており、瀬戸内文化の九州への流入

時期を考える上で重要である。

花浦遺跡群 荻場古瑣群6区の立地する丘陵の西方、船塚遺跡を袂んで対峙する丘陵部全体が含まれる。昭和62

年度から平成元年度にかけて土砂採取に伴い発堀調査が実施され、古項十数茄のほか、弥生時代の甕棺墓 • 石棺

硲等多数が確認されている。特鉦すべきは県内初の検出例となった古項時代後期の横穴廷の存在である。横穴猛

は標窃約80mの丘陵尾根上からやや東に下った斜面に立地しており、 3甚が確認されている。時期的には 6世紀

末-7世紀に位置付けられ、横穴溢内からは須恵器 ・土師器などの供献土器のほか、十数体の人竹が検出された。

本横穴gは花尚岩を剖り貰いて掘り込まれており、花尚岩の脆弱な地盤からなる脊桓山市麓には横穴涵は存在し

ないとの従来の考えに一石を投じることとなった。

三津永田遺跡201 戦場古項群6区の立地する丘陵からrflに紐く段丘の、東側緩斜面上に立地する。昭和28年に堤

防復旧工事の採土地となったことから日本考古学協会等により緊急に発掘調査が実施された。悶査区域内では20

基の甕棺が検出されたが、全体としては 100基以上の甕棺墓 ・ 石棺姦•土積溢からなる姦地であったと考えられ

る。以前出土したものも含めると、渓鏡7面・鉄刀・鉄鏃 ・鉄釧 ・貝釦 ・ガラス製管玉など豊訂な副葬品が多数

出土Lた。また、出土した後期前半に位置付けられる甕棺は「三津式」と呼ばれ、形式編年学上の標準資料とな

っている。

三津永田東遺跡'" 浦田遺跡の立地する同一段丘、内001400m畦れた西側斜面の段丘裾部に立地する。三津工業

団地線・個人住宅建設に伴って平成6・7年度に発掘調査が実施され、 6lll: 紀前半に位置付けられる竪穴住居跡

6軒が確認されている。また、このほか丘陵裾邪を附北に走り、さらに直角に折れて丘陵を東西に縦断するよう

に直線的に伸ぴる溝1条が検出されており、中世城館に関連する溝の可能性が指摘されている。

西前田A遺跡＇り 工業団地調査区の東tlll、西光寺川によって形成された扇状地上に立地する。昭和55年度に県営

ほ場整情罪業に伴って発掘調査が実施され、弥生時代中期初頭から後期、及び古項時代の集落が確懃された。検

出された遺構は竪穴住居25軒・掘立柱建物19棟 • 土壊16碁などであるが、中心となる時期は弥生中期中頃であり

住居の約半数を占め、掘立柱建物の多くは店床倉瓜と推定される。このほか、西光寺川を挟んだ束側200m羅れ

た地点では宅地造成に伴って西前田B遺跡の詞査が行われ、西前田A遺跡と時期的に重複する甕棺墓1401[,・ 土

猥墓 5差 • 石棺墓2基からなる硲地が確認されている。

伊勢塚古墳”， 三津永田遺跡の立地する段丘の西側、現在溜池となっている1月析谷を挟んで南に伸びる段丘尾根

上に、南lllllこ前方部を向けて立地する前方後円項である。現在、くぴれ部に県道が走っているため南北に分断さ

れているが、 tl't長約80m、後円部径36m、前方邪長45mに復元される。前方部は一部墓地に利用されているため

に項形の詳細は不明であるが、周溝は持たないようである。墳丘全体で円筒埴絵が確認されており、ほかに人物

埴輪の顔の部分も表採されている。内部主体は玄座・羨道の各懐に花尚岩の巨石を用いる単室両袖型の横穴式石

室で、石室長16.7m、玄室長3.8m、玄室幅3.2m、玄室天井はドーム状に持ち送り、その店さは4.0mである。須

恵器の出土は知られていないが石径構造から 6世紀後半でも第3四半期に収まるものと思われる。玄室奥撲の上

部には赤色の円文があったとされるが、現在は肉眼では確認できない。6世紀後半の佐買県下では、墳丘 ・石室

共に点越した規模を誇る地域首長嘉である。

，
 



下三津西古墳”》 三津永田遺跡の立地する段丘がさらに南に伸ぴた尾根上に立地する。 伊勢塚古1nと同様、前方

部を南に向ける前方後円1月で、伊努塚古項との距離は500mある。平成7年度に韮要遺跡確認図査に伴い測拭調

査が実施され、 1.n長約53m、後円部径30m、前方部長22m、前方部栢31m、くぴれ部ば16mをi財る。内部主体は

伊勢塚古mと伍lじく両袖度の横穴式石室と推定されるが、右壁壁体の2石を残して全ての石材が持ち去られてお

り、形態 ・規模については詳細不明である。壁体腰石の根固め石などから、伊勢塚古積とほぼ同じ玄室規模を持

ちつつ玄1'1幅が格段に狭いことから、伊勢埃古墳にやや先行する時期が推定されるが、時期決定できる遺物もな

く、伊勢塚古項と異なり円筒埴輪も見られないこともあり、その前後関係は不明である。

吉野ヶ里遺跡志波屋六の坪乙n区ゆ 下三津西古墳の西1lll400m、段丘尾根から一段下った低位段丘上に立地す

る。工業団地造成に伴い平成6年度に発掘潤査が実施され、 16111:紀代に位沢付けられる濠に囲まれた館跡が確認

された。館跡は隅九投方形の環濠で束西二つの足敷地に分けられ、環濠内からは掘立柱述物数棟のはか、井戸 ・

畑状遺構が検出された。出土遺物と しては土師器 ・ 瓦質土器・石臼 ・ 滑石製石鍋 • 国産囚器類のほか、中国明代

の行磁・白磁などが見られ、環濠の存在・追物配償・出土遺物から戦国時代の館跡と考えられる。このほか、奈

良時代の土猥10碁、弥生時代の箱式石棺墓が検出されている。

註文献

l) A!J実 r船域遺紐J神壻町文化財鯛査鴨告書第,o農 檜I~町軟＂委 R会 19糾

2)螂水バ紹・Ul平認栄 1山古買遺訪Jrili石動遺移J九州横断自鯰軍逼関係壇蘊文化財翼査籟告書 (12)1990 

3 ) 石隈喜佐紐 • ·tm息昭 「二怠11JJ佐買東狐叫紅叢団鯰II!ね1こ1,ぅ出蔵文化財兌揚肩査鰻告書 佐買貼軟育委11会 1切

り七Ill忠昭佗 rw野ャ里」神埼エ震団馳lti!ll:1事う撹蔵文化財兌揖鯛査諷妥帽包書 佐賀県軟Yr委n会 1992 

5) A界 実篇1i祐次郎 『左汲霧六本松遭轄J搾f4町文(1:11鯛資饉告虜第9纂 樗1引町教＂委 H会 19&.l 

61家llli'I'- f的遺苔J「志波澄六松乙遺蹟』 九州慣慧自蛉厚這閲係J!I.祓文化財鯛憂籟告書 (13) 佐買県敢育委n会 1991 

11 m・円佗采 f切燻遺lil'Jr切畑遺躊』九州槽厨0動車辺閃係涅蔵文化財調資搾臼曹 (16) 佐買嘱軟訂姿R会 1993 

g)八界次 r四本黒＊遺粧J樗椅If文化財舅査籠も書第6集 檜壻町教什委貝令 1980 

9) tlll忠ぷ fl!:lf規表場ケ谷遺跡出土弥生弐;filt土店に統いて」 1史饒年遠比 六壱=•>』 1934 史討年会

10)久保伸i喜 fクヶ里遺跡Jr佐買県晨叢ぷg只鑽事藁1こ係る文化財胃:i'tll!WIJ 佐賀貼軟＂委 U会 19SJ 

II)森lllll'志・認富削久 f託田西分貝塚J千代Al町文化財渭査籟告書第2集 千ftfll町枚＂委 R会 1983 

12)立石そ久 fi'-1石動遺篇」 r門石動遺轄J九州潰断R勤車道悶係渭域文化財翼査籟告曹 (12) 佐＂県 軟什委11会 1981 

13) i'I野麿介 「松税遺枷？区J東汗Jllf/文化11/鯛査恨告害第20集 鼠＂担村軟訂委 jjl,': 1997 

14)'i泳欣縛編 rlli請田遺粧J東腎贔H文化111綱金樟告曹第5集戴＂扱 H教行委n令 1981 

IS)応轟竹郎はカ・ 「下石鯰遺lfJr, 石動遺lfJ九州横断自動車辺閲係遭量文化財調査籟岩書 (6) 佐賀県軟f委H会 1987 

16)久保伸if. 「-.l;Sl!ll藍群OJ東1l'揖廿文化財翼査褐告11F第9簗 東fll!!Hf.<fl委日会 1985 

17) J<lj:if.- fJII寄吉11/.遺藷J佐II'県文化財調査籟告書第61集 佐賀ium委H会 1981 

18)む永欣縛 r111m繹遺跡第111区」神14町文化財胃査籟匂II 神,,町軟冑委n会 1980 

19)紐ガ祐次郎 fll<Jn'. ぷ黒木遺鰭』惰漬町文化財調査饉店害第II藁 1韓5

20)金閲丈天・坪11清足・金閲忍 に知水田遺ffJ「日本員耕文化の生J/IJa本与古年協会 1%1 

21) tlll忠昭・木下巧 「1i本谷遺鰭Jr二壌山 佐11)1(1!11中1lエ稟団地遠政に体う還逼文化財調査帽告書J 佐胃鼠軟行委R会 1'179 

22) 久保!l•if ft. 創RIB遺轄J東刊恨I↑文化財鯛査輯も書第6棗 東n振け軟胄委R会 191!2 

23)高“竹郎はか 「側U北遺ffJr制U北遺諮J九州楕翫n動車這関係親馘文化財霜査霞告冑 (15) 1992 

2<)高漏哲郎I!カ・ 「志液隕六本松遣椿Jf志祓履六本松遺務lん州情断自動車這悶係1!1蘊文化財1111資饉侶芥 (IJ) 1991 

l5)'杓成 9-10年1こf代 Ill町軟rr委R会が讀庇舅査実撫。

26)細）II金IJI. r石動1!1'4,'.松遺瞥J東1111!け文化財翼査籟行書第19隻 “”拉H軟W委H会 1995 

27)松f6匹 rl!i---i: 杉遺樗Jfili瓢遺鰭J 九州慣晰自鯰車辺悶係糧蔵文化1t•-ft:llli!r書 ( 3 ) 佐l'l県教W委H会 198J 

2s1 m平巳栄 f側日遺跡」1飼U北遺続J九州絨癌自鈷車iii関係捏蔵文化11調忙繹告曹 (15) 佐l'l県歓行委員会 1992 

29)檜崎町史Ill纂委n会鴫 1袴這町史J 1968 

30)纏Ill金也 「平成6·7年度東f担村内文化財躙査鍼~,l!I」東lfi~!t文化計躙査籟告慣第21聾 東＂拉 till:Yr委H会 1997 

31)佐買大ヰ択；？研究会 1概輯 二子山古墳J 1981 

32)佐fl*'f!考古?研究会 ll!llll ~FR丸山古lftJ 19SI 

10 



3J) *下之治はか 「;1 古墳H二な山 佐賀東駆中桟工震団地健般に伴う糧蔵文化財調査輯も書J 佐賃県教W委員会 1979 

34)小松誼 ［石動二本松古項詳Jli!i石動遭鰭J九州慣暫自戴庫遍閲緑遅馘文化財鯛亮籟告書 (12) 佐買県軟可委員会 1990 

JS) 筐永 a紹•藤口 鍵：： II 「佐＂県塁震基塁蟄繍事婁 に係る文化財讀査籠告書7J 佐賀県軟訂委fl会 1郊9

36)會庫述位に"い東脊翫H教育委n会が発揖1111査実純零

37)檜請 修 「上三i拿累Ill{遺鰭」「酉瓢遺鰭J 九州憤翫日動車這閲係損竃文化財調査輯告胄 (3) 佐賣県牧冑委員会 1983 

38)閉和62年度から平成元年度にかITて土砂抹収に伴い．囀埼町敦冑委H会が全掲調査火算。

39) ;:¥反幸UG r的,Jヽ 渕遺篇J神埼町文化財調査Ill告書第61集 神湯町敷貨委貝会 1998 

4())註 (28)と同じ

.,, 小C譲ほか 「域lh遺轄」『輯B北遺蹟J九州横断fl勤庫這閲係環識文ftll胃査輯舌青 (15) 佐賀県孜冑委員会 1992 

42)渋谷絡 r積贔A遺謬Jf切燻遺腔」 九州横既自動軍辺関係糧蔵文化財翼亮籟告書 (16) 佐灯県軟行委貝会 199J 

武谷柑疹 ・JII副麻理子 「椒嶽C・D遺珈」『切畑遺跡J九州積翫U動車il!閲伍浬頑文化財調査籠も書 (16) 佐賀県軟W委JI 1993 

43) la駁靱り 「m暉•~J 樗堵町文化財属査輯8曹第59雙袴塙町仰委旺 ,m 
44)立石驀久・甍安C!r禰川遺務J九州横断自動庫道1111係衰蔵文fl:.ltllll:縁告冑 (3) 佐買馘軟＂委 11会 198] 

45)註 (30)と間じ

46)註 (42)と日じ

47) II)屠禎作 「東＂扱け名上 1l11寺鵞の調査」佐賀県史隕名欝天然記念掬調査輯仔第 5輯 1936 

48)松iも禎作 「名の塩廣寺紐J佐買県史蹟名霧天然記念物属査鑢告第7鱈 1940 

49)饒冨1111久纏 「佐9県文化財年嶽IJ 佐買II,¥歓育庁文化財課 1996 

50)小松譲編 「古代官這・ !!!Ii鼠道肥割路J 佐賀県軟育委員会 199S 

51)註 （碍）と同じ

52)八屈実 ＂濱項遺踏 J檜堵町文化財鯛査縁告書第12集 袴埼町軟育委11会 19む

SJ)七田忠昭11か 「下中は遺藷」 佐賀県文化財胃査輯〇書第“集 1980 

“）日平惚栄 r重仙寺薯J東仔紺付文化財胃査縁告胄第.. 東l'f!ll村軟育委R会 1980 

55)河野史 f節Ill誡 J檜壻町文化財調査籟告書第50集 1996 

56)河Jt史郷 f楕武誡J搾埼町文化財鯛査籟告曹第51集 ,m 
S1)平成 6-10年度に千代田町軟青委11会が確屁鯛査実綸．

S8)堤安ll r寺ケ塁遺諮Hfi'出遺笞J九州横断自動事這1111係讚繊文化財鑽査Ill告胄 (2) 佐fllll敦＂委員 会 1981 

59)堤安信 r褻場遺瞼JffiIDil勝J九州槽厨自動取這閲保遵遍文化財調査耀告書 (2) 佐賃阻軟育委月会 1981 
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第 2章調査の概要

1 . 講査に至る経過

丑It工業団地造成予定地の位骰する東脊扱村大字三津字戦場ー帝は、昭打160年度よりエ棠用地の適地選定にお

ける候補地として浴げられていた地区である。その後、吉野ヶ里遺跡の保存決応による神埼工業団地の縮小に伴

う佐t'I児東部地成1こおけるエ深Ill地の不足から、この地区における4i業計jilijが具体化し｀平成3年度より用地買

収等の開始、 平成6年度の完成を当初の予定として三津工業団地造成計両が策定された。当該地は古野ヶ里遺跡

のrr.地する段丘 （古野ヶ里段丘）の付け根にあたり、多数の古Jf1時代の群集古t.nや縄文時代研究史.1:11'名な戟場

ヶ谷遺跡などが含まれ、神埼郡内においても埋蔵文化財の密度の濃い地域のひとつである。このことから、平成

3年度9月に県文化財誅と産熟開発課は遺跡の保イf.も含めた文化財調査についての第 1回の協議を行い、同年10

-12月にかけて埋蔵文化財の分布状況の把握を目的として、県が潤査主体とな り確認調究を実施した。

確認潤査の結果、造成予定地内に古項101基 （未確認推定150基）、遺構15.700m'の什在が1J1らかとなり、造成

社l也iにおける設計変更等も含めて協議を行った結呆、古l記0基・古項～近世の集落5.600m'、及び表土剥ぎが必

要な部分として 118.000m'を調査対象とすることで合意した （発掘調査It総額は178.000.000円）。 また潤査体制に

ついては、村教委が村営住宅・自衛隊官令廷て秤え、あるいは土地区面整理'II業等に伴う発掘潤査のIJ'業批が大

さいこともあり、平成4年度は東ft扱村教f1委il会が潤査主体、平成s-s年度は県文化財謀が隣査主体となり、

東7f振村からも調究月が参加することで協力を行うこととなった。

兌掘瀾査は平成5年3月より開始したが、当初の計画では平成5. 6年度で発掘調査、 7. 8年度で整理作業

の工程であった。しかし、造成計画における地権者父渉と並行しての潤査であることから、買収後ではなく借地

による対応であったため、平成6年度後半より調査に灼手できない状況が生じ、閾査の工程は平成7年度以降に

ずれ込むこととなった。また、 工業団地計画自体もm地買収等の難航から当初計画の見直しが行われ、平成6年

12月 には全体計画を一期 ・ ニ期の 2J~l :C事に分け、当面は一期工事のみの実施となった。これに伴い、開発面積

の減少から発掘調介対象面積についても当初の123.600m'から59.000m'となった。また、潤介対象地も当初計画か

ら一部変更が行われ、緑地保存としていた戦楊ヶ谷遺跳2区 (7.000rnり が対象地に含まれた他、確認調査の結

果、新たにギ成8年度に寺ヶ里遺路2区・ iitHn遺跡2区 (!11・960面：村道三tltt業団地線新設t半に伴う白京涸

池改修工事）、平成9年度に浦田古tn群2区 (540rrf:エ棠団地内道路建設）が本瞬査対象に加えられ、妓終的な

溝忙対象面積は59.300m'である。また、 'l'業としては当初llt~の4カ年から、平成10年度までの6ヵ年に延長と

なった。

5 ヵ年にわたる文化財綱在では、縄文時代、 弥生時代、古tn時代、奈良• 平安時代、鎌倉時代の各時代におけ

る遺措・遺物が確認された。特に縄文時代早期のものでは石糾炉を含む集石遺構と共に、多枯の押型文土器・無

文士器が出土し、 '{f娠血付碗において当該期の届住地を調査した例として頂炭である。 また、古積時代の項沼と

して、 4世紀後半-7 (U: 紀後半の1至4-ismの小円t1!を29基、奈良～平安時代にあたる 81リ：紀後半～未の火非廷

,');10)ふ 9世紀前半の士墟硲21/';・ 木棺姦 l碁を検IJ¥しており、古項時代の古い段階から平安時代前期に至る凶

制の変遷について、＆の形態・祭祀などの各方面からの研究を行う.I・.で、伐重な;R料を提供したと百えよう。

なお、佐灯県土地開発公社 ・企業立地課・東ff振村・地権者の方々を始め、関係各位には、埋蔵文化財保譲に

ついて御理肝と多大な御協力を頂きましたことを、深く感高111しI・.げます。
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2. 調査の組織

［発掘讚査及び整理作藁・報告書作成］

躙査主体 佐賀児教t1委且会

111務屈 ［総括1 堤清行 佐鉗県教脊長 （平成5年度）

JII久保菩明 佐代県教甘長 （平成6年度-,o年度）

［局長］ 岱f.~ 忠乎 文化財課長 （平成5年度-8年度）

佛坂勝男 文化財諜長 （平成9年度, 10年度）

［次長1 中牟田賢治 文化財謀長補佐 （平成5年度）

m平徳栄 文化財課長補佐 （平成6年度-8年度）

東中Ill忠美 文化財謀長補佐 （平成9.10年度）

瀬戸 明廣 文化財諜長補佐 （平成5~7年度）

深町呂司 文化財諜貶補佐 （平成8-9年度）

f§I田義学 文化財諜長補佐 （平成10年度）

［庶務会計］ 水松和久 文化謀庶務企面係長 （平成5年度）

岩瀬茂生 文化謀庶務企画係長 （平成6年度-9年度〉

津野達夫 文化謀庶務企面係長 （平成10年度）

濱野惰子• 文化謀庶務企圃主査 （平成5年度）

占段きよみ 文化課庶務企画主査 （平成6年度）

相JIIミエ子 文化謀庶務企面主査 （平成10年度）

鷲崎義彦 文化謀庶務企画主査 （平成5年度～平成7年度）

久保侶行 文化諜庶務企画主査 （平成7年度-10年度）

古村俊也 文化課庶務企面主事 （平成8年度~IO年度）

池田学 文化課庶務企画主事 （平成5年度）

毎熊近 文化課庶務企酎主事 （平成10年度）

富窪追代 文化課庶務企面主事 （平成7年度-9年度）

（調査担当］ 天本洋一 文化財諜指導係長 （平成5年度）

西田和己 文化財謀指母係~ (平成 6年度- 10年度）

松尾法博 文化財諜主査 （平成7-8年度）

小松譲 指導主事 （平成6年度）

細HI金也 文化財保設主~ (平成 5年度）

市HI浩文 文化財保護主事 （平成6年度-IO年度）

（東脊扱村教脊委貝会）

松尾法博 主査 （県派迂 ：平成4-6年度）

細川金也 主 事 （原派遺 ：平成6~8年度）

樋口秀侶 文化財係長 （県派遣 ：平成 7-9年度）
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3. 調童の概要

(1)鵡査区の設定について

調査にあたっては、現地踏査及ぴ確認調究によって遺構の存在が確認された地区については本発掘調査を婆す

る範囲として設定しまた地形的に遺構の存在する可能性が極めて低い地区、あるいは現況で土砂採取 ・安柑団

造成等により1B地形が労しく損なわれていると推定される地区については調査対象地から除外した。しかし、前

述したとおり、調究対象地は起伏の大きい丘陵地であり、丘駿尾根から斜面については削平により 、あるいは谷

部においては流上が”く堆積していることから旧地形がかなり改変されている。特に関査区のほぼ全面が蜜柑園

となっているため、ある程度規般の大きな古項については現況でも残欠が視認できるが、小規模 ・低項丘のもの

については全く確認できないものが多く存在するものと推定されていた。これらの遺構を確認調査によって検出

することは非常に困難であることから、現況で、あるいは確認調査で遺構の存在が帷認できなかった地区でも、

地形的にその可能性が考えられる場合には、全面についての表土渕ぎ、あるいはより密度の店いトレンチ調布に

よって遺跡の有無について確認を行った。

また、調査区の区割りについては公共座標を基に関先区全体に任意のグリッドを設定した。グリッドの設定に

あたっては謂査区の'*J西にあたる、 X=38800.00(m)・Y = -57600.00(m)の地点を0として、 X軸については北

側に向かって00,0 I. 02, 03・ ・ ・ と、またY軸については東側に向かってアルファベット順にAA.AB. 

AC・ ・ ・AZ. BA, BB, BC・ ・ ・BZ, CA, CB, CC・ ・ ・CZとして、 一辺IOm区画の方眼を紺んでいる。悶

査にあたってはこのグリッドを基本とし、さらにこれを一辺2m四方からなる25の小区画に分け、＊束隅を 0と

して、 一段目を東から西に J. 2,3.4.5、二段目を同じく東から西に6.7. 8・ ・ ・ と並ぺ、北西縞を

25とした。

(2)発掘調董の概要

器査にあたっては、前述のとおり、確認調査の結果遺跡のイf在が確認され、本発掘調査が必要と判断された地

区 (lit 2 6 .8 0 0 rriりの他、確認潤査では遺構は確認されなかったものの、地形的に遺跡の存在が予想され

ることから、全面的に表土弱ぎを実施し、遺構・遺物の布無について精査を行う必要がある地区 （計 2 7 .3 

0 0 m')、遺跡の存化する可能性はより低いものの、 トレンチ岡査によ って遣情 ・遺物の有無について確認を行

う必要がある地区 (Bt 5.2 0 Om')に区分され、これらを合わせた総斜査面積は59.300m'である。以下

に地区佛に概要を述べる。

①本発掘潤在実施地区 mt 26,SOOm') 

1戟場古墳群1区 ［調査対象面積)4.800m' 【調査期間）平成5年3月、 7月～平成6年3月

（遺跡の内容l[検出遺構］縄文時代早•前期の遺物包含層 ・ 花弁状石絹炉を含む集石遺構1 1 基、弥生時代前期

の売・並棺裳5基、古項時代中期～後期の古tJt8碁、奈良一平安時代の火葬邸・集石遺構4碁

［出士遺物］ 縄文時代早• 前期の土牲・石器、弥生時代前期の壺 ・甕棺、 古墳時代の須恵器・ 士邸路 ・鉄製品

（鉄鏃 ・馬具（轡 ・雲珠，鐙)) ・ガラス小王、奈良時代の土師器，鉄製品（刀子）

11戦場古墳群2区 ［謂査対象面積Is 4 om' I調査期間）平成5年7月～平成6年3月

（遺跡の内容】［検出造構］古瑣時代中期の古項 1基 ［出土遺物］古t)'t時代の土師器 ，鉄製品 （鉄楳）

m戟場古墳群3区 ［調査対象面積)2.lOOm' [調査期inn平成5年7月～平成6年3月

［遺跡の内容】［検出造構］古柑時代中期ー後期の古lff3差、奈良一平安時代の火葬築・集石迫構2基
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［出土遺物］ 古IJ'I時代の土師器 ・鉄製品 （鉄刀 ・鉄鏃 ・刀子） ・奈良時代の須恵器

w覇場古墳群4区 ［調査対象面積I8 2 Om' I調査期間1平成5年7月～平成6年3月

［遺跡の内容）［検出遺構］古積時代後期の古項 1基 ［出土遺物］なし

v聞場古墳群6区 ［調査対象面積)6,800m' [調査期間）平成6年4月~10月

［遺跡の内容）［検出遺構］縄文時代早～中期の遺物包含層、弥生時代前期の支石墓 ］基、弥生時代後期の青銅製

鋤先出土遺構 J碁・不明遺情1茄、古積時代後期の古項5若・時期不明の古積 1基（周溝のみの確認）、奈良～

平安時代の火葬嘉4基・祭祀遺構 1碁

［出土遺物］縄文時代早 ・中期の土器 ・石怪、弥生時代前期 ・後期の土怪、弥生時代の青銅製鋤先、古項時代の

須恵器 ・土師器 ・鉄製品（銀象嵌刀装具 ・鉄煤 ・馬具（轡 ．槃珠 ・鐙 ・鞍金具 ・飾金具） ・弓付属金具） ・耳環、

奈良～平安時代の須恵器 ・土師器 ・土製品 （土馬・人形 ・鏡形等）、近世の陶磁器 ・錢貨 （寛水通宝ほか）

VI戟場ケ谷遍跡2区 ［謂査対象面積I9.040m' [調査期間1平成5年 7月~12月 (A区）、平成7年 2月

~5月 (B・C区）、平成9年4月~8月 (D区）

［遺踪の内容）［検出遺構］縄文時代早期の遺物包含陪 ・花弁状石組炉を含む集石遺構9碁、弥生時代前期の不明

遺構 1基、古れ時代後期の古項2基・時期不明の古t.!'tl基 （周溝のみの確認）、奈良～平安時代の木棺経 1基 ・

土損墓2基

［出土i1'.1物］縄文時代早期の土器 ・石器、弥生時代前期の土器、古項時代の須恵器・土師器 ・鉄製品 （鉄鍬・馬

具〔鐙 ・飾金具） ・弓付属金具 ・釘） ・ガラス小王、奈良～平安時代の土師器 ・鉄製品 （刀子 ・釘）、近世の掏

磁器・銭貨 （寛氷通宝）

V1[浦田古墳群1区 ［瀾査対象面積I1.200m' [謁査期間）平成6年 1月-s月
［遺跡の内容）［検出遺構］縄文時代阜期の遺物包含層 ・土凛、古積時代前期の方形周溝墓2基、古積時代後期の

古lft2基、時期不明の土猥墓 l基

［出土遺物］縄文時代早期の土器・石器、古項時代の須恵器・土師器 ・鉄製品 （鉄鏃・ 鉄剣 ・鉄鉾 ・鉄繋 ・馬具

〔轡 ・紐 ・辻金具・飾金具） ・弓付属金具 ・不明背鋼品） ・ ガラス小玉 ・ 切子玉、近世の淘磁器 • 土師器 ・銭貨

（寛氷通宝）

¥11浦田古墳群2区 ［調査対象面積Is 4 o rrf [閃査期間）平成9年9月-12月

［遺跡の内容）［検出遺構］縄文時代早～中期の遺物包含層 ・集石遺構2甚、古項時代中期-1灸期の古項3甚

［出土遺物］ 縄文時代早～中期の土器 • 石器、古項時代の須忠器 • 土師器

I){寺ケ里遺跡2区 ［潤査対象面積I6 6 o rr{ [関査期間）平成8年II月～平成9年1月

［遺跡の内容）［検出遺構］縄文時代終末期～弥生時代前期初頭の土漿7基、平安時代前期初頭の竪穴住居跡 l棟、

鎌倉時代の掘立柱建物踪2棟 ・柵列 l条

［出土遺物］縄文時代終末期～弥生時代前期初頭の土器 ・石器、平安時代前期初頭の土師器 ・鉄製品 （刀子）、鎌

倉時代の青磁

②表土剥ぎ実施地区 （計 2 7 .3 0 0而）

A輯場古墳群1区 ［潤査対象面積I8.600m' [謂査期Ill!)平成5年7月～平成5年12月

［調査の内容）遺構 ・遺物なし

B関場古墳群5区 ［調査対象面積Is.o o o rrf [綱査期間）平成5年7月～平成5年12月

［調査の内容Iii'.! 構 ・,It物なし
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V 日場ii5嶋肛6区 E ttZl'7苔遍鑓 Ith 

F 漬田濃診2G

Ol'±l!f!'寅編巴区 C碍ほ潤量震艶碑

Flg.4 鱈査対象地地区割図 (1:4,000) 
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C蝦場古墳群5区 ［潤査対象面積I8.500m' I講査期IUIJ平成5年7月～平成 5年12月

（調査の内容）須患器 ・土師器小片出土、遺構なし

D駐鳩古墳群5区 ［潤査対象面積13.400m' I関査期fill)平成5年7月～平成5年12月

（潤査の内容】遺情 ・遺揖なし

E穀場ケ谷遺跡 1区 ［調査対象面積I1.5 o Om' I調査期Hill平成5年7月～平成5年12月

［関査の内容l遺9鼻・遺物なし

F浦田遺跡2区 ［瀾査対象面積l3 o om' I潤査期間）平成9年9月～平成9年12fl

（調査の内容）土師器小片出土、遺構なし

③ トレンチ潤介尖施地区 （計 5.200m') 

G浦田古墳群 1区 ［閲査対象面積)1.300m' [調査期間）平成6年 1月～平成 6年8月

［調査の内容）遺構 ・遺物なし

H浦田古墳群2区 ［調査対象面積I1.ooom' I詞査期間）平成9年9月～平成9年12月

（調査の内容）遺構 ・遺物なし

1浦田古墳群3区 ［調査対象面積I9 o Om' I調査期間）平成9年9月～平成 9年12月

［調査の内容） 須忠器 • 土師器小片出土、選構なし

J寺ケ里遺跡2区 ［瀾査対象面積)2.000m' [綱査期間l平成8年7月～平成8年8月

［調査の内容l弥生土器小片出土、遺1昇なし

(3)古墳時代須患器の編年的位置付けについて

本講査区では古墳29基を確認しているが、このうち浦田古f/t群l区より検出された周消沼を除く 27基は5世紀

後半から 7 世紀後半の時期幅を持ち、 その多くが須恵器 • 土師岱を伴っている。 これら各古用の時期的なi姐魁付

けには須恵器の検討が最も有効であるため、遺構・ 遺物の概要を述べるに先立ち、本報告で扱う須恵器11i1年につ

いて、ここで整理を行うこととする。

行板III酎震に現在までに知られている古Jj'1時代の須恵器窯跡は、神埼町の平/i;(iJi恵器烹跡群 I) (小田編年田

B・WC期相当？ ）、あるいは佐n市神籠池窯跡などが知られているに過ぎず、またこれらは発堀讀査も実施さ

れていない。よって当地域における須恵器編年については小田窟士雄氏による北部九州須恵器福年21、またはEll

辺昭三氏JI . 中村岱氏い による掏邑編年をそのまま援m、あるいは出土須恵笞の型式分類を行った上での援用

が行われるのが常である。よって本報告では出土須忠器のうち、特に杯蓋 ．杯身について先行研究をもとに分類

のうえFig.5のとおり椙年表を作成し、その時期的な区分として IA-¥'I期の12期を設定した。なお本調査区で出

土した須恵器は6世紀後半-7世紀に集中するため、その他の時期の補完賀科として調究対象区に隣接し、当該

古項群の造営主体と推定される、浦田遺跡61 • 三沐水田束遺跡い の住居跡出土沢料についても加えている。以

下に各時期の特徴を述べる．

1期 打疫の天井部と口絃部の境が明瞭で、鋭く突出して稜を作る。天井部はヘラケズ')を入念に行い平坦であ

るのに対し、口縁部は真っ紅ぐ下方に伸び、端部端面には沈線を巡らす。杯身の底面も同様にヘラケズリが入念

で、かえりの立ち上がりは高く 、受部の嬬部は鋭い。全体的にシャープな作りである。187-22.23は浦田古れ群2

区sTonの周溝内で壼 ．把手付き碗と一括で出土 したもの。杯盗の口径は11.2cm、杯伐は10.0cmo

Ul DA期としたものは、杯辺の天井部、杯身の底部のそれぞれが九みを持ち、口径に対し器高が高くなるも
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の。口径はそのものは前代と大きく変わらず、杯盗は12.5cm、杯身は10.5cmと大型化に至っていない。杯蓋天井

部と口縁部の境は鋭い校から段へと変わる。本調査区で出土例はなく、浦田遺跡及び三津水田東遺跡住届跡例を

裕げている。これに後出するもの (DB期）として、より大型化の領向を示しつつ、受部の立ちヒがりが長く直

線的で古相を示す段階があるものと思われるが、古項からの出土例はみられず、ここではi,11田遺跡出土例を示す。

m期 杯盗はかえりを持たず、杯蓋の天井部と口粒部の境が不明較で、天井部外面のヘラケズリを口径の 2/3

以上施すもの。天井部と口緑部の境は時期が下るにつれてより明瞭さを欠き、一体化するものと思われ、退化し

た段を伴うもの (IDA期）、鈍い沈線を伴うもの (IDB期）、段 ・沈線が消失し、緩やかに而曲するもの (me期）

へと変化する。また、口緑部端部も IDA・日B期には端面、あるいは段を持ち古相を示すが、 ME期段階では丸

く収められる。口径は IDA期、 IDB期で15cm前後、 me期で13cm前後と少しずつ小型化の傾向にある。杯身も

同様に IDA期に口径が餃も大きくなり 、以後小塑化がみられるはか、受部の立ち上がりの長さがIDA期では

1.0cmであるが、次第1こ短くなる傾向にあ りme期では0.5-0.7cm程である。しかし、立ち上がりが直線的に伸

ぴる様子はm期を通じて基本的に変わらず、外反ぎみになるIV期との違いがみられる。

w期 杯社は口径12cm前後と前段術より小さくなり天井部のヘラケズリの範囲もより狭くなる。天井部と口椋

部の境はほとんどみられない。杯身も口径10.5~1lcmと小型化するはか、立ち上がりはより短くなり 、さらに外

反する点が皿期と異なる．

V期 杯身にかえりを持つセットでは最も小型化し、杯菱は口径11cm前後、杯身は口径10.5cm前後。それぞれ

の外面はヘラケズ＇）を行わずヘラ切り躾しのみで、ナデで仕上げる。新たにかえりを持つ杯蓋がみられ、天井部

外面には擬宝珠形のつまみが付く 。受部の立ち上がりは受部より下方に伸びる。阿種の杯盗ではこの段階が最も

口径が小さいものと思われ、 90-197は口径9.~m.

¥11期 杯溢と杯身は完全に逆転し、かえりと擬宝珠様つまみを持つ杯雀が主体となる。受部の立ち上がりはわず

かで、受部とはぽ岡じ茄さである.fiil種の杯身は店台を持つものと持たないものがあり、高台は断面方形で高い。

110-284.288、及ぴより小型の110-278.286は戟場古れ群 6区ST040からの一括出土査科であり、法溢の異なる 2

者が併存していたものと思われる。杯送の口径は284が11.2cm、278が9.1cm、杯身は288が12.0cm、286が10.0cmo

V11期 杯菱 ・杯身が大型化するとともに、杯森のつまみとかえりに変化がみられる。つまみは扁平化してポクン

状つまみとなり 、受部の立ち上がりは短く、口緑部より内開に収まる。ただし、かえりが退化して非常に短いも

の (90-191)と、以前はっきりと受部を形作るもの (I16-318}がみられる。杯身は忘台を伴うもののほか、茄

台を持たないものもあるが、器の底面がより平坦になる点で前段階 (¥1期）と区別できるかと思われる。

遁期 杯社はかえりが消失し、端部を下方につまみ出すように折り曲げるのみとなる。また体邪が扁平ぎみにな

り、つまみも前段糀と同様ボタン状になるが116-319のようなまだ高さを保つものもある。杯身は 1点のみの確

認であるが、口径に対して深さが増し、直線的に開く体部となる。窃台は低く、外方に開く 。杯菟の口径は145-

163が11.2cm、116-321.320が14出 m、116-319が16.7cm杯盗。

註文献

I) ?I, ば悧Uり ro-;., 釦1,1 神埼町文化財隕査'*告書第S9集神•~IIJ血紐会 1997

2)、J、Ill百七誼 「筑蔚における須恵花の編年H域の谷窯蹟群1八女市軟廿委.fl会 1969 

小m官士綾 「九州の須忠お」『批界陶磁全集2 1:1本古代」

3) ffl辺昭三 r111邑古窯辻群 IJIf平安'!1-1彗1if究編集J) 1966はか

4)中llrli 「和鼠園込“の研究一須烹諾生殿のぷ日がJ芍"-J柏書Iii 19311よか

5)立石泰久・提安信 h、Ill遺鯰Iltltf横断自動庫辺関係環逼文化財調査籟む曹 (3) 佐賀娯軟＂委 .11会 19氾

6)紺Ill金也 『t,動四＊松遺精J 東ff扱It文ftllt舅査111~1胄第 19菓 )l(fl扱II軟冑委員会 1995 
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第 3章調査の内容

I. 戦場古墳群 l区の遺構と遺物

1. 遺跡の概要 (Fig.6)

戦楊占trt群 1区は工業団地l月発対象範囲の最も北にあたり、北方から1fj方に伸ぴる丘陵尾根頂部に古I.IfI)~ 

(S TOOi)が立地し、それと対峙して,,,,びる西mm;根J:.(戦場古れ群4区）との間の谷部に古tj'(7碁他の遺構が

wi任する。この谷部は｀現在はかうそ溜池となっている戦場古llt詳6区南方の谷部から萩くものであり．戦場古

l(t絆3区付近で分岐して北東方向に向かって細く深い谷となってfl択ぴるが、 1区のあたりでは傾斜の綬やかな凹

地となり、ちょうど、谷を登りき った谷頭に当閾査区が立地していると3える。探科は最硲所で78m、谷部の欣

も深い所の現況は68m付近にあたり、古ll't7基他の遺情が集中するのはば高69-75,nの緩斜i!iil:である。ただし、

潟介を進めていたところ、 ST⑩4・005・007・008・020古項とやや空1111を空けて所在する ST002・O<l9古mの

1111で雌没していた狭い谷が確認されたことから、本来は前述の谷が絞いて{Illぴていたことが明らかとなり｀これ

ら7)J;の古れは地形的には谷部の東西斜面に分かれて81]々 の支群を形成していたものと考えられる。

潤査Iiりの現況は全面が蜜柑間であり、 STOOi については蜜柑I~造成、及び東側に接して走るR道建設の際に

四方から拙l'JIJを受けてIEI状を大きくmなっているものの、石室熙体の約1/3のみが遺存して露出していたため、

そのイf化が知られていた。しかしその他の遺1男は谷部への流 l:によって埋没し、さらに阪柑l蘭造成1こよって地影

的な改変を受けていたため、確認調究前までその存在については不明であった。 しかし平成3年度に実施された

:r．深団地建設地全域を対象とした碓批溝査では、この谷部において石棺系石寇 l碁 (ST002)と縄文時代早期

の迅物包含附が確認されたことから、丘陵上の古項以外に、谷部においても 占lJ't時代の群集項と縄文時代早期の

キャンプサイトの存在が予想された。この結果を受けて、約4.800rrfを対象に平成4年度 （束柑扱村教行委且会

が溝査主体）及び平成5年度に分掘調査を実施した。

発掘溝介の結果、弥生時代前期前半の売 .g¥l棺袋5)$;、占l/t8 J,~、奈良時代から平安時代前期にかけての火非

袋を含む集{i遺構4基の他、縄文時代早期から前期にかけての遺物包含層約800m'が確認された。またこの遺物

包含杓中からは縄文時代早期と推定される集石遺構II基が検出されており 、縄文土器研究史上、労名な戟場ヶ谷

逍跡I,司辺において、当該期の生活遺惜を初めて確必できた例として煎要である。以下に遺構征の概災を述ぺる。

2. 縄文時代の遺構と遺物

(1)土層及び遺物の分布状況 (Flg.7-9)

濁査区l'•Jの北東側、 ST004・005・007古lt!が分布する綬斜面を中心として縄文時代Jj!.)!IJからりり期にかけての

逍物位含吊が約800面の範l!lJで確認された。地形的には谷を登りきった谷扇iにあたり、また濁在区背i面の丘陵斜

面と STOOiが¥:C地する南側/(¥根m部との間の鞍部にもなっている。遺物包含附は谷部に而した緩斜面上に堆積

しており 、大きく見ればかな り急な斜面によって1!11まれた在地のような空間と目える。土培の堆梢状況はシンプ

ルであり、火上である蜜柑附の耕作t( Ill§) 下に貨褐色粘質J:.からなる遺物包含~ (ID~ ) が肛さ30- 15むm、

平均50cm程度で広がっている。 この包含柑は何時に弥生時代以憐の地tlJ となっており、弥生時代の炎・壺lu~、

古項などはこの貨褐色粘't'l上に掘り込まれてほ築されている。ただし、古代の火拌硲は弥生時代以砕1ここの貨渇

色粘買土上に形成された腐食質土性の忠褐色粘買土 (D層）J:.1: 造られている。
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Tab.1 覇場古墳群 1区遺機一覧表

渭情番サ 種別 形態及び特徴
規模

主軸ガ位 出J:ill物 時代・時期（艮さX幅x深さ）：m

STOOi 古項 墳形不明 （慣六式石室） 規模和男 S-10・-E 須患6(杯罷・殿景翌・襲鼠？） 古項後期 (6C3/4)

伐名 (It・雲庄・鑽）、ガうス小玉

ST002 古n 円lll(石棺系竪穴大石:ii) 往 7ー7.5m s-23•-w なし 古項中期 (5世紀後半）

SX003 火葬墓 方形の集石 -i/11.6~1,7m il付II(±麺5慎・I・量）．伐7J子 奈良一平安 (8世紀末）

ST004 古Jtl 円J1l(横穴式石室） 径 s.sm S-20'-E i.rt恵岱 （杯 ・仕類壺） 古墳後期 (7世紀後半）

STOOS 古in 円lJI(横穴式石寇） 径 Um s-ss・-w 土師諾（杯） 古墳中期 (5世紀後半）

SX006 火葬墓 円形の集石 径 0.3m 誡什岱 （土師苔鉢・憂） 奈良 (8世紀後半）

ST007 占ltl 円項（竪穴系横Cl式石寇） 径 9 "' N-29'-W? 士幻店（杯） ・鉄岱 (7)子・鎮） 古項巾期 <s世紀後半）

STOOS 古J_n 円lJ'l(竪穴系横口式石室）径 6.5m S-72・-w なし 古墳中期 (S批紀後半）

ST009 古れ 円項（竪穴系横口式石寇） 径 5.3m S-43•-w なし 古墳中期 (s世紀後半）

SXOII 集石遺構 花弁状石組炉 往 0.7m なし 縄文時代早期

SJ O I 3 甕M墓 ＂円形揖り込みと甕敲片 0.9XO. おXO.I 弥生土怪（甕） 弥生隋期前半

ST020 古項 円Ill(石棺系竪穴式石室）径 IJ-14m s-so・-w 須恵お（短類壺．迎） 古墳巾期 (5世紀後半）

S XO 2 I 集石遺情 不定形の集石 I.Om 鉄製"子 奈良～平安(8世紀後半）

SJ O 2 4 甍11l廷 浅い抱り込みと甕破1ヤ 1.0XO.SSXO,IS 弥生土器 （甕） 弥生前期前半

$X025 集石ill情 不定形の集石 径 約1.2m なし 縄文時代阜期

SX026 集石遺構 楕円形揖り込み、集石布り 0.8X0.7X0.2 なし 奈良～ギ安 (8世紀後半）

SJ O 2 7 壺悧g 惰円形揖り込みと壼破g・ O.SXOAX0.05 弥生土器（壺） 弥生前期前＊

SX028 集石遺構 花弁状石組炉 径 0.5m なし 縄文時代早期

SX029 集石遺情 不定形の集石 往 約I.Om なし 縄文時代!iし期

SX03! 鼠石遺Ill花弁状石絹炉 径 I.Om なし 縄文時代~'期

SJ O 3 2 壺棺墓 惰円形揖り込みと必破片 o.6s xo.,1 xo.2 弥生七器（，，，塑壺・大型壺） 弥生伯期前半

SJ 0、11甕棺驀 甕破片のみ 弥生土笞（蔓） 弥生前期前半

SX042 集石遺構 花弁状石絹炉 径 0.7m なし 縄文睛代早期

SX043 集石遺情 不定形の集石 径 約1.2m なし 縄文時代年期

S XO 4 5 集石遺揖 不定形の集石 径 約0.7m なし 縄文時代i,,期

SX046 集石遠揖 不定形の集石 径 約1.2m 楕円押型文土岱2点 縄文時代,;.,iJ

SX050 棗石遺構 化弁状石組炉 径 O.Sm なし 縄文町代早期

S XO 5 I 集石遺構 花弁状石組炉 径 O.Sm なし 縄文時代早期

縄文時代早期から前期にかけての遺物を含んだこの貿褐色粘質土は、花尚店の風化土壌と質砂等の風積土から

なっており、エ棠団地調査区内のみならず、脊振Lll地南麓における当該期の遺物を多く包含する層として広く分

布している。今回、戦場ケ谷遺跡2区において確認された黄褐色粘質土層について火山ガラス分析を行ったとこ

ろ、微森ながら、AT(姶良丹沢）火LIi灰、アカ＊ヤ（鬼界カルデラ）火山灰が検出されており、旧石器時代か

ら縄文時代前期にかけて、こういった火山灰や黄砂呼を取り込みながら次第に厚く堆積していったものであろう。

しかし、発揺閃査段階では土層断面観察、あるいは平面観察においてこの殴中の生活面を押さえることは極めて

附難であった。特にこの戟湯古項群 1区においてはII碁の集石遺情を確認したが、その遺構に伴う生活面につい

ては、土の違いを肉眼観察で識別することが出来なかったことから、本来は数面にわたるであろう時期毎の遺構

面についてはほとんど把握できなかったのが現状である。また遺物の分布状況も、後述するように二次堆積によ

って新18の遺物が混在し、層位的にも上下に区分できない状態であることから、遺物の分布状況によって生活面

を押さえることも不可能であった。なお、この遺物包含屑下には、帖性の乏しい焦褐色砂質土層 (IV層）が確認

されているが、これははほ遺物包含層下の全域で見られる安定した層である。この凩褐色砂質土屠は戦場ケ谷遺
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跡2区でも同様に貨褐色帖竹土泌下で見られるほか、エ菜団地謂査区の西に隣接する船塚遺跡においても縄文時

代前期の遺物包含層の下位で確認され、その上部では旧石器時代の多景の石器及ぴ霰群が検出されている。

前述のとおり 、縄文時代阜JUI-前!Illの遺物包含層である貨褐色粘質土中からは11基の集石遺構が検出されてい

る。集石迅構の詳細1こついては後述するが、これらは地形的に傾斜が社も緩やかになる鞍部付近を中心に分布 し

ており、 1:1ぼST007古mの周辺、グリッドで百えばBD54, 55、BE54, 55の範囲に含まれる。平面的にはB

054. 55グリッドにまたがって分布するグループと 、BE54グリッドに含まれるものと束西に大きく分けられる

が、層（立的な上下の追いはIiとんど見受けられない。

遺物包含層中からは縄文時代早期から前期にかけての土器及び石器が出土 している。数伝として土器は約

2.400点、石器約1.000.点が出土しているが、土怪の 9割以上が大きさ 5cmに満たない小破片であり 、比餃的大さ

めのものでも底部付近を欠打1するなど全形を窺い知れるものは皆無である。このうち、早期のものとして亀 れ1屯

文土器・蕪文土器 ・条痕土器 ・撚糸文土器、前期のものとして怪帯文土器（轟式B式に相当する） ・沈線文土器

（曽畑式を含む）などが見られるが、 主体を占めるのは早期の押型文土器、及びこれに伴うと思われる無文土器

である。この押型文土器は編年作業の進んだ東九州の押型文土器編年で百えば、稲何山式 ・『水台式 ・下菅生B

式 ・田村式 ・手向ill式に柑当するものが含まれ、早期の古い段階から末にかけての艮い時期幅を持つ。遺物の分

布状況について 、 まず•lrilii的な分布については、 BC55·BD55グリッドの南側、 BC55グリッド杭付近から南

西方向にかけて最も集中しており 、集6遺溝の位詔とはやや南束側にずれた地点に遺物分布の中心がある。中で

もSXOIIや051,031. 046, 045, 042の周辺では遺物の密度はかなり薄くなっている。遺物平面分布を見てみる

と (Fig.8)、早期・前期の遺物がかなり滉在しており 、僅かに前期の条痕土器 (62・63・71)、沈線文土器 (66・

67)がBC55-8.9グリッド付近に比較的集まって見られる以外にはグループ征のまとまりを見出すのは難しい。

特に土器によっては Sm以上離れてIll・!・.したものが接合関係にあったり、あるいは同一個体と考えられるものが

広域に分布していたりという状況が見られる。 一方、遺物の殴位的な分布を見てみると (Fig.9)、出土遺物は上

下の幅概ね0.3-0.6mの中に収まるが、 一定の窃さに集中する ような分布状態は示しておらず、この上下幅の中

でほぼまんぺんなく分布していると言える。前述したとおり遺物包含層であるm層中では、土層観秋から生活碩i

を把趾することはでさなかったため、これら遺物包含陪中でJ-.下の分布を示す遺物群を州位的に区分することは

出来ず、残念ながら本調登区における出土土器は層位的沢料にはなり得ない。 しかし少なくとも新旧の土器が大

きく逆転するようなことはないようで、 Fig.9で参照されるように、早期の押型文土器 ・無文土器 (10・19・30・

44)が下位に、 11;1期の沈線文土器 (58)、条痕土器 (60)、太形爪形文を施す土器 (65)が上位からIll土するな ど、

早期と前期の土器については概ね上下に分かれて分布しているようである。ただ、その一方で下"ff生B式併行

(10)と早期末に下る手lnJLll式併行 (44)のものがほぼ同一層位から出土するなど、附位的な細分は柘めて難し

いことが示されている。遺物の全体の平面分布においても 、集石遺溝群の位位からは地形的に低い、谷部に近い

部分にその集中が見られることから、本溝査区において出土した縄文時代前期 ・早期の遺物の多くが二次的な堆

積によって原位骰を大さく移動しているものと考えられる。

(2)集石遺構 (Fig.10-12) 

縄文包含層 <m層）中から集石遺柄II碁が確認されている。 m羽中には花尚岩媒が多数含まれており、おそら

くはfill¥'-!が堆積していく過程で風化した露頭から流れ込んできたものと思われるが、集石に用いるために人力に

よって運ばれてきたものも少なからず含まれよう。事実、遺構と認定でさたもの以外にも集石遺構の可能性があ

る一群も散見され、後の古積造成や土の流出によって失われたものもあると推定される。
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＂必の集石遺構のうち、炉墜となる石を円形に立て並ぺる 、いわゆる花弁状石組炉 (A類）が6甚 (SX 

011・028・031・ 042・050・051)あり、その他不定形のもの (B類）として、 平面的な広がりを持つもの4基

(S X028・042・050・051)、上下に層状に煎なるもの (C類） ）碁 (SX046)が見られる。このうち、花弁状

石組炉 (A類）には3植に分けられ、一つは炉壁の石が立ちぎみで、炉の中心に石を敷かないもの (A-I類 ：

S X028・050)、炉墜を寝かせぎみにして、炉の中心に石を敷かないもの (A-Il類 ：S XOl l・042・051)、よ

り大型で炉限の石は立ちぎみのもの、衷かせぎみのもの両者があり、炉の中心に石を敷かないもの (A-皿類：

S X031)に分けられる。またB類は、直径J.3m程度の大型のもの (B-I類 ：S X025・043)、沢径O.Sm程度

の小型のもの (B-a類： S X029・045)に分けられる。

平面的な分布状況については、まず花弁状石組炉のSX028・050、及ぴSX051・031がそれぞれ近接してグル

ープをなしており、 SXOIIは他の集石とやや間隔を誼いている。SXOSI・ 031の東側にはB類集石のSX045、

C類集石のSX046、及び花弁状石組炉のSX042が位償しており、 SX045・0461こついてはSX051・031と届I-

グループと考えられるが、 SX042については調査区境に近接することもあり 、いずれかのグループに含まれる

かどうかぷ1月である。また、 B類集石のSX025・043は近接し、 Fig.9に見られるとおり 遺構面もほぼ同じ？ぷさで、

不定形のSX029も含めてひとつのグループと捉えたい。なお、集石に伴うと思われる土器としてSX046の集石

内部から楕円押租文を有する胴部片2点 (Fig.13-27・28)が出土している。また炭化物がまと まって1灸出され

たのはSX031のみであるが、その他の集石でも周辺の土中から炭化物が若干益検出されている。以下に遺構毎

に述ぺる。

sxo 1 1纂石遺構 (Fig.10):/E弁状石組炉A-0類である。集石の大きさは径0.7m程で、大きさ0.2~0.3m程

度の細長い石4枚を寝かせぎみに並べ、 本来は円形に並ぺていたようである。中心には平たい石を 3枚置く 。検

出時には上面に径O.l~0.2mの礫が集中していた。掘り方は径約0.5mの円形である。

SX025集石遺構 (Fig.II)不定形の集石 (B-I類）である。大きさ0.2~0.3mのやや平たい蝶が径約1.2m

の範槻に集石されている。礫の重なりはなく平面的に広がり、堀り方も有しない。

SX028纂石遺犠 (Fig.II)花弁状石組炉A-I類である。集石の大きさは径0.5m程と小さく、大きさ0.3-

0.4m程度の細長い石6枚を垂直に近いくらい立てて並べる。中央には石を据えない。堀り方の径は約0.5mの円

形である。

SX029集石遺橋 (Fig.12)不定形の集石 (B-a類）である。大きさ0.3~0.4mの比較的大型の礫5偶を中心

としたもので、集石全体の大きさは約I.Om程である。火然を受けて赤変している石が多い。礫の頂なりはなく

平面的に広がり、掘り方も布しない。

SX031集石遺襴 (Fig.10)大型の花弁状石組炉 (A―"類）である。大きさ0.4m程度の平たい石を 6枚円形

に並ぺて炉璧とするが、北西、南東側の壁を欠く。炉壁のうち、南側の 1枚は垂直に近いくらい立てるが、他の

炉壁は45・程度に寝かせる。検出時には炉の内部に径O.I-0.2mぐらいの礫が多泣に充槙された状態で見られ、

この蝶の下部は炭化物により忠＜煤けていた。掘り方は径0.8~0.9m程度の円形である。

SX042集石遺損 (Fig.IQ)花弁状石組炉A-Il類である。梨石の大きさは径0.7m程で、大きさ0.2-0.3m程

度の板石7枚を税かせぎみに並べ、中心には長さ0.3mの平たい石を 1枚置く 。この石は火然を受けて赤変して

いる。検出時には上面に大小70個程度の礫が集中していた。掘り方は径約0.8mの円形である。

SX043集石遺構 (Fig.II)不定形の集石 (B-I類）である。大きさO.l~0.3mの礫が径約1.2mの範囲に広

がる。礫は取り立てて平たい石を選んでいる様子は見られない。礫のmなりはなく、掘り方も布しない。
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SX045集石遺構 (Fig.II)不定形の集石 (B-ll類）である。大ささ0.3m程度の礫が一石見られるほかは0.1

m以下の小蝶301員余りが径約0.7mの範囲に集石されている。礫の煎なりはなく、その1広がりは平面的で、掘り

方も布しない。

SX046集石遺橋 (Fig.12)約0.5mの匝さで層状に頂なる集石遺構である (C類）。平面的には約1.2mの規模

を持ち、大ささ0.3-0.4mの礫が6llll見られるほかは、大きさ0.2m未iii!の小礫が約80個程度重なって集石されて

いる。集石の内部から楕円押型文土僻のJI月部片が2点出土している。掘り方については検出していない。

SX050集石遺構 (Fig.II)花弁状石組炉A-I類である。集石の大きさは径O.Sm程と小さく、大きさ0.3-

0.4m程度の細艮い石7枚を垂直に近いくらい立てて並べる。炉壁はほぼ全部が遺存しており、残存状況はSX042

と並んで良好である。中央には石を据えない。掘り方の径は約O.SmのP:l形である。

SX051集石遺構 (Fig.I I)花弁状石組炉A-ll類である。集石の大きさは径0.8m程で、大きさ0.3m程度の板

石2枚だけが残存しており 、いずれも寝かせぎみに並ぺられる。中心には大きさ0.2m程の平たい石を 3枚骰く 。

この石は火熱を受けて赤変している。掲り方は径約0.6mの円形である。

(3) 縄文時代早•前期の遺物包含層出土遺物 (Fig. 1 3-19)

①土岱 (Fig.13-15)

縄文時代早期 ・前期の土器として、押型文土器 ・無文土器 ・条痕土器 ・撚糸文土器 ・沈線文士器 ・陸帝文土器

などが見られる。押型文土器 ・撚糸文土器は早期、隆帝文土器は前期のものと考えられるが、無文土器 ・沈線文

土器 ・条!It土器としたものには早期に含まれるもの、前期に含まれるものの両者がある。土器の出土点数は約

2.400点が数えられるが、ほとんどが部位不明の小破片であり器形を窺い知れる資料は極めて限られる。これら

の小破片の大半が外面に楕円押翌文 ・山形文が施文される押型文土器あるいは無文土器で占められる。ここでは

口緑部片 ・底部片のほか、土器の様態が窺える比較的大きめの破片について図示する。
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押型文土甜 (Fig.13-1~29・Fig.14-41-47・Fig.15-48) Iは直線的に開く深鉢の口緑部で、口唇部は平坦で

ある。朋部には口緑部直下まで紡錘形の楕円押型文を縦走させる。押型文は紡錘形で大きさは 5mm程度、原体

の幅は約 5cmである。内面はT寧にナデを施す。底部付近は欠捐して明らかでないが、尖底となり、底部から

胴部・ロ緑部にかけて直線的に開く器形をなすものと推定される．復元口径約24cm。2・ 4-6・8は同じ<fl'i線

的に開く口縁部を持つものと思われる。 2・5・6はかなり原手で、口縁端部は丸みを帝ぴる。 2は外面に楕円文を

横走させ、内面にもより小さな楕円文を横走させる。内外面とも楕円文は紡錘形で、外面のものは長さ 13mm、

内面は長さ 10mm、幅4mm. 4は外面に楕円文横走、内面は口緑端部のみに楕円文を横走させる。楕円文はいず

れも大型で長さ・幅共に約9mmである。5も外面及び口縁部内面に楕円文を横走させるもので、外面の楕円文の

方がより大きく長さ 12mm、幅 7mm、内面のものは長さ 7mm、幅 5mmの紡錘形である。6の器表面はかなり荒

れているが、外而及び口緑部の内面に楕円文を横走させる。楕円文の大きさは長さ 9mm、幅6mm。8は外面の

押型文が磨耗で失われており、口縁部内面のみに楕円文が遺存する。楕円文はかなり円形に近いものである。

3・7は口緑部が緩く外反するもので、 3は外面に楕円文を斜走、口緑部内面に横走させるもので、いずれも楕円

文は細長い紡錘形で長さ 8mm、幅3mmである。7も緩く外反するものであるが｀外面は楕円文を横走、 口緑部

内面にはII」形文を横走させる。山形文下の無文部はナデを施す。なお9は口緑端部付近を欠き器形不明であるが

器の肛さ 15mmの厄手のもので、外面には大型の楕円文を斜走、 口緑部内面には楕円文を横走させる。外面の

楕円文は菱形に近く 、長さ 10mm、幅7mm、内面のものは紡錘形で長さ 7mm、幅4mm。10~18は口緑部内面

に原体条痕を施すもの。 10は底部付近を欠くが比較的大型の破片で、緩く外反する口籍部から湾曲する体部へと

続く 。体部外面には梢大化した楕円文を斜走させ、楕円文の大きさは長さ 9mm、幅6mmを測る。0緑邪のち

ようど外反する部分の内面に長さ 3cm程度の原体条痕が縦方向に施され、その下位に楕円文を横走させる。内

面の楕円文は紡錘形で、外面のものより小さく長さ 5mm、幅2mm。内面の無文部はナデを施す。復元口径約

33cm。IIは位かに口緑部が外反するもので外面には菱形に近い大型の楕円文を斜走させ、内面には原体条痕を

施す。外面の楕円文は長さ 11mm、幅9mmである。12・ 13は直口する口縁部となるもので、いずれも器墜の厚

さ8~9mm程度と薄く、外面に楕円文を横走させ｀内面には縦位に原体条痕を施す。いずれも楕円文は紡錘形

となり、 12では長さ 8mm、幅3mm、13では長さ 9mm、幅 5mm。14は口緑部の形状は不明だが、内面には縦

位に原体条痕、外面は楕円押型文を横走させる。15・ 16・17は緩く外反する口樟部片で、内面の原体条痕はいず

れも斜位に施される。 15・16では楕円文を横走させるが、 17は外面にも斜め方向の原体条痕が見られる。18はロ

緑部が緩く外反するもので内面には原体条痕が短く 二段に施される。外面の楕ftJ押型文は斜走で、楕円は長さ

10mm、幅7mmと大型のものである。19~28は外面に楕円文を施す』月部片、 20・21・23・24・26は紡錘形の小振

りの楕円文を施すもの、一方19・22・ お・ 27・28は利大化した楕円文を施すものである。特徴的なのは26であり、

「く」の字状に屈1111する器形の胴部片と考えられる。おそらくは底部から緩やかに膨らんだ胴部が、屈曲部から

内傾しつつ口樟部に向かって開いて行くものと推定され、屈曲部の下位では杓円文を横走、上位では縦走させて

いる。楕円文は小型の紡錘形で長さ 8mm、幅 4mmを測る。 27・28はSX046集石遺構中から検出されたもので

ある。29は数少ない底部の小片である。外面に僅かに楕円文が遺存し、底部はギ底、底径は約11cmに復元され

る。48は緩やかに外反する口禄部で、器壁の厚さ 7mm程度と薄い。施文方法はほかと異質で、外面は口唇部下

に約 5cmの黒文帝を持ち、その下位に楕円文を横走させるが、楕円文は長さ 4mm、幅 3mmと非常に小ぷりで

ある。内面は口唇下より約 6cmの翻で同じ施文具による楕円文を横走させ、さらに長さ 2cmの原体条痕を口唇

部下に縦位に施す。
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Fig.13 縄文闘代の遺物 1I土蒻I(1 :4) 

35 



、30

漁
認

31

疇
．

／
 
＂夏 鬱

a

0
H
u
"
 

――
 

／疇
35 

］ふ疇
＇藍疇36 り

.-

•· ぞ;~ ・? '.... . ., .. 
"" • ·'・， ~屯•-~ 

tC'. . 、・. •. 
, .. 

.,, ,'・． •• ,・.、-_•. 
ゞ..''• ・.'._:'.. •\, .' 

..'}  
込 ・-ー・.__ ;,_: ., ヽー

39 

＼ 

彎 と
夏讐

0
,

．
 

i1 40 

］
II 

20cm 

1一疇
良

疇
46

疇

姿
}
P

、
羹
賓

月

uu‘
り

n日
U'

9『嘗
42 

遭
43

墨
r

ぷ

。

Fig.14 縄文開代の遺物2 (土器） (1: 4) 

36 



20cm 

Fig.15 縄文時代の遺物3I土器l(1: 4) 
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41・42は紅口する口緑部をなすもので、 41は外面に山形文を横走、内面はT寧なナデ。42は外面に山形文を横

走、内面も口縁部に外面と同じ施文具で山形文を横走させる。43・45~47は胴部片でいずれも山形文を横走。 44

は胴部でいったん屈曲し、緩やかに内傾しつつ口緑部に向かって外反するもの。屈曲部より上の体部外面に山形

文を縦走させ、屈曲部下の外面、及び内面はナデである。器壁の厚さは約5mmと薄い。復元口径約20cm。押型

文土器の胎土中には砂粒が多く含まれるほかカクセン石が視入しているが、特に2・5・ 6・9・11・44・46には多

位に含まれる。

無文土器 (Fig,14-30~39) 30は緩やかに湾曲する体部から口縁部が直口するもので、内外面に丁京なナデが

施される。復元口径約27cm。31~34はいずれも直口する口緑部片。 31の外面は横方向の条痕をナデ消している。

33・34は内外面にT寧なナデが行われ、 33は30と阿一固体の可能性がある。35-39は朋部片、特に35は底部に近

い部分で30と同様に外面に丁寧なナデが施される。39は内面のナデは荒く胎土中の砂粒が露出するほどであるが、

外面はミガキとも酋うべき丁寧なナデが行われる。38は器搬のはさ 1.4cmとかなり厚手の もので、内面はミガキ

に近いナデが施されるが、外面は器壁が荒れており謂整は不明である。

無文土器の胎土中にも多くの砂粒が含まれるほか、 30・38にはカク七ン石が見られ、特に38には多黛に含まれ

るが、 39には全く混入していない。

条痕土器 (Fig,14-40・Fig,15-49・60・62-64・66-68・71・75) 40は外面にハイガイの貝殻腹緑を押し付け、

引っ張ることによって緩やかな波状の条痕を施すもの。器壁は 8-9mmと瞑手、体部から口緑部にかけては直

線的で、僅かに開きぎみの円筒形の体部をなすものと推定される。内面は横方向に条痕を施した後にナデ消して

いる。胎土中に多:Iii:の砂粒とカクセン石を視入している。復元口径約21cm。49は薄手のもので、外面に波状の

条痕を、内面には横位に条痕が純される0 60は直口する口緑部片で端部は面取りが施される．外面には貝殻腹縁

による横位の条痕が見られ、内面は横位の条痕後ナデである。62・63は外反する口緑部で外面には貝殻腹緑によ

る押引文を施し、その下位には条痰が見られる。口唇部にも同じ施文具で刻目を施す。内面は62がナデ、63は横

位の条痕が残る0 64は直口する口緑部片で外面には条痰が見られるが臆文具は不明である。口唇部にも同じ施文

具で刻目が施される。内面はナデ。 66は直口する口緑部で口唇部は面取りを施す。外面には貝殻腹縁による縦位

の条痕、内面の口唇部下には横位の条痕が施される。また、口唇部にも同じ施文具により刻目が行われる。 67は

外面に横位の条痕と刺突列点文を施すもの。 68は緩やかに丸みを持つ胴部片で、内外面に横位の条痕が見られる

ほか、横位に刺突列点文が施される。71は器壁の印さ 6mm程度と薄い胴部片で、 外面に貝殻腹緑による縦位の

条痕、内面は横位の条痕後にナデ消しを行う。 75は底部付近の部分片で外面には貝殻側緑によ る条痕が施され、

内面はナデ。胎土中にカクセン石が含まれる。

撚糸文土盟 (Fig.15-69・70・72) いずれも器壁が厚手のもので、 69・72で見ると外面及ぴ口縁郎内面に撚糸

文が見られる。撚糸文は内面では横位に、外面では69・70では斜位、 72では縦位に施される。 72の内面文様帝の

下位では丁寧にナデが行われる。 72の胎土中には多黛にカクセン石が含まれている。

沈線文土器 (Fig.15-52・ 53・57・58・73・74) 52・53・57は外面に斜格子状の沈線を施すもの。調整は内外

面共にナデで、 57の外面には隆寄が2条貼り付けられているようであるが、それぞれが連絞せず、途中で止まっ

ている。58は器壁の厄さ 5mm程と薄手で、外面に細い沈線文で曲線と直線を描き区画を構成しているようであ

る。内面はナデ。 73・74は外面に沈線文を連絞して施すもので、73・74の胎土中には滑石が含まれる。73は 「X」

の割付けを繰り返し、短沈線をさらに充槙するものである。74は横位の沈線が連絞して施文される胴部片で、内

面は荒い筋状の調整痕が見られるが謁整具は不明である。
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隆栢文土囮 (Fig.15-54・55) 54・55は外而に数条の径帝を貼 り付けるもので、 54の口緑部はかなり立ちぎみ

で、 55はやや外反する。性帝は断面三角形、器壁は 5mm程度と薄手亀調整は内外面共にナデである．

その他、分類不能のものと して、51・56・59・65を図示している。51は外面の口唇部直下に僅かに陸起する突

帝を持つ。内外面とも調整はナデ、 56は直口する口椋部で、外面の口昏部下に薄く鋭利な施文具による刺突文が

連絞して二段に施される。器壁はl'l.さ5mmと簿手である。59・65は外面に述絞する太型爪形文を持つもので、

59は二条の太型爪形文に区画された、縦位 ・斜位の沈線文による文様帝を持つ。内而は横位の条痕が見られる。

その他、補修孔と思われる穿孔が見られる。65は太型爪形文に区西された祁分が無文帝となるもので、同じく内

而は横位の条痕である。

②石盟 (Fig.16~18)

石器は、剥片・チップを含めて約1,000点が出土している。このうち製品としては石鏃 ，石匙 ，削器 ・府製石

斧 ・磨石などが見られ、それぞれの点数は石鏃が95点、石匙9点、削器15点、磨製石斧 2点、磨石19点が数えら

れる。また、石鏃95点の内、未製品が13点含まれる。

76~97・99は石鏃。76~88・92・94・95は凹基無茎式のもので、76-79は両側辺が丸みを持つもの。このうち

78は袂りが深く長脚となるもので鍬形鏃に含まれる。80-82は両側辺が直線的になるもので、全体として平面形

が長さと幅がほぼ等 しい三角形となるもの。84~88は同 じく 両側辺が直線的になり、長さが幅を上回る平面二等

辺三角形となるもの。83・92・94は両側辺が直線的となるが先端部付近でややすぼまる もので、平面形は二等辺

三角形で幅に比ぺてさ らに全長が長くなり、袂りは浅い。このうち83は剥片鏃である。 89~91・96は平基無茎式

のもので、 89-91は両ti!辺が直線的となり、平面形は89・90が正三角形となり、 91はやや幅より全長がやや長い

二等辺三角形となる。96は全長4.35cmと大型の剥片鏃で両側辺は丸みを持つ。99は有茎のものでf:ll.6cm、全長

6. なmと細長く、両側辺の中央部には浅く袂りが入る。なお石材は76・77・79・83・85・91・97が黒曜石、87が

チャートで他はサヌカイトである。

100-1081よ石匙、すぺてサヌカイト製である。103を除くすぺてが横長剥片を素材とするもので、103のみ縦長

剥片を用いており、いずれも鋭い閥辺 ・縁辺に両面から剥離を加えて刃部を作り出している。つまみの形状には

二通り有り、両側辺からの袂りが深く、幅広の形状をなすもの (100・IOI・106・107)と、T寧に剥離を加えて

細く小さく突起状に作り出すもの (I02・103・104・105・108}の両者がある。

109-112は削器でいずれもサヌカイ ト製である。109は縦長湖片を素材とするもので、鋭い緑辺部に両面から

剥離を加えて刃部とし、側辺の片闘は自然面を残し、もう片側はそれと形状を整えるようにポジテイプ面より剥
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Tab.2 穀場古墳群1区縄文時代の土器一覧表 (1)

F;~ p L. 鼠遺書 出・tJl,1'( 檜窮 お H
Ir. /,I kml 飴 土

色鵬
文 !l・ 鼻 'II
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』 11・1 細'"'BCS4―tl. 邸 ． ． ()~) 砂R・カ9七ン6 a色 ffl円檸u嶋え n帷畠帽1'1/C横止， ll•l 螂 ,i: SD"ー,.:.. 幼 . ． (•~· 紗11・カ9セン6 ＂貴褐色 111'1,,'11え繍A ロ籍記II円又艤A
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’ 畑'"BCSS-1, 隔 ！ ． ． 
"" 砂ft 純い貴帽 惰I'll!'~文●ん Cllt瓢IIIB文績ん
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10 '" "'""虹2
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＂ 
11,l 9800121) e cs.1-2.. ~1.1 ． ． ,~,, 砂,i・カ9七ンG・霜!? ~'褐色 111l'llflll:t麟北 巖位の嵐""'●

＂ 
11-l 細 1212HC≫-1. 碑 ． ． ('j) 紗It・カ9センb R色 PIii引皐日文艤£ 縦位，，瓢ll・t賣
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＂ 
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" 

細 15)4RDい-16,ぬII ． ． "・" ~f! 鯖い霞色 1111'1"口文FL史 ナヤ

u ,~, 細 12118Ci)-Z, 碑 ． ． ... 0) ~ti ・ 金言ll f¥l色 惰1•11印n欠VIA! ナテ
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.,.,,, .,..,. 

” 
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“ 
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＂ 
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“ 
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.,.,. 
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” 
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Tab.2 戟場古墳群 1区縄文時代の土器一賢表 (2)

品
p L. 鸞這濤

出土鳩,'/. ＂訓 召憧
法 鼠 {= ) 訥 J: 
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Tab.3 輯場古墳群1区縄文時代の石器一覧表

As- Pl .• 昂遺掬
出土鍮立 石憧 分ヨ <i II 

法 ● (..,) 
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＂， 畑 ll29 B055. カクうン 綱 z; 拿 .,, 8.1 ... 

1~110 12-' 96001碍2 B BS4ー13-.ti>! I ． ． 10.l 3ん , .• 船 9
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Ill ,,., 畑,.,. BC55-I. Nol 覇誓

＂ 
ii 16D 6J lO 5ヽ5R

'" ll-3 貨"" BD~~- ~. 図 ． ． 16.0 .., JJ) ,ヽ,.
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躍を施している。110は横長剥片の緑辺部に両面から渕離を行い刃部を作り出している。111・112は縦屁剥片を

素材とするもので、 111は片面に自然面がそのまま残り、鋭い側辺部の一方のみに急角度に謂整された刃部を作

り出す。刃部の調整は片面からのみ施される。上部には両側から利く袂りを入れ、つまみ状に作り出しているよ

うである。112は両1111辺の端部付近のみに小さな剥離を加えて刃部を作り出すもの。その他、 98はサヌカイト製

の不明製品で縦長刺片の図中下方に拓部を作り出し、さらに両圃辺から扶りを入れるもの。さらにその上位では

片側閥辺に小さな剥薩を行い刃部を作る。

113・ I 14は磨製石斧で完形である。いずれも両刃で蛤刃をなし、刃こばれ全く認められない。ほぽ前面に研店

が施され、 113は石斧主面と開緑の間に明瞭な校を持たず｀横断面形は格円形を示すが、 114は一方の側緑に面を

持つ。115-124は礫石器ではとんどが磨石として使,nされたものであるが、 116・119などでは側緑祁部に版打に

よる剥雄が見られる。また、 123・ 124は平滑になるまで磨かれた面を持つもので砥石的な使！りがなされたものと

推定される。

この他、 石核がII点余り出土しており、このうち 3点は黙曜石でほかはサヌカイトである。黒罐石は 6cm未

満の小型のものであるが、サヌカイトはより大屯のものが多く、 20cmを超える大型のものも見られる。このこ

とは渕片石器の素材が、小型の鏃のみ黒昭石で、ほかはすべてサヌカイトを用いている点と合致している。

3. 弥生時代の遺構と遺物

弥生時代の遺構として、弥生時代前期前半に位償付けられる売，壺棺硲5基が確認されている。これら 5甚と

したものは、位かに楕円形の浅い掘り込みとその内部の埋:I:中から検出される甕．壺の破片から推定したもので

あり、明らかに棺体として埋覆された状態で確認したものは竹無である。また、出土した土怪については売 ・壺

共に屯祁窃30cm未満の小型品が多いが、底部片のみながら底径からやや大型の壺かと思われるものや、埋葬専用

の長JI月滋なども見られる。推定の域は出ないものの、甕については小児棺、盗については小児棺の他、供献土器

である可能性も窃く、本来的には支石慕であった可能性が考えられる。後述する戦場古項群6区では上石を欠い

た支石姦 1基が確認されており、本調査区においても、かつて支石硲であった遺構が、古項築造の際の地llJ整形

により削平を受けた上、 J.:石が石立石材に転mされたりして大きく破壊を受けたものと推瀾できよう。

(1)甕 ・豆棺● (Fig.20) 

SJ 013甕棺璽 詞査区のほぽ中央部、 STOOSとST004の間に位骰し、北に約 Im離れてSJ041が、 Illに約

Im雌れて SJ027が検出されている。SJ013では長軸0.9m、短軸0.85mのほぼ円形に近い楕円形の浅い掘り方

の中央部から、甕の口紐部及び朋部｝すが十点余り出土している。掘り込みの深さは約O.lmと浅い.I:に、土器は

検出面からほぼ浮いた状態で検出されたことから、遺構についてはほとんど削平を被っているものとみることが

できよう。

s」024甕棺● 調究区中央のやや北より、 ST004古tnの北東約 5mに位船する。確認された遺構は平面不整

形の浅い掘り込みで、 iそさはI.Om、輻0.55m、深さは最大0.15mである。遺構のほぼ底面近くから央の崩部片が

三十点余り出土しているが、形態が窺える部位が見られないため、出土土器については区l示していない。土器の

他、大きさ30cm程度の花協岩礫が見られ、土器を押し潰すような形で検出されている。

s」027豆棺● SJ 013甕棺廷と ST008古mの間に位骰し、平面楕円形の掘り方の中央から壺の底部片が検出

されている。掘り方は投軸0.5m、短軸0.4mで、底而付近で埋土と地山の境が不明瞭となるため詳細は不IPJであ

るが、検出面からの深さは最大でも0.05m程である。壺は底面を下に向けた状態で検出されており、体部のほと
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Fig.20 S J 013, 024, 027, 032, 041甕，豆棺● (1: 20) 

んどを削平されているものの、かろう じて埋骰されていた状態を保っていると言える。

SJ 032壺棺璽 S T005古用の石室南隅のtl'l丘下より確認されたもので、 STOOS築造時の地1J.1整形により削平

を受けたものと思われる。SJ027甕棺硲と阿様、格円形の掘 り方内部より弥生土器の破片が検出されたもので、

掘り方の長軸は0.65m、短柚は0.47m、深さは亮棺硲の中で最も深く、検出面からの深さ0.2mである。出土した

七器は十数点であるが、特徴的なのは供献土器としての小型壺の他、長朋型の大型壼が検出された点で、供献土

器を伴う '<~Ir.!硲であったものと推定される。
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Fig.21 甕・豆棺ほか弥生時代前期の遺物 (1:4) 

s」041甕棺璽 SJ 013甕棺秘と ST004古1j'tの間に位霞する。本遺構では明確な拙りガは確認されておらず、

破砕された史の破片が集中して検出されたことから炎棺硲の存在を想定している。甕は,jヽ 咆の突帝文土器と思わ

れるが、口粒部及び底部を欠いており、図示に耐えるものは見られなかった。

(2)甕・壺棺璽に用いられた土器等 (Fig.21)

甕．壺侑袋の他、古ll'tのIJ'I丘盛土中及び遺構検出面上で弥生時代前期前キの土器が確認されている。

125・ 130はSJ013甕棺廷出土の売で阿一個体である。125は胴部」：半部で二条突帝の下部のみ遺存する。突；；；t

は断面形が三角形で端部には浅く小さな刻み目が緒される。130は胴下半部で底部は僅かにくびれる。底面には

焼成後に穿孔が施される。いずれも潤整は内外面共にナデである。132・135はSJ032戒棺硲出土の壺、 132は小

型の壺で球形に膨らむ11!1部から類部に向けて緩やかにすぼまるようであるが口緑部を欠いている。n部には細い

沈線を 3条巡らす。135は長朋壺と思われるが胴部下半部を欠く 。日部は丸みを持って張り、新部は一端すぽま
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Tab.4 戟場古墳群1区弥生時代の土器一賢表

ふ
p L. 犠遍書

出土厖れ 憧累l 召 U
法 量 (=) 給 士 e潤

文撮・胃蟄

書サ 鵞U奮号 口It 苔“ 騒n 濠視入籍 外笞園 内召面

21-IU .~, 畑 10)1S JOI) 賣生土E 曼 "・" 紗R多量 Ill承胃色 ~ .. ナデ

I込 貨""""ST叩属濤況 ． ． (7J> 紗R多璽 霞色 .,.,, ・,..,
ll1 ““ STOOJJ11f<IR ． ． (J.1》 19•> 紗R多量 糧e へう.,.,,, . .,.'f' ナt'
Ill 畑""STい項丘2区 ． ． 118') (6J) 砂R少量 褐色 爵員のため不明 ＂純 ，，た，，不剛

11' ..00¥0ll ST00.1 l区 ． If (1'1J) (10/,) 編砂R多量．冨8 Ill色 ナデ ナテ

＂゚
畑 IO)< S JOI) ． 甕 (10.2) ,. 紗れ多量 篭奪患色 ナデ ナデ

131 一ST001絹膚,g . • "" 63 紗R Ill~ へう1-1',t-r ナヤ

Ill ,~, 畑 ))l()s JOJl. 滋 ． e (18') (7,) 4、li多菫 R色 ミ""' ナデ

l!J ｀匁 ST鴎｀丘 ． ． (lA> ~~· 小6少量 鸞色 ナデ ナ，，,,.. '60010)! S)021. 滋 ． ． (• .)) (IUI 紗位多量 u ヤデ ナデ

'" ""' 9如）1S J()J2. ~1• 8• 12 ． ． 111 .. "'の むR多量 帽e 11/キ ナヤ

IJ6 _,., ST磁填丘 . ． (3.0, •• 小石、纏診R多鼠 R色 ナヤ ナデ

り口緑嬬部付近は外方へ折れる。134と同様n部に 2条の沈線を持つ。調整は134・ 135共に外面ヘラミガキ、内

面はナデである。134は壺の底部片でsJ<m壺棺墓出土。底部から体部にかけてはかなり大きく膨らむようである。

126-129・ 131・133・!36は古項の項丘盛土・周溝埋土の出土。126・131はST007古Jtllll土で、 126は二条突

帝を持つ甕の口緑部、11J1部から口粒部にかけては緩やかに内而して萩く。上部突帝の上端は口緑端邪に接してお

り、突帯はいずれも断面三角形で細く浅い刻み目を述絞させる。131は甕の底部で底部付近で1韮かにくぴれぎみ

になり、胴下半部は直線的になるようである。 1271.iS TOOJ古tlt出土で甕の底部、 131と異なり胴下半部は膨ら

みぎみになるようで、底部のくぴれ具合も大きく、底部底面は僅かに凹面をなす。朋部外iJjjは条痕後ナデ｀底部

の外面はヘラ条工具による横方向のナデを施す。128・ 129・136はSTOOS出土。 128は口緑端部に突布を一条持

つ甕で、突帝はつまみ出すように外方に伸ぴ、端部には浅い刻み目が施されるo 129は大型の壺の類部から口緑

部にかけての部分で、口縁部は大きく外反する。136は大型壺の底部。133はSTOOS古れ出土で同 じく壺の底部。

4. 古墳時代の遺構と遺物

古れは 8基が確認されており 、細かくは 4つのグループに分けられる (Fig.6)。このうち、 STOOi古項ば調

究区内東側の尾根上の高所に）阻．独で立地しており、石妥規般は最も大きい。谷部にはその他7碁の古mが位償す

るが、前述のとおり旧地形ではさらに深い谷が南から伸びて北西方向に続いており、谷部の古項群を南北に分け

ている。北側には ST004・005・007・008・020古項が分布するが、 STOOS古項が他の4荼と 12m程と若千の距

離を空けており、他の古れは周溝を接する、あるいは 4m程の間隔を持って近接して密集する。また、谷部の南

1l11には ST002・009古墳の2基が近接して分布しており、谷部北側の一群の周辺には未だ古項を築造できるスベ

ースが残っていることから、やはり意識的に谷で隔てられた対料に別個の硲域を求めたものと推定される。この

他、奈良時代から平安時代前期の火葬墓と思われる集石遺構はすぺて谷部北睛に位置し、特に7世紀後半のST

叩古/l'fの囲むように分布しているのは輿味深い。

古IJ'!の残存状況は、谷部の古れについては流土に覆われた後に蜜柑園造成により)'fl)平を被ったためか、周溝及

ぴ.fJ't丘下部・石奎下部については比較的遺存しているものが多いが、天井石が残っていたものは見られなかった。

また STOOi古れは尾根上部、ST007古項は尾根の鞍部に立地しているため、造成及び蜜柑の植樹漿による破壊

が労しく、特に ST007古項は奥壁と推定される立石が残るのみで石室規校でさえ詳細不明である。以下に古項

毎に概要を述べる。

ST001古墳 (Fig.22~26)

/.ti丘 .J/J溝 (Fig.22) 尾根上に単独で立地する。全面が蜜柑園造成による破壊を受けている他、古項梃部東を
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Fig.22 S TOOi古墳溝■図 (1:200) 

怜j北に走る農辺によりカットされ、旧地形はかなり改変されている。ょってれ丘は東側にmかに遣存するのみで

とんど失われている上に、石寇北西側から南東開までが地山面に至るまで二段1こカットされていることからtl'f裾

は明らかでなく、収径は不明である。また、 1籠かに地山面が113状を留めていると労えられる石室北西間において

も周溝の掘り込みは検出されておらず、その打無についても不明であるが、尾根上の立地ということを考慇すれ

ば本来的に周溝を持っていなかった可能性も十分考えられる。なお、石亙前面も揆追部まで掘削を受けており、

経道についても検出されていない。

内部主体 (Fig.23) 1r. 室両袖型横穴式石室で、ほぽ真内に関口し、石窒の主翰方位はs-10・-Eである。石室

は西開から南側にかけて石至掘り方まで掘削を受けており、石当西閥壁体及び淡逍餃l"l部分の石材は完全に失わ

れている。また壁体が遺存している各璧体についても、石積みは玄箆右壁が般大5段残る他は、奥壁は腰石のみ、

羨辺は右 ・左壁共に3段程度がかろうじて1日状を留め、天井石については全く残っていない。

石座拙り方は左朕奥閑から右堕奥隅、右側餃道部分まで残存するが、奥隈領のコーナーは比較的緩やかなカー

プを描き、玄当から毅道にかけてはすぼまって絞く 。また、掘り方の上面は石座東開のみが削平を被っておらず、
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上面から掘り方底面までは約

0.lmの深さがある。

右壁側で見る限り．掘り方

の掘り込み面の高さは腰石上

面のレベルとほぼ揃つている

一方、奥壁側については膝石

より 0.6m程低い位骰に掘り方

上面レペルがくるが、特に石

室北側は項丘基底面ま で削平

を彼っており 、本来の掘り込

み面の店さは石産右朕側とほ

ぼ同レペルであろう。

石径は残存長約 7m、艮方

形玄産に天井石を架構する艮

い羨道を付設するものと推定

され｀袖石は内側に突出せず、

玄門幅と毅道幅はほぼ等しい。

玄奎は左壁が失われているものの、奥壁 • 前壁共に避体下部のラインはほぼ完全に残されている。玄座は整った

長方形をなし、奥岐幅2.lm、前接幅約 2m、右壁長3.0m.左堡長3.0mで玄室長と玄室幅の比は I: 1.5である。

遍

L
 

0
,
．
 

m
J
 Fig.24 S TOOl古墳閉塞状況 (1:40) 

堕体溝造では奥壁・右壁共に膝石を配腹するが、奥壁は右壁よりに幅約 2m、高さ約l.5mの立面形艮方形の大

石を横位に立て、その左側に幅0.5mの石を配位してはを斜節している。右壁は二つの大型の石を横位に設いて

腰石とし、さらに袖石との間に小さな石を立てて長さを調整している ようであり、奥隈側の腰石はHさ約l.2m,

姦さ約0.8m、前撲1ll1の腰石は長さは約1.3m.秘さ約0.5mで、さらにより小ぶりな横長の石を前壁側の籾石J:.に

横位に配骰して両者の上面の高さを揃えている。この腰石上の壁体は大きさ0.6-0.&mの転石からなるが、特に

横品の石材を選択的に選んだ様子はないものの、ほぼ一段師の目地が揃うように横位に積み上げてあり 、持ち送

りは緩やかで、個々の石材の内側に向く面がほぼ面を揃えている。

玄門部は右 ・左側共に立柱石を立てて構成Lているが、左右の石材の形状 ・大きさは全く異なり、左隕には窃

さ約1.4m、玄寇側の似で約0.6mの大石を立てるのに対し、右側は茄さ約0.9m、玄堅側の幅約0.35mの小型の石

を配償しており 、結果的に玄痘前捲のやや右よりに片寄って羨道が取 り付けられている。興味深いのは左側立柱

石の上面と奥壁腰石の上面の裔さがはぽ等しく、さらに石室掘り方上面の高さともほぽIii!じになる点であり、お

そらく石立溝築にあたっての最初の工程として掘り方上iliiの高さと揃うように下部壁体を積み上げているものと

推測される。なお、柑石については既に失われているが、左袖石の直上に架構されていたものと推定され、この

場合は玄室床面から柑l石の下iliiまで、いわゆる前壁窃は約l.4mとなる。

羨道は前述のとおり、玄門部鉗と変わらない幅で羨1町方向へ仲びるもので．玄1"1部悩は約 lm. 袖石1111には枢

石が一石配される。毅門部分は失われており 、右様で約2.8m、左選で約2.4mが遺ffする。羨道壁体は左右とも

最下段には横長の1'i材を横位に配骰 しており 、残りの良い右授で見ると上部殷体よりやや大きな石を用いている。

また、右猥最下段では二石を横位に据えたさらに羨門側ではやや小ぶりの石を縦位に立てている。なお、壁体は
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Fig.25 S T001古墳出土遺物1(148-150は1:2. 他は1:3) 

玄室の積み方と大きな違いはなく、目地も玄当と揃うことから、玄室・揆道同時に構築されたものであろう。

玄室 ・毅道共に床面には敷石は全く遺存しておらず、かなり撹乱を受けているが、原位誼は留めていないもの

の、須恵器及び,,,q具等の鉄製品が出士している。

1:/1塞11(Fig.24)は淡道部で一部残存しており 、枢石との間に約0.5mの空間を空けている。石積みは塊石積み

で高さ約0.7111が残っており、下部及び玄l"lllllJに大きさ0.3~0.4111の茂を、上部及び毅門開には大ささ0.2m以下の

小礫を積んでいるようである。

ST O O I ~ilf!Ul :J濁物 (Fig.25·26) 須忠器の他、ガラス製小五、鉄製品として馬具が玄室 ・荻道より出土

している。

137~ 147は須恵器、杯蛮．杯身 ・近 ・短頚壺の他、提瓶あるいは平瓶と．思われる0縁部が見られる。137-141

は杯社である。141を除くいずれも口径14cm以上で、 141は口径約12.8cmである。140・141は天井部外面に V字形

のヘラ記りを持つ。1421i杯身で口径約12.4cm、立ち上がりは直線的に伸びて内傾し、その長さは約0.55cm.144 

は四の頸部から口粒部、口径10cmと小翌のもので、頸部から一度段を持って口縁部は楼く外反する。145は直線

的にIUI<n綽部で、口縁下に二条の沈線を巡らす。提瓶あるいは平瓶と思われるが、大きさから提瓶の可能性が

窃い。146・ 147は短類返で、 146はLl径6.2cm・ 器高7.6cmと小型、147は口径8.7cmで脚台が付く 。146は胴部中央

に最大径が位設し 、最大径のやや上位に二条のl'!l線を巡らす。底面には十字形のヘラ記サが見られる。147は服部

のやや上位の紋大径が来ることによりやや日の張った器形をなし、胴部中央にはカキ目が施される。なお、143

52 



.. , R 

II ¥IJ _ 

-~ 

J~ 
◎ 

I 

¥l fl 怠II r 
● 156 

@ 

'¥JI 
I 1$0 ~ 'l) I 163 

155 

157 

＇ ＇ 
璽

ii 

158 

。
10cm 

Fig.26 S T001古墳出土遺物2(1: 2) 

53 



は壺の溢と思われ、ボタン状のつまみが付く 。

148-150はガラス製小玉、いずれも径約1.2cmで既さは約0.7-0.Scm,1Lの径は0.35~0.4c,n、色は148・ 150が

淡緑色、149は表面風化のため不明である．

鉄製品は鳥具が確認されており、 轡 ・雲珠 ・鐙が見られる。151-155は轡で、 151・152は板状立聞素環鏡板で

ある。いずれも楕円形で、 151で見る と鏡板は長軸8.むm、短軸は約 7cm程、 立116幅約4cmである。 153・ 154は

引手、 155は街である。156は貝製雲珠の座金具であり、円形の匝金具の痰iliilこ貝穀の圧痕が観察される。座金具

は直径約2.5cm、宝珠誨の扁さは約0.7cmである。157から160は木製壺鐙に伴うものと思われ、157・158は鐙靱で

兵庫鎮と絞具が遺存する。鎖は3環が速接する。159・ 160はU字形金具の付け根部分である。

ST002古墳 (Fig.28・ 29・30)

I.Cl丘・1紺溝 (Fig.28・29) 調査区内の南1ll1、ST009と1.5m程の間隔を持って隣接 し、細く深い谷を闊てて S

T008と南北に対的する。項丘はすぺて削平され、基底面まで撹削を受けているが、内部主体は小型の石棺系石

座であるため、本来的な盛土は査石を覆う程度の0.6~0.7mぐらいのものであったと推定される。周溝はI.II側に

あたる北閥及ぴ西側のみに巡り、北西側で lm程途切れている。周溝の上面も削平を彼っており、現況では最大

輻0.8m程が遣存する。正確なtj'j径は不明であるが、おおよそ 7mから7.5mと思われる。

内部主体 (Fig.30) 各蛍の最下段の石材を石棺状に縦位に配置して竪穴式石室を構築する、いわゆる石棺系石

密である。石室の規校は全長約I.Smと最も小型であり、石室掘り方は朕体を据えるに足るだけの最低限の大き

さで長軸2.0m、短軸I.Omを測る。石当平面形はHT側小口が狭く、 北1l11小口が広い概ね長台形をなすことより弥

生時代後期以来の箱式石柏に良く似ており、北側Iトロを頭1立とすれば石産主軸はS- 23• -wとなる。しかし、

南ll!I小口の壁体は、長辺にあたる東西の岐の長さがそれぞれ違う （西壁長1.5m、東壁長1.2m)ことから斜めに

配肘されており 、北側小口での内法輻0.35mに対して、 南側小口では幅0.45mと計測値上では逆に南側が広くな

っている。前述のとおり 、各壁はま ず石材を立てて据えることによって構築されており、附北,1ヽロ部分では 1石、

束西の長辺では東側で3石、西側で5石が配される・上部の壁体は 1段遺存しており 、下部に立てた石材よりひ

とまわり小さな石をJIIいているが、概ね平たい石を選択しており、竪穴式石当風に面の揃った小口郡分を石器内

側に向けて梢んである。天井石はすぺて失われており石室天井店は不明であるが、はぼ伺規校の石棺系石室であ

る浦m占項群 2区ST022・023で見れば、壁体はあと 2段程度は積まれていたものと推定され、石室天井高は約

0.6mから0.7m程であったと推定される。石座内は撹乱を被った様子は見られないものの、敷石は検出されてお

らず/J1土遺物も未確認である。なお、石材はすぺて花岡岩である。

uu逼物 本tnからの出土遺物は確認されていない。

ST004古墳 (Fig.27・31・32・39)

1n.rr:. 113溝 (Fig.27) 谷部に位置し、ST005・007・020と共に一群を構成する。 ST004古fltは敗も小規模の

もので、れ丘は他の古積と阿様、削平を受けているが、石室7.Y'面を中心に約0.3cm程度が遺存している。周溝は

II」側、 つまりは石室1r面から石立西側のみに半月形に巡り、断ilii形はV字形、幅は最大約1.6m、深さは約0.6m

である。周溝内から古柑に伴うと思われる遺物は確認されていない。項径はおおよそ5.5m程度と思われる。な

お、古柑の南西側には約1.5mlこ奈良時代の集石遺構SX006が、 周溝北11l1約lmには同じ<S X021が近接する。

内部主体 (Fig.31・32・39) 横穴式の小石室でほぼ南に[UJ口し 、 主軸方位は S -20• - E である。 石至は比較的

良好に遺存しており、天井石及び上部壁体を欠いているが本来的に石室店は低いものと思われ、壁休については

ほとんど!El状を残しているものと推定される。
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Fig.28 S T 002, 008, 009古墳溝●図 (1:150) 
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Fig.29 S T 004, 005, 008, 020古墳土層図 (1:50) 

l, 産掘り）］は不整形で石室規校とぎりぎりの大ささに掘削されており、奥猥側で見れば掘り）I上面から底面ま

での深さは約0.9mを測る。掘り方 l;i1iiと奥壁の残存店は0.3m程股しかなく、 ll't丘はその多くが地llJ屹形によ っ

て形造られ、盛土は数十cm程の原さしかないものと考えられる。

石室1嘩形は略方形で両袖式と．思われるものの、右喫ではIJJ確に袖石を配四するが、左壁では奥狼から3:r,u 

を僅かに突出させるのみである。石室規校は奥猥糾I.Im、前壁輻0.9m、右陛艮I.Om、左接長0.85m、玄l"J糾は

0.6mとやや歪んだ方形をなす。壁体溝成は通常の横穴式石立の情築技法を引き継いでおり．最下段には大きめ

の石材を奥！登開は横位に3石．右壁は2石、左石は3,(.-,を縦位に配置し、楼石をむ識しているものと考え られる。

57 



E~

-OL 

70.5m 

~ 重戸戸冒三
9 疇●●..... 土
2. 翼鴫an±
3 鵬●鴫紐●二

ー1--

¥
-
|
 

--1、

I
I
-¥
 

瞑
70.Sm 

りs・ot

。
I.Sm 

Fig.30 S T002古墳石室 (1:30) 

'll: 石 Kの堕9本は奥壁で約3段が遺存するが、用いられる6材は大きさは不揃いながら横(illこ積み上げる点ではIi

ぼ共通しているようである。なお、持ち送りは比較的急で天井部はドーム形をなしていたものと思われる。

6室床而には大きさ0.1~0.3mの小茂が敷さ詰められており 、撹乱を受けた様子はなく 、

いる状況も確認されていない。

また数面が煎複して

fi:iiは疾追を持たないが.,r,ri足部に面して玄門から左右に開いて続く石積みを付設しており、右1ll1で約1.2m、

ん謂で約0.9mが遺存している。右側の石積みは更に直角に折れて北閲に紐くものと息われ、 3石が列石状に並

ぷ。同様の石積みは戦楊古trt群6区ST040、浦田古Jrt群2区ST021など7世紀後半の無羨ii'.i伍窒にf'I¥う構造物

とどえられる。

閉塞6は玄r~部から1111庭部にかけて検出されている。 塊tifllみで玄r•i部では大きさ0.4m務を据え、前庭部龍l

にはより小さな礫を積み上げているようで、邸さは約0.45mが遺存している。なお、川いられた石材は、石究・

1i1塞行共にm面むである。

11'.I: 遺物としてはI~塞石イ,111)より須忠器杯身 ，長類壺が確認されているが、玄室内からのIll土遠物は見られな

かった。
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Fig.31 S T004古墳石室平面及び閉宴状況 (1:40) 

ST004占1(11111:迅物 (Fig.39) m恵器の杯身 • 長類・益が出土している。168は杯身で口径約16cm、体部は

直線的に開き 、底部底面には断面長ガ形の高台を貼り付ける。169は艮頻壺でlごI絵部と底部底面を欠く 。胴部は

I: 位に最大径を持ら、 1;;が張って緩やかに内湾しながら底部へと紐く 。底部底面にはハのCj::形に粋ん張る高台を

持つ。

STOOS古墳 (Fig.27・29・33)

l.ll丘.J/J溝 (Fig.27・29) S T004・007・020古柑と共に支群を構成Lており、これら 3基に囲まれるように位

illしている。このうら、束直に分布する ST004・007とは約 2m程度の間閑を空けているが、北側の ST020と

はよ り近接しており、仮1こST020の周溝が全周していれば因溝Jo1]士が切り合うような位骰関係にある。!ti丘は

石釦乱辺から：ltllllに高さ最大0.5m程が遠存しており、比較的残存度は良い方とgえる。1.lJ溝は山1111だけでなく

梵はな1り形をなして石産を囲んでおり、地形的に古trtが傾斜の緩やかな鞍部に（凶骰するため、南側にも周溝が巡

っているものと推定される。周溝は東側に約2mの空間を空けて掘り残してあり、この方向が石::'Jlill「［方向にあ

たるため、 立低部を意戯したものと考えられよう。周溝の晰面形は底面がやや不明瞭なU字形をなし、その糾は

的1.3mから1.5m、深さは最も深い部分で約0.7mである。tj'f丘盛土は 1T.tl¥がかな りIf/.みをも って盛られてお り．

ほぽ陪体の石材の上下端で分附でさることから、石室の照体構築と北行して柑斤．を形造っていったものと名えら

れるが、用いられる上については地山の土をそのまま盛りJ-.げた感 じであり、砂沢土と粘質上を逍択的に川いた

様子は見受けられない。なお、 t(I径は約7.5m、固i髯外周では約9mを測る。

内部主体 (Fig.33) 、jt室の横穴式石立で、玄r・1の前面には疾辺及び前庭側培等は付設せず、石立全長は約3.2m、

開日向は1:1ぼ兵洒を向さ、 15窒t紬l.iS-85'-Wである。石斑堕体は 2段程度が遺＃しており、 天井-l,につい
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Flg.32 S T 004古墳石室 (1:40) 

てはすべて失われている。

石径掲I)力はほぼ平面隅九艮方形を呈するが、絡底1hiの窃さがより高くなるためか、 11111!1(こあたる北側の長辺

は膨らんでおり 、掘り方の長軸は約3.0m、短袖は約2.lm、J-.面から底面までの深さは紋大約0.5mである。

1召坪1ru形は奥堕的に対して前咆輻の狭い、いわゆる；~J子板形をなしており 、 奥遊輻1. 1 5m 、 0代4簑紺0.8m、右

堕長2.llll,/.r. 啜貶2.2m、石室巾央部の艮軸は匝石から奥壁まで2.15mを測る。堕体舷下段は板状の./.1材の長辺

を椙にして立てて捉えており、奥堡で 2ィふ右隈で4石、左壁で5石を配(ftするが、左右の堕体では奥峡閥によ

I)大きめの石材をJ]Jいる傾向が税える。この石の上には I・ 2段分の石材が残存するが、最下段の石に比べて極

端に小さな石を用いている様子は見られず、やや,Jヽぶりか、逆に下位の石より大きなものを栢むなど、大きさに

ついては石の選択に細かい制約はないように息える。また、石の形についても小口面が屹美な艮方形をなすよう

なギたい石を特に選んで用いている様子は見られないが、個々の石材の平坦な面を石室内側に向ける慈図は明確

であり 、各喉はほぼ面が揃っている。 この楊合、必ずしも石材の小l」部分を内1l!I(こするのではなく、 1~1111籍を向
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けるものも見られるようである。なお、石奎残存高は左壁奥閉が舷もr.,く、甜さ約0.75mである。

玄l"J部では袖石は立てず、両開壁がそのま ま絞き、床面に艇石状に 2石を配することによって、石衣と前庭部

を区分している。この二つの石については、袖石のIIIJに配腔されるものではないことから、竪穴系損口式石立に

おける前照の性格が強いが｀石空床面と前庭部では段差を持たないことより、ここでは枢石として取り扱う。1iloJ

閥竪はこの枢GI勺面から 2.fi程度、右壁で0.55m、左壁で0.45m程伸ぴて、前庭隅壁状を晶するが、さらに6当

前面に長く伸びていたかどうかは、遺存状況から名えて明らかにし得ない。ただ、ハの字形には開かないような

ので、煩例から鑑みて長さ Imを越すような!fい前庭閥壁を付設していたとは考え難いようである。

石室床面では敷石が検出されており、大きさ0.2m以下の小礫が敷いた状態で確認された。敦行は右饉開に寄

って玄!"Jilliで輻0.4m、奥墜但lでは9益0.75mで集石されており 、屍i,liを形造っているものと考えられるが、上下の

If(なりは見られない。

閉災イ'.iは板石を用いており 、長さ0.6m、船0.4m程の 2枚の板石のうち、 1枚の―r端を桓石1こ前庭部側から立

て掛け、 さらにその上にもう 1 枚を l••l様に立て掛けて玄l"J を痰いでいるようである。

ST005,1il!t:Iば 辺物 (Fig.39) 4,: り↑では石杢北西のtt[丘上より土師器杯が 1点IJJJ:しているのみであり 、

これについても撹乱時に届祁Zlrlから移動したものと思われる。土師器杯 (165)はIiば完形で、丸底の底部から

ロ粒部まで緩やかに内笥する器

形をなす。体部は内外面共にT

がなヘラミガキが施される。

ST007古墳 (Fig.27・ 34)

tnJ,: ・I月溝 (Fig.27) S T005 

占1(1の東に隣接し．地形的には

Jft丘全体が足恨の鞍祁に位!rtし

ている。蜜柑l蘭造成による削平

をr,tも被っており 、11'1丘は,.;底

面に至るまで削られている。ま

I.;. 蜜柑の権樹墟による破壊も

必しく、特にfi室はこれにより

掘り方まで掘削されて一部を残

すのみとなっている。かろう じ

て,.甘溝は石寇西側から f♦l1111 まで

'I'・ 「l形に遺存してお り、I/It怜1こ

ついてはおおよそ 9m程度に復

元される。

内部..I:(本 奥峡にあたると考え

られる石材が残るのみで、その

他の咬体についてはすべて失わ

れている 。この石は船 I.Im、

J•/. さ約0.6mで．は1幻兵っすぐ据
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えられてお I)• I, 室床面からは約0.8m、掲り方内にiWっている部分も含めると貶さ1.3m以上になる。また、 ri

室揺I)方も束11111こi直樹坑が頂Illするため失われるが、西開から北西膳1こかけてはかろうじて残イ｛しているようで、

前述の，fぷが北々西に面を向けることから推定Lて、石究のt軸としては北々11(jー,11々 束と復んされる。r,-..;;の

形懇については、北々束側の石室掘り方が立ち上がっている.:.とから、横7-(式(i室とは考えられない。また奥堕

と与えられる、lliのみが特別に大きく揺り込みも深いー}j.その他の峡体は深く掘り込まれないため、竪穴式石

室である可能性も低く 、おそらくはSTOOS古Jl'fと同形態の堅穴系横l」式バ室と息われる。この場合、I叩1口）i i• りは

北,,西となり、石屯i:軸はおおよそN-29'-Wぐらいになるものと復元されよう。

石空規f岱については推定の域を出ないものの、奥墜から1祠壁開の堀り）iまでの内法は約2.6m程度であり、石

杢長については2.3ml前後と考えられる。

ST007Ul:I: 迅物 (Fig.39) 本ltlでは検/lliliiでJ.:llili器の杯2点、イ諄糾l埋上中から鉄製品として）Jf,、媒が

出」：している。

161・162は上師器の杯でいずれも底部から□緑部まで緩やかに内笥するt本部をなすが、 161はそのまま其っす

ぐに立ち L:がって端而は面取りが施される一・)j、1621J:n緑溢部が僅かに外反する。』整は161が体部外1!iiにヘラ

ケズ'}を行い、内面はナデ、162は内外ilii共にヘラミガキを施す。163は刀子の刀部で刃部11111こ1関が兄 られる。

164は鏃であるが箆按部のみで鏃身部と共部は欠mする。

STOOS古墳 (Fig.28・29・35)

l!lfi: ・周溝 (Pig.28・29) 調査区のほぼ中央部に位代し、 1H方約IOm離れたST002古IJ'tとは、 1111に細い谷が介

在することから群としては111.独で存在するものと推定される。残;(;r:状況は比較的良好で、 ltl丘については 1:部を

削平されるものの、ほぼ全面に残っており、谷0月に面するm丘Jtj側には11'1:iが遺存する。因溝はIllfl月にのみ伴う

ものと考えられ、 Ii~東開から北ll!I、西lllllこかけて半}-)形に巡る。周溝は底面がはっきりしない晰1uiU字形をな

し、検IIJ1(ijでの輻は最大1.5m程度をilllり、その深さは比較的浅く、妓も深い部分で0.2-0.3niである。内径は東

洒方向で計測すると約6.5m.周溝外径では約Smとなる。丑石は周溝が巡らない部分を補うように谷1111に積ま

れ、 JJ'(丘全f.¥)の約l/3のI<さがある。1月いられる{i材はすべてイE/iol'i:tであるが、大きさ！が付かいでKささ0.7mti

の大石から0.2m程の小礫まで様々であるが、 0.3-0.4,nぐらいのものが主体を占めている。積み方は石屯前庭部

右1l!1で紋人:3段程f父が確認されるが、かなり大ざっばなもので左右方向にIJ地が通るような整災な積み l:lf)jと

はいい設い。装飾的な目的よりも、 JJ'(丘盛土の谷部憫への流出を防ぐな図が大きいものと推寮される。

内部±l-1;(Fig.35) 竪穴系横口式石窒であり。世南11(jに開口、 石岩主軸はs -12·-wである。 (i~をは玄屯のみ

からなり前庭謂壁は（，t設せず、石坐全!~は約2.0mである。この石究は傾斜ft112度のやや急な俗1面に構築されて

いるため、石坐揺り方のLl11lll(北閥）と谷側 （内1111)ではその上面で約0.45mの比窃差があり、粕果的に掘り）i

の平而形では北側長辺が膨らんだ閑丸方形を旦している 。 また掘り力の規校は長軸2.7m 、短輪1.4m、深さはI~

）s的0.7mである。

石lil.平ilii形はほぼ妖ガ形で、奥墜ほ ・lWI阻船共に0.5m.右隈長 ・左隈長共に約1.7mを測る。奥し陪には幅0.8m、

沿jさImの大きな石を 1枚殴石状に立て． 一方前猥は鉗0.65m、高さ0.3mの≪材を横位に据えて、l:i材の平坦面

を石立内購及ぴI:面に向けている。この前壁を挟んで玄五床1!1iと前庭部床面の比窃芯が約0.15mあり ．このl.(か

ら登穴糸横口式:/1寇と判浙した。 また、1ll1呟は左右共位'f部に幅0.5mから0.6mになる大ささの整った/・j材を 3

つずつ横位に配設して腰石状に立て、その上面は石室床面からの悩さ約0.25mから0.3mで揃えられている。上部

の隈体はこの石の上に2・3段程度が遺存しており、より小ぶりの平たい<,を平坦面が(i室1引ll!Iに向いて面が整
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Fig.35 S T 008古墳石室 (1:40) 
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Fig.36 S T 009古墳璽石桟出状況 (1:60) 

うように積み上げている。この上部壁体の石材は、大きさ、原み共に同程度のものを選んで用いられてお り、m
み上げ方も比較的T寧で一段毎1:目地が水平に通っている。なお、天井石についてはすぺて失われているが、奥

壁及び左壁奥馴の高さと北側揺り方の上面の店さがほぼ等しいことから、はl;tこの面に天井石の下面が摘うもの

と仮定して、石5祁りは概ね0.9m程度と推定される。

石室床面は撹乱を彼った様子はないが、敷石及び出土遺物は検出されていない。

前述のとお り、前庭開限については確認されていないが、特に前庭部南側については汗石と石究上部壁体の崩

れたものとが重なって検出されてお り、2・3石程度を並べた短い列石であったならば、調査段階で識別できな

かった可能性も否定できない。

閉塞石は前壁の上から前庭部にかけて遺存していたが、塊石積みで、適当な大きさの礫を開口部に，出め込んだ

といった印象を受ける。

Iii± 追物 本lJ'1では古用に伴うと考えられる遺物は出土していない。

ST009古墳 (Fig.28・ 36・37)

n丘・},¥I溝 (Fig.36) 調査区内南側、 ST002古項の隋束側に隣接し、細い谷がST009古頃の南酉慨から東側

を取り巻くように回って北西方向に(1択ぴており、地形的にはテラス状の綬斜面から谷部へと落ち込む変化点に立

地していると言える。古lJ'lは打丘のほとんどを失っているが、石寇北束開では地山整形面と盛土の境に配した列
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Fig.37 S T 009古墳石室 (1:40) 

石が迂存していた。｝乱溝は山側にあたる石室北側にのみ半月形に巡り、瑣径はおおよそ5.3m程度と考えられる。

列石はttt径の約1/4程の長さで、大きさ0.3mから0.4mの蝶が一列に並ぺられており、 IJ'I丘盛土の流出を防ぐもの

と推定されるが、同植の外表施設を必要とするであろう、谷部に面した州側では確認できていない。ただ、石産

南11!12m程離れた地点では!iii規模の礫が散在してお り、本来は内丘南llllにも巡っていたものと推定され、 ST

008古tnと同様に数段に積まれて丑石を形造っていたものと考えられよう。

内部主体 (Fig.37} 竪穴系横口式石究で、南々西に1月口し、 主軸方9立は S-43・-wである。石室は長方形の玄
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室に短い前庭開壁がつき、前底

隕壁を含めた石室全長は約3.0

mである。

石室掘り方は、石室壁体とき・

りぎりの大きさで掘り込まれて

おり、ょ杓面形は細長い楕円形で．

艮軸約3.2m、短軸約1.5m、掘

り方上面から底面までの深さは

紋大約0.6m程度である。

玄室は奥壁幅• 前壁幅共に

0.7m、1ll1壁は右壁長2.0m、左

照長1.9mを測る。左右及ぴ奥

壁の壁体は、綬下部に ST008 

同様、横貶の石材を奥壁に 1枚、

右堕に 4枚、左堕に 4枚立てて

腰石状に組む。前壁についても

奥壁と同規模の石材を 1枚据

え、これら各壁の上面はいずれ

もほぼ同じ高さに揃えてある。

さらに上部の壁体は右壁で 3

段、奥摂・ 左照で2段が残存す

るが、最下段の石に比ぺ、より

小ぶりの石を用いる点は ST

008と同じものの、個々の石材

の大きさはバラ付きがあり、特
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Fig.38 S T 020古墳石宣 (1:40) 

に石の積み方について STOOSにおいては小n面を内側に向けるものが多く見られたのに対し、本用の石立では

ll!I而を内側に向けるものが多く観察される。

前庭部では1l!1壁が玄至と同じ幅で伸びて前庭側璧となり、前褪の内面からの長さは、右壁で約0.6Sm、左壁で

約I.Omが確認されている。前庭側整は、玄呈壁体の2段目以上の石積みをそのまま延長させることによって111

成されており、右壁では2段分が遺存している。よって前庭部と玄寇床面は、玄立壁体霰下段の硲さ分の段箱を

持っており、その店さはほぼ0.2Sm程度である。

石室床面では敷石等は確認されていないが、前壁から20cm程度の部分で赤色顔料 （丹）が一塊検l:llされている。

1.'11塞状況 (Fig.37) 前庭部で閉塞石が確認されている。閉塞石は玄室の上部壁体と同程度の大きさの乎たい石

材を前壁上に二段に積み煎ね、さらに隙!illを埋めるように前庭憫から小礫を詰め込んでいたようである。形態的

に板石閉塞とも塊石閉塞とも区分し難く、まるで前壁を築くように積み上げるといった形容が当てはまる。小礫

の大きさは0.3~0.4mで、すぺて割石からなる。

出土遺物 本項に伴うと思われる出土遺物は確認されていない。
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Fig.39 S T 004. 005. 007. 020古墳他出土遺物 (163,164は1:2、他は1:3) 

ST020古墳 (Fig.27・29・38)

n丘 ./,'J溝 (Fig.27・29) S T005古れの北側に位霞し、それぞれの周溝は lm程の間隔で近接する。本t/lは丘

陵斜面から厖根転部にかけての変化点に立地しており、これより北側については傾斜がよりきつくなるため、古

mの存在は認められないようである。m丘搭底而まで削平を受けており、 l!t.J.i盛土は全く遺存していない。また、

古t(tの北東側は只辺によって切られており、周溝は山側にあたる北側から西膳に向けて半月形に巡り 、ST005 

の周溝北領と頂複する部分で途切れている。周溝は断面形がU字形をなして底面はやや不明瞑であり、広い部分

では糾約2.2m、深さは深いところで0.45mから0.5m程度が遺存する。積丘規楳は推定によるが、北束一r+Ji!!i方
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向で約13~14m程度に復元される。

内部主体 石棺系竪穴式石室である。天井石を始め上祁壁体の多くを失っているほか、石奎南西隅部分は阪柑の

植樹墟により破壊されている。IJlll:1方向はSー50'-Wである。

石室堀り方は石室の大きさに沿った平面楕円形のもので、長翰2.2m、短軸1.4mの規恨を持つ。

石室平而形は、ほぼ長方形をなすが南西関小口部分がやや狭い。規模としては北東小口の糾約0.5m、1り西小

口幅推定0.4m、北西側壁艮約1.5m、Ill束側陪艮約1.5mを測る.l!!l周に石棺状に平らな石材を立て、その上に横

位に石材を積み須ねて堡体を情成するという惰築技法は ST002石立と同じであるが、特に平面プランやその規

校の点ではiii!田古1/1群 2区ST022・023古IJt石立と良く似ている。最下段に用いられる石材は、小口部分で 1枚、

北西側照で3枚、内東1ll1峡で推定4枚が立てられ、上部の朕体は北西照で2段が遺存している。上部の収体の積

み上げ方は必ずしも平らな石を選択している訳ではなくいろいろな形の石を用いているが、それでも平担な面を

選んで石室i!;ll!IIこ向ける配慮は見られるようである。

石立床面では敷石などは確認されておらず、出土遺物についても皆無である。

ST O 2 Oi1ilflrl¥:l: 追物 (Fig.39) 須忠器の短類壺と迎が局溝部分から検出されている。166は短頸壺の口緑部

で短く外反する。7世紀代以降のものと思われ、混入品と考えられる。167は迎で全形の約1/2が遺存する。n秘

部と類部の間に段を布し、胴部は1i1部が強く張って底部は僅かに尖りぎみの丸底になる。口縁部 ・類部及び胴部

訂部に波状文を巡らす。底部外面にはタタキ痕が見られる。

その他の11¥:l;追 物 (Fig.39-170~173) 

その他、検lllifii等で採集された古積時代の遺物について紹介する。170~173はいずれも須忠器で、 170は無社

高杯で、 FF部外面には二条の凹船を、脚部中央部の外面には二条の沈線を巡らす。脚部内面にはコの字形のヘラ

記号を対になるように二つ刻む。171~173は付身でIJ緑部の立ち上がりは内傾しつつも妖さ 1.8cm以上と長いも

ので、口径10.Scmo172・173は立ち上がりの長さl.むm、口径12.3cm。171は杯底部に三叉状のヘラ；氾サを対に、

172のヘラ記号は二又状になるものかと思われるが明らかではない。172・173はme期に相当し、 171は立ち上が

りは長いものの口径は小さく、同じく WE期に含まれるものと考えられる。

5. 奈良～平安時代の遺構と遺物 (Fig.40・41)

奈良時代から平安時代のほ構として、火み料廷及ぴ集石遺！鼻が11基確認されている。これらは｀潤査l公のほぼ中

央部、 ST004・S T005・S T020古項に近接して位骰し、このうち SX006とSX021はST004の南西睛及ぴ北

問の）』溝から 2m程度の距院にに接し、SX003はST005のI侑西4m程の位既に、また SX026はST020とST

004のほば•1• 18)に位散する。 地形的には S X003は尾根鞍部付近の緩斜面にあたるが書はかの3基は傾斜角15度前

後の比餃的怠な斜面に立地する。

遺構のうち、 SX003とSX006は集石内部に蔵什器と思われる土師器を埋納しており 、かな り散逸しているも

のの、炭化物が集石内に多く見られることから、本来的には火葬竹を集めて埋納していたものと推定され、火葬

窮と考えられる。SX021、SX026では集石内に炭化物が多く見られるが、蔵什器は確認されておらず、 遺構名

とLては集石遺構として扱う。 しかし、SX021では副葬品と思われる刀子が出土するなど、 r,rJ様に蔵竹器を伴

う火葬硲であった可能性が十分考えられる。

これらの遺構はいずれも古tl'!S軒t以降の焦色腐食質土層1こ覆われた上、さらにその上には山側からの流土が印

＜堆積していたことから、比較的良好に遺存されていたものと推定される。特に蔵竹器が良好に遺存していたS
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Fig.40 S X 003火葬● (1 :40), 026 (1 :30)集石ill損及び出土遺物 (1741;11:2、175~177は1:3) 

X003・0061: ついては上部の石積みが若干流出したのみで、ほぽ構築当初の状態を残しているものと考えられる。

SX003火葬璽 (Fig.40)

一辺の長さ約l.6~1.7mの規校を持つ平面方形の集石遺構と考えられる。棗隅付近の石材が失われたほか.TM 

隅付近の石が9以位既を動いているが、西側の集石はほぼプラ イマリーな状態であると思われる。形態的には大き

さ0.3-0.5mの不定形の花扁岩蝶を方形に集石するもので、 2、3段に積む部分もあるが規則性を持たせて積み
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Fig.41 SX006火葬菖 021集石遍構 (1:30)及び出土遍物 (178,179は1:3、180は1:2) 

狐ねたものではなく、礫を大ざっばに方形に祈せ集めたといった印象を与えるものである。類似の遺情である戦

場古墳群6区SX03Sでは、大きめの礫を方形に立てて配四し、その中に礫を充慎する形で集石を形作るものと

は、 T寧さの上でかな り異なると言える。また、集石内には軟何の腐食質土以外には土は視入しておらず、遺構

は純粋に礫のみで構築されている。また、集石下部には基底面への掘り込み等は見られない。
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集石の中心には蔵付器と思われる土師器の椀、IIll、伍が据えられていたが、これらは平たい石を底にして、下

から椀 ，皿 ・社の顛に頂ねられていた。据え方としては、椀 ・llllは口緑部を上に、蛋についてはつまみを上に.iT(

ねており、はぽ器として通常使用する天地で設かれていた。蔵竹器を据えた後にはこれらの土師器を覆うように

礫を前ねているが、周辺部に散らばる礫の少なさから推して、集石自体の窃さは蔵骨器を被覆する程度のもので

あったと推定される。なお、蔵竹器の南取隕より鉄刀子 1点が検出されている。

SX003火杵釦lは迫物 (Fig.40) 蔵什器として土師器の杯、 Jill、盗が確認された他、 鉄製刀子 1点が出；I: 

している。175-177は土師器、 175は蛋で輪高台状のつまみを布する。体部は直線的に開き、躙整は内外面共に

ナデである。 176はIOI、底部は平坦で体邪は直線的に開く 。閃整は底面がヘラケズリ、その他はナデである。 177

は窃台付きの椀、高台は店く外方に踏ん張りぎみに開き、体部は直線（内に開く 。底部内面中央部には焼成後に穿

孔を施す。調整は内外面共にナデである。174は刀子、刃部端部 ，茅端部を欠損する。両l謁であるが、関部は内

笥して丸みを持つ。

SX006火葬璽 (Fig.41)

匝径約0.8mの規楳を持つ平面円形の集石遺構である。集石に用いられる花尚岩礫の大きさは概ね0.2m前後で

比較的大きさが整つている。集石下部には碁底面への掘り込み等は認められず、平坦面にそのまま石を積み上げ

たといった印象を受ける。集石内部からは蔵骨器と思われる土固器の鉾と社が確認され、構築法としては地面に

平たい~.を数枚敷いて蔵1'.J'器を据え、さらに蔵什器の周囲を礫でllllみ、上面も礫によって覆っている。蔵竹器は

いわゆる鉄鉢収の鉢を正位に据えて益を被せるもので、検出時は上部からの圧力により査及び鉢の口縁部は鉢の

内部に裕ち込んでいた。なお、鉢の内部及び集石周辺に炭化物を含んだ黒色土が検出されている。

SX006火葬Jillll土辺物 (Fig.41) 蔵骨器として・t師器の鉢と蘊が出土している。 178は益で天井部と体部の

挽は加JI瞭で緩やかに口絃部に向かって（申ぴ、口縁嬬祁は僅かに外反する。調整は内外而共にナデである。179

は「鉄鉢」型の鉢でやや尖底ぎみの底郊の中央部に焼成後に穿孔を施す。調整は内外面共にナデである。

SX026集石遺構 (Fig.40)

平面楕円形の掲り込みを伴うものである。揺り込みは長軸0.8m、短軸0.7m、深さ0.2mの規俣を持ち、掘り込

み）i,ifiiより大きさ0.2m前後の花尚岩礫6個が検出されている。これらの礫は比較的平たいもので、揺り込み底

面中央部に敷いたように並ぺられており、その上面に何かを据えた状況が想定される。遺物は確認されていない

が、掘り込み埋土及び周辺部より炭化物が検出されており、火葬廷の上部が削平されて失われた可能性が考えら

れる。 1111:遺物はない。

SX021集石遺構 (Fig.41)

約 Imの範囲にmん1岩礫30個余りが集中するもので、山側にあたる西側ではそれぞれの礫が接しているが、谷

部にti,J(釆鵠ではやや散らばって見られる。罪の大きさli0.2~0.3m程度の大きさで、本米的にはSX006のよう

に円形に集石されていたものが、斜面の低い方にiv!れたものと推定され、集石下部から鉄製刀こfが出土している

こと 、集石内に炭化物が見られることなどより、同様に火葬秘であった可能性が考えられる。

SX021集石追構/1は追物 (Fig.41) 鉄製刀子 1点が出土している。180は刃部及び菟部の嬬部を欠損するも

のであるが、現況でも長さ約14.5cmと比較的大型のものである。片関で棟開が角関となる。
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Tab.5 輯場古墳群 1 区古墳時代、奈良•平安時代の土器一覧表
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IF. 量 (<n,I Ill 土
色 Ill
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Tab.6 駐11古墳群1区鉄製品ほか一覧表

品
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出土鳩点 檜 ＂ II It 分扇・瓢位
法 量 ("")
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6. 結語

今回実施された戦場古項群 1区の潤査では、縄文時代早期から前期にかけての遺物包含層 ・早期の集石遺構、

弥生時代前期前半の甕 ・壺棺墓、 5世紀後半-7世紀後半にかけての古項群、奈良時代から平安時代前期にかけ

ての火葬墓を含む集石遺構が確認されている。

縄文時代の遺構としては、花弁状石組炉を含む集石遺構II基と阜期_前期にかけての縄文土器 ・石器を含む遺

物包含層約800m'が検出されている。集石遺構にはいわゆる花弁状石組炉6基が含まれるほか、不定形のものが

みられるが、垂直分布上、これらの集石遺構の層位はほとんど同じであり、それぞれに時期差を見出すことは難

しい。形態別には花弁状石線炉の中でも炉壁の石をかなり 立てぎみに据えるSX050・028が近接している一方、
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S XOI I・042・051・031など、より炉壁を寝かせるタイプのものが調査区東側に散在、さらに両者の側に不定形

タイプのSX025·029 ・但3が集まるといった、 平面分布上の傾I•りは認められる。このような集石の形態差によ

る分布依向を時期差と捉えることも可能であるが、それを補完すぺき土器の分布状況を見ても形態が判別できる

土器の出土証が少ないこともあり、平面上観察される集石遺構のグループを包含層出土土器により時期的に位既

付けることは不可能である。したがって、SX046内部より楕円文横走の胴部片が検出されている点、集石遺構

が含まれる遺物包含層出土土特の 9割以上が早期の押型文土器・無文土僻であ り、また前期の嚢・ 竹畑系の土器

が包含層中でも上位から出土する傾向が強いことから考えて、 当綱査区の集石遺構はいずれも年期に位置付けら

れるという点のみが指摘できる。

早期の押型文土器のパリエーションは多彩で、まず、口緑部が直綜的に開き、外面に楕円文横走、口様部内面

に楕円文を横走させるもの (2・4・5・6)が見られ、これらはいわゆる大分編年に沿うところの稲荷山式に類似

するものと言える。一方、口緑部内面に原体条痕を伴うものとして10-18が見られ、これらは口緑部が直稼的に

開き、外面に楕円文を横走させるもの (12・ 13・15)と、外反するもの (10・II・14・ 16-18)がある。後者も

種々のものがあり、外面楕円文横走のもの (14・16)、斜走のもの (10・II・ 18)、あるいは口緑部内面と同様の

条痕を持つもの (17)がある。また、内面の原体条痕も垂直方向に施すもの (11・15)、斜めのもの (14・ 16・

17)、二段になるもの (18)があり、 10のみは原体条痕下に楕円文横走の施文帝を持つ。これらは同クイプのも

のが一定益を占める状態になく、形態的に安定した一群を抽出することは困難である。少なくとも、 10-18のう

ち、直線的に開く 12・13・15を界水台式類似、他のものを下菅生B式類似と捉えたい。

しかし、稲荷山式 ・阜水台式・ 下菅生B式類似と したもの以外でも、にわかには所属を判断し難いものも見ら

れる。例えば口緑部が直線的に開き 、外面に紡錘形の細かい楕円文を縦走させる 1は、屈曲する胴部片26と同一

閥体と推定される。屈11りする部分の上位と下位では施文方向を変えており、大分耀年で考えれば下菅生B式から

田村式にかけての特徴が見出せるが、］の口繰部内面は無文であり、原体条痕を伴う両者とは~iなる点で1立骰付

けを難しく している。いずれにしても、当潤査区だけでなく、今回調査を行った戦場ケ谷遺跡2区を含め、脊振

UJ系r+l駕で出土する押型文土器全体について整理を行った上で考える必要がある。

その他、特徴的なものとして条痕文円節土器 (40)、手向山式土器 (44)が見られる。いずれも 1点ずつの出

土であるが、当調査区における阜期の土器相を考える上で重要な沢料である。ただし、 Fig.9で見られるように

包含庖中の手向山式 (44)と下行生B類似の10のレペルはほとんど同一であり、 当悶査区の包含屈が2次的な堆

積によることをより実感させる結果となっている。

古IJl時代以降の様相と しては、古IJl8基と奈良～平安時代初頭にかけての火葬廷を含む集石遠構4甚が検出さ

れており、 当該地が5世紀後半-8世紀末にかけて埋葬地として位低付けられていたことがわかる。古れはまず、

5世紀後"F--末にかけて石棺系竪穴式石室ST002・020、竪穴系横口式石室ST008・009・ (007)、羨道を付穀

しない古式の横穴式石究である STOOSへと順次築造される。前述したように、これらは平面分布上、 3つの支

詳 (ST020・005・007、ST008、ST002·009) に分かれているが、中でもIJ't丘規模• 石室規棋の大きい北側

のグループ (ST020・005・007)により優位性が認められる。6世紀に入ると造墓活動が途絶え、 mCJlll、6

世紀第 4四半期になって、単室両袖型横穴式石室である STOOiが造られる。この時、 立地は前代と同 じ谷部で

はなく、凡昭らしの良い丘陵頂部を)ji.独で選地する。これに院くものとしては、 STOOiの位霰する尾根と西膳

に対紆する戟場古項詳4区のSTOl2が想定され、壁体石材を縦位に配粧する点、玄門幅 ・羨道幅が拡大する点

等から 7世紀前半代に位骰付けられる。さらに7世紀後半代には伸展葬が不可能な小型 ・無荻道石室 ST004が

74 



造られるが、その立地場所は ST005の西閲に隣接するもので、 6世紀後半から 7世紀前半にかけて尾根頂部を

志向した造迄の意識が、再び先祖の経域へと戻ったと百える。

同様の分布状況は戦場古泊群3区においても観察されており、 5世紀後半～末に造られた STOl6が、それよ

り200年近くのタイムスバンを空けて 7世紀後半代のSTOl4と一群をなし、かつ近接して 6世紀代の古打［が見ら

れない点など、 1区との類似点が多い。実際、戦場ケ谷遺跡2区 ・浦田古項群 1区、あるいは関究区外周辺部の

状況でも、石室規模が最も大型化する 6世紀後半代の両袖型石室は、前代、あるいは後絞する古れとは隔絶した

丘陵尾根上に単独で立地する様子が見受けられる。その理由としては、ひとつは石室規棋 • 石材の大型化に伴う

地山整形法の変化が考えられる。石室石材の大型化、高天井化は石室掘り方をより深く、広く掘削することを必

要とし、地山が平坦な箇所より斜而の方が労力が少なくて済む。実際、石棺系竪穴式石室 ・竪穴系横口式石室 ・

古式の横穴式石室のいずれもが地山面を平坦にした上で石室掘り方を掘削しているが、両袖型石座は地山面を石

室部分に向かって高くなるように傾斜させて整形しており、石室を被覆する盛土黛を抑え、地山整形の段階から

IJ'! 丘を形作っている状況が窺える。もうひとつの理由としては、視化的な影響であり、局llllから視認できる高所

に古項を配置することで単位集団の長としての立場を誇示することを意図したと考えられる。

このように、 ms期からme期にかけて、つまり 6世紀後半代における立地の変化は、新たな石座構造の採川

と同時に造硲集団の意識の変化に伴う画期と 酋えよう。その一方で、一度は尾根頂部に立地を求めたものの、 7

世紀後半には5世紀後半代と同じ墓域へと戻っており、先祖の項墓へと寄り沿うように小型れを造営する。おそ

らく 7世紀後半代をもうひとつの固期として、集団の出自である廷域へと戻るぺき理由が生じたのであろう。

その後、 8枇紀後半～末に至ると同じ袋域内に火葬怒を含む集石遺構4基が造られる。これらはこの支群を強

く意磁して造られており、特に 7世紀後半の ST004の周囲を取り囲むように位阻している。蔵竹器が遺存する

2基を比較すると、円形小型のSX006から方形大型のSX003へと変化しており、短いクイムスパンの中で述絞

して造営されたものと推定される。 7世紀後半をもって支群の形成を終えたところに、さらに8世紀後半に三度

同じ墓域を求めた訳であり 、古IJ'l詳を形成した集団との血縁的な結びつきを裏付けることは出来ないものの、先

祖の姦地を引き継ぐものと しての意謡が強く拗いた故の選地と言えよう。

［参考文猷1
以本嘉弘 (1998): 「東九州の樗血む研究の現状；；謀題JI九州の押芍文t岱J九州縄文研究会
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II . 戦場古墳群2区の遣構と遺物

1 . 遺跡の概要 (Fig.42)

戦場古積群 2区は戦場古tJ't群 1区STOOi古mの立地する丘陵尾根からfl!に萩く同 じ尾根に位琶しており、尾

根頂部からやや下った、探i9i63~70mの西側斜面にあたる。戦場古tJ't群 ］区の南側に隣接しており、戟場古tJ't群

3区とは約30mの距攘であるが．両者の間には深い谷が介在しており、それぞれ別の支群と理解される。調査対

象地の現況は蜜柑園となっていたため、かなり削平を受けていた他、多数の蜜柑の植樹に伴う撹乱漿が検出され

た。閥査区の東隕は現在晨追が走っているが、基盤層である花協岩の風化忍 （真砂土） が露出 しており、碁盤面

まで削平を受けているか、あるいはもともと痩せ尾根であったものと推定される．また、 平面的にも この尾根頂

部は古l.l'Iの立地を考える程には広いものではなく 、本来厄根上には古項が存在していなかった可能性が店い。

潤査対象面積は約840m'であるが、上述のとお り大きく削平を受けていたためか、表土剥ぎの結染確認された

遺構は古tl'tl碁 (STOIO)のみであった。本古項についても基底面まで削平を受けており、周溝と石室石材の

抜き跡のみを検出したに留まった。

2. 古墳時代の遺構と遺物

古JJ"t(基 (STOIO)のみを確認している。調査区全体は東から西に下る斜面をなしており、 STOIO古tttは調

査区中央からやや北よりに位置する。

ST010古墳 (Fig.42~45)

llt. 丘・JM溝 (Fig.43) 傾斜角14度の斜面上に立地する。碁底面まで大きく削平を受けているため｀項丘は全く

゜
15m 

Fig.42 戦場古墳群2区遺機配●図 (1:400) 

Tab.7 輯場古墳群2区遺禍一覧表

遍●●騒

ST010 

!l~J 

古'"

! ) 島 及び 符磁
虞15((艮さx罐X沢さ）

:m 
iii月位 HI 上 遺物 "1t • 的閉

円 （横穴式E賓I 琵 6.<m N-si・-II' k鯰石 (tf).以繊 古項，l•IGI (5Clt半-6C初蟻I
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Flg.43 S T010古墳瀾■図 (1:100) 

残＃せず、 1胡溝の下部と石室の掘り方のみし ゜
4m 

か遺存しない。周溝は西側谷部に向かって開

く形の馬蹄形をなす。

周溝は谷部開で最も底面が広く、山119にな

る束側に向かって次第に狭くなりつつも深さ

O.lmと僅かに遺＃している。周溝内側での

規校 (fJI径）は6.5m。出土遺物は背而 （東

圃）の周沿埋土中より土師器杯 (2)が出土

している程度である。地Ll.r整形については詳

細不明であるが、石室掘り方は石旦壁体に沿

った形で概ね長方形に斜面を掘り込んで平坦

こ→

。

2 

10cm O 

@

5

 

9

,
_

|

 

廿^り

5cm 

Flg.44 S T010古嬬出土遍物 (1.2は1:3、3-5は1:2) 

面を作り出している。

内部主体 (Fig.45) 横穴式石室と思われるが、壁体最下段の石材の抜き取り痕と敷石のみが遺存する。現況で

は抜き取り痕から奥磁に 1石、奥適と左猥が接する部分に 1石、左熙1こ3石程度、右照1:3石が配されていたこ

とが観察される。地山面である斜面の傾斜と石室掘り方との関係から考えると、これ以上谷部開に石室全長が大

きく伸ぴることは考え難く 、毅道は付設していなかったものと推定される。この場合想定される石室規校は奥接

幅約I.Om、石室全長l.7m~2.0m前後で、仝長に対して、紺の狭い細長い石室プランであったと思われる。6室主
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Fig.45 S T010古墳石宣 (1;40) 

軸はN-83'-Wとほぼ真西に開口する。

敷石は比較的良好に遺存しており、大きさO.l~0.2mの小務が石室中央部に広がる。敷石の礫はいずれも角礫

であり、敷石の間より鉄鏃が出土している。

Ill土遺物 (Fig.44) 周溝内より土師器杯 (I,2)、石室敷石中より鉄鏃3;点が出土している。

1は体部から緩やかに内湾して口緑部が開くもので、端部は舌状に丸みを帝ぴる。体部の下半部から底部にか

けて手持ちヘラ削りを施す。2も同様に底部から体部・ロ緑部にかけて緩やかに内湾しつつ、口緑部付近ではほ

ぽ垂直に立ち上がる。口縁端部は内面に面取りを行い、端面をな している。内底面から口緑部、体部上半部にか

けてはナデ、体部下半部は手持ちヘラ削りを施す。3,4, 5は尖根式の鉄鏃でl•J-1111体と思われる。 3は兜被部、

4は銀身部で竪箭形をなす。5は祐部。

3 結語

STOIO古項の石室平面形は、幅に対して長さがその2倍前後になる細長い長方形プランをなし、敷石にかな

り小さな角礫を用い、丁寧に配置される点、背面に巡る周溝が石室側に向かって比較的急に立ち上がる点は古式

の様相を示している。また、周溝内から検出された土師辟杯は6世紀初頭から前半に、竪箭形の尖根式鉄線も 5

世紀後半から 6世紀前半の時間幅に位置付けられる。これらの要素を考え合わせ、本古墳について11概ね 5世紀

後半-6世紀前牛の所産と推定され、群集償として固期を考慮すれば、 6世紀前半の築造例が極めて少ないこと

より、5世紀後半-6世紀初頓の築造と考えて大過ないものと思われる。
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m. 戦場古墳群 3区の遺構と遺物

1 . 遺跡の概要 (Fig.46)

戦楊古1ft詳3区は 2区の西側約30mの谷部に位匠する。戦楊古in群5区と 6区の間の谷は、 3区を境にして左

右に分岐し、東側の谷は2区を右手に見つつ谷頭の 1区へと続く 。3区は 1区・ 2区の立地する丘陵と、この谷

を挟んで対約する丘陵尾根の南側裾部に位置するが、この尾根ば頂部からかな り怠峻な斜面となって南に7cって

おり 、この斜面と谷底部分の変化点の、やや斜面の角度が緩やかになる部分に 3碁の古項が立地している。これ

らの古lj'fの行面にあたる尾恨頂部には、約30m離れて戦場古項群4区が位骰しており .7匪紀前半代の古lflJ甚

が確認されている。両者の間の急斜面についても全面の表上を除去したが、大型の自然礫の露頭rよみられたもの

の、古項序は確認されなかった。全面が蜜柑閑となっていたため、既に壊滅した可能性も考えられるが、斜jjjjの

傾斜から考えて、もともと存在していなかったものと推定される。

閾査区の面積は約2,100m'で、楼高61~75mの比高差をも っており、その62~65mの範囲に 5世紀後半から末

の古積2甚と 7世紀後半の古1.l'f1碁．奈良～平安時代初頭の集石遣構2疫が分布している。これらの選構は谷邪

への流土によって完全に覆われていたもので、潤企前には上面に小規校の水田が営まれており 、全くその存在が

知られていなかったものであるが、平成 3年度に行われた確認謂査により古項 1荘が検出され、本閾査対応とな

った。3甚の古IJ'lは周沿を接する程近接して北東一市西に並んでおり、北東側から南西憫に向かってSTOl4、

015、016と呼称する．このうち、 STOl4古墳は穀も高所に位骰してお り、餃も低い楊所に立地する STOl6古Jj'f

とは石産床面のレペル差で約J.8mを測る。 3基の古用は前述のとおり流土に覆われていたので、 STOl4、016

はI.ti丘 ・内部主体共に比較的良好に遺存していたが、STOJ5は石宅の最下段の石材のみを残して削平を受けて

いる。この他、 STOl4の東側 Smと7mの地点で奈良～平安時代初頭の集石遺構2基 (SX019・023)が検出

されている。

2. 古墳時代の遺構と遺物

ST014古墳 (Fig,47-50) 

n斤．・周溝 (Fig.47,48) 傾斜角25度の斜面に立地する。 周溝は祭filiiに対してはぼ垂直に掘り涅めているが、

石呈側には立ち上がらずはぼj!坦になっており、石至掘り方と合わせると地liJ整形は斜面を一段に掘り込むこと

となる。周湛は石室ir面側に半月形に巡り、深さ最大0.7m程度が遺存する。 J!t丘盛土は0.25m程が確泌されてい

るが、石室の推定店から考えると盛土自体が石呈天井部を覆う程度の薄いものであったとであったと思われる。

tl'! 径はれ丘裾部の東西柑の計測値から約4.5m.

内部主体 (Fig.49,50) 横穴式の小石室である。検出時は上祁培体が石室内に落ち込んでいたものの、その他

Tab.8 穀場古墳群3区遺情一覧表

遍虜●号 檜 別 駐想及び"量
成茂｛長さx鱗x深さ）

,m 1'111/fl 出土濃唸 I? it・II閉

ST014 ，り噌 円噴 （讀穴人ヽl•/J'il l 往 4-;fm s-u・-s iWI なし 占墳後閉 (71!紀侵"

ST015 古"' Pit! C石111系翌穴式石蔓'/) ll 3.0m N-90"-E (W) Jest苔（鉢｝ 古墳9れ悶 (5C/tヽ6C切汲）？

STOl6 占墳 即.(墾穴昂蟻口式石寅I 往 S.6m S-70● -w 士鯰ll(lf・民lllilJ,t!.n・餃量 古墳中閉 (SC!l~• ム）

SX019 藁石遣1員 II足＂ 隻石？ 火ささ0,7-0.Sm r.L <,in-・r-安 (8世紀ft)

SX023 累b愴 情 日円形の集61 ＊ささo.,-0.9m なし <:Ill-平安 (8批紀代）
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Fig.47 S T014. 015, 016古墳土層図 (1:50) 

墜体及び閉塞石共に良好に遺存していたが、天井石については検出されていないo石室掘り方は二段になってお

り、束酉軸3.0m、南北O.Smを測るギ面楕f'l形の掘り込みの中央に束西幅0.8m、南北の長さ I.Omの長方形の掘り

方を設けて石室を構築している。

石当平面形は奥壁幅 ・玄門幅共に0.75m、右毀長1.15m、左壁長1.2mでほぼ長方形をなすが、閉幽施設が玄門

から0.3mの位個までを占めており 、実際に埋葬空間として利用できるのは一辺0.8m程度の正方形の空間 (0.64

m')のみである。開口方向ははぼ兵11!、艇石は配しない。石室壁体は各壁とも花岡岩の転石を縦位に配はしてお

り、 奥壁に 2石、左右壁に 3石を用いる。腰石はそれぞれ高さ0.4-0.5mで、その上には幅0.3-0.4mの礫を横位

に積み、左壁と奥壁の隅周辺で 2段が、その他の部分で 1段が遺存している。堕体の残存高は約0.8mである。

壁体の積み方と しては、右奥壁閉などでは奥壁と右壁の両者に架かるように斜めに石材を槙渡しする、いわゆる
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力石を用いており、大きさ

I.Omに滴たない小石径と百

えども、大型横穴式石室と

同様の石室構築技法を路襲

しているものと言えよう 。

この点は石宛前面の列石の

配置についても言え、戟場

古m群6区ST040・ 涌田古

れ群 2区STo21と同様の、

玄f"Iの立柱石から左右に展

開する列石を持っている。

列石は右毀側においては 3

石、左壁閥では 2石が配さ

れ、共に玄l"I側の 1石は玄

r~ 立柱石と同様に縦位に据

えられ、他は横位に償かれ

る。検出時には列石の前面

に数個の小礫が散在していたことが確認され

A
 

4
,
 

一---: /. 一-・一—1)~~―-• 5'." 
” 

Fig.48 $ T 014, 015, 016古墳測●図 （地山整形状況 1:150) 

ており、列石自体はあと 1、2段は積まれて

いたものと推定される。

敷石は良好に遺存しており、 0.15~0.3m程

の平たい花協岩の小礫を二十数個敷いてい

る。石塞内部からの出土遺物は仔無であった。

閉塞状況 (Fig.50) 閉塞石は大きさ0.3m程

の礫4個を根石として、その上に同じ程度の

大きさの礫を積み上げ、隙IIりにはo.os-o.2m

の小礫を詰め込んでいる。閉塞石周辺から前

庭部にかけては黒色腐食質土の広がりが確認

されたが、堆積状況は薄いもので、土層観察

からは追葬等の有無については判断できなか

った。

出土遺物 本れからは項丘 • 石室 ・}8!溝 • 前

庭部のいずれからも遺物は確認されなかっ

た。

し。
1.0.. 

A
り
1

Fig.49 S T014古墳石室平面 (1:40) 

ST015古墳 (Fig.47,48, 51) 

れ丘 .f,'il溝 (Fig.47,48) S T014とSTOl51こ袂まれて位置するが、周溝の切り合いは持たない。 傾斜角25度

の斜面に立地するが、削平を受けて背面に半月形に巡る周溝と石室最下段の石材のみが遺存する。項丘も全く失
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Fig.SO S T014古鳩石室 (1:40) 
!II宣状況 （平iii図）

われており ,Jt;/J:XrMまで削平が及んでいるものと思われるが、STOl4・016に比べて遺イ(-状態が癌い点について

は、 T:i:'.¥i規仮が小さいことより掘り方が浅かったことに起因するのであろう。l甜費は深さ最大0.6m程皮を測り、

t!'lilは打丘裾部の東,Iii阜乱の計測飢から約3.0mである。

内部1淋 (Fig.51) 東西方向に長軸を持つ小型石立と．思われるが、壁1本最ド段の石材が北側艮illに2石、東西

小口憫に I-Gのみが追存する。谷部側である削側の壁体については不明であるが、おそらくそのままrtiG!りの長辺

として 2/it且度が配されていたものと推定され、内部主体の柄造としては、内法で束直艮0.8m、1tl北糾0.4m程

の小型の石棺系照穴犬石坐、 あるいは笥式石tllが想;~されるが、石材が長さに比ぺてかなり財みのあるものを/IJ

いていることから 、 おそらくは前者であると考えられる。~:袖）i位はN-90'-E(W)で、ほぽ艮槍が東西を

指す。（や杓掘り方は平面惰円形を旦し、東西I.Sm、南北の残存幅0.7m.石立床1面には敷石は配収されない。

Ill土迅物 (Fig.55) 周溝内より上師器の壺 1点がUJj:Lている。 1は完形品で邸さ7.6cm程度の小利品。丸lil;の

底部から筋らむi松部へと紐き 、口緑部に向かってすぽまる。U緑沿部は僅かに外反しつつnっすぐ,{.ちI:がる．
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ST016古墳 (Fig.47.48, 52-54) 

ltlfi: ・周溝 (Fig.47,48, 52) 3基の古項のうち、

最も西側に位牲し、標店も低い。項丘は石室南側が

水田によって削平を受けているが、周溝 ，内部主体

共に築造当時に近い形で良好1こ遺存している。周溝

は半月形に'If面の山側にのみ巡り、断而形はVCt-=、

最も深い部分で深さ I.Om程度である。前述のとお

り、瑣丘は石室北側のみに残るが、もともとが石室

天井部を若干破覆するぐらいのものと考えられ、原

さにして数十cm程が流出したのみと推定される。

盛土の状況としては、断面観察においてはあまり細

かく分層できず、壁体を I,2段積む毎に比較的ラ

フに盛り上げていったものと思われる。れ裾部分で

の東西方向の墳径は5.6m。なお、瑣丘西闊の周溝

が途切れる部分で土師器の壺と杯が置かれた状態で

出土している (Fig.53)。

外表施設 (Fig.52) 本古項では墳丘の背面側で刃
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Fig.51 S T015古墳石室 (1:40) 

石が確認されている。丑石は大きさ0.3-0.Sm程の自然礫からなるが｀原位骰から動いて周溝内に落ち込んでい
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Fig.52 S T016古墳董石慣出状況 (1:60) 
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るものも多く、本来の状態は一凡分かりにくい。おそらくは、茄本的には奸石はtn裾までは巡らず、ちょうど地

山整形面とれ丘盛土の接点付近に -~-~F3段程度が配されていたようである。lJ'!丘南側が削平されているため明ら

かではないが、土留めの目的から考えれば奸石は南閥まで全因していたものと思われる。なお、石器西閥の丑石

の下部より鉄製刀子 1点が出土している。

内部主体 (Fig.54) 竪穴系横口式石室である。奥撲及び左右憶の奥接と接する部分で限体最上段の石材がJpi落

している以外は天井石を含めて旧状を良く留める。石室堀り方は長楕円形で束西の長柏3.5m、南北は2.0mで、

奥壁部分で段掘りとなり、その上面は投体2段目の石材の下面と揃う。石冦平面形は奥朕幅0.7m、玄1"1幅0.64m、

左右壁長J.6mの長方形プランで、左右壁とも長さ0.6m程の前庭側壁を付設する。りり庭側壁は石室壁体と一体化

してお り、攪体に沿って直線的に伸びる。主軸方位はs-10・-wで谷部の傾斜の低い方に開口する。石室墜体

の紋上段は、側壁 ， 奥壁 ・ 玄r•1部各 1 石を横位に配固しており 、 石棺系石室の構築技法と極めて類似している 。

玄門部の 1石はそのそのまま石室と前庭側壁との仕切り石となる。2段目以降の性体も石棺系竪穴式石器と同様、

基本的には平たい石材の小口部を石室内面に向けて横位に積み上げて行くが、 選択した石材の大きさによ っては

長辺を内面に向ける場合もある。墜体はさらに側堕 ，奥撲共にさらに4段を積むが、 2段目以降は前庭傾猥と 一

体に投み上げられており、控え梢みを行わないためか、上圧のため、谷部側に約20度程傾いて歪んでいる。石盆

床面から天井石までの高さは0.9m。玄1"1部に仕切り石状に配屈された石の上面はそのまま前庭部の床面となり、

石箆床面との比茄差は0.2m、天井らまでの高さは0.Sm、仕切り石から0.3mの位僅に閉塞施設を設ける。天井-Ci

は長さ0.8-1.0m、$/.l0.4m、厚さ0.25-0.3mの柱状の石材を、現状では4枚横位に架構されるが、 閉疫施設との

関係から推して、前庭部付近にもう 1石が橙かれていたものと与えられる。

石室内部からの出土遺物として床面中央の南寄りに鉄刀 1本と鉄鏃5本が濶葬されていた。

閉寒状汎 (Fig.54) 閉奉石として幅0.5m、高さ0.5m、ばさ0.2mの三角形の石材を上辺を水平にしてほぼ垂1((

に立てており、外方からより小さな石を補強する ように当てている。埋葬時には閉塞石の外方にさらに土を被せ

ていたものと思われるが、 ・I:層観察では追葬の有無は確認できなかった。

出・I:遺物 (Fig.55:2-14) 周溝から土師器4点 ・須恵器 l点が、打室内から鉄刀 1本と鉄鏃5本が出土してい

る。J:.Ci!i器のうち、3,4は完形品で周溝内に据えられていた。2,4は長類壺。2は口緑部から類部にかけての破

片で、口級部は直線的に伸びて端部は僅かに外方へ折れる。内

外面共に横位のミガキを施す。4は同様に直線的に関く口緑部と 』^ , .. 
店さの咀に大きく膨らむは平な胴部を持つもの。調整は、口緑

部は内外面共にミガキ、崩部外面はハケ メの後にミガキを施す．

3, 5は杯で、3は丸底の底部からそのま ま緩やかに開くもの。悶

整は内外面共にナデで、底部外面周辺にはヘラ状工共によるナ

デ痕が観察される。5は口縁部が3に比ぺてよ り立ちぎみに内湾

するもので、内外面共にナデ。6は須恵器の短頸壺のIJ様部から

肩部にかけての破片。口縁部は垂直に立ち上がり 、端部は断面

三角形に肥If/.する。周溝上面からの出土であり、 8世紀後半の

祈産であることから視入品と思われる。7~12は片刃箭型の尖根

式汲で、ひとまとまりに石室内に副葬されていたもの。鏃身部

長は約2.5-3.0cm、枯は0.7-1.0cm、宛被郊長は8.5cm、茎邪の

h」 A
1
 

O 0.3m 
I I I 

策Fig52に）・I応

秤転

宝 ／瓢

Flg.53 S T016古墳閾瀑内土霧出土状況
(1: 15) 
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残存長は妓大6.0cm。13は刀子、刃部と茎部の一部が遺存する。刃部は切っ先を欠損するが

推定長は約11cm、茎部には柄の木代が、刃部と茎部との境には縁金具が残る。14は近刀で

ほぼ完形品、刀身部の長さは約76.Scm、り晶は3.0cm、茎部長は16.8cm。茎部は目釘穴が二つ

ありその間隔は約4.0cm。
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Fig.56 S X019. 023●石遺蠣 (1: 30) 

3. 奈良～平安時代の遺構

奈良～平安時代の遺情として集石遺構が2基が確認されている。これらは伴出遺物は認められなかったが、古

積時代以降に堆稽した腐食質：I:である黒色軟質土上に作られており、同様の遺構が戦場古項詳 1区 ・6区で検出

されていることから当該期の遺構と判断した。

SX019集石遺構 (Fig.56)

傾斜角20度の斜面上に立地する。大きさ0.3~0.4mの礫300、0.2m程の礫4儡、 0.lm以下の礫4個からなる。

検出時の姿は石材もかなりの数が流出 して本来の形ではなかったが、おそらくは大きな礫で四周を囲って内部に

小さな綬を充損していたものと推定される。現状では南北0.8m、東西0.7mの範囲に広がる。

SX023集石遺構 (Fig.56)

S X019の北東3.5m、同様に傾銹角10度の斜面上に立地する。 SX019より遺存状況は良好で、大きさ0.3~0.4

m程の礫を略円形に囲み（南及び西Ill!の礫は失われている）、内部の1紺面付近にはO.l~0.15mの小さな礫を敷き、

その上に近をするように0.2-0.3m程度のより大きな礫を詰めている。現状で南北0.7m、東西0.9m、硲さ0.35m

の規模を持つ。

Tab.9 輯場古墳群2・3区出土土器一覧表

Fi .. p L. 閉遺物
出土地点 惰洞 tlll 

法 It(, 叫 鮎 土
色鑽

文樟・属塁

閃書り’棗り (tll魯,,. all 喜“ 騒1l 憑汎入賓 外おIii 内おill

,._, 
細 I四 STOIO鼠構 J:鰤Z If, (1),3) •.5 紗＂少● 霞色 III¥ へ9ヶズ,,. はかナ-;,, ナデ

-, , ~ も 畑 lllll STOIO鳥虞21K ． ヽ く...., 

・`
!J,11: 多鼠 純いIll~ 貸鑢へ9ケズ•J,1'6•ナデ， ナデ,.., l<>I 畑 '°'° STOIS. Ill漏 ±lit “ 

s., ,., ●舅U少賣．言U多a R色 .,.デ .,.,, 
l lO-l 畑 1い9 STOl6. Ill椙内,.. s ． ． .. (S.S) ●密 '""'鳥色 ヘラミガキ へう iガキ

l 20-) 畑 I四 STOl6, 讐惧41,; ． ff "-' ,., 紗R少 帽色 駁属へ,1-デ.uか1'~ .,.,. . ,... 畑 ,.. , STOl6, 鷹揖 •Ill ． 曼 uo.』J 13.8 綱砂R少量 G色 ハヶa後へ1tガキ .,.,,. 
， 畑 I四 S TOl6, Ii虞 ． If t•~o, l.9 砂砂• G色 ナデ ナデ

6 畑 tO,t ST016. 111揖31! 損恵II訊 (11.0l "・" 紗U少量 仄色 ti? 0ナデ ロ,ot:Y

gg 



Tab.10 戟鳩古墳群2・3区鉄製品一覧表

F屯 p L. 県遺衡
出J:鯰丸 憧 lllJ 苔憧 分頑 ・秘位

法 量 （●m) 
憚 'It 

因書9 書号 21l魯り 長さ 蟷 渾さ

... , , .. , 9―心1001 STOIO玄紐l1l 伐鎌 ''・'> (~7) •• . , .. , 98001?)9 ST010£ 蔓!<Iii鵞石 ． 四 9 (Ml ., 
! 16-1 99001公0 STOIO玄窒床臣鵞石 ． ().•) (&J) 程．｀
”’ ~s 

'"'°'炉
S TOIぽ甚F 仄饂 (6勾 <U> Q4 )ti)蜀口の尖Ill穴Ill

8 1Jl.S 9700199S ST016li:i! 内 ． CUI (OJ) o, 妥暑久饂. , .. , ,.,.,,,, ST0!6石立内 ． ＂＂ ＇） (Ml M 片})贔塁の尖覆大量

10 ,._, 
9叩'"'STOl6石Iii内 ． (1~71 (0.1) ．．． ． 

II 兄S 畑 199) S T016石a内 ． ,.,., (OJ) し、 ． 
" 沿 5 9叩1991 S T016li'l<.1'! ． TI紐 (1,0) o., ． 
" 9'001996 S1'016籟虐内氾 刀子 .. ぶ ,., IJ 騒会具が遺什する

Iヽ 9畑）＂ STOl6fi皇内 絞 刀 (91ユ｝ (l.2) (0.8) 

4. 結 語

確認された3甚の古墳のうち、 STOJ4は内部主体にいわゆる小石至を採用する終末期の小円培である。石当

平面形が一辺0.8~0.9mの正方形である点や、石室全面の列石を持つ点などで戦場古墳群 1区のST004の石室と

類似する。谷部への流土に覆われていたために石至壁体の残存状況は良好であり、ほぼ築造時の状態を残してい

るものと思われるが、天井石については確認されていない。検出時には上部壁体を構成していたと思われる小礫

が石呈内部に落ち込んだ状態であったが、天井石と考えられるような一定の大きさを持つ石材は周辺部において

も見られない。このことは戟場古墳群1区のST004においても観察され、これらの,1ヽ 石室については天井部に

石材を架構せず、木蓋等を用いて天井部を構成していた可能性も考想すべきであろう。なお、本古柑からの出士

遺物は皆無であり｀ •石立形態から戟場古積群 1 区の S T004と同様、 7世紀後牛代と推定される。

STOl5は小型の石棺系竪穴式石室を内部主体とする 'Ml'小型墳であり、石立の規模から小児の埋葬を行っ

たものと思われる。出土遺物は土師若の壺のみであり蒔期決定の手掛かりを欠くが、石室形態の他、STOJ6と

同じく東西方向に石室主軸を持ち、これに付属するような位置関係から考えて、 ST016に近い時期の築造と推

定される。

S TOl6は戦場古墳群 1区STOOS・009・020と同 じく石呈長指数 （幅に対する長さの比率）2.6の細長い石至

に、短く直線的に伸びる前庭側璧を付設する竪穴系横口式石室を内部主体とする。石室内部からは副葬品として

鉄刀 1本と鉄鏃4本が出土しており、 三津工栗団地関係の講査において石立内の副葬品の配置状況が把担できる

ものと して唯一の例である。また、西側周溝からは土師器の壺と杯が供献された状態で検出されており、酒飲等

の祭祀行為を経て埋世されたものと推測される。築造時期については、 土師器のみの出土であるため、いまひと

つ明らかにし得ないが、ほぼ5世紀後半～末に位置付けられる。

これら3基の古墳は近接して存在するものの、5世紀後半～末のIUII:S TOl6・015が相次いで築造された後、

7世紀後半代にSTOl4が新たに築造されており、 150年以上のタイムスバンを経ている。同様の状況は後述する

浦田古墳詳2区においても見られるが、ここでは調査区内の古項と時期的にtJ奴なる須恵器片が採集されており、

小支群からやや離れた甜査区外に空白期を埋める時期の古墳の存在が指摘できる。戟湯古頃群3区についても、

背面の丘陵尾根上に立地する戦場古墳詳4区STOl2古墳 (7世紀前半）を含めて群形成を考える必炭があろう。

なお、集石遺構SX019・023は蔵骨器等の出土遺物は検出されていないが、戦楊古墳群 1区・ 6区で確認され

t:.奈良～平安時代初頭の火葬墓と形態的に類似し、同様の遺構と考えられる。特にSTOl6の周溝からは混入品

として 8世紀後半の須思器短類壺の破片が出上しており、当該期の火葬磁の存在を泣く示唆するものである。
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N. 戦場古墳群 4区の遺構と遺物

1 • 遺跡の概要 (Fig.57)

戦場古柑群4区は3区の立地する斜面の背面にあたる丘陵頂部、標硲80-83mの範囲に位置する。束側の谷1部

には戦場古項群）区の6基の古墳が分布し、またこの谷部を袂んで東OOには STOOi古墳の立地する尾根と対II,} 

している。戦場古墳群4区は三津工業団地の発掘対象地の中で最も嵩所に位置するもので、調査前は蜜柑圏に．造

成されていたため、遺構の存在の有無は明らかでなかったが、約820rrtを対象に表土剥ぎを行った結果、古墳 l

碁 (STOl2)を検出した。STOl2古,n,よ尾根端部の最高所に位笠するが、さらに北開に萩＜尾根は大きく段・切
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Fig.58 S T012古鳩石宣 (1:50) 

りが行われているため18地形が大きく捐なわれており、他に遺構が存在していたとしても既に失われている可能

性が高い。また、 STOl2古墳も含めて本裂査区における出土遺物は皆撫である。

2. 古墳時代の遺構と遺物

ST012古墳 (Fig.57-60)

慎丘・屈溝 (Fig.57) 尾根上の平坦面に立地する。古墳の前面は石室羨門部分から急峻な斜面となっており、

いくらか谷部へと崩落したものと推定され、背面は石室から 2m程度の部分で地山から約I.Om削平されて密柑
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捻lとなっている。よって比較的9日状を留め

ているのは東・西側であり、墳丘盛上は東

側で0.4m、酉側で0.3m程が遺存し、平面

的には径6mの範囲に墳丘盛土が残る。た

だ周溝につては遺存しておらず、立地湯所

から推して本来的に持たなかった可能性も

高い。墳丘規模については詳細不明である

が、おそらくは径10m前後であったと推定

される。

内部主体 (Fig.58,59) )II. 室両袖型横穴

式石室である。石当揺り方はほほ隅丸の尺

方形をな しており、奥毀側で幅約2.5m、右

壁側で長さ約3.Sm、左壁1111で長さ約s.om.

猥体の石材は玄室・羨迫共に腰石のみを残

してほとんどが失われている。玄室平面形

はほば長方形であり、右壁•長2.0m 、 左壁長

2.0m及び奥壁fil.4Sm、前壁幅l.1Smで、

奥壁から玄斑長の2/3程までは直線的に伸

ぴ、そこから玄門に向かってすばまる。玄

奎壁体の腰石は奥盤に 3石、右撲に 5石、

左墜に3石を用いており、左壁の真ん中の

石を除いて全て石材は縦位に配氾され、そ

の上面は床面から0.7m前後の窃さに揃えら

れる。腰石上の壁体は左右壁の一部で確認

されているが、幅0.3~0.4m、原さ0.15~0.2

mの平たい石材を横位に積んでいる。玄1'1

部には幅0.4m、高さ0.3mの小型の石材が

左右壁から突出して配四されており、 いわ

ゆる立柱石は立てられない。石材が小さい

点から袖石とするにはやや疑問が残るが、

位校関係から考えても玄門部の袖石と考え

ざるを得ず、数石の石材を横位に秋み上げ

て袖部を形作っていたと推定される。玄門

幅0.7m、据.(jは認められない。玄室床面も

撹乱を受けており、敷石等については詳細

不明である。

玄門の前面にはさらに羨道が付設され、

久

冗

｀
 
。

2m 

Fig.59 ST 012古墳平iii(1: 50) 
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Flg.60 S T012古珊閉宴状況 (1:50) 
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右咆側に腰石が1石、左壁側に 2石が遺存するが、右壁の羨門側の石材については斜面の崩落と共に失われてお

り、残る 1石についても外測に倒れている。現況で右壁長は1.4m、左壁長は1.7mであり、玄門から羨門に向か

って直線的に伸び、その幅は摂ねI.Om程度に復元できる。腰石は玄室と異なり石材を横位に配屈 しているが、

その上面は玄室腰石と摘えているようである。なお、使用された石材はすべて花岡岩である。

閉塞状況 (Fig.60) 羨逍郎で閉塞に用いられたと思われる礫群が確認されている。検出された礫は大きさ0.5-

O.Rmのものを中心としており、それらを最下段に据え、より小さい礫をその上に積み上げ、玄門のすぐ外側で

閉塞を行っていたようである。 また、この礫群の上部には長さ I.Im 、 ♦l30.2-0.4mの柱状の石材が検出されてお

り、大きさ・位置から玄門上に架構された柑石であった可能性が考えられる。

出土遺物 本古墳からは周辺部も含めて遺物は検出されていない。

3. 結語

本調査区からはST012古墳 l基のみの確認であり、その時期的な位償付けについても出土遺物が認められな

いことから、直ちには判断できないが、石室形懇より若干の考察を行ってみたい。まず、奥壁側が広く玄1'1部で

すぼまる玄径平面形、玄室腰石の縦位の配置は戦湯古墳群6区ST040・浦田古墳群2区ST021と類似しており、

両者ともV1期の須恵器を出土している。同様の玄室平面形や腰石の配置の在り方は、中原町から佐買市にかけて、

いわゆる佐賀平野東部域の抒振山内麓における 7世紀代の古墳に多くみられるものである。 7世紀の前半から後

半にかけての終末期横穴式石室は、天井石を持つ羨道の付設ー前庭側壁一石垣状の石積みへと変位し、同時に玄

門から直線的に伸びていたものが、ハの字形を経て、最終的には石室長軸と直交する形で左右に大きく開く石垣

状の石積みへと変化する。このような羨道 ・前庭閲壁の変化は、石室構築技法及び立地場所と密接に関わるもの

と思われるが、 7世紀代における石室の時期決定のひとつの手掛かりとなるものである。本古墳において羨道と

した邪分の壁体は、直線的に伸ぴ、かつ玄室と同様に勝石状の大きな石材を配霞しており、天井石が架構されて

いた町能性が考えられ、 7世紀代でも前述の二者より古い要素を偉えている。以上のことより、 ST012につい

ては概ねV期並行、 7世紀前半でも新しい段階と位置付けたい。

Tab.11 載場古墳群4区遺欄一覧表

... 号

ST012 

種 m

占噴

形襲及び符徽

填形不明

燐桟 (Aさ x~ x深さ）
:m 

不明

主輪方紅 出上 遺 壽

S-6--E なし

＂代 ・り閉

古 頃 復 (1常紀賢ネ）
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V. 戦場古墳群6区の遺構と遺物

1 . 遺跡の概要 (Fig.61)

戦場古墳群6区は工業団地調企区の西端に位牲し、東脊振村と神埼町との町村）えに接している。地形的にはほ

かうそ溜池から戦楊古墳群3区を経て2区 ・1区へと絞＜谷部を中心と した地区であり、町村境のたる細長い丘

陵尾根の束側斜而も含まれる。隣査区の面積は約6,800m'、南北約200m、東洒紺約最大40mと南北に細長く 、ま

た標高は47-59mと潟査区内での高低差は大さい。謂査区内では丘陵尾根斜面にあたる西側が忍な斜面となる一

方、調究区中央から束寄りは紅斜が緩やかになって東に下って行くが、渭査区内の東側は常時湿り気を帯びた水

はけの悪い地面であり、旧地形と しては、おそらくは調査区のすぐ東側付近、現況農道が走る部分あたりで一段

深くな り谷部となっているものと推定される。よって調査区は、微地形的には丘陵急斜面、及び丘陵急斜面から

谷部へと萩く途中のテラス状の緩斜面にあたると言える。

この戦場古墳群6区を挟んで京側に展開する丘陵全体が戦湯古墳群5区であるが、表土剥ぎを実施したところ、

はぼ全面が蛮柑園に改変されているためか、遺溝 ・遺物は確認されていない。また、清介区の西1l11に接する丘陵

も尾根上まで蜜柑園となっており、現況では古項等の存在について明らかではない。特に神埼町側に当たる丘陵

酉僻l斜面はかなり大規棋に切り盛りが行われており18地形は大きく損なわれている。しかし、少なくとも 6区の

位置する束脊板村側より神埼町側の方が、より斜面の傾役は緩やかであったものと推定され、本米的には古墳群

が存在していた可能性も考えられる。6区についても調査前の状況は西側の丘陵．念斜面が蜜柑園、東側の緩斜面

は水田となっており 、古墳の存在についても全く窺えなかったが、平成3年度の確認調査の結果、水田下より古

墳の石当石材 ・周溝を確認したことから、本調究を要する地区と判断されたものである。

本潤社は平成5年度から 6年度にかけて実施されたが、当初は確認調査で発見されたST033・034古t.l't問辺の

Tab.12 輯場古墳群6区遺橋一覧表

濃鑽●亀 桟 ,i 駐烈 JJ.び ff !It 
規帆

t • 方位 出 t遺 壽 •1代 ・ 1111!
（長さx虞X深さ）:m 

ST033 古墳 Jlllt彰 （憤穴べ石寮） 畏輪ISm.冠輪l.lm s -2s・-w 須恵笞•:t綽呂•l)/11 (賃象嵌｝｝宍具 ， 占墳穫閉

皐・刀子・轡•髯金具·U字金)4) ,1(讚 (6貨紀.ll<!llf・閉I

ST034 古墳 円頃 （嶋穴式石屯I ll 14.Sm s-20・-w 須恵I,•土鰤石・紋む ｛鎮・7J・1・・ 古墳桟n
弓ltlC金具） (6憎紀珀1!11'1111

SX035 ＊騨鳥 t11円彩土讀 長輪O.Srn,豆輪0,7m 須~II (l!I棗ff).土筍行 (lf.•n• ~ t, rs世紀債半）

SX036 火瓢嘉 力駐の黒石 一辺1,3一1.4m 土閾II(I>・麗） 在J¥-平'Ii(8糞紀末）

SX037 火鼻昌 不定影の集石 土鰭岱 ｛甕 ・ド董 !i'tJ¥lSIII: 紀校.f.)

SX038 火葬纂 方影の畿石 一辺2.o-2.2m 士閾II(重）．須患II(杯） 名R ギヽii(g置紀末）

ST039 古n Pl墳（檜穴式石lill ii 12..Sm s-21・-w 須彪苔 (If身， '11M'),井生上Ill・ 古墳1負閉 (6世紀1曼*'
嶋文.tD.蚊岱 （鳥 ・鮫具）

ST040 むべ Pl噴 （憤穴式石li!) II! 筆定） 13ー14m s ,,・-£ 土ヽ 9甚 ・傾烹店・ lf環.6斧 古項擾11 17患~四ギ闊i

ST049 古ltl 填形'f,IJJ(繍穴;,:r;実） s-1s・-E 須昌・:t鰤石・鉄召Ull・餃具・ 古!ft慢嗣

轄金具・ 編金艮） ・寛水過立 (61t紀"'"'平1111)

sxoso £石凡 累濃1よ惰円形 長輪I.Sm.阻輪um N- 1'' - • なし 朽生~It約期俯'II?

ST053 占Jft PIIJt? 往8-9m "" ぷ剛

SX054 れ祀遺構 土賢晶が隻中して出土 J:馬.A影 ・饒影土望品． li¥Jl(ij世紀）

嶋状→ヒ姐品、 土鉛召 け鉢）

SXOSS 不明遺構 体生tr.甍 2償1~が漬れI: 弥生±~ (甕） 体生鯖代後lll債半

状懲で出.t

SX056 胄銅製•先 ,a1~ 影上纏 E輪OA2m,t'! 輪Ol?m 冑鋼闘●沈 体生鵡ttlllPlflキ
出上遺構
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みの表.I:を除去して調査を行っていたところ、この内、 ST033古項が谷部上部からの流土によ ってかなり埋没

していたことが明らかとなり (Fig.70)、周辺部に未だ埋没している遺憬が存在している可能性が予想された。ょ

って緩斜面部分に沿って14J側に拡張していったところ、同様に流土下より埋没していた旧地表面が現れ、奈良 ・

平安期の火葬墓と思われる集石遺揖が比較的良好に遺存しているのが確認された。さらに西側の丘陵急斜面につ

いても表土を除去したところ、新たに2甚 (ST040・049)の古項が確認されたが、このうち ST040古墳は流

土下に完全に埋没していたことから蜜柑図造成に伴う掘削もほとんど祓っておらず、ほぼ築造当時の姿を留めて

いた沢瓜な例と言える。（なお、この丘餃急斜面は工業団地の造成計画では緑地保存帯となるほか、尾根上に只

道が走るため、潤査範囲は古墳築造時期等が判断できる範囲に留めており 、ST040・049両古項の西側部分につ

いては未霜査である。） 調査区の土層堆積状況についてであるが、耕作土下には前述した流土が原＜堆積してお

り、その原さは最大I.Smに及ぶ。その土質は粘性の乏しい砂質土であり、花尚岩の風化土壌を主な成因と して

いる。これは北方のよ り摂高の窃い丘餃部から谷部に沿って繰り返し流Illしてきたものと考えられるが、この流

土の土層断面観察を行ったところ (Fig.70)、腐食質土化した部分が幾筋も層状に見られ、その堆積が断絞的であ

ったこ とが窺える。この流土下では、特に緩斜面付近において黒色粘質土（田層： Fig.65のST034古墳墳丘下土

層の2)が薄く見られる。この煤色粘質土は古墳築造前のIEI地表面であり、その上面には古代の集石遺構が造ら

れる一方、層中には弥生時代後期の土器が含まれる。さらにこの馬色粘質土下には明赤褐色粘質土 (N層：

Fig.65のST034古墳墳丘下土層の 3)が厄＜堆積しているが、これは戟場古墳群］区、戦場ケ谷遺跡2区の縄文

時代阜• 前期の遺物包含層と 同じ風積作用によって形成されたものと思われる。この明赤褐色粘質土については、

S T033 · 034古墳調査終了後に墳丘下を中心に約300m'を対象に揖り下げを行ったが、石鏃• 石楢・岩石等の石

器数点と形態不明の土器小片が僅かに出土 したに過ぎず、焼けて赤変化した礫は散見されるものの、集石吟の明

確な遺構は確認できなかった。

以下に謂査の概要を述べるが、確認できた主な遺構として、古墳時代後期の古墳5基、時期不明の古積 1絡、

奈良 • 平安時代の火葬墓と思われる集石遺構 4 基・祭祀遺構］基の他、弥生時代の支石墓 1 基等が有る。 また、

弥生～奈良•平安期の遺構面下では縄文時代の遺物包含層が約JOOm'の範囲で確認されている。 出土遺物の内、

特徴的なものとしては、弥生時代後期の斉銅製鈎先 1点、古墳時代後期の銀象嵌を施す刀装具 l点に加えて、奈

良•平安時代の祭祀遺構において土馬 5偲体分を含む、人形や、鏡を模した土製品が多数出土している。 特に膏

銅製錫先は県下6遺跡目、古tJ'I時代における銀象嵌刀装具は限下初の出土である。

2. 縄文時代の遺物 (Fig.62・63)

縄文時代の遺物と して、少量の土器片及び石器・剥片数十点が出土している。 土器には縄文時代早期の条痕文

土器 ・ 無文土器、中期の凹線文土器があるが、早期のものは細片がほとんどである。 また、石器は石鏃• 石槍・

石匙・削器 ・ 石斧 ・ 磨石 • 石核等が見られる。このうち、石器・ 面1片の多くはST033・034古墳墳丘下を中心と

した範囲のト レンチ講査によ って1V層中から出土しているが、 土器については遺構検出面、あるいは古墳のm丘

盛土内で確認されたものがほとんどである。また、 IV屠中における遺物も、その分布密度が非常に薄い上、出土

する層位も安定していないことから、すぺて二次堆積によって原位世を大きく動いているものと推定される。

①土器 (Fig.62)

1は屈曲部を持つ胴部片で、胴上部はやや丸みを持って内傾する。比較的大型の深鉢と推定され、胴部径で

知 m程度はあるようである。胴部外面の屈曲部分に横位の凹線を一条巡らし、そこから上位に細くシャープな
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Fig.62 縄文時代の遍物1 (1, 2は1:3、3-7は2:3、81.11:2) 

凹線による文様行を持つ。凹線は左上から右下方向に施文されるもので、遺存している範間では6本程度が確認

され、端部はやや膨らみを持たせて丸く収められる。屈曲部下の胴下部外而は無文で、横位のヘラミガキが部分

的に見られ平滑に仕上げられている。なお、 内面はナデである。胎土中には多はの砂粒と冥母を混入している。

2も同 じく 1!!J線文を持つ深鉢であり、おそ らくは朋部の屈曲部より上位にあたる部分と思われる。同様に胴部屈

曲部から上は口様部に向かって内傾する器形をなす。外面には凹綿により、渦巻き文を中心として、直組や点を

組み合わせて文様否を作っている。胎土中には砂粒の他、 多量の滑石粉末が況入されてお り、器表面はかなり平

沿になっている。I・ 2はいずれも縄文時代中期の阿府式土器系のものと思われる。

②石器 (Fig.62・63)

石器は、石洪20点 •石檜 l .¥¥!:. 石匙6点 ・削器8,点 • 石斧2点 ，縣石8点 ・石核2点等が挙げられ、その他サ

ヌカイト，黒晰石の剥片が数十点出土している。

3-7は石鏃、 いずれも凹基無茎式でサヌカイト製である。3・4は両側辺が直線的となる平面二等辺三角形状に

なるもので、 3は袂りが浅く、 4は袂りが深く詞部が丸くなる• 5・ 6は面側辺がやや丸みを持つもので、扶りは浅
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い。 7は長さ3.9cmとやや大型のもの。両側辺が直線的で袂りが深く脚部は長い。なお、 8は不明品で、長軸の両

端に先端部を持ち、中央部には両側から扶りが入る。全面に調笠剥罪が施され、両側辺部は鋭利に仕上げられる。

長さ6.lcmo

9はサヌカイト製の石槍である。平面形は木葉形で全面に丁寧に剥離が施される。 長さ 14.1cm、 ♦113.Scm。

10・II・12は削器、いずれもサヌカイト製である。10は縦長剥片の一方の側緑部を円弧状に形を整え、さらに

表裏面から剥離を施して刃部を作り出している。長さ10.2cm、幅5.0cm0IIも同じく縦長刹片を利用するもので、

両側縁から大きな剥限を施して縦長の形に整形し、さらに一側緑には裏面からも小さく刺雇を行い刃部としてい

る。長さ 12.6cm、幅5.8cm。12は平面三角形を呈する剥片の一側辺部に表面から粗い剥離を加えて急角度の刃部

を作り出すもの。13・ 14は石匙で同じく サヌカイト製。いずれも横長剥片を利用するが、 13はつまみ状の突起を

小さく作り出し、調整剥離も刃部のみならず、 1llf縁全湖に施されるが、 14は自然面を表面に残し、調整剥離も刃

部の片面のみに施される。また、つまみ状の突起も大ぶりで、剥片側辺部から浅く袂りを入れるだけで作り出さ

れている。 15は打製石斧で基部のみ遺存する。

3. 弥生時代の遺犠と遺物 (Fig.64-67)

弥生時代の遺構として、弥生時代前期前半に位筐付けられる支石墓 l基 (SXOSO)とST034古墳の墳丘下よ

り背銅製鋤先を埋納したと思われる遺構が確認されている。また、ST034古墳の積丘下では他に弥生時代後期

後牛の土笞が集中して確認されており、 ST033古墳においても墳丘盛土中、墳丘下で弥生土器片が多数出土し

ていることから、本来的には弥生時代後期後半に緩斜面を中心に遺跡が形成されていたが、古墳築造時の地山整

形によりかなり撹乱を受けたものと推定される。

SX050支石● (Fig.64) 

潤査区内附端付近、丘陵束側緩斜面に立地し、西側にあたる足根上には ST049古墳が立地する。また南束側

約3mには ST053古墳の周溝が近接する。既に上石は失われているが、支石及び埋葬施設である土漂茎の蓋石

は良好に遣存する。検出時には遺構は厚さ0.2m程の開色邸食質土で覆われていたが、この黒色腐食質土中から

は奈良時代の土師器が出土していることから、古代には既に上石は失われていたものと考えられ、近接する古墳

の石室石材に転用された可能性も想定されよう。支石墓は平面形楕円形の土凛に歪石を彼せるものであり、土凛

の長軸は約I.Sm、短軸は約1.2m、深さは約0.4m、長軸を主軸とした方位はN-74°-Eである。ただ、調査段陪

では土廣内の埋土と地山の区別はかなり困難であったため、特に土猥の平面形についてはやや不確実な部分があ

る。蓋石は3枚が用いられるが、このうち南西側の 1枚は花尚岩、北東領の2枚は板状に刹離した安山岩であり、

調査区周辺祁では入手できないものである。蓋石を被せた顧番としては、真ん中の石が最初に覆かれたものと考

えられ、他の 2枚を被せた後にさらに支石として大きさ0.4m前後の礫を溢石上に配牲していたものと推定され

る。現況では支石は4石程度が遺存する。確実に支石墓に伴うと思われる遺物は出土していないが、西側約 5m

程離れた地点より、弥生時代前期の高杯脚部片が採集されている。支石姦が単独で作られる可能性は低いと思わ

れるので、かつては少なくともほかに数基が存在していたものと推定され、そのいずれかに伴う供献土笞と考え

られる。

SX050支石夏辺部採集土器 (Fig.64) 16は弥生土器の高杯脚部片で一邪杯部も遺存する。脚部は直線的に

伸ぴて開くもので、裾部端部外面、及びくぴれ部に巡らした突帯外面に刺突文を施す。詞整は、杯部内外面はミ

ガキ、脚部外面はミガキ、内面はナデである。
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SX055不明遺蠣 (Fig.65)

S T034古墳の墳丘下では、古項築造時に撹乱を受けたと思われる弥生時代後期の遺溝の残欠が確認されてい

る。ST034古墳の墳丘は、緩斜面であったIEJ地形を平坦1-::造成し、さらに周溝部分を Im近く掘り下げ、その

掘った土を盛土として頃丘を築いている。ただ、平坦に返成したと 日っても、墳丘下には旧表土である黒色腐食

質土が厚さO.lm弱で遺存しており、旧表土から大きく掘り下げるほどの撹乱ではなかったものと推定される。

弥生時代の遺物はこの媒色上中から検出されたが、調査を行ったところ、黒色土下の地山では遺携に伴うと思わ

れる揺り込みはほとんど確認されておらず、遺構自体もあま り深いものでなかったか、あるいは堀り込みを持た

なかったものである可能性も十分考えられよう。

S X055不明遺構としたものは、 ST034古墳石呈揺1J方の北々 東で検出されたものであ り、甕2個体が接した

状態で出土している。この甕は土圧で潰れているのの、周辺へは全く破片が四散していないので、本米は並ぺて

据えられた、あるいは横に並ぺて霞かれた状態であったものと推定される。特に掘り込みは確認されていないの

で、前述したように地面への堀り込みを行わず、土器をそのま ま誼いただけの遺構であったと考えられる。また、

甕棺寡とするには、 甕の口緑部がいずれも同一方向を向くことから、その可能性は極めて低いものと捉えている。

SX055不明遺構出土遺物 (Fig.65) 17・18は弥生土器の甕である。17は口径約26cm、器高約42cmを測り、
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Fig.67 S X056青銅賓織先出土遍橋 (1:10)及び出土胄綱製織先 (1:2) 

緩く外反する口緑部と口径とほぽ同径の胴部を持ち、胴部から底部へは緩やかに内湾しつつ続いて底部底面は平

底である。調整は内外面共にハケメを施すが、服部の外面にはハケメ前に施されたタタキが観察される。18は17

より小型のもので、口径約21cm、器高約30.5cmである。プロポーションは概ね17と大差ないが、口緑部がより

強く外反するほか、底部底面は僅かにレンズ底ぎみになる。調整は内外面共にハケメであるが、タタキは認めら

れない。

SX056冑鋼製鋤先出土遺襴 (Fig.67)

S T034古墳の石室掘り方の北西側に近接する。ST034墳丘下の黒色腐食質土掘り下げの際、花閾岩の小礫が

あったため、礫の部分を土柱状に残して掘り下げていたが、調査の最終段隋に務を除去したその下部から青銅製

の鋤先 (35)が 1点確認された （出土位況はFig.65を参照）。 鋤先は側緑部の片方を下にして立った状態で検出さ
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れ、周囲をT~に観京したところ、東西方向に主軸を持つような不妥形の浅い掘り込みが確認された。地LIiはIJJ

赤褐色粘質J:(レス/Mlであるが、堀り込み内部の埋土はこれとほぼ岡質であるものの、より色祁が昭＜粘性が

強い点で区別でさた。堀り込みの規楼は、長粕0.42m、短軸0.32m、深さは地UI面から約0.04mで、鋤先はほぼ

その中央部に位設している。なお、＠沖地山面は黒色腐食質土のみを除去したものであ り、鋤先のはぽ半分は開

色土中にあったと 百える．また、遺溝上部にあった礫については遣構とどのような関係にあったか不明であるが、

同様の礫は黙色j:中に散在しており、直接的な関連はないものと推定している。

SX05611ば:i'I銅製鋤先 (Fig.67-35) ほぽ完形である。表側の右llll碁部に銹造時の湯回りの不足による艮

さ約1.8cm程の細艮い欠拍部が見られる。刃部は僅かに反りかえってお り、また磨耗により短くなっている。全

長6.父m、刃祁幅8.7cm、袋碁祁幅9.1cm、袋碁部l!/.l.9cm、また袋部の内法長は4.1cm、内法栢8.1cmを測る。緑廿

色を俣し、比較的遺存状態は良好だが、部分的に風化が及んでおり、使用痕についても観察できない。

ST033・ 034lll丘醤土及びれ丘下Ill土弥生土瑞 (Fig.66) 19-34は古）Rの項丘盛土巾及び/ft丘下の基I汲

面」こより出土した弥生土器である。19-24はST033出七のもの。このうち、 20はti'lli盛土中より、他は打丘基

底面3区でまとまって出土したもので、地山整形・及び甚底面造成の際に弥生時代の遣構が撹乱されて遺物のみ

が検出されたものである。

19は史、底部のみを欠き、 くの字形に屈曲して開く口縁部と口径より大きく膨らむ胴部を持つ。調稔は内外面

共にハケメである。20は鉢、同様にくの字形に屈曲する口粒部を持つ。 潤整は内外面共にハケメ。21・22は器台、

体部は直線的であるが、裾部は接地而付近で緩やかに外反する。調整は内外面共にナデで、特に外面はハケメの

後にナデ消している。23は支脚、朗整は外iliiタタキ、内面ハケメ 0 24は鉢の胴下半部か。調整は内外面共にハケ

メ。25から341;1:S T034基底面の開色腐食質土中の出土。25-281よ甕。いずれも口縁部はくの字を呈しながらも

やや外反ぎみになる。25-27はIiば口径が等しいが、 281よ央の中でも大型のものである。潤整はいずれも内外1面

Iヽ ケメ。29は二巫口緑壺のCl粒部、30-32は硲杯。32は、杯部は口緑部が立ち上がる二旗n緑をなし、開部は直

線的に伸びて裾部で大きく広がる。調整は脚部内面にヘラケズリが見られるが他はハケメである。33は器台の裾

部付近の破片で、くぴれ部から接地面まで匝線的に伸ぴるようである。外面にはタクキが残り 、内面はハケメを

横位に施す。34は支脚．

Tab.13 載場古墳群6区縄文時代・弥生時代の土器一覧表

品
p L. 漏遺苔
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Tab.14 駐場古墳群6区石器ほか一覧表
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4. 古墳時代の遺構と遺物 (Fig.68-119)

占Jff時代の遺構として古Jft6基が確認されている。このうち、 ST033・034・039・040の4基は戯査区巾央部

の丘陵尾根斜面上に近接して立地している (Fig.61)。中でも、 ST040は尾根上からやや束に下った傾絹角20度

の比較的、さな斜面に立地するが、他の3基はこの急な斜面がよ り緩やかに変わる緩斜而上に立地している。この

緩斜面のさらに束側では、現況農道付近に埋没した谷筋があると推定されるが、ほぽこの緩斜面を谷底と見てよ

いと考えられる。これら 4基と別に、関査区の南端付近に古墳2基が位僅しており、このうら 1基は足根頂部か

ら僅かに東へ下った付近(ST049)に、もう］基(ST053)はST049の東南東70mにあたる東開緩斜面上に位置す

るが、蜜柑園造成に伴い周溝の西端のみを残して掘削されて失われている。

潤査対象区の現況はほば全面が蜜柑園であり 、潤査区内西端の急斜面に至るまで段々に造成がなされていた。

よって確認謁査滸手前にその存在が視聡できたものは音無で、僅かにST049のみが地権者の記憶に残っていた

という状懇である （昭和30年代に蛮柑困造成に伴い破壊したとのこと）。しかしST033・034・039・040の各古

れは墳丘全体を花尚岩風化砂礫土を中心とする流土によ って覆われており、蜜柑園造成に至るまでにかなり埋没

してLまっていた可能性がなく 、埋没しきらなかった古項の」：部付近が造成によって微底的に破壊されたものと

名えられよう 。ただ、ST033・034・ 039の3若は石室上部壁体を失っている他、石室内も相当撹乱を受けてい

ることから、流土による埋没l:t急激なものではなく、徐々に埋まっていく過程で他の古項の類に油れず盗掘者に

よる干渉を度々受けていたものと思われる。

周辺部の状況としては、l'.lll-1£区西の丘陵尾恨上の踏査を行っている。神J釦町側となる丘駿尾根西側斜面も蛮柑

廊昏成が行われてお り、踏査の範囲内では古項の存在の可能性は明らかにできなかった。しかし尾根頂部は地形

的にかな り狭く痩せてお り、石材等も見られなかったため、少なくとも尾根頂部に沿って古JJ'Iが並んで立地して

いたという状態ではないようである。これらのことから、特にST033・034・039・040についてはほば一つの支

群として完結しているものと考えられる。以下に古償毎の概要を述べる。

ST033古頃 (Fig.68-80}

n丘.i紺溝 (Fig、68-71) 潤査区のほぼ中央部に位置し、北西開にST034、洒側にST040が隣接する。襟窃

約51mの緩斜面上に立地してお り、西側局溝のみが丘陵尾根に向かって傾斜がさつくなる部分にあたる。周溝は、
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Fig.68 S T 033古潰測■図 （珊丘遍存状況、1:200) 

北は北束側を一部撹乱漿で切られるが、積丘を全周する程度遺存しており、平面形では石室背面側が丸く巡り、

石室前面側では切り通し状の廷道が伸ぴる分、両側の墳丘が古墳の前面に伸ぴており（以下、この前面に伸ぴた

祁分を張り出し部と呼ぶ）、いわゆる馬蹄形に近い形態をなしている。馬蹄形周溝と関連して述べておく必要が

あるのは、地山整形の在り方である (Fig.69)。本項における地山整形は全体をフラットな一面に整えるのではな

く、石呈を中心に上婿での径約Jimの範囲でPl形に,,!坦面が作られ、張り出し部分の整形面はこの而から約0.4

m低くなっている。盛：I: は円形部分と張り出し部分の両方に行われるが、土層図で見比ぺたところ、円形部分が

石至を構築しながら細かく積み上げられ版築状のT寧な積み方をするのに対し、張り出し部分は揺った土をその

まま盛りヒげたようなかなりラフな盛土となっている。この点については後述するが、少なくとも張り出し部が

石室天井石を覆うような高いマウンドを持っていたとは考え難く、石室を覆った店い円丘に｀酪道に沿って低く

伸びる張り出し部を備えていた状況が推定される。ここで問題となるのはこの張り出し部が古項築造当初より作

られていたかどうかという点である。このことは周溝自体が築造当初から馬蹄形であったかどうかという ことに

関わるが、この点に関して張り出 し部の上層観察から考えてみたい。

Fig.71は硲道の束西村偶の張り出し部にトレンチを設足した際の土層図である。この中で興味深いのは甚底面

（地IIJ面）が円形部分から張り出し部にかけて低くなるところで、いったん深くなって凹面をなしていることで

ある• 特に西側トレンチは凹iliiをなしてからさらに立ち上がって平坦面となっているが、こういった窪みは平面

的にも観察され、 Fig.69では円形の地山整形面の裾部に沿って長さ 7m以上が確認されている。ここではこの窪
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Fig.69 S T 033古蠣潟●図 （地山璽形状況、1:200) 

みを仮に「墳丘内周溝」と呼ぶ。さらに盛土の状況に目を向けると、円丘に伴う盛土は円形の地山整形面の上端

付近から細かく積み上げられるのに対し、張り出し部の盛土はひとつの層が印く、土の種類も粘質土• 砂質土を

選択的に用いて積まれたような状況は残えない。特にこの盛土中からは須恵器・土師器片が多く出土しており、

これらの遺物が盛土内埋納といった出土状態ではないことを考え合わせると、少なくとも一回目の埋葬を行った

後にこれらの盛土が積まれたものと推定される。そのように考えてくると、古墳築造時には張り出し部上に盛土

がなかったことになり、もし馬蹄形の周溝がプライマリ ーなものと仮定すると、「内周溝」の底面と馬蹄形の周

溝底面がほぼ同じ窃さとなってしまい、構造的に理解に苦しむ事態が生じる。よって総合的に解釈すると、古墳

築造当時には張り出し部はなかったものと考えられ、追葬時のある段附、新たに切り通し状の墓道を提削すると

同時に、東西の周溝を新たに延長して掘削すること によって張り出し部が形成され、この際、募道部分及び周溝

を掲削して掘り.t.げた土を張り出し部上に盛り上げたものと結論付けたい。墳丘規模についてであるが、周溝を

馬蹄形と考えるならば、長軸約15m、短軸約13mとなる。また周溝を含む全体規模としては、南北方向で約19m、

東西方向で約20mとなる。

墳丘の残存状況は浦田古墳群l区STOOiについで遺存状態が良 く、盛土の技法をある程度観察できるもので
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Flg.71 S T033古爛彊り出し睾土層図 (1:50) 

ある (Fig.70)。工程と しては、 ①地山を平坦に削って基底面を造る、この際荼底面の高さを揃えるために土を党

入して造成し、基底面の窃さを揃える、 ＠滋i成した基底面を掘り込んで石当掘り方を造る、 ③石室壁体を積み上

げながら盛土を行う（単位としては 3工程が観察できる）、 ④天井石を架揖した後にこれを覆うように盛土を行

~,tff形を整える、の大きく 4 つの段階に整理される。このうち、①については造成土を掘り込む形で石室掘り方

が造られていることから、地山整形にあたっては単に地山を削るだけでなく、別の土を入れて造成しながら面を

整えている。また③の盛土は大きく 3工程に分けられるが、それぞれが砂質；I:. 粘質土を交互に積む小工程の繰

り返しからなっている。特に旧表土の黒色腐食質土

と暗茶褐色粘質土（黒色腐食質土から地II」である赤

褐色粘質J.:への漸移麿）がよく上下に蛍ねて用いら

れており、平面的にも石室を中心として円を描くよ

うにT寧に積まれていった様子が観察されている

（写只図版紺PL25-7)。④については一つの層の

幅 ・瞑みは大きくラフなもので、石室壁体を支える

ための盛土である③とは明瞭に区別される。

内部主体 {Fig.72~74) 単室両袖型の横穴式石室

である。石翌平面形は前猥幅が奥堕幅より狭い玄室

に、ハの字形に開く前庭鯖壁を付設する、いわゆる

只字形をなしている。天1t・石を架構する淡道は持た

ない。遺存状態は上部壁体をすべて失っており、天

井石は確認されていないが、前庭側限を含め下部堕

体は比較的良好に残っている。石室は南向きに開口

し、主粕方位はs-2s・-wである。

石室掘り方は造成された基底面を略長方形に掘り

込んでおり、南北長約3.4m、東西柑3.lm、基底面

からの深さは最大約 ImをiJllる。ただし、奥壁側・ ゜
細

Fig. 72 S T 033古墳石宣平面 (1:50) 

110 



52伽

ー

T 

ヽ

土

4
 ［

 

”u.3
 

.... .. 
。

2m 

Fig.73 S T033古蠣石宣 (1:50) 

左右壁共に差底面から直に其っすぐ掘り込まれるが、前庭部では墓道側から斜めに傾斜を持って掘り込まれ、こ

の傾斜面上に前庭11tl壁の最下段の石列を配置している。

石室規模については、 石室全長 4mで、奥慰栢l.&Sm、前壁幅1.4m、右 ，左壁長2.3mであり、奥，左右壁に

は腰石を配置、前壁には左右に立柱石を立てる。腰石は奥壁に紺約1.3m,高さ0.7mの石を横位に据え、その左

側に輻O.Smでほぼ高さの石を立てて、奥壁幅を調整している。左右壁の腰石の配世はほぼ同様であり、奥壁側

から幅 lm前後の石を 2石横位に配置して、さらにそれと前壁との間には0.3m前後の石を立てている。これら

111 



腰石の上面の窃さは袖石の上面とほぼ揃っている。腰石上の熙体の積み方については、奥壁は脱石とほぼ変わら

ない大きさの石を同様に横位に積み上げ、右堡でも腰石と若干小さい程度の大きめの石を横位に置いており、お

そらく腰石上の壁体については、腰石より極端に小さな礫を積み上げていった状態ではないようである。

玄門部には左右共にほぼ同じ大きさの立柱石を立てており、玄,.~,日は0.55mである。この立柱石の間には桓石

を配餃するが、特徴的なのはこの桓石が石を 3段に積み上げることによって構築されている点である。この枢石

の骰下段にはほ0.6m、高さ0.4m程の石を、石室基底面を掘り下げて据え、その上に平たい礫を 2石左右に並ぺ、

またさらに玄門幅いっぱいの平たく細長い石を横位に配置している。前庭部の高さは2石目の上面にほぼ揃い、

根石としては 3石目のみが用をなしていると言えよう 。石当内部から見れば、石室床面と前庭部とは約0.3m程

の段差を持っており、この点に滸目すれば竪穴系横口式石室と香うこともできよう。

さて、問題はこの3石からなる枢石が石室構築当時のものかどうかという点が疑問として挙げられ、それはと

りもなお さず、前庭部の床面が初葬時のものかどうかということについて検討を要するということを示す。やは

り奇異に思えるのは、一度基底面から積み上げた前庭側壁をさ らに再度坦めて前庭部平坦面を造っていることで

あり、石室掘り方を掘削する段階に前庭部分を掲り下げなければ、当然必要のなかったエ程である。通常、前庭

開壁の下面は前庭部床面に揃うべきものであり、やはり本墳についても石当築造当時は石完床面からスロープ状

に登る前庭部を佑えていたものと推定され、追葬時のある段階、前庭部に盛土を行ってスロープを水平な面に造

り替え、これに伴って桓石を積み上げたものと考えられる。この際、枢石の妓下段がブライマリーなものかどう

かという点についてであるが、この石が石座碁底iliiからかなり浮いて据えられていることなどを考える合わせる

と、やはり前庭部改修時に配筐されたものと考えたい。なお、先に追葬段閉に切り通し状の墓道を新たに揺削し

たと思われる点について触れたが、前庭部床面とこの姦道部分の床面はFig.74のように連絞性を持っており、前

庭部の床上げによる改修 ・切り通し状の墓道の掘削は同時に実施されたものと解釈している。

なお、 前庭餌l壁は右壁側で1.4m、左壁測で2.3mが確認されており、長さとしてほぼ完存しているものと思わ

れる。積み方としては大きさ0.3~0.4m程の礫を積み上げるもので特に平たい石を選択的に選んでいる状況は認

められない。また、最下段と上部の石積みの石の大きさもほとんど変わらず、やはり天井石を架構するには慎度

的に無理であろうと推測される。平面的にはハの字形に緩く開くが、玄門部の幅からそのまま開くのではなく、

袖石のみが内側にやや突出する。この前庭側壁内には前述のとおりその下部が埋められて新たに前庭部床面が造

られるが、その構築法としてはスロープに地l」.llf!である暗赤褐色粘質土を搬入して水平面を形造った後に、花尚

岩を細かく砕いたものを暗赤褐色粘質土中に多量に混入させて固く締まった床を貼っている点が特徴的と言える。

石室床面についてはほぼ微底的に撹乱を受けており 、敷石等も確認されていない。また、出土遺物についても

鉄製品の残欠のみである。

閉窟状況及び墓辺 (Fig.74) 閉塞は前庭部で行われており、上部を失っているがほぼ良好に遺存していた。閉

塞石は基本的に塊石であるが玄r,部及び墓道側では板石が立てられており、見かけ上はこの板石間に大きさ0.4

m弱の塊石を詰め込んだような状態を示している。 閉塞石中には軟質の腐食質土以外に土を含まないために、追

葬に伴う積み替え等について見極めるのは困難であるが、最下名位の石はその上面が平坦に揃っており (Fig.74中

の点線）、上部の石とのIll]に幾らか腐食質土を挟んでいることから、この間に追葬面を考えたい。このことは墓

道の土層観察から も哀付けられ、 4層とした砂質土は比較的固く締まった土であることからその上面が追葬面と

して捉らえられ、前述の閉塞石間の追葬面と高さ的に連続する。よって整理すれば、前庭部改修後、 6屑上面を

床面とする追葬が行われた後、前回の埋葬に伴う閉器石の最下部を残して新たに 4層上面を床而とする追葬而が
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Fig.74 S T033古墳璽遍遺窃出土状況 (1:40) 

造られたと考えられる。ここでは便宜的に前庭部改修り仰の雌祥を初葬段陪、 6層上面を床面とする追葬を第 1追

葬段階、 4l¥¥l I: 面を床ILIIとする追葬を第2追葬段陪とする。ただし前庭部改修前に,,1回の埋昇が行われたかは,r;

明であるはか、それぞれの追葬段附の共（本的な追葬回数は明らかではない。

そこで問題となるのはそれ第2追葬段階以降、追葬が行われたのかどうかという点であるが、閉径石のうち、

給追側の板石は4忍中に食い込んでおり、 4廣上而に伴う追葬後、除去された様子は見受けられない。この場合、

玄l"I部での柑1-Gまでの推定窃を考えると、 この板石を外さない状態での追葬はほぼ不可能とそえられるので、や

はりこれ以降は追葬は行われていないものと埋陪される。よって、 Fig.74における l-3附については追葬に伴
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Fig. 75 S T 033古墳出土辺物 1(1: 3) 
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Fig. 76 S T 033古蠣出土遍物2(1: 3) 

う掻き出しによる堆積ではなく、姦道両側の墳丘上及び張り出し部上からの流れ込みと考えられよう。

なお、墓道の横断面土層観察では、墳丘盛土を切って新たに掘削された墓道の掘り方が確認されているが、第

1追葬段陪に墓道を掘削し、それが左右からの流れ込みによりある程度埋没した後、この埋土を切るように第 2

追葬段階に伴う墓道が据削されたものと思われる。また、墓道出土遺物の接合関係を見たところ、 一つの遺物の

破片がそれぞれの追葬に伴う琴道埋土にまたがって、なおかつ、かなりの高低差をも って散らばっているなど、

ひとつの土器を取って見ても、堆積 ・捉り直しの繰り返しによりかなり複雑な分布を示していることが判明して

いる。よって消去法的に考えれば最終追葬時は 1-3層の出土土器の下限及びそれ以降と推定され、最後の埋葬

についてはほぼV期と考えられる。

なお、本古墳では多量の須恵器 ・土師器が出土しているが、 Iiとんどが石室前面の周溝内埋土中からの出土で

ある。これらは供献された状愈を残していたのは皆無で、いずれも大I卜の破片である。おそらくは墳丘上、ある

いは張り出し部上に配された土笞が周溝内に流れ落ちた、あるいは追葬時に石室内の土を掻き出した際に堆積し

たもので、さらにこれに自然的な要因も加わって混在したものと推定される。

ST033lfl土遺物 (Fig.77~82)

出土遺物には須恵器・土師器 ・鉄製品 （武具・馬具・エ具）がある。土器類のほとんどが硲道から前庭部周溝

付近からの出土であり、鉄製品は主に羨道 ・石至内から検出されている。

36-64・ 69-89・103-113は須恵器。岩種には杯蓋． 杯身 ．迎・ 短頸壺 ・高杯・ 椀 ・堤瓶・横瓶・甕があり、

点数としては杯蓋 ・杯身の割合が最も多い。須恵器のうち、原位討を留めているものは皆無であり、すぺて追葬

時の掻きだしによるものか、姦追両側の墳丘上に供献された土器が硲道あるいは周溝内に落ち込んだものである。
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よってほとんどが小破片に破砕して

おり、完存していたのは杯58のみで

ある。 36-47は杯蓋、形態的には天

井部から口緑部にかけて丸みをも っ

て絞き、その境が不明瞭なものが主

体を占める。その中でも、天井部の

形状で三分され、天井部に明瞭に平

坦面を持つもの (36・39・42・47)

と平坦面が狭くイ咽瞭なもの (37・

4 l・44・45)、丸みを持つもの

(40・43・46)に分かれる。このう

ち、 36は口緑端部に僅かに段を持ち、

39は天井部と口緑部の境に沈線を巡

らし古相を示す。また42はポタン形

のつまみを持つ活杯の壺である。 48

~57は杯身、 51・55・58は口径12cm

前後、 52・56・59・60・62・63はロ

径10.8~11.5cm前後で立ち上がりは

直線的で内傾するが、 51のみは外反

する。底部は回転ヘラケズリである

が、 60のみ静止状態のヘラケズリが

見られる。 53・64は口径10.5cm前後、

54・57は口径9.5cm前後で、底部は

ヘラ切り離し後ナデ調整。

69-74は駐、 73の体部は胴部最大

107 

゜I ~ r 1 

10cm 
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Fig.78 ST033古墳出土遺物4 (103・104は1:4、105-107は1:3) 
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径が上位にあり、 74は朋部中央部が欣もふくらむ。口縁祁は69・71・72が直線的に開き、 74は屈曲して内洲する。

75-77は短顕壺.77の1氏部は手持ちヘラケズリを行う。78-88は嵩杯、 78は有盗、 80・81・881よ薫菟。781よ杯部

の口径13.4cmで二段スカシを持つ長脚のもの、 80は杯部の口径11.0cmで同 じく長脚二段スカシで器窃17.2cmの大

型のもので、いずれも穀も古いタイプ。89は椀で直線的に開く体部を持ち、｛本部外面全体にカキメを巡らす。

103~ 107は堤瓶、 106はli1部の突起が両側縁だけでなく 体部前面にも見られる。113は横瓶、 類部から口縁部は大

きく外反し、端部は丸みを持つ。108-112は甕、 108・110は笞高33cm程度、 Ill・112は器高48cm程度、 109も同

程度か。108の胴部外面は格子ふうタタキ、他は平行タタキ、内面は同心円タタキをよく残すが、 112のみは部分

的に擦り消しが施される。

65~68・90~ 102は士師岱。 65-統は杯身、 90~96は裔杯、97~102は小型の壺。65-68は内傾する立ち上がり

を持ち、 65は径8.3cm、66-68は径12.4-13.0cm前後。高杯は杯部の形態がわかるもの (90・92・93・95)はす

べて無亜で緩やかに内笥しつつ開くものである。90の杯部外面は中央部に2条の沈線を巡らし、その下位には横

位のカキ メを施す。95は口径25.5cmの人型のもので｀内外面に赤色顔科を泊布する。96は95と岡一個体と推定さ

れる大別の脚部で残存窃は約12cm、外面にはヘラ状工具による縦方向のナデが施される。97-100は脚付壺、

102は壺部は同様の形態ながら丸底で脚がつかないもの．

114~121は鉄製品で、 114は銀象嵌を施す刀装具．集道の埋土からの出土で、表面全体の約1/3が第により失わ

れているが、旧状を残す部分には銀による象嵌が良く残る。形態は円筒形で嬬部はやや1'l-みをもって段部をなす。

頂部から目釘が打たれており、 El釘は絣化により折れている (114の断面図は目釘を復元した状態で作図）。 象嵌

は縦方向の直線と、そこから左右に葉脈状に開く曲線の組み合わせを 1単位として、全部で4単位を花ぺて構成

される。また、段部にも弧状の線を連続して描く 。鬼塚2号墳 （福岡県八女郡広川町）出土例に見られるような、

いわゆる火焔状文と呼称される ものと思われる。大きさは姦さ2.9cm、幅最大2.55cmで大刀の柄頭と しては小さ

く、用途としては鞘尻の可能性が考えられる。115・116は鉄鏃、 115は小形柳葉形で棘箆被を有する。1161;/:斧箭

式。1171よ刀子、一部木質が残る。118は鐙木体、119は鞍金具、 121は轡、板状立聞索環式の鏡板を持つc哀径約

8cm. 立聞位3.1cmを根れる。ltiは二連式で全長約17cm。閉塞石除去後、枢石上にたたんで社かれた状態で検出さ

れている。120は第地金張りの耳環。

ST034古墳 (Fig.81-95) 

!ti.Ci: ·f.~i/11 (Fig.SI・82) S T033の北側に近接し、双方の周溝の間隈は約I.Smとはとんど接している状態で

ある。緩斜面をほぼ平坦に地山整形しているが、平面的には ST033の馬蹄形と異なり、基底面・周溝共に整美

な円形を呈 している 。 項径は南北方向で約14.Sm、東西方向で的14m 、 J6]溝外径ではlti~と16m、東西17.5mをiJII)

る。墳丘は約O.l~0.3mft度しか遺存しておらず、徹底的に削平されたと言えるが、僅かに残ったtrt丘盛上を除

くと旧地表面の黒色腐食質土が見られ、弥生時代の項で述べたように多くの弥生後期後半の土器の他、寺銅製錫

先が出：tしている。地山整形についてほぼ平坦と述ぺたが、特に石室東1lllではやは り地形に合わせて西から東に

向かって傾斜して下っている。

周溝の形慈で特徴的なのは墳丘束側で周溝と瓦筏させてさらに深い掘り込みが行われる点である。この掘り込

みは狭いfill隔（幅約 Im)を空けて南北に 2つ見られ、いずれもTfj北方向に長軸を持つ不整形をなす。このうち

南閥のものは長柏約5.Sm、北1l!)のものは長拍約3.5mで、短曲はいずれも周溝幅と等しく約2.5-3.0mである。ど

ちらも底面の1よっきり しない摺鉢状をなしており 、内側のもので因溝底面よ り約0.6m、北OOのもので約0.4m深

くなっている。掘り込みの埋土についてはどちらも周澁と同じ黒褐色粘質」；であり 、形態的にも何らかの別遺構
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Fig.Bl S T034古瑣測●図 (1:200) 

として明瞭に区別される訳でもない。あくまで周溝に沿った掘り込みであることから周溝と同一のものとして取

り扱うが｀その意図については今のところ不明と言わざるを得ない。

なお｀石底掘り方の北西2.5m付近では、titIi盛ナ工程中に亜べて埋償されたと思われる土師器杯溢2点 ・杯

身3点が検出されている (Fig.89)。

111. 室両袖型の横穴式石屯である。石室乎而形はほぼ正方形に近いが奥壁輻に比ぺて,i,)内部主体 (Fig.83・84)

壁幅がやや狭い。また、天it・石を架楕した羨道は持たなかった ものと思われ、 i位かにハの字形に開きつつ、紅線

的に伸びる前庭側漑を付設しており 、ST033と同 じく只字形の石室平面プランと言える。玄室はほとんど腰石

のみが遺:(~ し上部璧体はほとんど失われているが｀ 平面的には前庭側壁も含めて良好に残っている。 石室は1♦J1こ

開口し、主軸方位はST033とはほ同じs-20・-wである。

石庭掘り方は石室壁体に沿って平面隅丸長方形をなしており 、南北長4.5m、東西栢3.5m、深さ0.6mを榎1る。

石至掘I)方から1ti側には切り通し状に 4m程揺り込んで前庭部及び＆道が形造られており、前庭側壁はこの掘り

121 



方の壁に貼り付けるように積まれている。

石室規模は全長約4.Sm、玄室は奥壁幅2.3m、前壁

輻I.Sm、右 ・左壁長2.3mを測る。奥壁・左右照には

S T033と同様に腰石を配僅し、前壁側には玄門の両

側に立柱石を立てている。腰石の据え方については、

奥壁には幅I.Imとほぼ同じ幅の石材を 2石横位に対

称的に立て、それぞれの高さは右側の石で0.7m、左

側で0.6m程である。左右壁には腰石を 3石ずつ横位

に配慨するが、いずれも奥壁側の2石に比ぺ前壁側

の1石はより小さな石を用いている。ただ側蛍膝石

の窃さは奥壁 ・玄門立柱石より低く、さらに 1石を

重ねて高さを揃える点がST033と異なっている。な

お、腰石上の壁体は一部しか残存しないが、 ST033 

古墳と同様、勝石と格段に小さな石を用いているよ

うには見受けられない。

玄門部の栢は約0.7mで桓石が配されるが、桓石は

大きく 2石で構成され、柱状の石材を右袖石側には

横位に、左袖石側には縦位に並べて輻を調整してい

る。前庭側壁は右壁で約2m、左壁で約I.Smを測り

S T033古墳のそれよりやや長い。また、歴体の積み

上げ方も基底面から上部まで同じ大きさの石を用い

るのではなく、まず腰石のように幅0.7-0.8mの横長

の石材を袖石外側に接するよう に横位に置き、その

上に大きさ0.4m前後の課を積み上げている。また特

徴的なのは左右の前庭側壁墓道側に近い部分で、 石

材を縦位に袖石のように立て、なおかつ内側に突出

していることから一見羨門を意謙しているかのよう

に見受けられる。特に玄門とこの立柱石の間の空間

は、平面的には刷室のようなスペースをなしており、

羨道を伴う複室構造の横穴式石室の影響も考えられ

゜
、？ャ

6

なお、玄室床面は撹乱を受けていたが、前撻側右

隅付近で敷石が一部敷かれた状態で遺存している。

敷石は大きさ0.2m足らずの花尚岩棟からなるが、比

較的平たい石を選択的に用いているようであ り、敷

石上面はほぼフラットに揃えられているように観察

される。この敷石は石室基底面直上に敷かれており、
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初葬段階のものと考えられなくはな

いが、追葬時に某底面からから改修

を行った可能性もあり、明らかには

できない。特に玄室内から遺物がほ

とんど検出されなかったことを考え

合わせる と｀土層観察上は明らかで

なかったものの、追葬段階に敷石白

体を貼り替えていることも十分想像

できよう。

閉宴状況及び墓道 (Fig.85) 閉塞

石は前庭部で良好に遺+fしており、

桓石から前庭倶9壁の附端まで、つま

りは前庭部全体を占めるように閉塞

石が積み上げられていると8える。

基本的には塊石積みであるが、廷道

寄りにかなり厄みのある板石 1石が

用いられている。積み方としては玄

門側に大きさ0.5m前後の大きな石

を据え、次に墓追側から大きさ0.3

m未満の小さめの石を積み上げて空

間を器ぎ、さらに峯側から大きめの

石材を立て掛けているようである。

この閉塞石の間には黒色腐食質土が

見られるのみで、 土屈観察では栢み

直しを観察することはできない。し

かし、閉塞石から約 lm離れた墓道

埋土中には大きさ0.6m前後の大型

の礫 8慨程度の他、大きさ0.3m.tJ.

下の小礫が多数集石されているのが

確認されており、本来的には閉塞石

に用いられていた礫を追葬段階に除

去したものと推定される。

追葬の状況については哀道の土吊観察によってある程度把握できる。森道埋土の土厖の内、 2層あるいは4層

E 《"-
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―
――
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゜
Flg.83 S T 034古墳石富平iii'(1:50) 

としたものはその上面が比較的固く締まってお り、追葬時の床面と考えられる。これに加えて裕辺碁底面を床と

する埋葬を初葬段陪とすれば、 4/f,l上面を床とする追葬を第 1追葬段階、 2層上面を床とする追葬を第 2追葬段

階としたい。よってそれぞれの床面の問層は、追葬に伴い石径内より掻き出した、あるいは墓道両側の墳丘上よ

り流れ込んだ土をさらに平坦にならしたものと考えられる。問題は第2追葬段階以降も追葬が行われたかどうか
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Fig.84 S T 034古墳石室 (1:50) 

という点であるが、第 2追葬段階を経た時点での墓追床面は、募道基底面から約0.4m程度かさ上げされてお り、

この状態で閉塞石を除去しての埋葬行為はスペース的に非常に困難と予想されることから、やはり第2追葬段階

を最終追葬と考えたい。また前述した硲道埋土中の礫群については、その下面が4層上面から 3屑下iliilこ絞く第

2追葬面にあたるこ とから、第2追葬段陪に既存の閉寒石を除去して集石したものと考えられよう。よって、吝

道からの出土遺物の内、 2層以下の出土のものは第2追葬段隋までに堆積したものと首え、それよ り上屈の遺物

について、つま りは1吊中及び集石上から周溝上面にかけて多gに出土した須思器 ・土師器片については、掻き
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出し等に よって直接堆積したものではなく、 項丘上から二次的に流れ込

み、堆積したものと考えたい。

なおST033においては、前庭部床面の床上げ、切り通し状の慕道の

新設 ・揺り直しなど追葬過程における改修行為について指摘した。
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しST034については、石究床面から前庭部 ・墓道碁底iliiに至る までは

ぼ尚低差なく速萩しており、また平面的にも、また土円観察においても、

揺り込みが切り合って存在するような状況も窺えないことから大きな改

修が行われたとは考え甦く、茎辺についても古頃築造当初より揺られて

いたものと考えられる。この点から考えて、石室形態的にはST034が

125 



/亡下―、 122

123 

三 125

／二~132

麟三 3

三

135 

.. 
128 

~ 
三 7

已三~-二、

ニ :
Fig.88 S T 034古墳出土週物1(1: 3) 

126 



ご 。

一疇
-~- . 1= 

ム L
.r
 

゜l---c • 
10cm 

□ニンr

127 



128 

、~IPI 三、
,,_ -

~ . 釦 鬱 ~... 
こ 186 三

192 193 

O 10cm 
r「~, ' '—I I 

Fig.90 S T034古墳出土遍物3(1: 3) 



~ 
212 

(Tj 

鬱

ゞ・

lll 

t,l:1-/ 

口~
 

ー

3
 

．．
 

ー、,`4
 

物遺土出墳古4
 

3
 ゜，

 

r
22591
 

一
て

129 



鬱置
3知

Fig.92 S T034古墳出土遺物5(1: 6) 

S T033に後出するものと推定される。

ST034出土遺物 (Fig.88-95)

出土遠物には、須恵器・ 土師器・鉄製

品（武器 ・エ具）がみられ、特に須恵

器・土師器の出土量は今囮繹査を実施し

た古用の中で最も多い。遺物は墓道から

前底部及びそこから紐＜！乱溝内に分布し、

石室内からの出土は若干染に留まる。な

お、原位置を留めるものと しては、墳丘

揖築時の祭祀に伴い埋骰された土師僻

杯・ 身がある。

122~185・187・189~194・196-204・ 

206-236は須患器。122~148・179~

187・189~ 193は杯溢。つ まみ及び端部の

かえりを持たないものは、口径14cmを超

えるもの (122}、口径12.9-13.4cmのも

130 

Fig.93 S T034古頃出土遺物6(1 :8) 
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の (123・ 124・ 131・132・138・141・143)、口径12.4~12.7cmのもの (125・ 126・129)、口径1l.8~12.2cmのも

の (133・134・136・137・144・145・148)、口径11.5cm前後のもの (130・139・146・147)、口径10.1-1l.lcml/) 

もの (179~181)、口径9cm前後のもの (182・183)と口径で 7つのグループに分類される。天井部と口緑部の

境は明瞭でなく連絞するが、 132・141は両者の培にイ；明瞭ながら沈線を巡らす。また141のみ端部は九みを持た

ず小さく段を持つ。天井部外面は179-181はヘラ切り後ナデ、他は回転ヘラケズ')。182・ 183は口径に対して諾

席が席く、壺蛮の可能性がある。184・ 185・187・189-193は口縁端都にかえ りを持つもの。184・185・187はロ

径8.0-9.むmで天井部は丸みをなし、 184は宝珠つまみを持つ。189-191は口径12cmを超える大型のもので、天

井部は平担、つまみはポタン状である。192・1931ま口径11.5cm前後で同様に天井部は平坦、 192にはボタン状つ

まみを貼り付ける。149~178・194・196-204・206-208は杯身で201までは受部を持つもの。口径で6つに分類

ヽ

會

＼
 

.

I

 

10m 

Fig.96 S T039古墳渭量図 (1:200) 
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され、 149が最も大きく 口径13cmを超え、 150~153が口

径12c.n、前後、 154~158・ 160・161・163~ 168・ 171はロ

径10.7~11.6cm、159・162・169・ 172・174-177・201は

口径10~10.5cm、170・ 173・178・196・ 197・198は口径

9 .5cm ~ 11.6cm、159・162・169・ 172・174-177・2011:t

口径IO~I0.5cm、170・ 173・178・196・197・198は口径

9.5cm前後、 194・199・200は口径8.5cm前後となる。202

~204・206~208はかえ りを持たないもの。202-204は

体部から口緑部にかけて直線的に伸びるが、 206-208は

外反する。202~204は口径10cm程度、 206は口径12.4cm、

207・208は口径13.8cm、底部外面に窃台の貼り付け痕を

残す。 209~214は裔杯、 209・210は布蓋高杯で杯部外面

にカキメを巡らす。 211は二段スカシを持つ長脚のもの

で殻も古相を示す。215~218は迎、 いずれも胴部蚊大径

は利部上位にある。209・224は短顎壺、 221・222は長頸

壺で220・223も同様か。227・ 228は横瓶、 232~234は提

瓶、 235・236は平瓶。225・226・229・230・231は吏で、

特に231は残存i¥'1;78cm程の大型品、 また230は口径約

44cmと大きく開く 。胴部の内面はいずれも同心円の当て

具痰を明眈に残す。

195・205・246~267は土師器。195・205は杯身で須思

器と全く 1司じ形態をとる。 246-248・250-257は模倣杯

の蛋 ，gで、特に251・252・254・255・257は墓道左側

の項丘盛上内に供献されていたもの。251・254、252・

255がそれぞれ苔 ・身のセットで検出された。 249は蓋、

あるいは天地逆で皿か。258は丸みをなす体部を持つ杯．

259-266は窃杯、266は口径31cm、器高17cm程の大型品

で内外面に赤色顔料を塗布する。 杯部内底面は粘土板が

剥珪している• 267は壺．

237~245は鉄製品、 237-280は鉄鏃で237・238は小型

柳葉形、 240は椿業形か。 239は先端部が丸みをもってあ

まり尖らず、 閲部を明際に造り出さない。241は弓付属
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一

金具、 243-245は刀子、 243は両角関で刃部長は8.4cm、242・244は両削閲で242の刃部長8.7cm、245は緑金具．

ST039古墳 (Fig.96-101)

1n丘．）り溝 (Fig.96・97) S T034の北~!iに位置し、相互の周溝同士が約 5mの間隔を空けて近接している。 墳

丘基底面に至る まで削平を受けてお り、周溝も北東及び肉束邪分では1汲面まで削られて完全に失われている。立

地状況としては碁本的に緩斜面上に築造されるが、西ll!I周溝は一部尾根斜面の傾斜がきつくなる部分にあたる。
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墳形はほぼ円形であるが、やや南北方向が貶

軸となるtfffII形ぎみになり、長軸は約12.5m、

短軸は約Jimを測る。周溝は墳形に沿って円形

をなしてお り、周溝外径で南北16m、東西もほ

ぼ16m程度と推定される。特徴的なのは西開屈

溝において屈溝底面からさらに深い掘り込みが

二か所確認されていることであり、それぞれ石

室北西側及び石室西伯で墳据に沿って溝状に捉

られている。このうち、北西側のものは長さ

3.5m・0:.!0.6m、西側のものはよ り小さく、艮

さ2.5m・t1il0.7m、深さはいずれも約0.4rnであ

る。埋土は周湛のものと区別し雌く、周溶に伴

う掘り込みと考えられるが、その性格は不明で

ある．

なお、周溝内からは須恵器店杯の脚部片の他、

弥生土器の甕及び鉢の小片が出土している。

内部主体 (Fig.98・99) 単室町袖型の横穴式

石当である。ST033・034と同じく荻道を付設

せず、ハの字形に開きつつ伸びる前庭側壁を取

り付ける。ただし玄室平面形は奥壁幅と前墜紐

が等しい長方形をなす点が前 2者と異なる。石

呈は上部壁体を全て失っているが、最下段の壁

体は玄室 • 前底側壁共にかろうじて遺存してお

り、石至構造についてはある程度復元できる。

石室は南に開口し、主軸方位はST033・034と

同じS-22・-wである。

石室掘り方は玄室に合わせて長方形に掘ら

れ、南北3.7m、東西3.5m、前庭側壁を据える

部分では一段高くなっている。

石至規模は全長3.8m、玄室は奥壁幅1.5m・

前壁幅1.7m・右壁長2.0m・ 左壁長2.lmを潤

E
O
.a
 

゜

Rg.96 S T039古蠣石室平面 (1:50) 

る。奥壁・左右壁共に膝石を配置し、前壁は玄1'1を挟んで左右に袖石を 1石ずつ立てている。奥壁の牒石にはほ

1.5mと奥搬幅いっばいで高さ約0.8mの大石を横位に据えており、伝壁の腰石には 2石、左憶には3石を用いる。

左右壁の腰石のJ:.iliiはほぼ奥壁の高さと揃っており 、これより0.2m程低い左壁中央の腰石についてはさらに 1

石を厖ねて上面の右さを整えていたものと考えられる。玄r・i部の袖石は、平ilii的には左壁側のものが奥壁と並行

に立てられるのに対し、右壁側のものは側壁と並行に立てられている。袖石の幅としては右側で約0.4m、左側

で約0.6mと左右で異なっており、 寸わば玄門部が右側に寄った状態となっている。
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Fig.99 $ T 039古墳石室 (1:50) 

なお玄r1部輻は0.65mで、枢石は 2石が配低されるが、左側袖石に窃せて長さ0.45m、幅0.25mの石を横位に

据え、右袖石との隙間にさらに小型の石を縦位に置いている。

調査時には玄室内に壁体に用いられたと思われる大小の石材が裕ち込んでいた上に玄室床面も撹乱を受けてい

た。床面に相当する部分では敷石に用いられたと思われる小礫が多く確認されたが原位置を留めているものはほ

とんどない。また、玄室内部からは退物は出土しなかった。

前庭側壁は右側で約I.Om、左様で約1.4mが遺存し、玄門部から墓道側に向かって僅かに開いてかろうじてハ

の字形をなしている。最下段の石列のみが残っており、 ST033と同じく、まず大きさ0.6~0.7mの石を楼石状 l

石ずつ据え、その上により小さな石を積み上げて壁体を作っていたものと推定される。
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閉塞石 ・墓追 (Fig.100・102) 閉塞石は前庭部

で確認されているが、 ST033・034と異なり塊

石と板石を併Illして閉窒が行われる。板石は,.,_ V 
さ3cm程の非常に薄いもので、幅0.5mの板石 J

枚を前庭部側から枢石に立て掛け、さらにより

小さな石を 2枚孤ねている。塊石はこのさらに

外慨から板石J:に積み上げていくが、比較的規

則性を持って積んでおり、大きさのほぼ揃った

角錐形の石の底辺を板石側に向けて一様に直ね

ていっているように観察される。

なお、板石は安山岩であり近隣で産出する石

材ではない。佑lじものは SX050支石墓で蓋石に

用いられており、同様に支石硲に用いられてい

た石材を古墳の閉器石に転用したものと推定さ

れる。

ヽI.=.. 
5
0
 ..... 

O
・
 

I Om 

g道は ST033・034と同様、切り通し状の迄

道が市に伸びるが、削平のため土層観察から追

葬呼の有無について観察することは出来ず、遺

物も鉄製品の小片が検出されたに過ぎない。なお、前庭側墜のすぐ宵付近の墓jj'[底面で不定形の浅い掘り込みが

確認されており、埋土中より純文時代中期の深鉢底部片が出土している。当該期の遺構の残欠と思われるがその

Fig.100 ST039古墳閉璽状況 (1:40) 

性格については不明である。

ST039出土遺物 (Fig.IOI) 須恵器及び鉄製品として錢 ・馬具の他、弥生土荏・縄文土器が検出されている。

268・269は須恵器、 26811杯身、口径10.4cmで立ち上がりは内傾し、その径さは0.7叩。269は窃杯脚部の据部。

270・272は弥生土笞。270は甕の口縁部でくの字形に外反する。調整は内外面共にハケメである。272は紫口緑の

鉢、閃整は外面はハケメ、内面はナデ。271は縄文土器深鉢の底部片、胎土及ぴ色謂から中期の阿高式土器のも

のと推定される。273-275は鉄製品、 273は馬具で餃具の差し金、 275は細くカープする棒状のもので同じく差

三 、269
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Fig.101 ST039古綱出土遺物 (268-272は1:3、273-275は1:2) 
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し金の一部と思われる• 274は監箭式の鏃で煤身部のみの出土。

ST040古墳 (Fig.104-112)

坦丘・周溝 (Fig.102・103) S T033の西ffl1、傾斜角25-30゚ の急な斜面上に立地する。調企前は丘陵斜面全体

が蜜柑園に段造成されていたため、古墳の存在は全く知られていなかった•特に本古墳は墳丘全体が流土により

覆われた後に造成を受けたため、墳丘上部が一部流出している以外は、ほぼ全体が良好に遺存していた。ただ、

潤査の際は、すぐ上方に農道が走っているため、安全への配應からJft丘西側については調査を実紺していない。

比較的急斜面上に立地することから ST033-039のように緩斜面上を平坦に造成するのと異なり、斜面を有効

に利用して最低限のカットで地山整形を行っている。まず、斜面に周溝部分を牛月形に掘り下げ、さらにこの内

側を半円形にカットして石室掘り方と前庭部を造り出している。石当掘り方及び前庭部の半月形カットは地LIi面

を飛大2.5m程掘り下げており、平面的な規楔も南北14m、束西6mとかなり大規楳なものである。この両者の

間は山形に揺り残され、西側頃丘の裾部を形造っている。

項丘盛土は石室東側においては旧地表面上に約0.2m程の厚さをもって確認され、石室中心からの半径約8.5m

の範囲で検出されている。この1日地表面上では土師器の甕 1個体、高杯4個体が出土している (Fig.108)。これ

らは原位館での出土ではなく、斜面.I:方から流れたものと推定され、積丘盛土工程にあたっての祭祀行為に伴う

供献土器と考えられる。盛土の構築法については、斜面上に立地することから、石当天井石の上面は山倶1斜面の

基底面と高さが変わらないため、石庭壁体の積み上げに伴い、裏から朕体を盛土で支えることをあまり要しない。

よって盛土は 1層々が厚みをも ってかなりラフに積まれていると言え、特に山側斜面にあたる石室西側・北憫に

ついては揺り方裏込めの延長のような積み方と言える。なお特徴的な点として、前庭部については一度平坦にカ

ットして碁底面を造った後に、東制にさらに盛土を行い墓辺状に凹面を造り出している (Fig.103)。

周溝は石室北側にあたる部分を一部調査したのみであるが、石室南西側、閃査区外との境付近で周溝と思われ

る凹面をなす掘り込みを確認している。周溝の断面形は土層図 (Fig.103)で見たところ、基底面で一度U字形に

掘り込んだ後に項丘盛土の最上吊である 3層が周溝内に堆積し、その上面に黒色腐食質土 (2層）が形成されて

いる。よって周溝は地山を掘り込んだだけでなく、新たに士を搬入して溝の形態を整えたものと考えられる。

なお、墳丘の大きさは推定の域を出ないが、ほぼ13~14m前後と思われる。

内部主体 (Fig.104-106) 単室無袖疫横穴式石当である。石室は天井石までほぼ完全に遺存している。開口方

向は南で、主軸方位は ST033・034・039とやや異なりやや束に抵れてS-15"-Eである。

石至掘り方は腰石を据える範囲で概ね閑丸荻方形をなしているが、山隕斜面にあたる北1111・西側をさらにテラ

スを造り出し二段に掘られており、この一段目の上面は腰石に、さらに二段目の上面は石室天井石の下面にほぼ

揃うようである (Fig.103)。

石室の平面形は奥壁fZ1.6m、右左橙長4.0mと細長いものである。このうち石妥左右壁体腰石の前庭部側の ］

石はやや内側に突出 して立てられており、玄r01部の立柱石を意繊したものと考えられる。これ以外の左右壁体腰

石についてはほぼ直線的に揃っており 、この玄門部に見立てた腰石より内側の空間を全て玄室と解釈すれば、玄

至右壁長3.6m、左猥艮3.4mを測る。玄門部より前面に荻道は付設せず前庭部の空間となるが、特徴的な点とし

てこの玄門祁から左右に直角に開いて続く石積みが見られる。この石積みは天井石と同じ高さまで石垣状に積み

上げられており、阿様のものは横断道寺ヶ里遺跡の報告苔中で 「両袖外石積み」と呼称されている。腰石は奥壁

に2石、右壁に 3石、左壁に 4石を配置している。このうち、奥壁側のものは左壁寄りに輻約I.Im、高さ約1.4

mの隅丸長方形の大型石材を縦位に立て、右毀寄りに幅約0.4m、高さ約0.9mの小型の石材を立てているが、雨
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者の石さの違いは西から束に傾斜し

て下る石室掘り方上面に揃えたもの

である。左右壁の内、右壁は奥躾側

の1石を横位に立てて奥壁腰石と高

さを揃え、玄門側の2石については

縦位に立てて据えている。左壁につ

いては、玄門部の 1石も含めて立て

られているが、奥照側の 1石のみは

奥堕腰石と上面の高さが揃う大型の

石材を川いているのに対し、その他

の3石については上面の高さ約0.9

mに揃えられている。この高さは前

述した通り、石室掘り方のテラスi!ii

と揃えられており、腰石石材の大き

さの選択 ・立て方については、石室

揺り方上面に揃えようとする意図が

強く看取される。

腰石上の壁体積み上げについてで

あるが、石室縦断面を見て特徴的な

のは、玄1"111!1・ 奥毀11!1のそれぞれか

Fig.104 S T040古爛石室平面 (1:60) 

ら石室中央に向かって天井窃がなくなっている点である。特に前墜1111からは左右壁の 1段毎の積み上げに合わせ

て天井石を 1段ずつ高く持ち送っており、最も石室天井店が高くなるのは石室中央からやや奥壁よりの位翌で、

床面からの高さは1.9mを瀾る。左右壁からの持ち送りも顕著で、腰石のみを直に立て、そこから石室中心に向

かってきつく持ち送っており、結果的に天井石は幅 Im程と石室幅に比較して相対的に小型の石を架構している。

なお、左右壁体に用いられる石材はその大きさはやや不揃いながら、基本的には平たい石の小口面を石立内部に

向けており、左右に目地が通ることから 1段ずつ面を整えながら積み上げが行われたようである。

石室内では敷石が良好に遺存していた。これらは全く撹乱を受けた様子は見られず、少なくとも敷石をひっく

り返して しまうような盗掘は披っていないものと考えられる。敷石は大きさ0.2m前後、大きなもので0.4m前後

の花尚岩角礫を敷き詰めたもので、 上下の瓜なりはなく、平面的にも区画された様子も認められないため、敷き

直しはなされていないようである。これらの角礫は谷筋から採集されたようなやや丸みを帝ぴたものや、より大

きな礫を破砕したように角が兵新しいものなど様々であるが、相対的には前者の割り合いが多いようである。な

お、調査時には石杢内部は灰褐色砂質土が天井部まで充満していたが、この砂質土は後述するように前庭部を完

全に埋めていた土と同質である。これらは山閲斜面からの流土が前庭部に堆積し、さらに閉塞石上部の隙1l11から

石室内部に流入したものと考えられる。玄室床面の土層観察を行ったところ、閉痰石寄りの敷石直上には黒色就

食質土がぼさ0.1~0.2m堆積し、そのさらに直上にl≪l廣を挟まず上述の砂質上が堆積している (Figl09)。玄室床

面が埋ま ってしまう大きな理由として、困水の染み込み芍に伴い石宛天井部から土が崩落して少しずつ浬まって

いくことが考えられるが、 本古墳はそれと異なり玄至床面が築造後かなり早い段階で一気に埋ま って しまったこ
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2,0m 

Fig, 106 S T040古l11石室前面石積状況 (1:40) 

とが想定される。そこで、問題となるのは、石室内に流れ込みがあった際、閉塞石上部の隙間が既にあったかど

うかという点である。このことはとりも直さず、最終埋葬後（追葬があったと仮定して）、再び閉寡石が開けら

れることがなく古墳が埋没したのかどうかということである。もし、前庭部に流れ込んだ土の勢いで閉塞石の院

間が生じたとするならば、石室内部に閉塞石に用いられた礫が相当量、落ち込んでいるはずであるが、調査の条h

果、石室内部への礫の落ち込みはほとんど確認されず、むしろ閉睾石の前庭部側に多く集石していた。また、玄

室床面で検出された黒色腐食質土の堆

積は、 一定期問撞物が繁茂していた状

況を示しており、その間、石至が開口

していたことを裏付けるものである。

よって、石室埋没までの過程を整理す

れば、 ①石室に最後の埋葬が行われ、

閉塞がなされる、②閉塞石の上部が外

憫より外される、以後一定期間そのま

ま放置される、③山側斜面からの流土

により前庭部が埋没、同時に流土は閉

塞石上邪の隙間より石室内に流入す

る、と大きく 3段隋に整理される。な

お、この②の段階における閉塞石の除

去が盗掘行為によるものか否かという

点については、前述 したように玄室床

面が全く撹乱を受けていないこと、あ

るいは古墳の埋没自体が、古墳築造後

少なくとも中世に下らない短い期間内

に起こったと推定されることから、盗

掘によるものではないと考えている。
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Fig.107 ST040古墳閉富状況 (1:40) 
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よって、②については、埋葬に伴

う何らかの行為の一環として埋葬

後に再ぴ閉塞石が開けられた、つ

まりは石呈内部に入る必要があっ

たものと解釈したい。

石哀内部からの出土遺物につい

ては右側玄門寄りの敷石の間から

耳環 l.点のみが1t1土している。

なお、玄門部から左右に絞く石

垣状の石積みは、右壁側で4段、

左壁開で8段が積まれ、その下面

は地山整形の横斬面に、上面は墳

丘盛土に合わせてある。この石積

みは石室構築後に貼り付けたもの

ではなく、石室構築の工程と並行

して積み上げられていったことが

明らかとなっている。おそらくは

石室前面へ頃丘が流れないようする土留めを意図したものであるが、前庭部側から見た眺めは壮観なものがあり、

※1)-1)'はFig102より

ギ

....... 

や・

0.5m 

Flg.108 S T040古墳蠣丘下土舅出土状況 (1:20) 
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Fig.109 ST040古墳石宣床面壇土堆隕状況 (1:40) 

装篇的な意図もあったものと想（象される。

閉寡状況 (Fig.107) 閉塞石は玄r'J部付近で確認され、玄門部外側から約1.2m内側の空間までを占めていた。

閉塞石のすぐ内側には敷石の端部が来るが、両者が重なることはなく、この敷石培部と玄門のJIilの空間が羨道的

な役胡を持っているものと解釈される。閉塞石の最下部には大きさ0.8m、原さO.Sm程のかなり大型の石が2石

据えられ、その上に大きさ0.3m前後の礫を積み上げて行くが、これらの礫は長粕を石室方向と揃えてあり 、前

庭部1111から隙間を埋めるように詰め込まれたものと推定される。このさらに上には大きさ0.2m前後の角礫が積

まれたものと思われ、前述したように前庭部側に崩れて、検出時には閉塞石と石呈のl!lllこ上下0.4m、左右I.Om

の空間が空いていたのが確認されている。

前庭部 (Fig.104) 本古墳では半円形に地山をカットした基底面の北寄りに石室を、南OOは前庭部の空間となっ

ている。この前庭部では玄門右側の石垣状石積みの前面付近で須恵器 ・土師器が集中して検出されている。これ

らは10個体程の杯菟 ．杯身であり、接合関係にある破片が近接して出土している他、セット関係にあるよ うな

蓋・身が隣り合って検出されており、ほぼ供献された状態から大きく移動していないものと推定される。

土器群は前庭部床面に接し、厚さ0.05m程の黒色腐食土中から検出されており、その上には前述したとおり流

れ込みである灰褐色砂質土が原く堆積Lていた。この灰褐色砂質土中ではo.,-0.2m程の問隔を持って黒色化し

た部分が幾層も確認されている。これらは砂質土の堆積の過程でその上面が腐食質土化した部分であり、流れ込

みによる前庭部の埋没が一気に起こったのではなく、断続的な繰り返しであったことが分かる。

ST040出土遺物 (Fig.110)

須忠器•土Ci!i器の他に耳環 1 点が出土している。 土器類は前庭部で集中して出土したが、 301~305は墳丘盛土

下から検出されている。
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278-296・300は須忍怪。278~285は杯蛮

でいずれも端部にかえ りを持つ。全体の器形

はやや丸みを持ち、かえりは受部より突出せ

ずほとんどI司じ硲さとなる。278以外はつま

みを持ち、 279~284は宝珠様つまみ、 285は

扁平なポタン形である。286~290・293・294

は杯身、 286以外は断面台形の高い高台が貼

り付けられ、器形は S字形をなして外反する

もの (287・288)とわずかに内湾しつつ直線

的に仲ぴるもの (289・290・293・294)に分

かれる。 296は短類壺ではぼ完形、体下 'I•部

は浄Jt.ヘラゲズ ＇）で整形され、さらにナデを

行ったためかケズ リの稜線が不明瞭となる。

295は迎、 298は平瓶の口縁部か。300は口径

5.4cmと小型短類壺で品平な器形をなす。前

庭部石室前面の土器集中紐所からだだ 1点離

れて、前庭部西側の照面に張り付いたような

形で出土した。299の溢は前庭部土器梨中箇

所からの出土であるが、口径7.2cmと300の胴

部径とほぼ一致し、合わせると合子状に収ま

る。色調 ・焼成具合は陥似し、本米はセ ット

で製作された可能性が考えられる 。276・

277・291・292・301~305は土師器。276・

277 (杯wと291・292(杯身）は前庭部土笞集中節所からの出土で、 緒に検出された須恵器杯査 ・身とほば

-f---

-

T
 

c
o-

Lー

ll
Fig. 111 S T 049古Ill測置図 (1/200)

同形態であるが、291の応台の形状はやや異なり 、簿く接地而で外方に屈曲する。301~305は墳丘直下の旧地表

面上から検出されたもので、沿；杯 (301~304)と甕 (305)の維み合わせから洒飲等による祭祀的な行為を想定

させるものである。茄杯は口径9cm前後、器i缶5.5~6.0cmで4点とも同形態、吏1よ浦田遺慾等の古項時代住届跡

から多く出土するタイプのもので．外面はハケメ、内面はヘラ状ーて具によるナデを施す。

297は石室内の敷石r,l)からの出土した鋼地金張りの耳環。直径2.5cmとやや大型のもので、太さも 7mmを潤る。

306は石立床面の敷石に転用されていた局部姪製石斧、刃部は欠掛し、さらに全体の半分に割れている。

ST049古墳 (Fig.111~118)

ltlu・Jtl溝 (Fig.II I) 函査区内南端付近、西開Ji陵のほぼ尾根上に位匠し、石室日体は頂部から僅かに下った

東1ll1斜面上に位檻する。全体が地山面に至るまで蜜柑団造成により掘削を受けており、墳丘については全く遺存

していない。石立についても腰石上の壁体もすべて失われており、調査時には古墳の併在そのものも全く窺えな

かったが、地権者が造成の際、古墳を破壊したこ とを記憶してお り、該当すると思われる地,;,_の表土を除去した

ところ、石当の残欠のみを確認した。古墳の範囲はさらに直側に広がるものと思われるが、 ST040と同様、す

ぐ西側をR道が走ることから、安全面に配成し、石屯プランを確認できる程度ま でしか苅企区を拡張していない。
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なお、屈溝は全く検出されておらず、瑣形・規

模については詳細不明である。

内部主体 (Fig.112~I 14) 石室は1笈室両袖租

の横穴式石当である。石立キ軸方位はs-
1s0-Eで附に開口する。

表J:剥ぎを実施する月りまでは完全に蜜柑畑に

埋没しており、石材等も確認されていなかった

が、調査の結米、石立の腰石より上の部分が完

全に削平され、石室内を捏め立てて畑を作って

いたことが明らかとなっている。石当..I: 部のや

や西寄りには農道が1+1北に走っており、かろう

じて臭道に影嗜のない部分を掘り下げて石室を

検出したが、石立左壁側については直上に農道

があたるために掘り下げを行っていない。ょっ

て、玄室左墜については完全に只道下になるた

め未検出であり、特に玄当幅については不明で

ある．

石室掘りガは腰石に沿って巡り、玄当では腰

石から0.5m程の空間があるが、前室から硲道

にかけては最下段の石とぎりぎI)の幅に掘られ

ている。

石室全長は約7.5m、玄至平面形は長方形、

肖i室はほぼ正方形で、開かずに直線的に伸ぴる

荻道を付設する。削述のとおり玄窒幅について

は不明であるが、枢石の配骰から6当中軸につ

いてはほぽ明らかであり、それから折り返して

推定すれば、玄室奥壁でほぼ2.2m程度と考え

られる。同様に玄釦ii/壁で折り返すと2.5mlill

後となってしまうが、おそらくは歪みによるも

のであり、玄露の平面形としては長方形である。

右壁長については、右側玄門袖石が失われてい

ることからはっきりはしないが、抜き取り痕か

らほぼ3mと推定される。玄門袖石は左壁側に

ついては抜き取れており、かろうじて大型の石

材 1石による桓石のみが残り、玄門幅について

は約1.2m前後を測る。腰石は右敗に幅約1.7m

とほぼ同じ幅の大石を横位に並ぺ、前壁側の腰
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石上にはさらに同程度の大きさ

の石を同じく横位に積み上げて

いる。奥蔑には高さ約 lmの大

石が見られ、幅は未確認である

ものの、おそらく鏡石状に奥壁

幅いっばいに立てられているも o 
し；

のと推定される。

＃ ギ ”紐

2.0m 

前当は左右壁の腰石の他、前

門部の袖石が左右共に遺存して

おり、その規模については右壁

長1.4m、左堕長1.3m、玄門1lll

のほ2.0m、前門側の幅1.9mを

捐る。左右壁はいずれも 1石ず

つを横位の据えて腰石とし、ニ

段目としてこれよりやや小さな

石をさらに横位に童ねたものが

確認されており、玄室も含めて
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Fig.113 ST049古墳土層図 (1:60) 

腰石上の壁体は、勝石より極婿に小さな石を積み上げたものではないようである。調査区内で類似の積み方が見

られるものとしては、浦田古墳群 1区STOOiなどが上げられ、例えば戟湯ヶ谷遺跡2区ST004のように各壁に

大型の石材 1枚ずつを縦位に配置し囲むように空間を造り 出すものとは大きく異なる。なお、前r・,部の袖石は左

右いずれも 1石ずつを立柱石として配置し、その上面は前室左右壁2段目上面と目地が揃えられている。また、

枢石は玄門部のそれと比ぺて格段に小さく細い石材を用いており、前門の幅は約 l.Omである。

この前r・1部外側には羨道が接絞するが、現況では最下段の石のみを確認しており、右壁で2石、左壁で 1石分

のみが遺存する。このうち、左右壁とも前門に近い1石は玄室・前室と同じく腰石状に石材を横位に据えており、

大きさについても）H二者と大差ないものが用いられている。右壁についてはさらに墓道欝に 1石が縦位に据えら

れるが、抜き跡を観察したところ、右壁1111ではさらに 1石程度が配置されていたものと推定される。この場合、

右羨道長は約3.0mと復元できる。

なお、石室床面は例にもれず微底的に撹乱を受けていたが、須思器・土師器の小片の他、馬具・磁など鉄製品

の残欠も検出された他、江戸時代の寛氷通宝・永楽通宝・淘磁器片も出土している。

閉襄状況及び墨道 (Fig.117) 閉塞石は前門部外側、羨道部で下部の石組みが遺存している。塊石積みで高さ

0.4m程度しか残っていないため積み直 し等については不明であるが、閉塞石中からも鉄製品として鐙 (360)、

鞍金具 (361)、餃具 (362)が検出されている。

哀道は羨道前面で浅い掘り方のみが確認されており、茎道は石室主軸と異なり羨門から谷側にあたる南々東に

伸ぴ、Sm程絞いたところで段造成によりカッ トされている。墓道には腐食質土を多く含む黒褐色土が堆積して

おり、この黒褐色土中からは多量の土師器・須恵器片が出土している。

ST049出土遺物 (Fig.116~118)

須恵笞•土師器・鉄製品 （武器・馬具）の他、不明甘鋼製品、江戸時代の銅銭・鉄錢が出土している。銭貨は
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O 3,0m 

Fig.114 S T049古墳石室 (1:60) 
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石室内からの出土、他は疾道から前庭部に

かけて広く分布して検出された。

須恵若のうち、 307~314・ 317~321は杯

蓋、このうち307-309・313・ 310・314は

かえりを持たないもの。口径で4つに分類

され、 307は口径13cm、308・ 309は口径12

~ 12.Scm、310・314は口径11~11.Scm、

313は口径10.5cm。311・ 312・317・318は

端部にかえりを持つもの、 311・312は口径

8cm前後、天井部は丸みを持ち、かえり

は位かに下方に伸びる。311はポタン状の

つまみを持つ。 317は口径11.2cm、天井部

は平坦でかえりは口縁灌部を結ぷ線より下

方へは伸ぴない。318は口径15cmと大型で

体部は丸みを持つ。外面にはカキメを巡ら

す。319-321は口縁端部を折り曲げて下方

ヘ短く伸ばすもの。319は天井部が丸みを

持ち、 320は頂部付近のみ平坦に、 321は全

体が扁平となる。つまみは319が宝珠状、 320はポタン状、321は擬宝珠様。322~331・333・334は杯身、 322~

戸

、A

゜
l;°m g.9コ

Fig. 115 S T049古墳閉富状況 (1:40) 

330はかえりを持ち、口径11~11.Scm前後のもの (322-327・330)、口径I0.5cm程度のもの (328)、U径8.2cm程

度のもの (329)に分けられる。331はかえりを持たず、底部は平坦、直線的に開く体部を持つ。口径約 9cm。

333・334は外方に跨ん張りぎみの高台を貼り付けるもので、 333は口径9.5cm、口緑部はやや外反し、 334は口径

15.8cmで口緑部はii(線的に開く 。336・337は硲杯、340は台付鉢。341は貶頭壺、 345~348は壺の胴部と思われる。

343も長頸壺か。342・347は球形の胴部を持つ壺で、 347は広口壺となり、胴部外iliiはクタキの後にカキメを巡ら

す。344は近、 339は大型甕の口緑部片．

315・316・332・335・338は土師器。 315・316は須忠器杯と同形態のもので口径8.5-9.0cm前後、かえ りはロ

緑端部を結んだ線とはぼ同じなさ。 332はこれに伴う杯身。口径9.3cm。335は丸みを持つ｛本部の杯、外面下半部

はヘラケズリを施す。338は脚付壺。

349-356·358·359は鉄鏃• 349は閲を持たずに広がって先端部をなすものか。 350・351・358・359は斧箭式、

359は三角形の透かしを持つ。353は鏃身部が三角形をなすものか。 三角形の透かしが入る。352・354は尖根式の

郭郎、 355は小製柳葉形• 356は弓付属金具。357は斉銅製責金具か。360~363は馬具。このうち360は鐙本体、

361は鞍金具、 362-364は餃具で364は差し金。365-369は留金具、つく りは鉄地金銅張りで365・368・369では

金箔が残存する。370は平面菱形の飾り金具、四隅に鋲が打たれ、鉄地金銅張りで一部金箔が見られる。 371-

373は江戸時代の銅銭で、 371は「永楽通宝」、372・373は「寛永通宝」でいわゆる古究永、 374-378は1●jじくiI

戸期の鉄銭で、銭伐名は不明であるが、 374は穴が円形で小さくもの、 375は平面偶丸方形で「仙台通宝」か。

ST053古墳 (Fig.119)

調査区内内端付近、尾根上に立地する ST049の束側約20mに位骰する。この尾根は一度急な傾斜を持って下
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Fig, 117 ST 049古墳出土遺物2 (1: 3) 

り緩斜面へと絞くが、本墳はほぼこの緩斜面上に立地する。周溝西領一部のみの確認であり、内部主体を含む全

体の東側2/3が蜜柑園造成の段下げによって失われている。関査段階では半月形にカ ープする溝を確認し、形

態・埋土の状況から古墳の周溝と判断した。土暦観察では、溝が壁体の崩れなどによる流れ込みによりほとんど

埋没した上部に奈良時代以降の遺物包含層と考えられる黒褐色砂質土が堆積しているのが確認され、古代にはほ

ぼ埋まっていたものと考えられる。径復元を試みたところ、墳径8~9m前後の小型墳が想定される。溝埋土中

からの遺物の出土は見られず時期については詳細不明であるが、溝の断面形において積丘側の地山の立ち上がり
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Fig.118 ST049古墳出土遺物3(1: 2) 

が緩やかで、墳丘復元径から考えても、終末期の小石室と 日う よりは、石棺系石座あるいは竪穴系横口式石室・

古式の横穴式石室を内部主体とする 5世紀後半代の小円墳の可能性が店いと考えられる。

5. 奈良一平安時代の遺構と遺物 (Fig.122~126)

奈良時代の遺構として火葬募と思われる集石遺構4荼 (SX035-038)と土馬，人形などの土製品が集中 して

確認された祭祀遺構SX054がある。

4基の火葬落は調査区内やや南寄りで確認され、 ST033ら4基と ST049・053のそれぞれの小グループの間
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Flg.119 S T053古墳渭■図 (1:100) 

の空間に、宵北40m・ 東西25mの範囲で散在する。このうち、S X035は西側尾根．ヒからの斜面が緩斜iliiへと変

わる変換点付近に1如在しているが、その他の3甚は緩斜面上に立地し、躙査区内でも最も傑窃の低い部分にあた

る。火葬坐はそれぞれ一定のIIU開を空けて分布 しており、相亙に 15mから17mの間隔を持つ。 緩斜面に立地する

3 ifsはIEJ地表面である焦色腐食質土上に築造されているが、この瓜色腐食質士上及び遺構上には灰砂褐色砂質土

からなる流土が最大I.Sm程堆積しており 、遺構1昇築後、あまり時期を設かない内に埋没してしまったものと推

定される。よって遺構のうち、 S X036・038などは集石のほとんどがはぼ良好1こ道存しており 、S X0371こつい

ても原位骰にあるものは数石であるものの、す ぐ近接して集石を構成していたと思われる礫が散在しており、大

さな撹乱は被っていないようである。以下に遺構毎に概炭を述ぺる。

SX035火葬璽 (Fig.120)

傾斜角20度の比較的急な斜面に立地する。表上剥ぎの際、ほぽ完形の須恵笞鐙頚壺が検1りされ、内部に骨片と

炭化物を含む土が充以されていたことから｀蔵令器を伴う火葬硲と判断した。I:. 部を削平された上、痰柑の植柑

城と須楼するため遺楕の残りは悪く、蔵骨器を埋納していたと思われる楕円形の浅い掘り込みを検11:1したのみで

ある。掘り込みは長帖O.Sm、短軸0.7m、深さ約O.lmで、内部には地11,の一部である茶褐色粘質：tと炭化物の滉

じった士が見られた。須烹器短類壺はこのはぽ上面から出土したが、さらに埋土中からは土師器の杯 ・皿の破片

が検出されてお り、何頚壺の盗として用いられたもの以外に供献品として用いられたものも含むと思われる。
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SX035111土遺物 (Fig.120) 土師器の杯・ 11D.、須恵器の短頸壺が出土している。379・380は土t.i!i岱の杯、平

底に直線的に開く体部を持つもの。底部底面はヘラケズリ後ナデ、その他の部位はナデである。381は土師器の

llll、底部は回転ヘラケズ＇）によりギら 1こ整形され、体部は直線的に閲く。382は須恵器の短類壺、ほぼ完形であ

る。口縁部は直口し、胴部は府が貼り 、胴下半部はやや内湾しながら底祁へと絞く 。底部には踏ん張りぎみに短

く開く嵩台を貼り付ける。また、潤整は朋部后部より下位は回転ヘラケズリ、その他はナデである。
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Fig.121 S X037 (1 : 30). 038 (1: 40)火葬菖及び出土辺物 (1:3) 

SX036火葬璽 (Fig.120)

S T033の南東約!Smの緩斜面上に立地する。平面ほぼ方形の石線みであり、北辺が約1.3m、東辺が約I.Im、

内辺と西辺は一部石が外方に動いているものの、 附辺は約l.3m、西辺は約I.Imを測る。石線みは旧地表面にそ

のまま置かれてお り、下部には短り込み等は持っていない。石の配置の仕方としては、四周に大きさ0.4~0.5m

程度の石を据えて方形の区面を造ってお り、特に内辺及ぴ西辺には横長の石材を用いて辺としている。この区両

の内部にはより小さな礫を詰め、さらに中心に一辺0.3m程の略方形の石を敷いている。この石の上では蔵竹器
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と思われる土的器の鉢が検出されているが、その据え方は土師特皿の天地を逆にして石の上に骰き、さらにこの

llll.の底面に鉢を逆さまに被せている。謂査段階にはこれらは土圧により押し没されていたことから、内部に充坑

されていたと推定される炭化物を含んだ土は集石内に四散してしま っており、骨片等については未確認である。

また、蔵骨怪の上部にどの程度石積みが行われていたのかという点については、集石周辺に散らばる石が極めて

少ないことから、上方に高く積み上げるものではなく、蔵ft笞を覆う程度の性かなものであったと考えられる。

なお、石材はすべて花協岩の転石である。

SX036出土遺物 (Fig.120) 蔵骨器と して土師器の鉢・ 皿が出土している。383は1111で底面は平坦、体部は

直線的に開く 。底部底面Ii回転ヘラケズリ、その他はナデである。384は鉢で、器形は丸底の底部から内湾する

口縁までが一体の球形をなす。調竪は内外面共にナデである。

SX037火葬璽 (Fig,121)

緩斜面上に立地する。谷部への流土により集石のほとんどが動かされたものと思われ、僅かに4石が確認され

ているに過ぎない。ただこのうちの3石に囲まれるように蔵骨器と推定される土師器の甕・歪が検出され、火葬

墓と認定した。検出された土的器のうち、 二点の歪は内面を上方に向けて重ねて置かれており、下部の地面を浅

く掘り込んでいる。この盗の上面で甕の口様部片が出土しており、おそらく口縁部を下にして溢に被せてあった

ものと推定される。なお、集石を中心にして炭化物を多く含む黒色土が広がって見られる。

SX037出土遺物 (Fig.121) 土的器の鉢とli2点が出土している。 385は甕、 口緑部のほぼ全周が出土して

おり、強く外反する口緑部からほとんど膨らまない胴部まで屈曲せずに統く 。器壁は 3mm程度とかな り薄く、

調整は胴部外面にヘラケズリの痕跡が一部確認されるのみである。386・387は杯の盗で、ほぼ平らな天井部から

直線的に開く体部へと統き、口縁部は一度段がついて、さらに端部を下方に僅かにつまみ出す。調整は天井部外

面をヘラケズ')後ナデを施しており、板状圧痕も観察される。 387の天井部外面の中央部では墨書が観察され、

字体の判別は困難であるが、「物」と既めるようである．この字の上にはさらに僅かな媛のにじみが見られ、も

うl字程度野かれているかと思われるが判別不能である。

SX038火葬● (Fig.121) 

緩斜面上に立地する。平面形は整美な方形を呈し、各辺約1.6mを測る。同じく平ilii方形をなすSX036と集石

の構築法はほぼ同じであるが、旧地表面上にそのまま据えたのではなく、 一度地表面を掘り下げて集石を行って

いる。この掘り方の平面形は集石より 一回り大きな隅丸方形を呈し、南北2.2m、東西2.0mの規模を持つ。その

深さについては0.05~0.lmと浅いが、一部石の大きさに合わせて深く掘り込む部分も見られる。集石の構築法と

しては、精丸方形の揺り方の内部に SX036と同様、石を並ぺて四周を囲むが、この際、横長の石を配償するの

ではなく、縦位に立てている点が異なる。この段階で掘り方内に土を搬入してこの立てた石をしっかりと据え、

さらによ り小さな石を四周に立てた内側に充槙している。なお、集石内では蔵骨器と思われる土器は検出されて

いないが、集石北東隅から約0.5m離れた地点で土師器皿・須恵器杯身が検出されている。なお、 SX036と同様、

周辺部からは炭化物を多く含んだ黒色土が確認されている。

SX038出土遺物 (Fig.121) 土師諾皿、須恵器杯身が出土している。 388は土師器皿、口径24cmと大型のも

ので、調盛は底部外面がヘラケズリ、その他はナデである。 389は須恵器の高台付き杯gの底部片．

SX054祭祀遺構 (Fig.122)

土馬、人形 （ひとがた）、鏡を模したと思われる土製品等40点や土師器鉢がまとまって検出されたものである。

調査区南端部付近、 ANl9グリッドに位置し、標高約49.5m前後の緩斜面上に立地する。このANl9,20グリッ
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ド付近では表土である耕作土の下に黙褐色J.:からなるIEI表・l:(Fig.119の土培2)が1豆さ0.2m程で堆梢している

が、拙削機による表±剥ぎの際、このIU表土上面から土馬 1点 (f'ig.123-394)が表採された。その後、この黒

褐色上を全面的に掘り 下げて行ったところ、この土馬の表採地点より約 Sm西の地点から.・I: 馬や人形・鏡形の

： I: 製品が集中して出土した。これらの土製品は全部で42点が数えられ、肖北0.7m、東西0.4mの範!Ill!こ散らばる

が、上下には余り並なりを持たず平面的に広がっている他、その分布の在り方にも規則性は窺えない。また周りII

には掘り込み等も見られない。

土製品には土馬と思われるもの5体分、三叉状を呈する人形と思われるもの7点、鋭の俣造品と思われる円盤

形のもの4点、棒状土製品 5点、不’近形の小型土製品19点が見られる他、 土製品と 一紺に土師質の鉢 l点が出土

している。これらの土製品のうち、鋭形以外は不完全のものが多く、いずれかの箇所に欠損部を持つものがほと

んどであり、相互に接合関係にあるものとしては、唯一、土馬 (Fig.124-390)の右前足が見つかったに沿ぎな

い。特に不明搾状土裂品としたもの (Fig.124-406-410)は ，見 I:馬の脚部かと考えられるものであり fli上接合

痕と思われる面を明瞭1こ持つが、確認された土製品の中にはこれらと接合するものは全く見られなかった.J釦肖

上品が後世に削平されたことを跨まえたとしてもこれだけ相互の接合関係が見られないことは、 ーヒ製品をこの場

所にはく前に意図的に1喪された可能性が嵩いと考えられよう。なお、遺構の時期としては遺物の内容から 8世紀

代と推定しているが、その他、上馬 (394)の採梨地点から 1.2m程の地点で、焦褐色土中から完形の土師器IJ11

(Fig.124-431) I点が、地面に閥かれたような状態で出土している。8世紀代の所産で遺情の概ねの時期を示す

沢科と考えて良いと思われる。

SX054祭祀遺構出土辺物 (Fig.122・123・124) 390-394は土篤と思われる。J901i!月に比ぺて頭が大きい

もので、前牌，後脚l.t短く太い。左傾のI前・後脚が粘土接合部分から剥雄して失われており、尻尾の部分は欠m
している。頭T!i部は指でつまみ出しておりたてがみを、また右前脚・後脚の先嬬部も何様につまみ出してひづめ

を投しているようである．また、目，鼻はヘラ状工具の先端部のようなものを莉突することによって施される。

全体の調整は指ナデである。残存長1l.7cmo 391は頭部のみの破片で、 390と沢なり小様I)のものである。g'¥}.

は刺突によって作られ、後頭部に渕離痕が見られるため耳あるいはたてがみが貼り付けられていたものと思われ

る。 392は頭部から胴部までくぴれがなく紐く寸胴形の胴部を持つもので、脚部を全て欠く他、尻尾部分も欠m
している。 !ill頂部は僅かにつまみ出されている。393は頭部から肘部にかけての祁分で、 392と同じく寸Jj)ij形の休

型をなす。頭TJ'i部のたてがみは表現されていないが、ヘラ状工共の刺突によって耳が表現される。3941よ表土剥

ぎの際、忠褐色土 lこ面で確認されたもの。SX054からは約 5m離れているが、本来的にはSX054に伴うものが

表土剥ぎの際、移動させられたものと考えられる．右後脚を表土剥ぎの際欠mしてしまったが、その他の部分は

良好1こ遺存する。頭部は390と比ぺると短く、特に目から鼻にかけての部分がかなり短くなっている。頭頂部は

軽くつまみ出してたてがみとし、その両餌lには丸い粘土を貼り付けて耳としている．尻尾は大きく平たいもので、

その大きさは杵通の聞のイメージからするとかなり大きなものである。全長13.0cm、全高5.3cm、全幅6.9cm。

395-401は太く短い粘土紐の一方に三叉状の突起を貼り付けるもの。両手を広げた人物を棋した人形と推定して

いる。ただ、このように上半身の表現だけで F半身を省賂するタイプの土製品については類例を見出せていない。

396のみ完形で、他は突起部分のみ欠損するものが多い．意図的な破壊も考慮する必要がある。402-405は円盤

形のもので中央部に穿孔が施される。鏡を模したものと推定される。直径は4.0-5.な"'・叩6-410は枠状の長い

もので.411もこれに含まれる。406・408・4091よ図中下端に端面を持ち、上部は愕曲してその内側に粘土の接合

面を持つ。形態は動物の脚部を思わせ、粘士接合面で朋邪と接合すると考えればその性格について理解しやすい
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が、これに接合する部分も出土しておらず、詳細不明である。407も同様に図中上端に接合面を持つが、全体の

形状は笥1111せず直線的である。407・ 409の下端部は仮かにつまみ出され、ひづめの表現か0 412-429はより短い

榛状の士製品。この内、 412-414は図中下端部がつまみ出されるもので動物の脚である可能性が嵩い。415-429

は特に性格不明のものである。415-419は不定形で斜め方向に粘土接合面を持つが、 420-429はほぼ円筒状で、

体部の横断而方向に接合而が見られる。両者の中には土馬などの動物形土製品の脚 ・尻尾などを含む可能性が考

えられるが、今回出土した土馬に接合するものは見られなかった。430は土師器の小製鉢で、底部付近を欠く 。

ロ椋部はくの字形に/al曲し、体部あまり膨らまずに底部に向かってすI?まる。手捏ね風で成形は荒い。なお、

390-429の土製品はいずれも土師質で、色調は賀橙色を呈し、胎：t中に砂粒・小石を少益含んでいる。

この他、黒褐色土陪 (Fig.I19の土層 2)からの出土遺物として431・432を図示している。 431は土師器のJill、

印手で胎土中に多母の砂粒・小石を含む荒い作りである。底部外面では、静止状態でヘラ状工具によって不定方

向のナデを施す。432は：I: 師器の杯で、外方に踏ん張りぎみの高台を持つ。高台断面は方形である。底部外径は

8.0cm。8世紀後半～末の所産．

6. 結語

戟場古墳群6区の鋼査では、弥生時代前期の支石辺 1基、弥生時代後期の背銅製鋤先を埋納した祭祀遺構］

西 ・不IJJ遺構1渫、古墳時代後期の古墳5基、時期不明の古項 1碁、奈良末～平安時代初頭の火葬墓と思われる

集石遺構4碁、 J.:局 ・土製品からなる奈良時代の祭祀遺構 1基が確認された。

弥生時代前期と考えられる支石廷は上石を失っているものの、 主体部は遺存しており、石蓋土張墓と考えられ

る。溢石3石のうら2石は周辺部では入手し難い板状安LlJ岩を用いており、少なくとも神埼郡内では見られない

ことから、途隔地よりもたらされているようである。同様の板状安山岩は ST039古!Jiの閉怨石にも用いられて

おり、石五土痰岱の蓋石を転用した可能性が考えられる。戦場古項群 1区では弥生時代前期の壺棺墓 ・売棺墓が

見られ、おそらく周辺丘陵谷部の各所に当該期の墓地が点在していることが予想される。また、 ST034古墳の

頃丘下より弥生時代後期後半の土器が集中して検出された他、完形の斉銅製鋤先 1点を埋納したと思われる祭祀

遺構SX056が確認されている。弥生時代の遺構面は ST034の地Ill整形時に撹乱を被っており不明な点が多いが、

S X056以外には下層まで掘り込むような遺構は見当たらず、竪穴住居や土城など1月確な地下遺横を伴わない祭

祀行為を地表面上で行った様子が想定される。周辺部は弥生時代後期の集浴が立地するような場所ではないが、

i1i:接する当該期の遺跡と しては、この谷邪を約800m下った地点に史棺墓• 石棺寡 • 土咲墓群である三浄水田遺

跡があり、漢鋭7面，鉄刀・貝釧など門宮な副葬品をiやっている。今回発見された斉鋼製鋤先も時期的に三津永

田の墳経群を造営した集団に廂属していた叶能性が嵩いが、本来の琴域あるいは生活域から離れた山間部の、さ

らに見通しのきかない谷部において甘銅製鋤先を埋納する祭祀行為を行った点は興味深い。青銅製鋤先について

は＂ 土の中に全体を突刺して使用する農耕具＂とされているが、本例も 1）部はかなり晒耗が進み、逍具としては

これ以上使用できないぐらい使い込まれている。おそらく実際に使用される数少ないw銅器として恨能し絞け、

その役割を終えるに至って埋納され祀られたものと推定されよう。

古用については 6基が確認されており、うち 1碁は周溝のみの検出である。このうち、 ST033・034・039・ 

040は近接して分布しており 一つの支群として理解でき、 ST033・034・039はms期 (f'ig.5:6世紀第三四半期）

頃に相次いで築造されたものと考えられる。その築造順序としては、玄当床面と前庭部床面に比高差を持ち、前

庭側盟が柑対的に短いST033が古く、 034・039がこれに絞くと思われる。p.;j者の前後関係は ST039ではとんど
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土笞が確認されていないことから今ひとつはっさりしないが、ST039はST033と平面プランや腰石の配笠状況

がよく似ており、 033-•039-034の築造顛序を想定したい。 膊味深いのは S T033とST034で出tする須恵器の

時期幅の違いで、 ST033がV1期以降の土器が見られないのに対し、ST0341in期までの時期幅を持ち、つまり

は7世紀末まで追葬あるいは溢前祭祀を絣けていたことが窯える。また、 ST040は1り期の須恵器のみを出土し

ており、 7世紀後半（筍3四>j;.期）の築造と考えられる。ST034ではV期及びII期の須忠笞は見られるがV1期

のものは欠如しており、 ST034で7世紀前半まで追葬を繰り返していた造廷主体が711t紀後半に至って新た1こ

ST040を築造したと解釈する ことも出来よう。このほか、ST049は複室で羨道を伴う石室を持ち、 ST033・ 

034・039の石室とは構造上後出するものであり、出土須恵器はW~¥11期に位置付けられ、 6世紀末-7世紀初頭

頃の築造、 8Ill: 紀初頭まで袋前祭祀が行われる。平面分布上はST033・034・039のグループとは約70mの間隔

を空けており別の支群と考えられるが、このような淡道を付設し、隈体に巨石を配設する両袖型横穴式石室が、

前代、あるいは後出する古墳とは隔絶した尾根1:.高所にu.地する例が、詞査区内 （較場占墳群 II~· 浦田古墳群

］区）だけでなく）乱辺地区でも見られ、 ST033・034・039の造墓主体が当該期に新たに墓域を移し、 ST049を

築造した可能性も考慮する必要がある。なお、 ST033では当初円形であった墳形が、追葬の過程で幕道が延長

されたことに伴い新たに周溝も前面に延長され、結果的に馬踏形の平面形へと改変がなされたことが明らかとな

った。古墳の追葬段階における「管理」のあり方がわかる咲科として原要である。

奈良～平安時代初頭の遺構としては、 ST0331付側の緩斜面上に火葬墓と思われる遺構が4基検出されている。

これらは蔵骨器あるいは供献土器から8世紀後半～末に(if.侶付けられ、戟楊古項群 1区の火葬姦と思われる集石

遺溝とほぼ同時期と推定される。この地区での古墳への追葬・尊前祭祀は8世紀初めまでに終鰐してお り、それ

から約半世紀以上の空白を空けて再ぴ墓地が造営されている点も、戦場古墳群 1区の様相と良く似ている。おそ

らくこれらの火葬墓の造貨にあたっては、 ST033古墳をはじめとする先祖の墓地へと回帰する慈識が強く働い

たものと想像される。そのほか、調査区の南端部付近、 ST049の東薗9斜面では土馬 ・土製品が築積された祭祀

遺構SX054が確認されている。県下の古代の土馬については、小杭村中遺防＇ ）（佐沢郡緒臼町）、松の森遺踪＂

（神埼郡束脊振村）、肥前国府跡31(佐賀郡大和町）、向野須恵器窓跡い（杵島揺北方町）、肥前国分寺跡い（佐賀

郡大和町）などで出士例が見られるが、特に4個体分以上の土馬が人形・鏡模造品などの土製品と共に明らかな

祭祀行為の痰跡（遺構）として検出された例は初めてである。 時期的には土馬・土製品の形態、及びl•J時に出土

した土聞器杯、また近接して検出された土師器皿などから奈良時代の所産と推定される。土馬の性格については、

河川や井戸などに対する水辺の祭祀や墓前祭祀などが想定されているが、当該地は谷部に面してはいるものの水

辺との関連は考えにくく、火葬幕群と一連と捉え、この経地全体に対する祭祀行為に基づくものと考えたい。

註文猷

I)「小杭II巾遭薔」は後llffilUH水事藁1こ保る文化財舅社,aei2 J 佐l'i隊軟l'J'委n会 1998 

2)「松の森遺稼J佐＂臥文化財溝公輯竹曹第 70稟 佐賀141軟育委H会 1981 
3 l [ll!MOOffl終n」位代県文化財濃査111告害第78集 佐賛貼敦育委H会 1985 
4, r向ffllJlf人原古窯鯰Jr北方IIJ史上塾J 北方IIJ I似5

S) f肥前国分寺注J火和町文化財調査111も書第 1集 大和町穀fl委J1会 1976 
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Tab.15 輯場古墳群6区古墳時代、奈良• 平安時代の土器一覧表 (1)

'"•· PL, 県遺物
州土綸R 1111111111 

怯 菫 ,..,,
蛉 ± 色鑽

講 誓
閃白I} 篇9 11.fl.li, 口llI 四ぢ 霰粍 外llili l~llllli 

, .• ,. 
り畑'" S'J033閾I負4区 瑣H 杯量 (1~1) 

" ~ll少量 灰色 X井“へ9屑11.UかU'JO+-1' Uク01't'

.J? _,  心 畑 lllll潰JI!. 領 n 仔量 (9,7) ID むU少 鴫灰色 天Jf駐ヘラ艇り.t1かU'}Uナテ Uクo+デ

" 叩'"' 叩 3濯 1)111し縞,1, 領 5 粁雀 H?.H LI 約g少量 輪灰色 天井糾へ9闇り.IU•U~u -rデ ロク o ➔•テ

.)9 M・1一訂い,.潰追 籟 8 仔嘉 l".6l U.71 mz少II 灰色 天井島"'ft)Jり.U~•u, ロナデ 01ot-fi ... .... , ％四 $TO})霞it11! 隕 ll

＂ 
,,, ... /;ll少a Iii!/(色 天井呈へ9劇,,. Itかu'".,...,. u,nナデ.. , 

"""'"' 匹 蛇溝収 搾患石 仔量 1'1 .... むビ少菫 仮色 天片紹へ9術り .uか口9ロ1'.Y 0701'ヤ.,, i,.g 呵 9衿 畑 ≫包揖9区 棗 II 仔溢 10 ... , む紅少奮 灰色 天片おへ'tr.Iり.fl~ ・ロ9ロナデ nl)ロナテ~, ,._, 
叩"""'STOJJI!! 揖Ii;( 級息5 ド蒼 0?.9i ., 砂R少量 灰色 天J~葛 9制'I.IIかu,, !11'.,, tl'/07,Y ... ""'1<)a&1 ”眉揖•I!. 復患S ド蒼 02.ll 9りi む位少量 灰e 天If£ヘラ割IJ • U ;C• ロクロナデ 0クat¥

... , 如 ... STOl)弧り出し絡1区 氣也口 杯峯 ;1u, “ 砂ll多鼠 仄色 天片屈へ9欝り• IいかUクロヤデ 〇ク01'デ

ふ 貨心疋" 灯四笞潰4区 績峯石 ド、 (II.I) 

"" 
砂Rウ量 伍色 天井.,..,輌り.Uf,•U 7 utヤ nク0ナナ

Jl '(如 a SlO}llll戊4区 珊烹ll ド贔 (1.l.<11 M ,mク量 仄色 ＊＃島へ9割り ,U~•i!?Pt-テ n,nナデ... q畑"STOD 絹息5 仔倉 ICU ~· むnクl 仄色 天井紀へ9割り .uかn'n.,.デ ロ ,-o •tt'

•• 
,100, .. , <11≫ 逍 漏Iii Ill烹S H身 1'11 もRク量 灰色 o,ot-ヤ 010ナゲ

.!Jj 9而四？ 叩滋•If!し瓢1区 讀 Z lfi nm  紗l!少I 駅Fl色 ＂ク aナヤ a, ロナデ

.s, 
畑""m 丘<II 須じ H身 02.IJ t、J)) 砂!2~1 仄色 底葛ヘ.,,ズ1』棧+f'.ロ+-r u-,o-,.,y 

・≫ .... j 貨 如" 畑 乃 絹烹II If身 IOJ 』1 砂吐少畿 沃色 紅~?ケズリll+テ.tr-ti' Uクロナテ

ふ｝ 9100辿 S'l1))J.l'I填Ir! 須 6 If. U<U) 1.3 (S,91 砂11タ量 繕灰色 駁藝~•~り竃し検+;,・n+r ロ,o.,.デ
_,.. ... -6 一 ？ S'ro}j 絹三6 lf.t 9.1 ふ 19!Z75 灰色 騒饂うll)IJ戴l餞1-f'.,;-,- o,oナヤ

ふ 呪伽 STil.llllli.t心 須!ill 1(,身 ¥ltTI ¥J.l) 11111'量 灰色 U? ロ.,.デ aク0ナテ

ふ 貸.,,...,呻 憐.e-11 ＂身 10.6 ユヽ 妙tl~量 仮色 0ク0ナゲ ＋ヤ

” ｀如P 叩聞滋迅 縞慮n 什身 <9J) 1., 妙Uク量 糧釈色 紙誌へう償り、ばかa,.,.,.デ a,pナヤ.,. ,., 
”如行 SlWJ 昂恵苔 LFK 11.9 lJI 砂11.多量 駅色 ぷ.,.._.,,Aり.aかJJ'Jtl'tヤ n,a+ヤ

・'9 ,rooi ... S畑這浅•I!. 級患n 仔身 (IOJ) "ユ9 砂ll!J>il: 駅色 0クロナゲ 0,01-ヤ

心 ｀如9 $11)JJ洞潰,a 鼠り !fl! Hl.3) 0 妙Uク量 島灰色 哀皇4定11向ナ¥.I!~• ナデ .,. .. .. , ""'如9 S'11lll渇漬<II 'il!!il If~ (UユJ , .. 砂I!少量 屠釈色 舷紀,...,.,,..,り撞+1'.u,uャ・r0,01--,, 

令 ”れ’ 51003 悶患8杯身 IIJ ,o 紗U少 P.I駁色 騒紀へう悶り棧ナテ．ロクu+r ロ9ロナデ

心 """'" S'T03)渭戊区 籟患Iiげ身 Cll,4) <llJ Ill! 少量 荻轟色 ロ,a+-i' u,eti' ... 呪""り9 叩 JJ漏i員“‘ 絨氾笞 ド令 (ID.4) (JJ) 砂I!少a 灰色 0ク0ナデ 0夕0ナ+... 'IOO!&Sl S'J03l贔這 絨烹呂 仔費 (3.l) l.3 呂砂 沃/1色 ナデ．胄Rが詈しい ナデ

” 
0、叩 u、S'JOJJ潟溝,i 填恵石 ffi Cllll Q.4J 紐少•~ 貴a色 o'a+:,, ロクa-,,-

．＂ 呪 n STOll遠洩,:< 攘恵〇

＂ 
U)J) (lし9) 紗It少菖 灰褐色 口クロナゲ +1' ... ％如I>"TOJJ墓遭 絨包5 If.JI j12.9) 《Jユ） ll!llll少l 駅島色 ll樟llti'.1じ屈ケズ＇｝ ヤデ

9辺 ~ 16 叩 3闘慨ヽ 区 績怠石 紐 ..、 <J.ll り位少量 絡灰色 c,oナヤ ワクa+ヤ
.,o .,,,,,.,, Sll>lJ鯰遺 煩烹乙 聾 (J,IJ 日衿U 訳色 o,otダ 0クO'tヤ

・" 9lll)IJ."l S'l1l)JI這 籟烹甚 I! (11.81 , .. ,1 け位少量 仇昆色 Cクt,-1・¥ ＂クロナ-,.,, 9叫 JI $11))3謁濤区 絹烹石 I! (Ill) 

'"" 紗ll少II: 駅色 070ナデ 1'1' 

-1.l .... ,o _,,, STillJ閲虞•IA 頴昌 1! 11].2) IIU少黛 灰色 9辱ij,既瓢へうケズ'/,~-tデ -t'I' 

．＂ 9'000<1} S'n)JJ黛潰 区 煩恵II 遠 110 1"3 砂位少璽 灰色 0.¥'0, 霰甚へうケズ•). n-tデ ナデ

" ,..., 一mill閲溝•区 傾烹絡 !•9漬I （ヽ．＂ •• ’‘ 砂u少量 仄色 ヵキa.虹箕ヘワケズ＇｝，訂十ダ +1' _,. 
貨 ,. $11))3閲揖•ll 須烹II

＾＇  
(l.61 ., (•.O) 砂I!少量 釈色 カ寄目．霰鯰へうケズ'J.i7Tャ ナテ・

.n 畑,... , STOlll辺 須恵g 骰胄隻 (~2) ．ヽ、 (』，0) lttt多量 沃色 neへ9ケズ'i.u+.y +'I' 

77-7' ”’ Sroll函溝•B 績烹石 /,!If (ll,6) ('3) 妙ll少誓 訳色 磁越^ ’ャズ・J.O,j-t' 
.,,, 

_,. 
％心｝ SlOJJ漏漬4区 須!!II illtf. (i,6) (I』.6) 約＂少量 灰色 Uクロナヴ“ ＋デ... 
＂＂ 

sro.11111; 糞V 燿!Ill ぶ＂ (I 1.0) 17.0 (10.6) 砂II少層 鴫沢色 o,o,;, ヤ T'I'・シポ,,

-81 ％ 如3 STOll漏i負4区 傾恵II Alf 11,8 （ヽ.l) 釣位少量 沃色 ロク0ナテ9

ぶ2 "'"""' $11)3]墨遍 慎!!Ii-~ (l,0, むU多量 訳色 ロ9ロt--r
.8J 9'1Xll119 SI03'潟溝•t! 祖患II Alf. " (10.l) り 匹｀ 反色 n,oナゲ

ぷ4 悦OCOlll 畑))瀾潰Al! 絨H 畠ff, <6.l> (8,71 砂位少量 鴫灰色 ロクロナデ ＋デ，シざIJ

＇` 貨 如"叩 33lli.... 区 縞患笞 fヽ >J , •.. 、,u少` 仄色 0クO-tt'

ぷ )4~ _,,, Sl1lll爾溝心 紙 8嘉9 (10.9) 10.9 ,. 紗ね少誓 以e ロク0ナヤ~, ”“応~, $TO))畠這 須免II .C!f (2,!) 饉約R少塁 じぷい●Q[! ，，ャU.a,otr 
紐 ....,,.,, Sffl3311這 積豆笞 “柘 (2.S) (!.2) 織~ti:少童 履色 ・ •H
．＂ 9'<l<≫lll 畑 ll閾漏区 煩患乙 髯 (I 1.0) ("3) (M) 約紅少● 色` ヵ4".霰饂へうケか｝... りH 叩 9駈置 土Ill! “が ("・') ,,.n 砂R少旦 侵喝色 ヵ-tO."ク t1 ➔ デ

-91 ％曲1)訂.,遺 鷹11;( t.Clll J,1!' (7.]) 纏紗れ多量 霞色 力キ6.ロ?Di"f' ナヂ，シが•i,., 
""'°'lJ 畑））賢濤1区 土給笞 .I!' I~• (6,6) 紗tt~I 糧色 .,..7, 底藝ヘラミ 1/キ

~-' 畑'"° SfOll鼈9覧'" :t.鱒Z #,I!' (20.6) (l,9) 縫紗I!§黛 霰e ヘ,1がキ へ？ミガキ... 畑 '6)9 畑 !!All 土綸IIAlf (la) (IU) ●砂ll多量 糟色 ヘ?:'/fol.. , 叱れ血9 畑 '311遍 ~ lfll Alf (25.6) (].$) 紗0ク量 G色 ナダ... 960026'! ST())滋り出し紅Jk! 上論5 裏ド (12.1) (12.1》 (1<9) 砂R少量 霞色 ナテ．紅紀へうナデ.• , 叩"匹 虞,,,ii: J:鯵IIe IU) (9.l) ,_. 紗位少I 覆色 +.,,.,. "狐へ9ケズ,,... 畑,.. , STOH昌逼 土1111 Iliff (、J) (8J) 砂!i9量 G色 ;-.-_,. _,,,. STOUl!tt↓U 土鯵ll 鯛付a (!.61 (,.,) 紗ll少量 糟色 震IE・錢鮎へ9ケズ'Illナゲ
.,oo 

一血 Ull!鳴11,l .tllli Ill! 壼 ,s.s, ,~., 紗!!$>は 糟色 胄謡へH:t.•Jlt~f'
.,o, '600)0jg S""3隠鳴叫 土綸石 召 （ヽ，＂ （ふ•> li!l}'tt多量 霞色
,!ti) 

＂の'"! 叩 1111'>1! tllll 週 •9 ~, 知少JI 賞嚢色 体瓢へうケズ＇）穫ナデ、騒艦1'-1'
7',IQ¥ 呪叩 12 SfO)l嘉` 頷息苔 碍量 7.、 ll7JI 杓It少g 9iA色 力'>H

·•'" )<.II ％叫 ％ sro≫ 週潰ti! 餓 ,11 雙蘊 .. , 18.l 砂れ少量 灰色 ヵ令o.u, u+デ
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Tab.15 戟場古爛群6区古墳時代、 奈良 • 平安時代の土器一賢表 (2)

品
p L. 鼻遺初

出土は点 桟別 ビ桟
法 量 (,m)

姑 土 色潤
瓢 望

書号 登n書号 口U 註鳥 岬 外已由＇ "'ll園

・104 .. 而 9が sro, 遭 揖,g 須烹召 ll蘊 “ 18.1 
砂1l少量 灰色 ヵキ0.Cクnナデ.,., 3'・12 一1

sron隠揖11!'. 累烹甚 望嵐 信9 (16,I• 紗R少量 薯灰色 カキH,O'}Oナデ

・106 ％如U STO≫l!i樽4区 絹烹甚 ll置 (U) 砂れ多量 灰色 ヘラケかJ.tiクn-tテ

.,m q佃"SfOll讀潟4区 須恵呂 邊鼠 紐多鳶 疇灰色,.., .. ,,_, 
悦""屯9 STOll棗り出し墨U 須烹鯰 広口壼 IC ジ,I 砂II.少量 灰Sf> 口綽戴ナヂ．体絡タタキ ti'・当て“虞

-109 りJOO込が Sn)))員潟4区 須烹註 甕
,,,,_,, 

(231り aむR・ 紗少量 仄色 0桧葛t.Y.体屈,,~・カ-t,,. ナデ・`てH直

•110 )4,1} “如q sronlll慎I・<ば 須芯IS広口a IM (ll.0) 砂II.少量 ビよい貫庇 Oil墨ナテ，仕甚,,~・カキメ ナデ・ aて具虞

・I JI ll-2 如 114 Sll)}l餃潟III 須 II 甍 w （ヽUり ij,fi多量 嶋仄色 n籍藁r'i'.体"'クキ 含て凡景9デ囁し

-Ill 9900"'$ SIO))霞濤Iii( 棗豆召 甕 ?JJ ('7.0) けれ多こ 掲 e CIH墨tf',暉 ;;,to・カキメ ナデ・3て見虞

•Ill 3ヽ.,ヽ ｀佃”ー STOll露1-,負皇昴 須烹乙 禰戴 "・' 偽 0 ●妙R・&1!1'量 灰e&. 叩繕tr,F$:: 慮,,キ•カキメ j・f',!!)てU棗

謀 Ill ~ 叩 1 sro1<ai11 籟~ll 杯量 (I、J) M 砂紋少ll 仄色 天昇鳳へう扇り.uかU?U.,.f' 0ク0ナデ

.11) 呪O'¥'l't!fl sro"鳥遍 ・Ill潟4只 須恵8 If董 Ill.<) Iヽ約 砂砂a 沃色 天井畠へ9劃り.uかU?Ut-デ 0'J 0-1'1' .,,. ％洲,, STI),. 鳥漏111'. 須患1! 杯董 (13.2) 鳴〇 砂U少II 反褐色 天井畠へ9肩り・1』かU'J1JT1' 0ク0ナデ.,,, 如助 SlO四丘1区 摂患后 If.蚤 (lli) (),7) 6位少量 Ill沃色 天井IIA,綱り、IIかU?Uナデ 0? ロナデ_,,. 
q叩"' STI)3' 裂恵[ 杯直 (JU) (l.l) 砂少量 沃色 天井曇へう嗣り、Uかu,uナデ ，゚，0-1'f'

,127 細辿 ii籍は四 籟わ 杯量 (IU) (l.6) 砂れ多量 只色 天井璽へ9肩り .U~•n?rrナデ ロクロナヂ

・128 畑 m ”菖ll・II揖,., 須 n 仔置 (11,7) (•J) 砂1l'.少鷹 灰色 天井畢ヽ 9艤りぶ；かロ!'/'Oナfi'o,ロナヂ

.,29 
”” 

STI>lヽ冨這 鼠憲行 杯ヽ OU ●, 1 砂は少ll 靖灰色 天井繕へう簾り、ほかtJ?Uナデ ロ,.,ナデ,,,. 匹,,. ”゚＂昌遍・誓溝11>1: 艤苔 仔置 Ill l.8 砂ク黛 灰色 夭井藁へ,erり .IU•n ク＂ナ，， ロ9ロt-1"

・Ill
,._, 

91000Jll 叩塁過 須と 行董 11),)J ),I 紗R少量 仮色 £井麗^ う舅りルかDクロナデ o, ロナデ

・132 36-1 !@OS約 ”閥溝J(i: 績患5 仔董 13.• , .. 砂R少2 曙仄色 天＃墨ヘラ劃り疇u.-n1n-tt' 0クロナデ

•Ill 呪ooom STOl•tll潟IL{ 械:,:11 仔蓋 (11.9) (),1) 紗較少量 妖8色 天井想へ9鋼り.uかa,ロ.,..,、 o,o+ヂ.,,. ％匹！ 灯 1遍 碩患召 ff'll (11.l) (J.8) 紗け少量 彎灰色 天卦罵へう嗣り、11かUクUナテ n,nナデ

・"' 畑 ＂`
STI)J4閾情1民 祖lfll ド董 (1>2J J.7 紗れ量 仄色 天井暴へ9嗣り,U0-U?U1'デ O?Oナデ.,,. ”匹 S18 STOJ<l!l潰•Cl 須お 杯蓋 (1'<1 (4,0) 砂拉少薫 疇訳色 夭ガ麓"'"尉り、UかO?UTヂ O?Oi• ヂ

.1)1 96000!08 叩•這 韻ビ H畳 (12~) (3.9) 紗` 少量 仄色 天畢へう＂り ,IIかロクロナテ 0クoti',.,, 

―’ 
S証墓追 扇息S 杯董 (12.9) (Hl 紗少量 鴫灰色 天井葬へ9割り、llかUクUナデ 0?01"'7 

・"' 9')()al以 ~3'紺潰1区 g烹0 杯葦 ,,, JJ 砂粒少量 疇只色 天井椙へ1111、はか0?01'f' 0クo-,.;;;;

・I叫 一5

$11))4閥潰,(I; 領豆塁 仔憂 l)A ,., 紗匹9 訳色 天昂へ,1111.11かUクDT1' 01/0ナデ

.141 9≪IOO<l91 m匹冨這，属潰4区 損H 杯憂 (13.2) ,., 紗れ少a 疇灰色 沢糾へう嗣り.utrn?Qナデ 0ク0ナデ.,,, 
“ 一9

匹ヽ這 須む 仔董 "'' <l 紗位少量 訳色 天丹糾へ9劃り.ait-u1『U1""/' O?Oナヂ

・143 l6-l 一l

呻罵溝1区 須 a 仔憂 "・' (4.l) 紗位少量 仄色 天井船う削り,1::1.か0クa-t'i' D?Oナデ., .. 
"""'" ...... 遺．尉"'只 須 a 杯量 "' 

,., 紗a少量 仄色 天 AVヽ9割り．はかU?U+デ u,c-t.;, .,,, 
*' 一叩眉漬11! 須恵g

＂ "・' 4,l 紗れ少〇 灰色 天井糾へ,111 り.li:6•D~l1Tヂ ロクロ-rf'., ... !>11(1今 畑 3 STOJ<員濱Iii: 碩恵苔 lffi. IIA l3 紗n少量 鯖奪畠色 天井篤へ,.,.り、1:1//'D?IJナデ 0#/0ナデ

,t』1 畑'" 匹昌｀ /UIS 仔憂 II.、 ,., ,i,n少 妖色 夭井蒻へ9創り,1:1~•U?D t'f' ロ,01'-f' 

., .. 
一STOJ<鳥瀑•ll'. 須む 匹 (I 1.9) (tOJ 紗H少I 灰色 天井篤へ,mり,1:1かu,u-,.,r 0ク0ナデ

料 149 畑％ ）jj $T0)4●遍 頷患S If# (IS,!) (3A) 紗U少菫 仄色 戴墨へ＇＂り. uヵ•口 ?Oナデ o?ntデ.,,. 9lrol"' "'"" 須患石 If# "・' <~•J 砂N少量 灰色 廠息へう罰I)、11かu,uナデ ロクo+デ

-m ｀畑" ”‘這 須巴む 馴匹 (11.t) <tl) 紗U少量 釈色 鼠慧へ9削り、 UかU?ロナヂ 0ク0ナチ

・U2 畑 10} ”讀這ヽg 須!!'.IIげ身 (1>2) ().6) 砂8少量 にぷ\•貫憎色 鼠へう割り.11~•0 クロナテ o,oナデ

・'" 賢001)13 S畑 須烹召 lr-R 
"' 

}.8 紐 少II 仄色 騒邑へうn り• Iけ•tJクロナヤ 0クDi''i'.,,. 一2

”昌這・爛清11i( 惧恵IIK身 ll、6

“ 
むn少量 訳Ill色 駁霧へ''"り.uかロク o+ヤ UクUナデ

・"'” 化 3 STOl4暴這 煩乞笞 杯身 "・' ↓、 砂R少量 賞橙色 慮墨へう欝I).11かロクロナヤ tl'}Oナデ.,,. 
"""四 m四員揖11,l 疫急己 杯“ 11.2 

＂ 
紗は少黛 駅色 級艦へう胴り．ばか口1uナデ U'1C.,t7' 

・IST 9細 >90 sro, ヽ置逼 ・篇洟,~ 瑣患II 杯g (I~)) i3.ll 紗位少量 灰色 騒懇へ9針り.u力•U ク U1'f' 0ク0ナデ

., 賃 貨邸）l7 S'll)}<曇遺 損患醤 1/.U IU 

＂ 
紗は少量 仄色 紙墨へう絹り.Ifヵ•Uクロ+1' 0'/0ナデ.,,. 

一sro><ll逼 煩巴昌 ff# 《10.l) ,,.m 紗R少量 灰色 星墓へ9削り.11ヵ,u,::o+デ n,nt-~ 

-160 如心％ 畑 M凰潰屯 須患II lfl! (Iい） (l.4) 紗R少量 灰色 慮墨へ.,渭り.uかu,ロナヂ 0ク0ナデ

・161 9lO'>IStl $1ll)4過慎III 須l!IIH'# (1>6) ,., 紗llグ1 繕灰色 鼠墨ヘラ＂り. IJ力•O,tJ-tj" ロクロナデ.,., 
畑、"'"叩＂菖遍・園揖•I! 須患苔 仔身 (11.3) 畑 紗 萩色 鼠鑢へうIIIJり.11か",aナ.,,0クロナヤ

・16) 一S'rol4菖a 須患8 11'/t IIJ k9 紗 砂量 灰色 畢鶉へ9帆り.uかO?゚ ナヂ 0ク0.,..,, 

-16' Olffll),;) rnll41遍・Ill漏,,、 損患Ii "'~ IM l.6 紗 少量 灰色 量嶋へうnり.IU•U1 uナテ ロクCJt:, 

,ltS ,.,,, 9如 5社 函＂冨遍 ・員填If< 須烹Iifflt , .. , .. 妙n少8 灰色 天弁昂ヘラ劃り.11かo,uナヤ 0クtit'デ

・166 賢 ll STO><&這 絹烹IIff'!/ "・' '・' 紗I:!少量 沃色 天井嘉へ9鯛り ,IU•ロクロt-f' CクUナデ

・167 9ff¥'¥'ll'I $TI))<墨遍 須患昌 lfi ,., 心 紗と少量 駅色 天井曇へうII.,,Iiかロ'JIJナデ ロク0ナデ., .. ｀゚ 刀這2 叩 菖 遍 須烹じ If身 10.1 ュヽ 紗n少量 灰色 天井暴へぅIJり.1u,0,u+デ 0クDt'デ

・169 96<m'!! STOl<鼻遍 須烹II!fl/ ·~· ().11 紗砂量 饉灰色 天暉へ9劃り• l:l'l;•O タ !11"ヂ 0クo-,.;y

.,,o 
”“四 Sl0.14昌遍 ・Ill漏1区 須息む 紆身 ?J l.2 紐少量 ~t!. 紐記へ'IJり,l:lo•U'J t1ナデ 0ク0ナデ

・111 ''''"" ST03'. 遍・遍潰IR 績9お 什暑 , ... u 紐 少 量 仮色 天片鼻へ9罰り,Illい,,atr O?CJナデ

.,n 畑効 $103'葛這 損恵召 肝身 •~J )S 紗U少量 駅色 天丹狐へ9劃り,!li,•01/Dtヤ 0ク0ナデ

•Ill 16-10 匹氾 Sf0)4畠這 ・置揖1区 債息召 杯身 9,7 •. , 紗tl少a 灰色 天井昂へ9劃I),IU•o? ロナデ 0クロナテ

・"ヽ """"'' 血＂嘉逼 ・蝙髯JR 須巴お lf.t 100 “ 
紗11少量 鴫仮色 天丹墨へ9創り,a~•O ク I,)t-デ 0,0.,..,,, 

-17l 一S11))t編逼 須£11 肝身 (llll) ().4) 尋ll少旦 駅色 £暉へ9劇り• I! かo,ntテ o,oナデ

・"' ％ 如9Sl1l)ヽ欝構1区 損辺呂 杯身 II).} l2 砂111'旦 灰色 沢け畢へう罰り . uヵ•D'ctt テ aクUナデ

.117 一Sl03'瓢這 籟恵苔 杯身 (lo.J) 13~> 妙 g 灰色 f..n. 昌へ9創り，IJかa,nナデ ロク01'1'

・"' 畑 ,.9 51'034●遍 須烹II If.it IU) P-6> 紗n少 伍色 天丹畠へ,,iり.uかo,oナダ 0クDTf'

,0.1'9 以 畑 100 STI))ヽ●追 猿必愕 杯量 o~,, ,.. 
ltllク量 騒灰色 天昇紐へ9切り集し慎~1' 0ク0ナデ

., .. 叩/IOOJO< ,,.,.. 逼・畿樽直 艤恵け ＂豪 (II.II (2.9) 砂は少量 灰色 紐籠,n1り、ほかn,n1-デ ロクロナ，，，
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Tab.15 輯場古墳群6区古墳時代、 奈良•平安時代の土器一賢表 (3 )

品
PL. し\\遺1~

fij土鎗点 lt~J 5檜
Iii 量<=>

飴 ± 色躙
虞 塁

it.It <'1il書サ ロU 召“ lllllt 外石藝 内已面

~··· 一血＂纂這 須忠5 "•曇 IM 10 611少量 仄色 :,;n11,, ヽ9切り胃し棧ナデ U'I Ui'デ
.,., "l(OO)lO SIU3'lli糞Ill 須患日 H羹 (8,9) 心 9 卵少量 ＂灰色 天n墓へうりり麗し後1''1' Dク0+1'

.,., -510;, 峯五•閲潰4区 損患II tr-量 ••• “ 信11少量 灰色 天昇昴へ,n.,.11かa,nrf' D'! ロナデ

・,.. )6.? 一Sl1lll隅濤'" 慎患巳 杯ヽ ,~ 3ん 砂11?量 仄色 X紐ラ情り．＇“”””ナデ ¥ltOtデ

., .. ％佃77 ”゚ ＂嶋漬 Ill 須患II ド量
＂ 

ti.JI !t!l少量 にぷい賣IQ@: 天H畠へ9絹り,11かn,n-tテ tr-, o-,..f' 
., .. 一$11)), 碍1員ill 填召 仔蒼 u t2•1 砂U少量 灰色 天井瓢"'綱り」』かワクnナデ ロ'ltiナナ

.,s, "'畑14 匹 ll道 損 5 ド身 iUl Cl4> 81l少鼠 訳e 天井墨へ9閾り .IJ~•ロ,u-,.y a,u+f' 

., .. ＊而）19 5103'髯辺 損免Z 什最 , ... (2.5) 砂じク量 賣覧色 天謹へ9切,,霞 し桟~'f' o,oナデ

., .. 腎 lll> 51-03''11這，闊濤2[! 須恵g 什贔 llJ ).) 紗U少量 灰色 天＃属へう嗣り，uかa1 a-t-;; 11'/Ut-¥ 

-1!0 )6.K 9"'畑 血,.. 直 籟患II lfil (IUI ll,71 紗n少量 聾灰色 天井墨へう創り,Ut;;Utl.l-fャ ff')Ot-~ 

•191 “叩 S"ro3'4¥'這 煩烹Z If憂 IS-> ,. IJU少a 灰内色 沢J~島へ9剛り．ばかIJ,ll•t'f' Dクo+f'

・"' """"' St,)34111這 績迅6 If置
＂ 

,, 紗8もn.含(; 尿色 X1~M.""-'llll'J .uヵ•nク n-tf' ”クロt-'7

・i,J ＂仰 1げ STilJ4l'(追 須患苔 什璽 llal u IJ,R少B にぶヽ 漬5色 天序鑑へ9切り纏し侵...デ Pク11+'1'

., .. 
｀畑"'・' Sro:14園揖•R 須烹笞 ff'lt ,..,, (2.•> 紗れ少黛 輯灰色 亀屈へ9切り重し1隻J-f' Cクロナf',ナヤ

・195 製 laS'm141'1這 績氾苔 ド島 •. , l.O 砂柁少II 騒仄色 完託^ ク切りlfL餞ナゲ o, ni'テ

・1'6 ｀廊鯰）

,_ 
須泡苔 If.~ 9.< ,., 紗ll少量 駈e 紙籠へうり,,,霞Li隻ナデ "', 1)-f'デ

., ●? ..... "" STlll4 須恵笞 け負 ,, ,., 砂R少0 蝙灰e 黛昴へ9切り尾し餞..., 0? D-t-f' 

-198 90000)6? STOJ<ll這 填呂 If貪 .. l.O 砂R少Ii 竃灰色 黛籠へ9切り皐し桟ナデ O'JGナテ.t-7' 

・19'1 一S匹昌這 棗恵お 什身 cs≫ , .• 砂n多ヽ 騒灰色 鼈屈へ9切り雇し役t1' o,oヤ，，，

,,00 -S加累這 氣をn If身 (IOA) i, めね少a 灰色 追節へ9切り鴫し筏＋，，， 0クロナデ

.,o, ー'叩 S遺・眉潟1区 績 n げ身 (1 ..) ,., 妙R少｀ 綺＊褐色 睾おへ9切り畢し桟ナデ a,aナデ

.l<)) 

"""'"' 
.,.,.. 渭慎II! 召.11!11 げ身 (1°'2) 〇ぶ） 妙位少負 仄島色 底騒へう切り皐しiHデ c,o.,. ダ

.,03 畑"' ”如Ill! 須患日 げ身 (10.2) （い｝ 紗R少曼 氏色 裏昌へ9肩り」i力•D 夕 o-tf' tJ 1 Dナデ

.io, 悦細咄 匹l~iJIII! 燐患日 げ身 (>.OJ tlOJ 紗n少量 伍鼻色 紐属へ,111り纏しfltテ a,tJ1'ガ炉

.io, ""'"" S証 u 績患C ド身 (1),7) 9いi 紗少璽 賞柑色 貨-~,切り重し餞t1' nto•; ヂ,.,. 
給 " 叫．4叩 匹 扇 II If費 (12.5) Ml  紗R少量 仄色 霰111ヘ9切り皐し使tY 01ot-t' 

_,,,, 
貨畑 lSB 匹贔ill・III漏ヽ R 績息乙 lf!t "・' H 砂n少黛 仮色 廠“へ9切り11し債.,.,, ntu+"I' 

-lOOI '!OO(}t()' STOJ4冨逼 綸息8 lf!I u •m ふ t&ll 紗n少a 褐灰色

91-209 -匹 II這・Ill潰tll 緩 ll畠If 11,7 9り I 号り少量 鴫灰色 ＂畠カ atO,Uかo,u+ヂ ロ'JOt-t' 

.,o~ 玲 IS-匹塁追，Ill> ·•区 瑣 B 裏r (I I.OJ 復•> 紗ll~量 絹Iii色 H甚かうケズ•I.Urロクロナデ 11, Clナデ

•lll 96000JJI 叩 g遭 盪呂 鳥If COM) , .... , l';ttタ菫 嶋色 匹へ,,-xi,. りがHOtデ "'aナデ

・212 36-19 9'CO<l9l STO~II這 ， !11 1 ·•1! 須 eAlf (IIJI fU.9) HOJI 粕1l少量 沃色 "'J tl tデ D?U.,. ャ

.JI) l~JO 一1

sro>11iil 須患昌 llitr- ＂」 u 1111 砂fl少亀 l!i患色 ff, 良畠へうケズ'I.tlかo,ott' U? ll'f'デ

-114 .16-ll 叩 om sro:i<a沼 債患E 1111' lk9 ... 10.l 紗n少a 灰色 0701'デ a') r,..,.f' 

,m 畑い9 S'rol<ll沼 須 Ii 紅 (6J) 砂れ多童 以色 襄属・f.:Jtらへ9ケズ'I,I! かot-ヤ ロ7111'デ
_,, ● 

""匹9 $Tll3'1閏漏IR /MIi Ii 110.•1 砂U少量 鴫灰色 鳥属印らへうケズリ，11かCitデ U?U1'7' ,,., J1~ _,,.,. sro3'1遍 煩患E ~ iS.:!I (•.•· 砂ll少` 灰色 鼠昂f'ltらへ,tt.•J.U かu+ヂ 0クDf't'

,213 ％碑 STI):14景ilt・l'l潰1区 損息5 I! (6.9) (7.9) 紗U少量 灰色 庫力-tJ.u ヵ•O ク o-t ャ o;oナデ.,.. 畑 1'6” 縞 道 慎恵じ 瓜費 ,u, （ヽ.9) 砂R少量 !lit!. 1J?01"~ a,a+r 

.'2() 奴.,,. ., sro3'!1這．駈1鼻1区 瑣烹U 心 (0) (1.9) fj,Q少鼠 灰色 紅昂へ,_,.ズリ.uかu,at-デ ロ10t1'

•111 ,,., .,,.,,,,., ST(氾編這 煩烹II 艮賢雙 (7刈 ,., 
砂＂少 ；； 沢色 峰鈴へ9ケズ'/,lll鶴カキJ O'JOナf'

-m 賢 '6l-l 呻};,! 瑣忠む 子葦 '9.l) 8~ 砂位少覺 灰a色 囁昂..., ケズヽ J,uヵ•11クロ ti" U'!Otゲ

8々 呻ヽ ""' STOJ<! 道 ・尉；青ヽa 債烹お 艮量 UU> (12.1) 紗l!:,l,量 Ill沃色 力~;. n1n1'-Y nクロ・rデ
-22』 ,, .. 畑 m STI>3' 絹烹と 匹 a ~· IM 紗R少a 沢色 “ へ9ケズ,,,U»•o,u<J'f' ＂ク otヤ

.n, mom, ST03'11遣 須点已 覺 (18.91 (l,l) 紗I!~量 灰色 D?Dナヤ ロ?Ut-¥

・2ぷ ｀面119 ,,. 迅9箕岨 復患ひ 甍 (>1,9) 
"・ ）ヽ

紗R少員 鴫灰色 a,uナデ u,oナf•

.,.,,, 17-1ヽ一9

呻 g這・調illll: 須恵笞 籟順 (12') ()J.>) 妙h少l1 伍掲色 ft:GI Iキ.u;,,a,ai"1' 名て収

.n, }Ml 畑巡 叩 H 債!¥¥II 員鼠 ,o.、丸I 紗U少慧 ,.,, 色 体葛,,そ,U;d•P? n-t 1' 5て凡霞

.,,. .,,,,,., 
STI>341.t 絹患8 慢戴 '"・" 妙＂少 量 沃褐色 ti;&t t .... uかn,11+-r ＄てハ貞

.lJO ,, . ., 畑 llo STO:l411這・Ill鷺4区 損恵と 大甕 （ヽ3.3) (l>.I) 砂u少量 仮褐色 体ts,,~, l!f1-D7 UTf" 5て収

-'31 如 l1) STI).1.t.¥ll虞ヽ 仄 讚.H 甍 （ヽ2.0) (lt.1) 砂U少量 灰日色 体鉱11.t-.Uか口'11+デ 3て紅

牡 2J2lNO 併匹 STOl4 煩烹8 日餃 (9,0) (IIJ> 紗121>量 “灰色 ナデ．ロクat~ 0'U•tャ

、"'37ふ """"'"' S1的 a辺 績ロ lt&: O,lJ ¥lOD¥ 砂R少貸 鼈灰色 ヵキQ,0クnt-1' a, ロヤ¥_,,. ,,.., 
氾` $1叫g置 • I/II••« 負 G (9.l) （四） ~ll少黛 灰色 ヵキ[I,Dク0ナヤ r,') n-t'I' 

-l)S ≫.a 9匹 螂 STOJ,I葛這・紺4・玄里 製 eIJ!II. (104) (IIJJ ltll少量 鴫灰色 ヘラケズリ．カキ[I,ロクr'lt"f'ロ,uヤヂ,,,. 
9ro'I006S 呻ヽ迅 ・総・屯 棗 II 平` （●●＼ .. , .. , 

＂ 
じ位少棗 鱚灰色 ヘ9ヤズ,,~ カキo.o,o-ri'0クu+デ

り,.,.. 9(ntl)7' ” 丘ヽU 頃 5 げ・畳 (1).7) !17> l}ll少量 R色 へう iガキ へう iff今

.，ヽ7 9600039, ,rnn;lflli<tl と紬ll 匹 (lkO) llll 砂U少伍 血 へうミガキ へ.,ミガキ

,2'8 一叩 g迅 ILIIO If.I' Cll.JJ 

“” 
ntt少羞 R色 ヘ9ミガキ ヘ,i11.. 

.z,, 貨畑"' STO四 E.<R J:ljも 甦 ClOJII ,1~, JIil少鼠 嶋灰色 へうi..,,~ ヘ9ミガキ.,,. 
＂畑" 畑 匹 丘 J:16む ド身 Cll./)) ''・" 砂位少g ＄色 ヘ,i 1f;t .... , tガ年

•lll l<>IS 貨奴)03,0 sro~ 嗜Ji iii註 ,r-、112 んヽ 砂位少量 ll色 ヘ9ミガキ ヘ9ミガ寿

.JjJ 36-1● 9'<)00312 畑四li•!l tllll ト冨 "・' j.2 紗I!少皇 霞e へうミ 1fキ ヘ.,.aガキ

・"' ％匹,,. ST0'411¥li 上NE IF!I ¥1191 (,l.!) 砂じ少璽 霞色 へうミガキ ヘ9ミガキ,,,. 
i.-16 9100ll9l STII~ 墳丘 土閾5 If貪 "' Sヽ 砂じ少黛 橙色 嗚第へ9ケズリ．へういがじ ヘ7.tガ売

.ljj l6-11 W<)l)JIヽ ” 
t鰤g 1ft (II山 （ヽ.8) 砂い少量 包色 鵞謁へ9ケズリ．へう i'ifit ヘ9ミガキ

・埠 “⑰  lll SIOllC辺 土閾8 ド身 (10.9) (•.l) 砂少鼠 ↑色 lllll!)ヘ9ミガキ へう i#-t 
.,.,, J~ll 畑 ,u”噴丘•ll J:11臼 げ身 llU> (5.<>) 砂ll少量 覆色 虹髯へ9ヤズ •J. へうミガキ ヘ-5,lガキ

., 箕 """""51 STOl<lli述 よ縁じ 1ft (10.71 
＂ 

紗U少量 Q~ 載鵜へうケズリ.+i" ヘ9ミガ＊
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Tab.15 輯場古墳群6区古墳時代、奈良 • 平安時代の土器一覧表 (4)

品 PL. 県遺物
出土嶋点 憧 ~J l!!l 

法 皇 (nn)
砧 土 色冑

躙 皇

酋サ 登U壽サ 口往 ill. 慮往 外石面 内む~,

9ふ"' """'"' m皿 噴丘'" tlill ,r-4 (IIヽ） ,S/)J 紗1l少量 覆色 駐馳ヘラケズ・J、へ9ミガ手 ヘ9 ミ 11•

,ll8 

一"
匹 ・I逼 J:NII 仔§ (1~1) 入亀 ltU少奮 覆色 醍“へ9ケズ•J 、ナヂ へう i1f. 

-m ％畑9ヽ 匹 :t編日 jiff I).• ... , .• 妙U少 It~ 11111. の,,,,不囀 ぶ＂

~ )1.1 ％血)7 ＂叩 墓這・紺濤,g 土綸ら SIH' ll.6 IW ,., 砂U少最 RI!: へう inキ、鼻轟ケズ＇）検ミがそ .... ,u,t.tズリ.,., 37・2 """''' 匹畠遍 土綽ll 襄H ll,O "ぶ1 tM 秒II.少量 l!I色 ナデ． ＂馳 へ9ケズ．， 1't', ヶズ＇｝

-162 9@<))24 呻賃潟1区 土蟻Ii高げ Ill,., 19J) ltll少量 覆~ (It酎 ヘ,;t n.1111ケズ＇｝籟 tガ令 へう!tft. ケズIJ~., 一”‘遺・闘潰1区 土II石 冨杯 (ll.2) 10.9 .. ,, '11l少量 置色 (It出 へう i ガ令、翼藝ケズ•J 侵ミガそ 11.,it1キ．ケズ•I

•氾 lf(l)'JJ!I m匹 昌遁 土鍼II 裏仔 172) illDJ 811少量 ＇色 ヘ,t 1/キ.Jtlttズ'}餞tガキ ヘ"がキ．ケズ'J

•磁 ％ 畑"切匹讀,g 土緬召 “杯 ~•1 ¥10) 砂nク2 糟色 ナヤ．鯛瓢へ9ケズ・1 t-1'. ケズ•J

・"6 ,,., """''● 汀叫鳥洩1({ 土鰤II “杯 斑 11/J HS.OJ 紗~ll R色 ナデ .,,. 
-161 l8・1 如 l96 m氾眉潰I・、a ±1111 平戴 (l,ll "-'' 砂n少量 Ill!! ヘクミガキ ~.,, 

101-磁 如 112 m畑属亀頁ヽス 傾恵笞 斤身 , .. 42 診~"'旦 仄e 畿“へうケズ 1J.11~ato1't' ＂＇ロナチ.,,,, 9x<UIII STOJ9 須恵II 裏忙 U.71 10.6 紐ク量 灰色 O?Oi"'I' U?D-t'f' 

.?)゚ 畑 110 STOJ9!i竃呂9万 養 B 甕 <19,0) (4.71 伶a・,f,liク量 ＇色 ヽヽヶヽ "ケ｝_,,, 
9S002114 血）.. 這 員lil温停 '"' 

, .. 砂n-+石多五 色` 砥“配llli!鴫いナデ托貫 ナテ

= 如'"' 血 9東トレンチ 峯tiBI< {16.<) 信.2) 砂R・小石ク鯰 璽色 ヽヽケJ .,.デ

lt0-!l6 畑 l<J ST四員巴畢 土•11 杯量 0~3) (1.9) 鯵nクa II蜀色 k片“へ9切り嶋し債i"f' D?D,tj'" 

.m 9如 lfj STo,o鯛庭品 J:11召 斥量 (IL<) (>I》 紗R少g 霞褐色 天It鼻へう切り鑓し仕ナテ [I') [Iナデ

•?11 9畑'" ST匹負闘“ 須乞5 匹 9.1 IJ 砂N少羹 萬灰色 犬井畢へ9切り雇し1負ナデ "'"ナデ

-m 9如>≫ ST四籟!!Iii 絹乞II 杯量 u 1.5 け四a 妖色 X片ヽ ヘう切り霞し債ナデ 0クロナナ

・埠〇 9l00-lll1 ST匹籠邑瓢 頴息石 ＂畳
, .. 3ん ~fl_ク• 仄色 天片属へう切り亀し債ナデ ロ?Pナデ.,., ,.., •血"ヽ STOIOI畠璽 絹恵8 年量 11.6 )J 紗ttj,JI 鼻討さ 夭井Illへ9切b雇し棧ナヤ ロ,o+ヂ

・m 匹 121 ST匹薗襄瓢 須乞召 杯量 ＂， ” 
診Rク量 仄色 沢＃昂へ9切り鼈Lilナデ 0 IJロナデ

ユ〇 0如"' ST四欝ill墨 須恵召 軒量 , .. 
” 

妙a少泣 灰島色 天井昂へう切り霞し餞~,, u,uナデ

.,... 四 .,., り., STOI暉畠鴨 須恵召 仔置 IIJ 12 診U少泣 駅患色 犬井藝へ9切り麗し検,,, ロ,0..,..,.

-m 38~ 

””” 
ST匹欝窪“ 籟恵II If量 .. .. ふ2 砂U少量 褐≫<e. 天井“^ うりJり霞し餞ナデ D'? Dナデ

・磁 埠.. 畑 11,0 ST匹菖闘“ 須忠Iilflt 10.0 J2 妙R少 灰色 竃鳥へ,Qtり麗し最ナY,01"デ .,'0-1'テ

2訂 ・如"" ST四爾謁昂 須烹E 仔身 nn '・' 1.9 妙l;,l,量 灰色 竃暴へ9切り亀U餞tr.atヤ o'J u1・-r _,.. 
9如,,. ST四篇旦裏 煩患む If負 110 u 4,} 砂位クi 9i色 亀.,_,~り●Liltデ,ot;- 0')ロナテ

•謁9 9如 !'f ST匹伯Ii!掲 晨1!11杯身 ''-' u I.I 砂""II 仄色 I鼻へう〇り竃Litデ.at-デ ロ?Oナテ

・290 "~ ·~ む如 ST四 11111曇 須烹お 杯身 IU ·~ 7J 砂U少II 嶋訳色 置曇へ9切り舅し髪,,,,•tr ロ9ロナデ

-191 9'-00! 知 ST四 llll!義 ±11111 げ身 (• .)) ... 紗U少黛 鳩 亀""'切り嶋し仕ナデ.•tt' ロクロナデ

.292 9如 m ST四 11l縫記 土編と げ身 ＂ユ
. ., 象7 妙れ少2 柑嶋色 竃“へ引が9電し畏ナデ.01'デ 0?0ナデ

・29! が叩 "' ST四員鷹ll 績烹5 杯鼻 ,,., 着．？ IJ 紗砂贔 妖島色 慶'"''電し餞ナ"・ ·~ ぞ o, ロ-t1'

.)9< 鳩9 9紐 1122 ST四貫慶鼻 須と ＂：負 I~ ヽ ,., , .. 紗ll少量 8ie 竃畢^ うWOIしlltf'.D十テ’ o,or7' .,., ,_,., 
STい叶道属 匁烹S ~ (U) (7A) 紗れ少It 氏色 ヵ ♦ I, u,uナデ a,n+デ

•為 鳩 II 9'0(畑 ST四凧鷹纂 傾!t:11 壼 ,~ 7A 砂U少豊 霧灰色 停・f'I'駆Ntらへ9ケズ＇） 090ナデ

-298 -S6• ST四肩I!!! 艤召 平夏！ (>.9) 砂U少量 駅e Uクc・tt' tJ'Jロナデ_,,. 
埠 IO 畑 55} ST匹欝皇巳 鎮見召 I u to 紗tと少量 鴫仄色 叉弁&--,切り電l.橙ナャ.t?tf' 口クロナデ

.,oo ,.., ● 
9メ"'"'ST匹肩鼠鉛 11i氾0 冠量豆 ,~ ,., 砂砂量 鴫灰色 裏臼へ9ケズ.,. ロクct-1' O 7 0+1• 

-301 3'-ll 9-j()()lll9 ST四鼻緊ililli: .l:1111 裏ド M ,., ・▼贔 糟良 覆色 11111"うケズ'I.If曇tデ へうケズIJ•t7' 

.Jl)! 豆 12 9$0()2116 ST匹鼻騒面Ir¥ ±II召 “奸 ·~ 6.8 , .. IIA 霞色 胃昆へうケズ,,. 心ナデ ヘ9ケX1J,tャ

•JOJ 這,12 畑 117 STい0鼻竃釦U t鱒C 寓げ .. , ,., 5J till S色 """'ケズリ，ド編ナヤ ヘ 9 ケズ•J.t1' 

.JOI 違 12 匹 118 ST四箪慶函,g 土1111 萬什 (SJ》 , .• u 惰R 霰色 ... へ9ヶズ.,.lf,111-t;' へうケズIJ.tヤ

泣 這12 ”匹115 ST四驀慶ilitl;( 上鰤召 鸞 17.7 (2J. ヽ） 紗tt·~•a多黛 ＂色 ハ9メ ヘ9ケ,:IJ 

ll~llll ~, STい9£墨 須~II 什量 (IUJ J.1 砂ll1'量 仮色 天Jf瓢へ9ケズ'},C?D1'f' 0, O-tf' 

.Joe '9-1 91((畑 ST0.'9●這 慎 ll げ量 (IU) ,., 紗l!'J>II 灰色 天井呈9ヶか）.o, ロナデ ロ9ロナデ

畑
.,_,, 

SToo墓遍 環患石 杯璽 (11ぶ） ,., 砂れ少量 沃色 天片塁へ9ケズ,;.uク01'デ ロ,o+デ

•llG 9'00<6li S T~ ●逼 農 II 仔董 11.S !J 紗紅ク量 灰色 天井畠へ,11り貫し籠.,,,,.,,ャ O'JO-tt' 

•Ill 9l004fl0 ST吟玄名 籟見召 げ量 (8,<) ,,.., 紗M 漬 仄白色 天＃鵞へ'"'り戴Uい·f'.•tテ p'pナテ

,!12 

””““ 
ST0."9纂遍 籟患5 lflli (7.6) (l.0, 紗R少董 1/i.色 ~#11"-•IOJり農し使,,,_.,,. D'JO+t' 

-311 

_,, 
ST砂 ●遍 須 8 ド董 (10.,) 《w Ji,ll少量 ：ヽぷい貪償色 X丹菖へ111)り菖し棧ナ1'.•H O?O'tナ

-)14 -ST切 I遍 損ロ 什量 II.) JJ 紗R少量 仄色 天＃畠へ9切り畢し艮ナf'.•ナデ D?Dナデ

.)1$ 如"' STO<O菖這 土笥召 杯量 (9.0) (1.6) 紗位少量 控色 天井、へう切り霞Ll!tr.uナ，， D?Oナテ

・JI● 畑臼 ST0<9昌這 丑 B ド董 (l~l) (1,1) 紗位少量 橙色 ぇ＃か9切.,,u負t1'.Dtゲ 01otf' 

-111 如~10 STOS9玄貸 須 eK璽 (13.1) 11.9) 紗R少量 檀色 天井罠へ9切り霞Latデ,ot'I' ロ9ロナデ

J13 如 61● sr .. , 絨 z杯董 (18.0) ¥l,1) 紗U少量 沃色 ヵ ♦ J, lJ?lJザ o, i,-,. デ
.)19 

”“ 
ST0:9• 遍 慎 ll ド董 ,., .. , 紗 匹 量 訳色 天 ,;;iり霧し艮tf'.Ut'/' 0?01'ゲ

-}1" !9-l j/UI, 暉 ST0.'9菖選 須 a げ量 ("・'' J.O 砂R少量 訳色 天丹皇へう切り亀L慎ナテ奮ロナデ D'}Oナデ

•lll ,.,, ....,..,, sroo, 纂a 綱 5 IF遁 (IS.7) , .. 紗れ少量 灰色 £丹菖へ9りりIIL使,,.,.,デ ff, D"tf' 

・,,, ~! ST砂編a 須~II , .. (11.5) llJ> 紗fl少lt 灰色 皇瓢^ うケズ1}.llf/'DクOtt' D?D"tT 

ふU •l00'64l SToa9菖達 傾患Iiff/I (I 1.3) ,J.2) 砂少量 駅蜀色 竃畠^ うャズ,,.aか117Dtデ o, ffナデ

ふ,. ""'四9
STo,9蔦a 瑣患后 杯身 (11.6) ,., 妙位少量 灰色 墨甚へ9ケズ,,.U'#-0クnナデ C'J 01'デ

.)l> 9lWIOIO ST0,9●這 須l!!ll 仔費 (11/YJ O.J) ntt少鼠 仄色 饂`へ9ケズ'].t!b>D'! D tf' D'J u-,.¥ 

•逗 ”“渇IS STい9鳥這 須~II ド身 (11,4) ,, !;ti少0 &(A色 峯舅へ9ケズ'I.Ut• ロクPナテ ロ9ロナデ

.m ， ＂  ST0,9A這 須患II

＂ 
(I I.I) u 紗R少菫 駁憾色 霞言へ9ケx11.aか口,atテ o,u-t1' .,,. 

9l{紐"STい9菖遍 慧患1lド身 (ID.I) 0.SJ l;ll少量 灰色 直＂へ 9ケズ 1,.11かo?o-tヂ ロ,,u .,.,,, 

·™ ” が四M'l'//f ST049墨遍 須急召 杯身 ,., ¢ぶJ 砂,~少量 仄色 天｝墨へう切り鑢し檜ナ'l',Dti' n?n-t¥ 

•3l0 .,... 匹 I● ST°'• 墓遍 籟恵5 杯身 (ll.O) "ん） 紗R少量 析〇色 紅畠へ9 ケズ •J, uかo,P-t'I' n'J ll-t'デ
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Tab.15 戟場古墳群6区古墳時代、 奈良 •平安時代の土器一覧表 ( 5 )

品
PL. 県遺物

出土地点 桟別 昇桟
法 量 (.. り

純 ± 色翼
躙 塁

畠号 fill嘗分 ロ往 乙裏 底佳 外11111 内!lilt

＂合m 奴 0四 STOI漏 逼 鑽 Iii 杯貪 ,., l.J “ 砂少量 仄色 X鼻畠へ9切り11し籍令1'.Dt1' ＂クロナヤ

・JJ2 的叩1' ST .. • H 這 II仔身 (9J) 

” ll 
紗U少g 鬱色 天昇暴^ う.., 員 L債ナ1'.•tf' n,uナヤ

.))) 
·~ 四 "

ST04? 墓這 須 0 If. (9,6) 

“ （い）
紗R少量 灰色 天＃星へうりり麗し債ナテ.ctデ u, ロナデ

.J3' りりし⑬ STO,• 嘉遺 繕!Ill lf,JI (16.0) 

” 
(9A) 碑少菫 仄色 XII暴へう13,慧U負ナ1'.•t.- tJtOナ'f'

.JJl ,~ 砂 2 sr .. , 菖辺 七1111 杯 (1』.8) (l.O) 砂位少量 霰色 屈墨へ9ケズ.,. l..t~•-tt' -t'I' 

"'"" 
,~ 研 3 sr .. , 贔這 鎮召 高If (10,8) (53) む紅少量 訳色 量墨＾＇ヶx•,.ほかU'/ロ＋デ ::.,aナヤ

-m 9~ 畑 l ST0<9量温 煩烹IS寓杯 ••• (<J) 砂じ少a 靖灰色 01ott Uク0t-f• 
-ll8 )9-6 •-m ST0:9昌這 土l!ti 肩flff (』,7) &O 紐少量 島色 鯛駆へ9ケズ').Iiかナデ 71' _,,, ・-ST0'9玄室 贔恵笞 甕 (1.11 紗R少量 伍色 ロ,oナデ n1atデ
.)<() 9$(畑” S T0:9メ窟 須恵召 IIHI< (Ill) (9.0) 紗R少量 仄色 杯載記へうケズ,,.1.u,oナデ O?Oナデ_,., 

9匹 ” STい9玄霞 籟恵と 長璽e M 11~7) 砂n少II 灰色 CJ'JPナデ "'ロナデ
., ヽ2 .、,...,..,, S TOC91這 昂恵笞 ti ,., ("2) 紗R少望 灰色 体“カキメ.U/J•D "J 01'1' ロクn+デ_,., 

”’ 9l0: 喰 S T0:9菖這・ 反霧 晨烹甚 長霧〇 (II.I) ,., 妙柁少輩 疇書甍色 070ナt'.lfみH -t'I' 

・出 39-l 9l0'叫巧 S T009属這 縦紐 I! <lO) 紗n少董 灰色 U fl!tらへ,,.か~.Ut•11ナデ ntnナぞ

ふ“
,.,, 

9'(四 2 S TOl9/I這 須恵じ 壼 (11,8) 1),6 砂校少量 蔓色 天舟畠へ,11り麗し餞tf'、9キメ a;o-,.y .,.. 9l<匹 l ST切 ●遭 籟烹U If? (7,ll) (11.2) 紗ll少• 仄色 鼈` へ9ケズ＇｝．はかo,u+1'9クロナゲ

ふヽ9}9-10 910: 匹 1 ST砂、ill 絹患II広口壼 l)J 19,1 砂R少量 灰色 ??-¥>邊t今).uかnナ，，， ＂クロナテ.,., 玲• 9匹 H ST切 廣乞¥ 9璽II, (1).6) 11,8 紗11少量 灰色 鉦轟へ9ケズ•J . uかカキメ O?Oナデ
,,o.m ”釦,1, SXOll 土鰭S 杯 (II .s') 《,.,,., 砂杓盪a 霞色 廠昴へうw,棧~,, ナヤ

ふ訳l 四 ）IJ SXO!S 土儡0 If (Ml (7,7) 紗註微量 糟色 馘葛へ9切り復ナデ ヤデ

""' 心？ ”’ S XOl5 土編笞 墨 (7』》 1.7 (11幼 小石•紗R少量 It色 tf' ナデ

-~ 心 I~} SXOll 須烹IIa血 (IM) IM (8.8) 小石・；；炒2 仄色 なf年lili"ヘうヶか9、釦"111-,07ロナ¥.t1'
.JS) •= S XOl6 J:ll甚 a II.I 1.l ,,.1 砂till量 S色 霰圏へ9切りR、何配ナデ tデ_,.. 

9'<00'71 S XOJ6 tllll 鉢 ,,, ,., ft!!.・ 震け少量 Ill色 +'I' ,t,-

Ill-JIii 叫 7 9~ が'76 S XO渇 土llll 曼 193 (l.8) 砂R少ll: ｀色 不囀 馴墨^ うケズ＇）

.JI<' 心9 ”“心て S XO渇 土討召 Ii ,u tl 砂It少量 糟色 天井瓢へう切り ナテ,,., 
心 如匹 SXOJS 土麟昌 量 "・' 

,., lttl少量 置色 ナテ．昌會あり ナテ・

・逗 9叫 ;1 SX四 土閾II． !J.9 1.1 17A 砂R少鯰 Ill~ 鼠属へ,w,鼻 ~rtへHズ•) ナ，r
•斑 りlW4・淋 S XOJ1 籟急笞 ff,身 (2~) iSJ》 砂R少量 訴島色 駁昴へう切り霞L.rto1'n-t .Y 

・切 心 12 畑 伍1 sxoo, 土鯵石 鉢 ,12.01 (8,2) 1•li• lttt少菫 ll色
. .,. 玲 tl t,001,l,S Hl0.'!1111色乞含疇 土誡B 置 '" 2J ., 1ヽ-6・砂a多a 霞色 豪瓢へう't¥..,.~ t'I' 

~" 如臼 AN血曼色乞含II 土Mliff' (1,9) 

“ 
砂れク髯 鼈色 ナデ 1溝｝
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Tab.16 戟場古墳群6区鉄製品ほか一覧表 (1)

品
p , •• 県遺杓

出土嵐屯 檜 訂 II fl 分講・駕tt
注 量 (,m) ． 考

書サ 髪“嘗サ Rさ 饉 厚そ

II0-114 ”かI ”四ll8 ST03J累遍 ” 品 鵡11t金具 寓(2.9) 艮吐W 霞 印 累象霰

11, Jふ3 99001100 STOJl • 饂 饂身紐 喜ヽ親 (11.7) (0.9) (OA) W藁尖校..~、翌嶋菖式
116 ]5,3 9700U21 STo;J玄重 ． ． 鼠身絡，，，み (l,7) (1.4) (~3) 冑昌デ桟鼠、斧鵞式

111 ,~, 
匹""' STOJJ ． 刀 そ 贋記＂み (),71 CJ.O') (0.J) -111:f;li残仔

I IS JS-) 如 l19 ST003 lCI'. ヽ II じ字金＂ (6.7) OJ) 會

119 l5-> 99003)20 ST003羹遺 ． 騒會員 CU) (l.l) 圧金μが一罵ll(f.
llO lH , ..... ,,, STOJJ 費鯛冒品

“ 
讚 即3 ··•$) 121 3$-4 mll<M STro3JIMIII 餃製品 II QCい.R.閏帽l.1

... 2J7 31-IS <)OO)j)j ST叫 ． 艤 鑢R畠～星篇 (11,1> ,.o •• 1,-.. 穴;eta.+臼●裏式

ll3 :r,.o, 9碑）6 ST匹 ． ha.J5 鑢身為→星緑 (I 1.6) 1.1 .、 • ．蔓絹,:木賣残り

’” 
J7-IS 畑 1傭9 ST如 纂這 ． ． 瓢身畠-!II島 (IJ) ~t ., ,r憂尖霞ll.,t-!11膚置式

''° 
]7-1) 91001090 ST昭玄箋 ． ． ●9郎｀順饒 信A) (2,6) ~40 布苓平U .!11貪

241 !7-ll 9'001091 STo.14、ii! 註誓＆ 弓H金外 (lJ) (~ ヽ）
242 "・" i叫）9 ST四景追 ． 刀 'f 裏慕一訟 (ll.l} ,., &.,, 
"' 畑 '°'' ST四 ． ． 星鳥墓 (ICU) 2.1 O,l , .. l7-IS 畑 1091 STOJ<1凜 ● . 星．刀昂欠 t.'-7> 1.7 o.oo 
2,,1 !7-IS rnC>I096 ST03' ． ． 織金H 四 (2.2) 

'""'' 渇.,畑 ,,., STOJ9義這 ． !l 真 藁し會 凶 (0.8) 

”‘ 
渇.,蛉 I紛 STOl9霞遍 • 饂 鼠身墨 /).I) 0.7 

l1l 3'-1 細'"' ST姻晨逼 ． 餃 凡 已し金 (Uり (0.6) 

II畑 埠.., ” 日19 ST四玄宣 胄観賛品 ll 讀 程 OJ! 
ll~µj )9-11 一ST0.9羨這 炊賛品 饂 饂9愚 <U) (LI) (QA) ぷ蔓尖覆鼠，鬱累パ

凶 )9,11 

”’ 
STい9農ill ． ． 贔畠墓 棗`麗 t,,., (J.l) (1). 船） /j峯ギ損Ill,箪纂式

"' "・" ”’ 
STOl9昌追 ． ． 皇身墓ヽ 景墓 (6-6) (I. ヽ $) (1)J) /i蔓平横鼠．斧II穴

1$l ,,_,, 9細如 ST砂負遍 ． ． Ill 115 (6.5) (ll.5) 

"' "・" ”’ 
STい9菖遺 ． ． 儡身轟 0,6) (l.7) “裏平畏鼠．三負む式

lS< ,~., 9'NX血 7 ST0<9蔦遍 ． ． 閲 畠 (J.J) (I.I) (1)ぷI)
Jl,! ll-ll ”“如 ST0<9慶a ． ． 量身璽-lllll <).I) (U) 0.2' 布裏尖長瓢.~ 屯i冑羹式

3l6 !9-12 ” ST0."9羨遍 ． 弓付會具 l.6 ... , 
"' 

]9.12 畑 ISIS STOl9玄箋床蜀 胄鯛駐品 賣 合具 (1,1) (1.l) 0,1 

ll8 -STO#I墓遍 鉄製品 ． ll4記 (U) ,. (0.2) 布茎平艮鼠，斧鼈K

'" 
39-ll 9~ 畑メ ST0.'9費這 ． ． 銭身“ (4.ll) a, CO,) ぶ墨旱覆鼠．斧鑽式

如 ,,.,, ,.,,,,.』ST砂昆菖紀 ． 

” 
U1'金具 tlO) (l.9> 

:161 ”“匹 ST切門重瓢 ． 6會具 （ヽ8) (4.4) 

362 ]9-11 9"""'61 ST砂 閉鵞墨 ． It 具 (4J) (UJ 

36J ≫,11 91')四？ ST切 覆a ． ． (2.7) (}.9) 
氾 )9,11

”’ 
ST切 負a ． ． えし金 (S,I) [0.1) 

％ !9-11 一STOl9 ． 辻金凡 賃金具 ).、 1l 鉄亀金欝量り．金畠惰存

庫 !9-11 91'l00.¥)} S T0'9汲遍 ． ． • '・" 1.1 餞鯰金舅儀~
367 )9,11 9/(Wj/4 ST°"覆 ． ． ． l5l u 鼈亀金鯛性り．金畠残存

滋 39-11 り碑）l ST切晨適 ． ． ． •-~ u 餞遁全11致り、金畠良仔

蹄 9~ 螂 11 STい9 ． ． ． (2.0) 四 紋塩合舅張り．金召残{/

"" "・" i,l)叫）0 ST的羨 ． 鋒皇具 (8J) ,~1) 民S金鋼揖り、金羅残存
]71 3"9.1] '""'""' ST切玄璽 賃餞 ＊愛返宣 往9ヽ

m り10)!0)) ST0-9!(烹 ． 寛ゑ遍宅 四
l13 '""'"" ST0<9玄寮 ． ． 径~·
”‘笠I) 畑"" S T6'9玄窒 a餞 匹
37$)9,1) 9103UIJ ST吟玄!II ． Z.I （⑲ 
l花 i17001SU ST砂玄箋 ． 如

l'7)9.fl 91UIUII ST切玄皇 . 恥

378 l9•U 畑 U16 ST0<9玄患 ． 佳,.,
121・"" 叫9 9'l0016'1 sxos, J:贄品 土 罵 (11.1) (l.6J 潟l.1
!91 -I0-9 畑,., SXClS' ， ． （贔.15) ,,.., 裏(2.8)

m 心 9畑·~ SXOS< 令 ． 信ヽ ） （ヽ.0) 長(l.9)"'.... 畑 IID SXO>I ． ． し13> (4,l) 裏l<.i)
tll-ll< 心 8 畑 1000 ANl9憤出璽(SX匹） 土蚤品 ± 鳥 ll-0 M 萬5,J
395, 心 10mo,,is sxa,., ． 人忍？ ,., (3.1) ,.,, 
396心 10'""'"" SX如 ． ． is 2ヽ 2.,0 
)97 40-10 

""""" 
SXO>』 ． ． 

“ （ヽ.l) >JO 
滋心10 9如 10 S Xos,, ． ． (6.J) （ヽ.7) 1~ 
班 叫10 9ltll2匹 SX匹 • ． ,., (5,5) lb 

｀ 叫10 '11l024II SXOl< ． ． 72 (3.11 

” 的I.0,10 ”如Iヽ SXOS< ． ． (6.6) <•.O) CID) 

"" 心 II...,,,.,. S XO>I ． ． 往,., u 
≪>l叫 II 910)!<16 SX如 ． ． ll,ID 紐
心 4(),11

'"""'°' S XOS4 ． ． 血

‘゚,OS .&0,11 mo,,17 s xa.. ． ． 径'6 u 
114必 <0-11 -SX如 ， 鯰冨舅1 “ (21) (195) 

"61心 II ”四 SX054 • ． ('1.9) (11) (I.I) 
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Tab.16 輯場古墳群6区鉄製品ほか一覧表 (2)

F; 拿・ PL. 県遺杓
出上疇点 穫 別 8 視 分泊・襲位

江 II km/ 
II Jy 

図書，' 店サ ~u昏号 畏さ 鴫 享さ

咽 叫 II .,.,, 心 SX四 上柑品 鯰1IJ舅？ ;u; (2j) fll)) 

"" 叫 II 畑“ S XO" ． ． 心 9 nふ "・'' 』10北 II 畑"' sx~ ． ． {16) CUI IIユI
411 97002、,.SX如 ． ． 心 (lJ》 11.71 

"' 
畑,.,ヽ SXO>' ． . 凶 (IJり ,,,, 

41) 9畑•tl S XOS< ． ． Ill• II>) (IJ} 

"嶋 97002"じ SX如 ． • (13) (24) (1,-1} 

41$ 9如‘” SXC$< ． 不剛 r..bl f2•) ＂ふ
1ヽ6 '"'")' S X0$1 ． ． '~" 11•) 11.n 

● " ・""'"" S Xll>I ． ． ¥141 11.•1 II~} 
1ヽ3 畑 :m S X0!4 ． . ., .. , (1.9) (IJ} 

"ヽ 9100?'11 sxoo, ． . ClOl (1.91 Ull ,,. 9碑ヽ,. sxo,, 會 ． !"1 Cl.Ol IIJl 
● ZI """"ll sxos, ． ． <l.0) TI山 IU) .,, ""°"lll SX如 ． ． llJ) 匹｝ •UI ,,, 

91001"21 SX如 ． ． (i2J (I •• , <1.4) 

•l• """2•13 SX的 ． ． !>9) "・" "ふ,,. 91002•)0 SXO¥I< ． “ (l.n "" UJJ 
,ヽ. 9100?•'6 SX如 ． ． ¢ユI ＂ふ 11.4) 

417 ”匹↓” SXぬ ． ． (2.91 (1.H 0.01 

"ヽ 畑 4這 SXO$< ． ． (lo) 11.•1 Oll 
•l'l 句 JI sx.,. ． ． 116) "ふ <09l 
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VI. 戦場ヶ谷遺跡2区の遺構と遺物

1 . 遺跡の概要 (Fig.125)

戟湯ヶ谷遺跡2区はほかうそ溜池束側丘陵から北に統＜尾根上の標窃51~56mに立地しており、この丘陵から

さらに北へ150mの地点には戦場古墳群2区が位誼する。この尾根の西憫には狭い谷部を挟んで戟場古墳群 5区

の位置する丘陵が伸ぴ、 一方の束側は現況水mとなっている広い谷部が広がる。

戦場ヶ谷遺跡は、 1934年に七田忠志氏によって表採押型文土器片が紹介されて I)以来、縄文土岱研究史の上

で、早期の押喪文土器が採集される遺跡として著名である。七田氏の採集地点は主にほかうそ溜池東比の丘陵上

を中心としていると思われるが、採集汽科中には 「較場北」の註記もあり、これについては、はぽこの戦場ヶ谷

遺踪2区を指すものと推定され、戟前まではこの一帝の各所で押型文土器が表採されたのであろう。しかし、昭

和20~30年代には蜜柑園造成により ー帝は大きく地形の改変がなされたものと思われ、調査区内で確認された 3

基の古墳も封土をすぺて失っている上、基底面までff!)平を受けており、現況ではにわかには旧地形を窺い知るこ

とは難しい状況である。

戦場ヶ谷遺跡2区については、当初計固では県文化財課と県土地開発公社との協議により、ほかうそ溜池東粋

の丘陵上を含めて保存地帝 （緑地帯）とされていた。しかし、工業団地計両が二期に別れたことから、 一期工事

分の工場用地を補うために工事対象範囲に取り込まれ、本発掘調査対象地区に含まれることとなった。戦場ヶ谷

遺跡2区の謂査にあたっては、平成 5, 6, 7, 9年度の4期に分けて潟査を行い、それぞれA区 (S40m').B 

区 (l,500m'),C区 (2,SOOm').D区 (4,200rrf)に区分され、総講査面積は9,040m'である。なお、調査は丘陵J:.

を中心とするが、載湯古項群5区とのIll]の狭い谷部について掘削機によりトレンチ調査を実箱したところ、深さ

3m以上に汗灰色粘士が原く堆積しているのが確認されており、本米はより深く急峻な谷状地形をなしていたも

Tab.17 載場ケ谷遺跡2区遺構一賢表

遍●●電 檜 潤 彰竺及び特饉
慶惧 （良さX幡X泣さ） 主輪1Jli 出土遺 檎 •lit ·~ 閉

,m 

SP002 土凛纂 長方形 長さ1ふ幅7m N—•"-£ なし な良一5峠 (IC桟'l'-;I()

SK003 土讀 長糟円彫？ 長さ (1.2)、幅O.lrn N-4 "-E 土鰤;!I(真柘 栄良- ·~安 CSC債-.1<)1

ST004 古噴 Iり渭 （慣穴穴石滋） ~'"' 須患e・土鱒心・鉄IIC鐵・弓付属金 .~ 噴後閉

只・釘・翼・餃A·b~金JI,)・!lit・ ( G 僅紀末~1 1t紀切蜻）

ガラス小玉

$KOOS 土霜 ィ定形．二置り UXl.lm ーゞ,a・-e 縄文阜月・ 挽期の土じ 繕文鰭!t崚期

SK006 ±墳 ィ定形 u,xo.7'm ーゞ11'-£ 縄文曖閉"':t岳．集喧石フ レイク 嶋文l!lt贄閉

SX009 不明遺構 牛孤状 長さS.2.輻I.Am 須恵お （甍） 古墳険閉？

ST010 古墳 円濱 （檎穴式石慕） 往 IIー12m s-s・-w 土鰭笞 (ff') ・組II(!I!) 古項使Ill(6鸞紀中頃）

ST011 古9● 円噴 径 約IOm ぶ明 なし 古項後IOI?

SX012 隻石最膚 ~'定影の隻6 復 04~0.Sm なし 嶋文qtt~'IGI

SK013 土鳴 惰円形 尺輪2.•. 凩輪..... N-60・-w 縄文9閉の押只文土む 鴫文'flt'り~?

SP014 *HI量 艮万彫 長さ2.2、帽1,8.m Nー16'-F. 該製刀子、 訣釘 棗凡～和 (SC後キ-太）

SP017 土嘱墓 略長1;影 R輪,.,、瓜lllo.7m Nー10・-w 土闘ll(lf) 平安l≫liJI(&C末-•c肩*'

SX018 不阿這鳩 惰円形 長輪o,.厖輪04'm 伶坐土li(¥!t) 清；生霞閉紺半

SX020 集石這慣 花弁状6鑢” 1,0X0,7m ，， し 埠文n代只問

sxo2a 鼻石遺揖 花弁状石級炉 ll 0.1m なし 縄文閃代9期

SX024 鼻石遺講 花弁状石繊.. 彎り力艮輪0ふ 氾輪..., "'L 縄ヌ漬9代~·期

SX025 隻石遺構 ~'定形の集石 1登 o.,m ，，し 縄文鯰代早期

SX026 集石遺Ill に;,1犬石絹炉 往 I.Im ，，し 縄文”代~l期

SX028 慶石遣構 Fl紀の集石 穫 o.,.、 縄文尊間の晨文土石 縄文幻lt-lllUI

SX031 集石遠構 不足形の亀石 ll o.6m なし 帽文n代早問

SX032 璽石illll 不足彩の集石 i程 0.9m なし 繕文りltli'.lll
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のと推定される。

発掘調査の結果、対象地は予想されたように釈柑園造成により大きく削平を受けていたが、それでも約1,600

吋にわたって縄文時代早期のほ物包含展が確認され、 2.000.?!.余りの縄文早期の上器 ・石器が/J.¥・tした他、化弁

状石組炉を含む 9基の集石遺楕を検出した。またその他の時代の遺構として縄文時代晩期の土吸2基に加え、古

墳3基、平安時代前期の上墟墓2基 ・木棺砧1搭、弥生時代前期の不明遺構l基等が確認されている。

眈 I)ヒIll忠ぶ (19い）： 「佐買駐駐湯ケ谷Ul.l:lll生式布紋土苔1:1えいてJ史囀？雑訪六巻:-:号

-CHI忠志 (19凶 ：「其の後佐I'(縣霞場ケ谷遺蹟とWit,唄選蹟•=1.tいてJ 史蔚学這誌六な閃!}

2. 縄文時代の遺構と遺物

(1)縄文時代早期遺物包含層の讀董

①土層堆積 (Fig.128-130) 

載場ケ谷遺跡2区においては、約1.600m'に広がる縄文時代早期の遺物包含層が確認されている。この遺物包

含層は戟場古項群 1 区における縄文峙代早 • 前期の遺物包含層 （日層 ：黄掲色粘質土） とほぼ同貿の黄褐色粘11

土 (IIb層）を中心としており、その他、より赤みの強い明赤褐色粘質土 (0c層）が部分的に IIb吊下で見ら

れる。この IIb殴 ・0c層も戦場古墳群 l区の日用と同じく花尚岩風化土壌と黄砂等の凰積」：壌を主な成因とし

ている。この遺物包含屈の内、その中心となる IIb層はA区の南部及びD区の中央から北部にかけての部分で最

も良好に堆積しており、 B区・ C区については潤査区東寄りの現況農道付近のみに見られ、さらにB区南側の保

ィB地区である蜜柑畑まで続いている。この貨褐色粘質土からなる遺物包含層は、前述の分布範囲全域で縄文時代

早期の遺物を包含しているが、その分布密度は戟湯古項群l区より低く、 A区の南部からD区の北西部付近 (B

F25・B F26・B G26・BG 27)、及ぴB区の附踏付近 (B015) Iこのみ菜中箇所が見られる。また、前者では

このDb層中より 9碁の集石遺構が確認されたが、その他のA区 ・B区・ C区においては、火熱を受けて赤変化

した小礫が散在する状況が見られるものの、梨石遺構については検出されていない。

この Ob~より下位の状況についてはA区-D区の中でやや様相が異なる。まず図査区全体でこの丘校の基盤

層である化尚岩風化培を帷認したのはA区の北方とC区の西1ll1であり、特にC区においては土層観察によって世

から束に向かって傾斜して'f'って行く花尚岩凪化茄盤層 (Fig.130のIX層）が確認されている。ここでは1X層と遺

物包含層である llb府との間に、粘性に乏しく花／祠岩風化砂粒を多く混入する、 ma隅、 IDb層、 IV廣、 Va層

が見られる。これらの隔は Db層と同様に水平に安定した堆校を示しており、この内、ma層、 IIlb層、Va崩

は色・質の異なる複数の土が視在する漸移陥的な特徴を持つが、 IV培は不純物もなく、黒色砂質.±のみからなる。

このI¥廣は,,,.さ0.4~0.6mと一定の臥さでペルト状に水平に堆積する非常に安定した層で、同様の焦色砂質土に

よるペルト状の堆積はB区 ・D区においても観烈される。なお、土用観察では部分的に IIb府が1V層付近まで袂

れるように落ち込んでいるのが確認されているが、このことはDb函の下位の土層が脆い砂質土であることから、

降消等による水道 （みずみち）への流れ込み、あるいは風針木等に起因Lているものと考えられる。

次にB区における土層堆積の状況であるが、ここでも遺物包含層である Db陪の下位に熟色砂質十．によるペル

ト状の堆積 (IV層）が見られ、その間府として褐灰色砂質l層 cmb層）が堆積するが、 C区と異なるのはこの

靡1層が薄く、中でもBDl6・BE16、BDl7・BE18付近ではこの間層を挟まずUb層と,',I,¥色砂質土層が接して

いる部分が見られることである。このことは11b層が風積土と して堆積する前にillb層が流出したものと推定さ

れ、 C区と同様、 IIb層の裕ち込みが数箇所で見られるなど、粗い砂粒からなる illb層.IV府が降雨芍による影
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饗をより受けやすかったものと想像される。なおB区における遺物出土状況については、縄文時代早期の遺物を

包含するのlillblf,fのみであり、中でも検出面に近い上限に集中するが、部分的にはIIb層の落ち込み部分の下

培からも出土している。

一方D区における上層堆積状況はB・C区とやや異なる。 D区ではBF25グリッドの北西部付近で遠物包含附

である llb層のすぐ下位でW屈が見られるが、このM層は黒色砂質土をベースとしながらも明褐色粘質土が多

＜況入するもので、前述のB区 ・C区における黒色砂質：I・. によるペルト状の堆積とは土質が異なる。 N・磨の土

質・色謂は戟場古墳群 1区の縄文包含層の下位に見られるW層と良く似ており、この両謂査区における遺物包含

層と •f"位の[11 '層 （戟楊ケ谷遺筋 2 区） ・N層 （戦場古墳群 l区）との問係はほぽ同じものと考えてよいと思わ

れる。さて、このBF25グリッドの北西部付近から南・東方向へ現況地形は緩やかに・ドって行くが、N'吊も同

様にBF25グリ ッドの中程付近から南 ・東方向に傾斜をす寺って裕ち込み、替わって包含府の下位ではma層 （灰

褐色砂質土と明褐色粘質土の枇合土）、 IDb層（褐灰色砂質土）など紐い砂粒からなる砂質土ペースの土層が見

られる。これらの砂質土ペースの土層はllb層の下位でD区の南1111・ 束側に向かって広がっているが、部分的に

Db層の浴ち込みが見られ、前述した B・C区と同様、砂質層の侵食された部分への流れ込みと考えられる。な

お、 B区 ，C区における黒色砂質土によるペルト状の堆積に相当するものとしてN'lt!が考えられる。このIV'

層はB区 ・C区における状況と同様、包含層との間に漸移用的なma層（灰褐色砂質土と明褐色粘質土の混合土）、

ID b屠 （褐灰色砂質土） を挟んでほぼ水平な安定した堆積状況を示すなど良く似ているが、その色綱は黒褐色を

帝ぴやや明るい点が相違点として挙げられる。

なお、 D区では縄文包含層の調査終了後にBF25・24グリッドを中心に掘削機を用いて部分的に視り下げ、確

認を行った。 その結果、 11•·暦.N' 層の下位では砂礫質土 ( ~b層. ~b・府） 、シルト函 (~1 d屠）、砂質土

( I~e 層）などがほぼ水平な堆積を示しているのが見られ、いずれも無遺物層で枇入物も見られない安定した層

である。これらは花闘岩基盤屈の上に載る段丘堆積物と考えられ、この戟場ケ谷遺跡2区より標高の高い区域で

は確認されていないことから、当該地付近に花尚岩基盤層と高位段丘堆積層との不整合面が存在しているものと

推定される。

② 物の分布状況 (Fig.126・127・131)

戟場ケ谷遺跡2区のうち、一定量の遺物の集中が見られるのは主にD区の北西邪を中心とした区域である。そ

の他の区域における包含層中では、 2mX2mの小グリッドからの土器・石器の11l土がJO点未満とかなり少なく、

特に密集しているような状況も示していない。これらの区域では前述したように集石遺揖を構成していたと思わ

れる焼石などが散在していることからも、本来の生活面は失われ、遺物や集石の礫は二次的に大きく移動してい

るのと推定される。一方、 D区においては土器 ，石苦の出土が20点以上になる,Jヽグリッドも見られる他、花弁状

石紐炉を含む集石遺構も 9基が遺存するなど、 当時の生活面はある程度押さえ られるものと考えられる。

Fig.127はD区の内、最も遺物の集中する BFぉ ・26、BG25グリッドにおける出土遺物の平面分布状況を示し

たものである。この内、上路・石器・石器剥片が最も集中するのはBFおグリッドの北寄りから BF26グリ ッド

の術寄りにかけて、つまりは花弁状石組炉SX023の束側から SX026の南側の付近にかけてである。この付近で

は111形文を施す押型文土器が集中して見られる他、石鏃．磨石が散在し、サヌカイト ，黒曜石剥片も多く見られ

る。特に押型文土怪は口縁部が直口し、口緑部内面に原体粂痕を持たないものが主体を占める (29・30・36・

37・63)。次にFig.128はBF26グリッドにおける出土遺物の垂直分布状況と土層・集石遺構の間係を図示したも

のである。遠物包含湿である llbli中の出土遺物は、遣構検出面である llb層上面から下位に至るまで特定の高さ
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 Fig.131 B D21Gril物出土状況 (1:40) 

で集中するような分布は見られないが、その下面はほぼ一定の高さで揃っており 、全体的には地形の傾きに沿っ

て東あるいは南方向にやや傾斜していることが分かる。また、この遺物分布の下面は集石遺構の高さと 1えば揃っ

てお り、集石遺構の下位からの遺物の出土はほとんど見られないことからも、包含層中の土器・石器がこれらの

集石遺構が構築された時期に概ね伴うものと考えられる。ただし、戦場古墳群1区の状況と同様、土函観察によ

って遺物包含層中の生活面を層位的に押さえることは出来なかった。

なお、戦場ケ谷遺跡2区における縄文時代早期の土器・石器は、はとんどすべてがDb屠とした黄褐色粘質土

に包含されていたが、 B D21グリ ッド(C区）の一部でその下層から条痰土器数点が確認されている (Fig.131)。

条痕土器が確認されたのは小グリッド8D21-12. 17, 18付近にあたり、 Db層と旧a函 （灰褐色粘質土と明褐色
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粘質土の況合士層） を扶んで安定した堆積を示す IV層 （忠色砂質土） から約60.~/. (細片がほとんどであり、 一定

の大きさのものは十数点）が出士 している (PL.41-4.5)。Fig.131では条痕上器が1V層から Va咽 (!!!.色砂質土と

ljj渇色枯質土 ・灰褐色砂質土）にかけて分布しているように見えるが．当骸図は出土地点を土励図に投影したも

のであり、地形的には西から東に向かって緩やかに傾斜して下っていることから、出土吊位は厳密に見ればIV~'i$

の下位にあたる。この条痕土器 (Fig.134-1-4)は二個体程度の破片と思われるが、厚手で直口する口粒部を持

ち、 llblM中の押型文.:I:器・無文土器とは界質で、特に胎土がかなり沢なる。llb/fl中の押型文土器 ・無文t器と

IV層中の条痕土路は、安定した堆積を示す土層中で間図を挟んで上下に分かれて分布しており.Ii'! 位的打料とし

て打効である。

③集石迫構 (Fig.132・133)

集石遺溝は9基が確認されており、 SX032のみA区に、他はD区に位佑し、いずれも縄文包含層である Ob層

中に含まれる。このうち、いわゆる花弁状石紺炉は 4基 (SX020・023・024・026・028)が見られる。集石迅

構については戦場古積詳1区でA~C類に分類を行っているが、これに顛じて分類すれば、化弁状石祉炉のうち

S X023がA-U類 （炉吸の石が立ちぎみで炉の中心に石を敷くもの）に含まれるものの、その他のものについ

ては遺存状態が良好でないため詳細は不明である。あえて言えば、 SX020・026は炉壁が立ちざみでA-I類に．

S X024は炉限が寝かせぎみでA-D類に含まれかと思われるが、 SX023に見られるような炉の中心に敷いた石

の右無については明らかではない。また、 SX032は立てられたような石が見られ花弁状石組炉の可能性がある。

この他、 SX028・031が8-IJ類 （不定形で小型のもの）、SX012がC類 （上下に培状に重なるもの）に当ては

められる。

平面的な分布状況については、花弁状石組炉のSX020・023・024・026の4碁がそれぞれ約3mの間隔を空け

てBP25から BP26にかけて位置しており、これらH.lsは北東ー南西の方向にほぼ祁高線と並行に直線的に並ぶ．

このうち、 SX024・26とSX020・023はそれぞれ方向が揃っていることからグループと捉えているが、 SX024 

とSX026が遺揖而で約0.3m、SX020とSX023が約O.Imの比高差が見られる。このことは東あるいは南方向に

地形的に傾斜していることに起囚しているものとも推定され、それだけで炉を伴う生活面が複数面存在するとは

言えない。前述したように、このSX020・023・024・026周辺では、直口する口緑部をなし、口緑部iii面に原体

条痕を始さない押型文土器が多く検出されており、これらの集石遺構の時期を概ね示すものと思われる。

一方、イ；定形の集石である SX025・028・031は上述のグループより約IOmの距離を空け、 BG25の中程から

B P25のrt燐付近にかけてに位伍` し、何じく祁高稼に沿って、北東ー内西方向に並ぷ。このSX028とSX031の

Ill! では務が集中 して見られると共に、削器・窮石等の石器が多く検出され、この一帝が集石遺構に伴う作業空1111

であったものと推定される。なお、礫の集中部分より 、口緑部内面に原体条痕を施す楕円押型文土器 (80)が出

J: している他、外面に原体条痕を施すもの (100)が見られる。以下に逍構毎に個別に述ぺる。

SX012纂石遺構 (Fig.132) 約0.5mの臥さで層状に重なる梨石遺構である (C類）。 平面的には約0.6-0.R

mの範囲に大きさ0.2mの罪5餅程度、大きさ0.lm以下の小茂3叫乱程度からなる。礫は平面楕円形の掘り込み内

に投棄されたように集石されており、赤変化しているものも幾らか認められるが、火熱によるものかは不明であ

る。掘 り込みの検出面での平面規釈は長粕I.Om、短軸0.9mを測るが、揺り込みの埋土と掘り込みi面である Db

培との区別は穀しく、掘り込みの本来の形状はやや異なる可能性もある。

SX020集石遺構 (Fig.132) 花弁状石組炉A-[類かと思われるが、炉壁の北flll半分が崩れており詳網不明

である。炉隈は南闘の2枚のみが原位笠で遺存し、さらに酉側に炉峨に1llいられたと思われる長く平たい石が阻
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Fig.133 S X028, 031. 032集石遺鳩 (1:30)、 SK013土Ill(1: 50) 

れている。炉壁と思われる石は大きさ0.3~0.4m程度。遺溝のi!!i半分には大きさ0.2m前後の小礫が十数個見られ、

本来は炉内に充填されていた可能性が考えられる。現況の集石は南北 lm、東西0.7m程度の規模を持つ。なお、

掘り方については確認できなかった。

SX023纂石遍蠣 (Fig.132) 花弁状石組炉A-I類である。遺構の東側約1/2は蜜柑の植樹壊9こより失われ

ているが、函測部分の遺存状態は且好である。炉壁として 4枚の石がかなり立ちぎみに据えられ、炉壁に囲まれ

た中央部に平たい石を敷かれるが、この石は火を受けて赤変化している。掘り方は壁体に沿うような平面円形の

もので、その直径は約0.7mである。なお炉の掘り方底面で炭化物が厚さ0.5mでまとまって検出されており、こ

の炭化物について放射性炭素 (''C)年代測定を行ったところ、 8860土50年BPの年代が算出されている。

SX024集石遺楓 (Fig.132) 花弁状石組炉A-U類かと思われるが、束側の炉壁の 3枚のみが遺存するもの
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で、詳細については不明である。壁体の石はいずれも長さ0.3m程の平たい石で、かなり寝かせぎみに据えられ、

赤変化の様子は顕光には認められない。掘り方は平面楕円形で南北方向に長軸を持ち、長軸0.8m、短軸0.65mで、

西側ほを古代の木棺墓SP014に切られる。掘り方埋土中より山形文を横走させる押型文土器胴部小片が出土し

ている。

SX025集石遺蠣 (Fig.132) 不定形の集石で攪乱城に切られるため、形態の詳細は不明である。現況では大

きさ0.2m程の礫10個が平面0.4mの範囲に集石されており、集石に沿った形で掘り方が検出されている。揺り方

は平面ではやや不明瞭であったが、 その1汲面l;tllb屈とl!IJ瞭に区別できた。

SX026集石遺蠣 (Fig.132) 花弁状石糾炉A-I類かと思われる。かなり立ちぎみに据えられた炉壁は西側

の4枚が遺存し、東膳の炉壁は全く失われている。使用されている礫の多くが赤変化しているが、焼土 ・炭化物

等は検出されていない。炉自体の大きさは径0.5m程であるが、屎り方は炉の規模に比べて大きく、平面形は径

I.Imのはぼ円形で、揖り方の北洒部分を一部撹乱坂で切られる。

SX028纂石遺檎 (Fig.133) 径0.5mの範囲に円形に集石されているもので、使川 されている礫は大きさ0.2

mに泌たない小扱りのものである。ii'l存状態は比較的良好で、ほぼ使用された綬終段階の姿を残しているものと

思われる。使用された礫の半分程は赤変化していたが、その度合いは小さく、部分的に赤くなっている程度もの

が多い。また中には焦色に変化したものも布り、それらはいずれも脆くなっている。掘り方は不定形で、南測は

集石に沿っているが、北 ・西側はやや広がってコーナーを持つ。集石中よ り無文上器の朋部小片が出土している。

SX031集石遺柵 (Fig.133) 不定形の集石で、大きさO.l~0.3mの礫が平面約0.6mの範囲に30個程度集石さ

れている。遺構底面の土はやや凹面をなすが明確な掘り方は見られない。

SX032集石遺構 (Fig.133) 大きさ0.2~0.3mの礫十数個からなる。礫は約O.Smの範1ll1に岱まるが、現況で

は不定形で．失われた礫も多いと思われる。寝かせぎみの平たい礫や垂直に立った礫も見られ、花弁状の石祉炉

であった可能性も考えられる。掘り方は集石の範囲よりやや大きめの略円形で、径約0.9m。

④:I攘

SK013土蠣 (Fig.133)

集石遺構以外に純文時代早期の位性付けられる可能性があるものと して、 SK013が姿げられる。SK013はB

G25グリ ッド南端付近に位世してお り、SX025・031の束約3~4mの距離にある。平面形は東酉方向に長軸を

持つ楕円形と息われるが、束側は蜜柑植樹の撹乱凝と重複する。平面規模は艮軸2.4m、短粕1.9mをi!IIJるが、土

壊は二段掘りの形iJ.;をなしており、 一段目のlik面までは検出面から深さ0.2~0.25m、底面の北窃りがさらに

15cm程低くな っている。二段目の平ilii形も撹乱により詳細;i;明であるが、遺存している掘り方は北西辺 ・南西

辺が匝線的で、それぞれが直角のコーナーを介して繋がっている。 一段U・ニ段目共に底面はかなり フラッ トで

ある。埋土は褐色粘質土 ・昭褐色粘質土を中心と しており、 掘り込み面である llb層と土質が良く似ているが、

色澗がより暗めな点で区別され、 埋土の性質は弥生時代遺構のそれと比較して明らかに異質である。また、土屈

堆積の項で述べたような Db屈の下府への落ち込みと比較しても、埋土も異なり、遺構壁而もある程度しっかり

していることから、当該期の土堀であると考えている。ただ、出土遣物は撹乱墟と隣接した部分で検出された楕

円押型文の胴部片1点 (Fig.136-94)のみで、 時期決定の根拠はやや弱いものがある。

⑤迫物包含屑111.:1:迫物

は 器 (Fig.134-I 36) J 戦場ケ谷遺跡 2区では約950点余りの縄文t器片が出土しているが、はとんどが大

きさ 5cmにも沿たない小破Jヤであり、 土器の口樟部から底部にかけての全形が窺えるような惰料は竹無である。

184 



' 13 

....... .. , . 
. 、V F' ぶ,;.,:-,---ぢ・,・-、¥心戸そ

,., 
~ .--.. •c, 14 16 

！ 

Fig.134 縄文時代の遺物1 [土器] (1: 4) 

'・・・ ヽ•'妥，''心,<:?, .--~· 
" 

,,•;, ・:,:C・・
v 、‘‘
‘‘’ 

． •ゞ・、'"・・・ ~ 吋：.. 

185 



麟疇 ¥...I 

、'-I"；ヽ贔 '"元書0饗恵
疇疇
疇箋 JD)摯繋; • 瓢

万マ言 、u麟殿`27 28 '・・疇`姿 、ダ 29 攣且 ― 函
袋

吟

｀ l鵬1瓢 ］霞 ― 三咤・軍 ' ! 吋 ’

'32 夏 fl髯 ―鱈9 、 3ヽ f?:~~⇔、I}疇:,,,砥這
'35 

疇7)3亨戸 疇 鳳量国“

／亨鱈／嘉層畜ヽ疇讚 ， 疇論 ＇ 
42 、ぢ祗甑翌 ' 43 

j疇［疇 ／
為 ‘賦 2

苓葵屋
なさ~-

岱 ,,.../

j讐苓 ｀ ゚ di i~ 
二 □賃疇 t• a賣

Fig.135 縄文時代の遺物2 (土器] (1: 4) 

186 



鳳曇.fl f ~ t!,$ 言 畠~r,~

胃 ［攣，＇ ／疇，`
70 ./J ~~ 、直嚢 .0 暴

Oi¥, !VA 直量 』

瓢賣彗汀翠•r~戸層
響ぴ囀伽'ir~ 冊り彎 喝，が竺饂，f!..
岬:I)魯

89 H ぷ羹 心匹？ふ~n 拿～‘心 ●● ,;  ●ゞ

§ 、ヽ弱諏．
、、知J.怨 1 'i 91 ~- _ .,. 93 

90 

パ胃 lJ"! b ~~:? )璽王 D 曇心］

｀゚ 口旦。,LJご 102 J麺 。3 D, "O• O 20cm 
100 

Fig.136 縄文83代の遺物3 [土器J(1 :4) 

187 



そこで器表面の文様・謂整をもとに分類を試みたところ、楕円押型文を施すもの136点、山形押型文を施すもの

71点を数え、表而をナデ調整する無文土器と思われるもの460点が最も多く、表面が荒れて文様 ・調整が確認で

きないものも240点余り見られる．

また、その他格子目押型文を施すもの、撚糸文を施すもの、沈線文を施すもの等が数点在る。時期的には90%

以上が早期に位置付けられるもので、前期に下るものは臼畑式系統のものが数点見られるのみであり、前期の土

器が相当数含まれる戟楊古m群1区とは様相が異なると口える。

条扱土器 (Fig.l'.34-I ~4) I ~4は8D21グリ ッド1V隔から出土した土荏で、 ab/ffから出土する押塑文土器・

無文土器等からなる一連の土器群とは、層位的に区別されるものである。約60.屯程度が出．士しているが、小片・

細片がほとんどで、概ね2個体程度が見られるようである。図中のI・ 2・41が孔み・色調等から同一個体と考え

られ、出土云全体の9捐以上を占める。 3はこれと別個体と思われるが、溢的には使かである。器壁は原めで胎

土中に大きさ 3mmを越えるような小石が多拭に含まれており、重量感がある。Iは直□する口緑部片で溢邪は内

面が丸みを帯ぴ、外面は明瞭に稜を持つ。調控は、外面は料表面が剥難しているが、内面は横位の条痕をナデ消

している。 胎土は前述の小石 • 砂粒以外には目立った鉱物等は見られない。2~4は胴部片.2は外面に横位ある

いは斜位の粂痕が認められるが、施文具については肝細不明である。 胎土中には小石• 砂粒の他、植物の繊維が

観察される。4も外面に条痕が見られるが、後にナデを行ったためか不明釈になっている。 3は器壁がI・2・4と

比較してよ り薄く、別個体と思われるもの。色調も I・2・4が飩い橙色を呈するのに対し、鈍い赤褐色を布ぴる。

胎土は同じく小石を多乱に含む。

焦文土器 (Fig.134-5~21、135-22~25) 出土土器の全体泣のほぼ半分を占めるものである。口緑部の形態で

大きく 2種に分けられ、 口縁部が直口するものが主体を占める他、 14のように靖部が外反するものが見られる。

笞覗の印さでもやや異な り、後者がより薄いよ うである。 5~16は口緑部片、このうち、5~11・13は内外ilii共に

ナデが施されるもので、特に外面はミガキとも呼ぺるような丁寧なナデによ って平滑に仕上げられている。14は

内面に横位の条痕を施した後にナデを行う 。15・ 16も無文土器と考えられるが、外面に籾整具による擦痕が縦位

のハケメ状に観察される。12は口縁端部が直線ではなく弧状にカープするもので、外面の端部直下に微径起帯が

見られる。5~7・9は同一個体の可能性がある。17~25は胴部片。17は本潤査区で最も大きな破片に接合できた

もので、胴下半部の部分と思われるが、復元される胴径はかなり大きく、大型品であったと思われる。一方、 21

は復元される胴径は小さく 、底部に近い部位と推定される。19のみ器壁が薄手のもので、 14と同一似1体の可能性

があ り、内面では横位の条痕後ナデを施す。25は最も器登が厚いもので2cm前後をilllる。なお、無文土器の胎

土は、砂粒及ぴ径 2mmを越えるような小石を多く含んでいるが、粂痕土器に比ぺると小石の混入の度合いはや

ゃ少ない。また、カクセン石 ・笞母等、鉱物の説入もほとんど認められない。

押型文土器 (Fig.135-26~99) 26~53・55~57は111形押型文を施すもの。この内、 26~38・4-0は口緑部片で直

口するものがほとんどである。口ほ部片の中で26-35は外面に山形文、内面は無文となるもの。この内、26~31

は山形文を横位に施文するもので、 28・29のように山形の振幅が大きいものや、 26・31のように振輯が小さく波

形になるものがある。32-351よ山形文を斜位に施すもの。山形押型文を持つものの中で、 26・27・28は口唇部に

も山形文を施す。36~4-0は口緑部内外に山形文を持つもので、いずれも横位に施文される。 41~53・50~571i胴

部片、いずれも外面のみに山形文を施し｀内面はナデである。 この内、44と口粒部片の28は同一偲体と推定され、

441よ復元径の小ささから底部付近の破片と思われる。 57は屈曲部を持つもので、屈1111部の.t下共に山形文を横走

させる。なお、山形押型文を持つものの内、 26~28・31・32・34・35・37・41・42・44・52・ 55・57は、胎土巾
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に砂粒の他、カク七ン石を多く流入している。54・58は格子目の押型文を施すもので、 54は格子目が長方形で横

位の施文、 58は菱形を呈し、斜位に施文される。 54・58中にもカクセン石が含まれる。

59~98は外面に楕円押型文を旅文するもの。この内、 59~67は口縁部が直nするもので、 59~61は外面にのみ

楕円文を、 62~67は外面及ぴ口緑部内面に楕円文を施す。楕円文はいずれも大きさ 5~7mmと小型で紡錘形の

ものが多く、 66の外而は斜位に、他は全て横位に施文される。 68~78は胴部片で同様に小型・紡錘形の楕円文を

持つもの。76のみ斜位、他は全て横位に施される。72は内湾するもので底部付近の破片と思われる。

79は外反する口縁部付近の破片で、外面にやや大きめで紡錘形をなす楕円文を横位に、内面にはシャープな山

形文を横位に走らせるが、上部付近は景文帯となる。

80~89は外面に楕円文、内面に原体条痕を縦位に施す口紐部片。この内、 80・81・82・84・85は外反するもの、

83・89は直□するものと思われる。楕円文はパリエーションに宮み、 82は小型・紡錘形で斜位に施される。80・

84・85・S9は紡錘形で大きさ0.8mm程度と粗大化しており、施文方向は80・84が横位に、 85・86が斜位に、 89は

縦位である。81は楕円文が最も粗大化するもので、楕rりの大きさ1.0~1.Lcmで、潰れた円形に近い楕円である。

原体条痕は、その長さが分かるものでは、 81が2.5cm、82が4.0cm、84が2.0cm、85が1.5cmを測る。また、 80は原

体条痕を二段に総し、 81は内面の原体条痕下にも外而と同じ施文具による楕円文が縦位に見られる。

90~98は棟大化した楕円文を持つ朋部片の一群。96・98は円形に近い楕円で大きさ0.6~0.7cm、他は紡錘形で

大きさ0.8~0.9emである．

99は外面に横位の原体条痕、その下位に楕円文が見られる。なお、 59~99までの楕円文を持つ土器は、砂粒．

カク七ン石を含む石が多いほか、 67・74・75では雲母がみられる。

その他の土招 (Fig.136-100~104} 100は外面に縦位の原体条痕が施され、内面はナデ。外面に縦位の原体条

痕を持つものは中原町香田遺跡,.で見られ、香田遺跡例では原体条痕下に粗大化した楕円文が横位に見られる。

IOI・102はギ底の底部片で、胎土・色調等から早期の土器に伴うものと思われる。いずれも外面の荒れのため、

文様等は明らかでないが、 101は外面・底面共に丁水なナデ調整が見られ、体部と底部の境は明瞭である。また

102は笞面に凹凸が見られ、体部と底部の境はIOIに比べやや曖昧である。底径はIOIが8.0cm、102は6.8cm、102

の胎土中にはカクセン石が多黛に含まれる。

103・104は前期のものと思われる。 103は薄手で外而に横位の沈線、 104では条痕がみられる。

［石器 (Fig.137~139) I 石器は90点余りが出土しており、石器と認定したものでは、石鏃42点、石槍2点、

石匙2点、削笞7点、店石・叩石31点、砥石3点、石核 7点が数えられる。出土位置はほとんどがD区であり、

特に BF25・26、BG25など遺物の集中度が高く、集石遺構が分布する地点で多くみられる。

105~ 122は石鏃で、 105~1!9は凹基無茎式鏃。このうち、 105・ 106は平面形が正三角形を呈するもので、両憫

辺は直線的、袂りは浅く入る。107~113・1l7は長さが9昌を上周り、両鳴辺が丸みを持ち、袂りが深いもの。中

でもl07・ 108・110・111は長さと幅の差がそれほど大きくないもので、特に107・108はいわゆる鍬形鏃に含まれ

る。また、 109・112・113・ 117はより縦長になるものである。 115・ll4・116・119は両側辺が直線的で、 平面形

が二等辺三角形を呈するもので袂りが深いもの。この内、 119は異質で長さが幅の三倍近くになる縦長の平而形

をなす。120-122は平基無苺式鏃。このうち、 120・122は飼辺が直線的で平面形が三角形を呈するもので、122

は長さ6.2cm、幅4.0cmを測り、鏃と言うより石鈷とも呼べるような大型のものである。いずれも剥蔭は荒いが、

特に 120は肛みもあるため未製品の可能性も考えられる。121は両側辺が丸みを持つものであるが、 120と同様、

厚みを持ち、剥帷も荒く、未製品の可能性がある。なお、石鏃の石材は112・114・115・117が黒曜石で他は全て
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Fig.138 縄文時代の遍物5I石編） (1: 3) 

サヌカイ トである。 また、黒曜石の中でも 112・ 114・ 1171よ漆黒を登し伊万里腰岳産と推定されるが、 115のみは

やや灰色がかった色関である。

123・124は石檜と思われ、いずれもサヌカイト製である。ただし、 123は一見、体部中程で折れているように

見受けられるが、図中基部付近では開辺からの剥離が基部の下面まで回り込んでおり、折れた後にも剥離を施し

ているようである。また、切っ先部分の片面は未調整であり、このままでは槍先としては機能しない形状をなし

ている。製作途中に廃棄されたものとも考えられよう。

130・ 132は石匙でいずれもサヌカイ ト製。 130は横長剥片を素材とし、鋭い緑辺をそのまま刃部として利用し、

一邪に両面から細かい剥隧を施す。つまみ状突起は横長剥片の打点付近に両憫緑から剥隈を加え小さく形作られ
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Flg.139 渇文脱代の辺窃6 [石器](1: 4) 

る。132も同じく横長剥片を素材とするが、緑辺邪に厚みがあったためか、両面から急角度の剥痘謁整を施し鋭

い刃部を作っている。つまみ状突起は130と対照的で幅広のものである。

12S~ 127・129・131は削器でいずれもサヌカ イト製。12Sは縦長剥片を利用したもので、平面形は整った長方

形を昆し、両憫椋と図中上端に両面からの調整を施し刃部を作り出す。図中下端には浅い袂りが入る。126は横

長剥片の鋭い粒辺部の一つに一方から細かい剥隧を加えている。127も横長剥片を利用するもので、ほぼl(J程度

を欠損する。緑辺部には両面から細かい剥雛を加えて刃部となす。129も横長剥片を利用するもので、憫緑部の
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一方から.i;:.fJJ度 1こ梢い刺離を加えている。 1 3 1 は大型の横1~;問片の鋭い賜籍部を利HJし、両面から細かい刹離を

加えて鋭利な刃部を作り Illしている。

128は各iiiiから捐離約 JUえられており、刃部がないことから石核か。サヌカ イト製。

133-145は謀石器。 133は細艮い石材の一方広い端面に故rrによる凹面が見られる。片手で船るにはちょうと'

具合の良い大きさで、LLFL石としてft]いられたものと思われる。137も細長い枠状のもので1叶様にIIIJT-i風にJUいら

れたとそえられるが、嬬面には明煎な使m痕は認められない。134-136・ 138勺 叩 ・141-145は磨石。平而形は

概ね桁円形であるが， J~軸方向のー・憫縁、あるいは両開緑が使用により平坦面をなしているものが多い。しかし、

144のみは平坦面を持たず、全体が丸みを持ち｀表面は非常に平滑である。また、磨石類lill!I綽部には使用痕が

観察されるが、 1ヽii面には明瞭な使用痕は認められない。石材は136・138が安山岩、他は未分析．

註 II退安"fl't出道％」r谷Ill遺紆J IL州惰洒自鯰車氾fl)f,i¥J賢蔵文ICl!t潟憂l!ii'.1害m 佐111~.lllりた月会 19•2 

(2)縄文時代晩期の遺構と遺物 (Fig.140)

純文時代晩期の遠構として土塙2基 (SKOOS、()()6)が館認されており 、いずれも B区に位設する。

SK005土嘱 (Fig.140)

B区中央部の潟介区束辺寄り、 BE1 7グリッドに位骰する。 t~{伎L除よ後、 m b屑上面で検II',されたもので、

1f.1liilfiは南北に長軸を持ら、このlit紬の主軸方位はN-1が一じ 北側が）広く．南llllが狭い不定形である。規敗

は長柚1.6m、北側での幅約I.Im亀 Tl濯lでの栢彩Jo.6m、東西tli辺と北辺は直線的で、各コ・ーナーは丸みを帝ぴる。

断面形は二段掘りを呈し、二段目の拙り込みは一段Uよりひとまわり小さい。二段目も平面形は不定形だが、そ

の長輪はより東に恨れる。一段1:1の底面は中央に向かって傾斜ぎみであるが、二段目1氏面はほぽギ:Ill.で、検出i!ii

SK005 SK006 

-------... ” 

t
 

jm 

51•· 
···•····•· 

可=,,,:~ 
゜

10cm 
, 148 

147 

Fig.140 S K005, 006土Ill(1: 40)及び出土遍物 (1:3) 
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から一段目までの深さ0.2-0.35m.二段目までの深さ0.6m。埋土は茶褐色粘閃土で炭化物を混入する。埋土中

からは縄文土器片・黒曜石フレイク等が40点余り出土しているが、出土屑位は上面から下位までまんぺんなく平

面的にも散在しており、 一箇所に集中するような様子は見られない。土器はいずれも小片・細片で、晩閉に相当

すると思われる、薄手 ・租製の士器片が大努を占め、惰円押型文を施文する早期のものが2点見られる。他に1打

石の可能性のある、小租の円礫が 1点ある。

S K005:l→．壌：Iば辺物 (Fig.140) 閃示に耐えうる 2 点のみを,t,げている。 1 46は深i~の1こ1縁部付近と思われ、

口縁部は屈曲して内傾する。口絃部外面には二条の沈線が巡らされる。胎土中に砂粒を多く含み、英母片微誠に

見られる。 147は深鉢の底部でくぴれ底を呈する。底面は円盤状の粘：t板を貼り付けて、蝕かに上げ底ぎみに作

られる。調整は内外面共にナデで、胎土中に砂粒を多益に含み、槃母も多く見られる。

SK006土囁 (Fig.140)

B区の洒寄り、 SK005の!ti約IOmの位置にある。 迅椙の西半分以.r.に安柑植樹の撹乱墟と菰複するため平面

形は明らかでないが、南北に長軸を取るものと思われ、主軸方位は際ねN-12• -Eが想定される。現状では長

袖での長さ2.45m.幅は餃大0.75m程度が残存する。断頑j形では遺溝北1則が一段低くなっている佼様で、検出面

から一段目までの深さ0.15m、二段目底面までの深さ0.3mを測る。埋土はSK005と伺様に茶褐色粘質土で、埋

土中から縄文時代晩期のものと思われる土器,jヽ 片・細片及び.'l.¥曜石フレイクが30点余り出J:している．出土状況

も$KOOSと同じく、埋士中の各所に散在する状態で見られる。

SK006土壕出土辺物 (Fig.140) 出土土器の内、形態等が窺えるのは皆無であり、深鉢の』月部片と認磁でき

る大きめの破片 (148)のみ艮l示している。 148は器墜の駁さ0.7-0.8cmで、潤整は外面に縦位のヘラミガキが観

寮され、内面はナデである。色調・胎土は1必・ 147と類似し、多iii:の砂粒と然母を胎J:中に混入する。

3 弥生時代の遺構と遺物

SX018不明遺構 (Fig.141)

D区のSP0!7:I: 墟硲北側に 2m離れて位関する。平i1ii形はif.I北方向が何かに長い楕円形をなし、長軸0.5m、

短軸0.45m、断面形はほぼ摺鉾状で、深さは0.19mである。埋土中からは弥生土器の返の破片が出：I: しているが、

胴部の破片の上に口緑部を兵下に向けて頸部以ヒの部位が里なっており、状況からみて史棺が破砕したものでは

なく、割れた壺の破片を小穴内に埋納したものと推定される。 しかし、その性格については周1/JJに同時代の遺構

K
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Fig.141 SX018不明遍111(1: 15)及び出土遍物 (1:6) 
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Tab.18 輯場ケ谷遺跡2区縄文・弥生時代の土器一覧表 (1)

品
p L, りし遺物 hit熾点 1會訳 臼檜

法 砿 (<onl 碁 土 e綱
文 ~ • Ill 更

奮It q,i魯サ Ott 召兵 穀1喜 濠乱入嗜 外と11l 内おi1i1

,~, ,1., 畑 14ll 8 021-13. !ioj? 謁118 ill& [111 紗n・小石多II: 飩いn色 哀禰耐霧，，ため1溝i 灸霞
l .,_, 9?00,.l() 8021-18, 細 ・l-1, ． ． ほ... 衿'l・,;.i;多JI: µぃ6~ ぷ覆 .... 
3 .&7,1 畑 '"' 8021-18, !¥層 ． ． (9J) 辱1/_ · ❖li多量 純い~'Iii 未覆 ~1' 
』 ,i7,I ~,00101 8021ー18,畑 ． 鼻 tu) 妙ll •~、E多旦 Itい霞色 灸裏 ＋ゲ'.,., 匹 Iヽ” e c2,-1s, 邸 ． ． (1?.I) 診11 ·1•1,多量 純い員R .,,, ナデ. "・' 細 ISOI 8Cts• IB, :¥ill ． ． ;IJ1 鼻!l·❖li多 槍 純い116 ナテ ナテ
9 』1.1 畑,,.., BC2~-2ふ lioU ． ． 

'"'' 砂12・、；ヽ1;多ll Hい貫弓 ナ，， .,.ヤ， 細 1$1)) 8CZO !l, 畑 ． ． 1111 fttl-~•liH Uい咬色 ナデ ＋テ’
• ,1., 細 Iヽ" 8 F'?-; ー17,toGIS ． ． lL'J 怜!t·1•li多Jt Hい` 色 .,.サ ナデ
10 細 148) B FZ•-•• 氾 ． ． ,~., ~n-小li多旦 凡い貴’

.,..,, tヤ

II 畑"" Bf乃ーI?,邸？ ． ． , .. , 砂ll • 1•6Jl< !Ill!< ナテ •rr 
11 細 '"-' BOll-16. 凶 ． ． ,.,, ft!! ・,t,G多1l 飩い賢色 t-1' ナヤ

" 畑 1676 8 Fll-17, ~ :MO-JU ． ． tlO.I) 昨•1· fi多量 se, -,..y .,..,. 

" 
細 Iヽ71 B F26-l, 凶 9 ． ． 19Jl itn・+u多量 R色 ナャ• ナテ ・是負

" 匹 1491 8 F..U-7, 即 ’ ． 

““ 
・砂tl少鼠 飩い1!l色 ナデ .,.デ

" 細 I』7! SFいー10.~120 ． is.ll 砂!!Jヽ-❖61'量 ＂● !'ii!. ナ，， ナデ

11 -1$ 細,,紗 8F!H 7. 砥,,,.． ． 匹 I f)l!•,f, 石多eKい貫8 +<' .,.., 
18 畑 Iヽ,0 Sfl6ー＄．邸 ． ． 1101 引・坪JI.I濯日 lt••9色 ナ，， ナナ

＂ 蛉""Bf泌ーs.碑 ． ． <!6>) 妙R多` HいR色 ナデ ~f'• 灸貞
lO 碍4 蛉'"'B F ?S-I. Noll≪ . • ,,,, むR多l1 Hいltl!I ナヤ -l'・r 

" 細"'も B F 2-t-10,'.v.ilOJ ． ． ,ui I';!!• 小石多量 純い賃R +デ ナデ,,,.,, 畑 ,... B F 25-n, !-.atOS ． ． H:!.ll ltll・小Ii多伝 Hい貴糟 1 .. ナヤ

23 '"""" Ok! 籟出ll ． ． tlOA) 訊・小Ii多旦 Hヽ漬は 9ヤ 1デ

" 匹 ,,u S F 2-l -12. N,1;1 ． ． ,~., 紗!I·~ てヽ多量 追員色 ナテ ナヤ

" 畑'"' 8G?S一?.I,ぬ I ． ． 《SJ) 妙ll・小6多1l fl¥ヽ褐色 ナテ ナ，，

'6 "・' 
,100, ... nr<n• 蟻 ． ． <J,6) 贄RJt・O七ン6 貴a色 u,r,..~x慢公 ナヤ

""・' '"'°''" ari,-11. 邸 ． ． O.ll もa-.,や 61鵞 械い賣控 山f環関文!l:I! ナゲ

x 、1-) '900166) aru-,. ~166 . . (83) ~tt-., 七ン£Ji Mい費勾 U,f)"al"噴急 tt' 
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" .... ,, 99001677 S F ?S-?J. No29 . ． I• -~ 61tJヽ 飩tヽ悧色 u, 屁冑11!%鱗是 □IJillllt(U'/!,l;t艤出
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” •100蕊 iJG?6ー8 • ． (>.71 奪・+liJl.lP. 貴霰色 II』Bff/.!文憤た ナヤ",,., 細 1』., B FB-ZJ, Sol:¥ ． 鼻 1).9) 鼻Q•Ht>!iJI R色 IH□ 文横坦 ナデ
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Tab.18 穀鳩ケ谷遺跡2区縄文・弥生時代の土器一覧表 (2)
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Tab.19 戟場ケ谷遺跡2区縄文時代の石器一賢表
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が認められないことから現段階では明らかに し難く、とりあえず不明遺構として報告する。

SXOl8不明遺構出土n物 (l'ig.141) 弥生土器の大閉壺 (149)が出土している。概ね全形の 1/2程度の破

片である。 口絃部はやや屈曲 して外反 し、プロボーションでは口縁部から朋部にかけて1月際に投を持たずに緩や

かに絞いて日が張る。頸部中程にーか所、尉部に二か所、それぞれ二条の沈線が巡る。調竪は内外共に横方向の

ミガキを施す。プロポーション等から弥生時代l前期前半の所並と考えられる。

4. 古墳時代の遺構と遺物

ST004古墳 (Fig.142-147)

旧丘・1月溝 (Fig.142) C区の南端に位訟し、旧地形で考えればほぼ丘陵尾根上にあたる。本項については平成

3年度の確認調査の際にその存在は把掘されていた。現況では墳丘盛上はすべて失われており、石立壁体が舘Ill

して一部残るのみであった。特に石産の東西方向は碁底面ドまで削平が及んでおり 、周溝についても全く検出で

きなかった。石至石材もそのほとんどが硲出されて失われており、登体で遺存しているのは、 1111室の両壁と毅P'I

の立柱石、及び玄門の右膳立柱石 ・玄室右壁のみで、いずれも化尚店の大石 1石のみを縦位に立てている。また

天井石については前室邪分に一石のみがか

ろうじて残っている。

内部主体 (Fig.143・144) 複室両袖型横穴

式石径である。開口方向はほぼ呉附で、玄

室壁体の右側壁腰石と玄l"I右閥の袖石のみ

が遣存する。現況では右偲壁の石は高さ 2

m、幅1.5mの巨石 1枚とその他の 3石に分

かれているが、接合面が見られることから、

もともとは l枚の石であ ったと考えられ、

巨151枚を横位に据えていたものと推定さ

れる。また、奥培 ・左既については石材抜

さ跡と根固め石が残ることからおおよその

平而プランは復元でき、 平面形は長さ約3.0

m、0届約2.7mの艮方形であろう 。玄l"J部の

袖石は右膳のみ遺存し、高さ 1.7m、$it.Om

の石を立柱石としている。玄門左側の袖石

は引き抜かれているが、根l計め石は良好に

遠存している他、仕切り石は玄「1部 ・羨門

部共に残っている。玄門幅は推延1.2mであ

る。前室は左右攪体及び羨l"J袖石が残り

いずれも 1石のみで構成される。また、 天

井石が 1石架構されており、前立壁体は高

さ1.3m、幅1.5mの石材を立て天井石との間

には幅0.5m程の石を咬ませてあるが、基本
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的には羨門 ・副呈共に憶体は 1

石で構成されていると見てよい。

副室床面については右壁で石材

の根固め石が検出され、

壁においてはo.1-o.2m程度の小

礫が須忠器・ 土師器片と共に集

積されていたが、埋土の状況か

ら後世の撹乱と思われ年前室

の規模は右壁側でI.Jm、左塁側

で1.5m、幅は玄門側で1.9m、荻

門側で1.7m、天井石までの高さ

は約1.5mである。羨道部は甚部

に左右2石ずつが配されていた

ものと思われるが、右壁側につ

いては羨門側の 1石のみが、

た左強側についても疾門側の J

石のみが残っており、

また左

閉塞状況 (Fig.144)

ま

それぞれ

琴道側の 1石については掘り方

及び根固め石のみが確認されて

いる。また、残存している 2石

についても基底面とほぼ同じ高

さで割られており、調査前には

この部分を横切る ように古積西

側の作業,1ヽ揆への追があったこ

とから、道を作る際に割られた

ものと思われる。羨辺長は羨門

袖石の手前から、概ねl.9~2.0m

程と推定される。
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羨道部の羨門仕切り石部分で遺

存しているが、前述したように

この部分が道になっていたため、

閉塞石もほとんどが除去されて

おり、骰下部の石しか残ってい

ない。概ね0.2~0.3m程の礫を仕

切り石から I.Smの範囲に隙1Ulな
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にはO.lm程度の小礫が集中している．閉怨石内の埋土は黒色腐食質土であり、埋土中からガラス小玉が出土し

ている。

ST004古坦出土遺物 (Fig.145~147) 出土遺物として須恵器・土師器・鉄製品・ガラス製品がある。遺物

は玄宛・節室内及び荻道部のいずれでも検出されているが、原位償で出土したものは仔無である。また石室束側

の壁体外側において、近現代の阻磁器類、礫とともに壁体に寄せて集積された状態で出土しており、石室東側撹

乱土中出土として取り上げている。

150~172は溢、 156は有蓄高杯の菱、他は杯蓋である。また170のみ土師器で他はすべて須恵器である。150~

161は口緑部にかえり を持たないもの。 150~156, 158のように体部と口橡部に明瞭に境を持たずに緩やかに湾曲

するものと、 157, 159-161のように体部はあまり湾曲せず、 口緑部は体部との境でやや屈曲 して直線的に下方

へ伸びるものがある。また前者には口径13~1なm程のもの (150, 151, 156)、12cm前後のもの (152~154)、10

-llem前後のもの (155, 158)に分かれ、後者は12cm前後のもの (157, 159)、11cm前後のもの (160, 161)に
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Fig.146 ST004古墳出土遵物2 (1: 3) 
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分類できる。 163は体部が平坦で口緑端部が直角に折れて下方につまみ出されるもの。 162,164~172は靖部にか

えりを持つもの。162は口径13cm程の大きなもので、かえりは長く、体部にはカキメを施す。164~169は口径9

cm前後のもの、170は13.5cm前後になるもの、 171は13.5cm前後のもの。164, 165はかえりが口縁端部より下方

に伸びるもの、 166は口縁端部より短いもの、168-169はほぼ同じ石さになるもの。 164. 172は擬宝珠様のつま

みを持つ。

173-195は杯身、 191のみ土師器で他は須恵器である。173~182は口緑部にかえりを持つもの。 173~178は立

ち上がりが直線的に伸びて内傾するもの、 179~182は短く外反するもの。183~188はやや丸みのある底部から直

線的に伸ぴる口縁部を持つもの。189~195は高台を持つもの。189, 195は口径14cm前後になるもの、高台は断

面方形で踏ん張りぎみに外方に開く 。196~200, 197は提瓶の口縁部、いずれも直線的に開く 。201は短頸壺、ロ

緑部は直立し、丸みを帝ぴた胴部にはカキメを施す。202は平瓶、口緑部は僅かに外反しつつ直立し、端部端面

は平坦で口緑部外面に断面三角形の突帯を張り付ける。底部は平底で口緑部から胴部外面にカキメを施し、底部

付近には格子目クタキが残る。198は高杯の杯部、丸みを持つ体部から直立する口縁部を持つ。体部外面には二

条の沈線を持ち、底部外面にはカキメが残る。

203・204・206は須恵笞。203は脚付き長頸壺である。ソロパン形に大きく膨らむ胴部に内湾して大きく広がる

脚を持つ。肩部に二条の沈線を巡らし、沈線間には刻み目を施す。204は鉢か。体部から口縁部は綬やかに内湾
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しつつ立ち上がり、外面には全面にカキメを施す。206は大史の口緑部で、口径も大きく器壁も肛いため、かな

りの大型品になるものと思われる。端部は断面方形で、口緑部外面には断面三角形の突帝を貼り付ける。頸部の

沈線間にはヘラにより斜め方向に刻み目が施される。205は土師笞の窃杯で、杯部は直線的に大きく開いて口縁

部付近でほぼ真っすぐに立ち上がる。脚部は裾部でくぴれて大き く開き、脚体部外面及び裾部内面にはヘラによ

る整形根がみられ、杯部は内外面共にミガキが施される．

207~216・218-231は鉄製品。207~216は鉄鏃の鏃身部、 207~21lは小形柳葉式で、207・208の鏃身断iliiは片

丸、 209・210は筒丸である。 212~215は鉄鏃の茎部でいずれも箆被が見られる。216は斧箭式で鏃身部のみ遺存

する。218-220は弓付属金具、 218・219で見れば片方の端部は球状、もう片方は半球状である。221~227は鉄釘、

221・222で見ると、 一方の端部を叩いて平坦にし、 L字形に折り曲げて頭としている。 228~231は馬具、 228

は餃具の差し金 229は鐙のU字金具。230は飾金具で、平面形は菱形、四隅に飾り鋲が打たれていたようである

が、 1個のみが遺存し、鋲頭は頂部及び側面の四方に面を持つ。鉄地金銅張りで、表面に一部金箔が残存する。

231は近世の鉄銭。217はガラス製小王で閉塞石中の黒色潟食質上中の出土。 この黒色土については全量取り上げ

後に水洗を行ったが、検出されたのはこの 1点のみであった。

S1010古墳 (Fig.148・149)

墳丘・周溝 (Fig.148) D区の東端、 BH23・24、B123・24グリ ッドに跨って位置する。地形的には丘陵尾根

上の緩斜面 （標高54~55m)にあたり、その南側・東憫は急峻な斜面となって谷部へと下る。古mは墳丘碁底面

に至るまで蜜柑園造成等に伴い削平を被っており、石室最下段の石材の一部と周溝の一部のみが遺存する。周溝

は石室背面にあたる北側にのみ弧状に残っており、残存長は約IOm、輯は最大3m、深さは社大0.25mを測る。

この残存する周溝から復元される墳径は約ll~l2mであろう。周溝の埋土は黒褐色土で出土遺物として十．邸若の

杯2点が検出されている。なお、周溝の西窃り付近から北西方向に伸びる掘り方が確認されており、 STOii古

墳の周溝へと連続するようである。

内部主体 (Fig.149) 単室両袖式横穴式石室と思われる。ほぼ真内に開口し、主軸方位は S-8'-wである。

石室石材は蚊下段の堕体の一部のみが遺存し、現存するのは玄r,部左側の袖石、石室左壁、奥壁左摂寄りの 1石、

右摸前限寄りの 1石とこれと接する右測前壁の 1石、玄門部の枢石の 1石で、石材はすべて花尚岩である。石室

前面及び奥堕前面付近に蜜柑梢樹の撹乱濱がある他、奥壁 ・右壁では石材の抜き跡が見られる。残存する石材、

掘り方等から復元される石室規模は玄当長約2.0m、玄室幅は前壁 ・奥接共に変わらず約1.8~1.9mで、平面形は

長方形である。玄f'り部の棺石として長さ0.75m、幅0.3Sm程の上面が平たい石が据えられ、その左鵠に忘さ約0.8

mの石を立てて玄門袖石と しているが、右開では約0.3m程の空間を空けて高さ0.25m程の小振りの石が据えられ

ているのみである。この空間については掘り方が確認されていることから、本来は袖石が立てられていたものと

推定されるが、玄門左債の立柱石よりは小型の石が用いられていたものと息われる。以上のことから、玄門部付

近の計測値としては玄門ほが0.75m、左堕袖部幅が0.45m、右墜袖部栢0.7mと、玄門部が左壁寄りに造られてい

るものと言える。壁体の構築法についてであるが、左壁に長さ ，店さ共にほぽ大差ない3石を最下段に据えてお

り、いずれも高さ0.3-0.4m程と小振りで大型の石材を腰石として据えるものではない。また、右堕についても

1石しか遺存しないものの、その大きさや抜き跡などから推測して左壁と同様3石程度の石を配慨していたよう

である。 奥壁については、 1石のみが左壁寄りに遺存 しているが、蜜柑植樹の際に撹乱を受け、後方に倒れ込ん

でいる。調査沿手段陪には奥壁右壁側にこれと同程度の大きさの石が石室内部に倒れていたため、調査の工程上

不都合が生じたため除去したが、おそらく同程度の大きさの石を 2石立て並べて奥槌を構築していたものと考え
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られる。

なお、玄門部より 1刊而の構造については撹乱墟と重複するため明らかではないが、左壁側の袖石iii/面 (m慨）

で見たところ、石材の抜さ跡は碓認出来ず、前庭＂壊のような 小規梃な石列が付設されていたものと思われる。

また閉塞石は全く遺存しない。

STOIO古llt:tt土辺物 (Fig.149 232・233} 因治埋土から土師器の杯2点が出土している。232は口紺部か

ら1民邪にかけて丸みのある体部を持つもので、復元口径10.7cn,、潤粒は外面がヘラミガキ、内面はナデ、外面に

は焦色顔科が途布される。233はいわゆる模倣杯で体部と口緑部の洸（よ段を有し、口縁部は内悧する。復原口径

11.2cm。潤整は内外面共にミガキで、外面には烈色顛和卜が塗布される。

S T01 1古墳 (Fig.148)

周溝の一部のみを確認している。周溝は東開を STOIOのそれと共11してお り、STOIOの財溝と合わせるとTRT

径の1/2程度が残存しているようである。残存する肘溝から復元される項径は概ねIOmである。最大紺は約2.5m.

深さは穀大でもO.lm程度である。溝内からの出土遺物はない。

SX009不明遺構 (Fig.ISO)

B区西側、戦楊古墳群5区との間に走る狭い谷部へ続く急峻な斜面上に位翌する。尾根上に向かって弧状に!).¥

色腐食質土が堆積するもので、谷部睛は削平を受けて法面をな している。現状では1そさ5.2m、幅I.Smが遺存し、

断面形は斜面に対して緩やかな凹面をな している。その形状 ・埋上の状況は古項の周溝に類似しており 、小型ftt

の周沿の一部である可能性が考えられる。古項の周溝と考えた場合、石座に相当する部分は地山に至るまで大規

校な削平を披っていることになり、潤査区の本来の地形は、より緩やかな斜面となって西謂谷部へと続いていた
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ものと推測されるが、現状では詳細不明である。焦色土中より須恵器甕の胴部,1ヽ片が 1点出土している。

5. 奈良～平安時代以降の遺構と遺物 (Fig.150・151)

奈良～平安時代の遺搭として、土墟茎2基 (SP002・017) ・木棺藝 1基 (SPOI4)の他、十．漿墓の可能性

がある土慣 1茄 {SK003)が確認されている。これらはいずれも A区と D区の境付近に集中しており、丘陵尾

根に近い緩錢面上に立地しており、いずれも)lj北方向に主袖方位を取っている。このうち、時期を示す遺物が出

土したのはSPOl7土漂慕のみであるが、類似例等からほぼ当該期の遺構と判断している。

SP002土蠣● (Fig.150) 

平成 5年度のA区の調査で確泌されたもので、 A区と D区の境付近、 BC26グリッドに位筐する。南束6mに

S POI7土漿墓がほぼ同じ主軸方位で近接する。削北に長軸を持つ平面長方形の土壊で、東西辺約1.9m、南北辺

約0.7m と比較的整った平面形をなす。 底面は平坦で検出面からの深さは最大0.2m を測る。 主軸方位はN-4 •

-E。形態から土凛墓と考えられる。埋土中からの出土遣物はない。

SK003土鳴 (Fig.ISO)

同じく A区の潤査で確認されたもので、丘陵尾根頂部に近い現況農道沿いに立地している。南北に艮軸を持つ、

長楕円形をなすものと推定されるが、遺構の南部分ば撹乱頃と重複する。主軸方位はN-4'-E、現状の規模

は南北長1.2m、束西幅は北寄りがほ広で約O.Sm、南側に向かってすぼまりぎみになる。深さは約O.lm.SP 

017と形態が似ており、土慣墓の可能性がある。埋：t中から土師器高杯の破片 1点 (234)が出土しているが、 7

罷紀前牛代の所産であり、遺構内への混入品と考えられる．

SK003土壕出土遺物 (Fig.150-234) 234は土師粒高杯、杯部の口縁部と脚部裾部を欠く。杯部の形態はロ

椋部と体部の境がない、丸みを持つ体部である。器表面の磨耗が莉しく、調堕は不明である。

SP014木棺璽 (Fig.151)

D区の北西隅、 BF26グリ ッド中の農道沿いに位饂する。平面形は整った長方形で、長さ約2.2m、幅約0.6m、

南東閑1こ撹乱頒が冤複する。断面形は箱型に近く、底面は平坦、深さは穀大0.55mを測る。南北方向に主輪を持

ち、 主軸方位はN-16'-Eである。内部からは北壁寄りの底面近くで刀子・I点 (235)が検出された他、各壁

寄りの底面に近い位日で釘の破片 4点が出土してお り、木棺姦であったと考えられる。埋土の横断面観察では上

面から落ち込んだような堆積状況を示しており、この理土中に腐食質の黒色土が多く見られることから、木五が

腐朽した後、表土が棺内に流れ込んだものと推定される。

SP014木棺¥出土遺物 {Fig.151) 235~239は鉄製品。 235は刀子で、刃部の切っ先と茎部の端部をそれぞ

れ欠損する。関部は不明瞭で墓部に木質が残存する。236~239は釘で、 237のみ頭が残っており、平た＜叩いた

後に L字形に折り曲げられる。いずれも木質が残り、ほとんどが釘と直交して練雑が見られるが、 238では釘の

頭閲で直交、先1ll1では平行して級維が見られ、 二枚の板を貼り合わせていたような様子が見受けられる。

SP017土囁■{Fig.151) 

D悦の東側、 BH25グリ ッドに位はし、 SP003土城墓とほぼ主軸を同じく して南北に並んでいる。平面形は

南北に長軸をとる略長方形で、主軸方位はN-10'-W、短辺のうち、北辺が広く、市辺が狭い上、各コーナー

は丸みを持つ。規模は長軸1.7m、幅は北側で約0.7m、南側で約0.4m、深さは検出面から約0.3mを濶る。中央部

付近の東壁よりで、土師器の杯3個体が出土している。杯は遺構底面直上でそれぞれが接するように、南北に並

んでおり、 ltl寄りの 1点 {242)がn粒部を上に向けて、他の 2点 (240・241)は口緑部を下に向け、天地を逆
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転させた状態で検出されている。241・242は完形であるが、 240は口緑部から（本部にかけて、全形の約 1/3が欠

mしており、埋土中からも出土していない。形態から土凛絡と考えられる。

SP017土隕猫出J:,Q物 (Fig.151) 240~242は土師器の杯。いずれも法品・形態・隣整等が伍めて類似する。

平底の底部からi釘線的に開<{本部を持つもので、法歪は口径13-13.Scm,器/~3.5-3.9cm、底径7.5-7.9cmを 籟I

る。器限は概ね3mm程度と薄い。潤整は底部底面をヘラ切 り離し後、ナデを行っており、｛本部全体もヨコナ

デ ・ナデが梅される。 8世紀末・-9世紀初頭の所珪である．

6. 穀墳ヶ谷遺跡の放射性炭素 (14C)年代測定結果について

S X023化弁状石組炉の内部底面からは、比較的まとま った埜の炭化物が検出された。この炭化物の年代測定

について （株）古環境研究所に分析委託を行った。以下に分析結呆を記す。

①試料と1i法

試科採取地点

2区SX023石組炉

②測定結果

>4C年代

(if-BP> 

88(,0士50

種類

炭

o 13C 

（協）

-28.0 

前処理 ，潟翌

酸ーアルカリー酸洗浄

石m調整

補正14C年代

（年BP)

暦年代

測定法

AMS法

瀾定No.

(B叫 ・）

8810上50 交点 ：BC 7920 119782 

2 o : BC 7975 TO 7695 

I o : BC 7950 TO 7885 

BC 7795 TO 7730 

(2 a : 95% probability. I a : 68% probability) 

備考

)） 14C年代i開定値

拭科の14C/12C比から、 lit純に現在 (1950年AO)から（平1年前 (BP)かを計りしたffi。14Cの半減期は5.568

年を用いた。

2) o IJC溺定値

試料の測定14C/12Cltを補正するための炭ょ安定r司位体Jt(13C/12C)。この値は傑憔物質 (PDB)の同位

体Jtからの千分偏及 (%,)で表す．

3)膨 l:14C年代値

;; 13C測定（ルから試科の炭素の1迅位体分別を知り 、14C/l2Cの測定術1こ補正伍を加えた上でn:出した年代。
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7 結語

縄文時代の遺構としては、集石遺構9基が確認されており、いずれも早期に位筐付けられるものである。また、

遺物包含層より検出された縄文土器は早期（押型文土怪 ・無文土器・条痕土器）のものを中心とし、前期のもの

（酋畑系）は若干量であることから、ほほ早期に限定されるキャンプサイトと言って よい．

押型文土器のバリ エーションと しては、まず口縁部が直線的に開き、外面に山形文・楕円文を横走 （一部斜走）、

口殺部内面が無文、あるいは押型文の文様帝を持つクイプが見られる。これには、外面にのみ山形文を横走 (26

-31)、斜走 (32・34・35)させるもの、外面に山形文を横走、内面に山形文を横走 (36・37・38・39)、外面に

山形文を斜走、内面に山形文を斜走 (40)させるもの、外面にのみ楕円文を横走 (59~61)、外面に楕円文を横

走、内面に楕円文を横走 (62~67) させるものなど、幾つかの種類に分けられる。また、 79のように外面に楕円

文横走、内面に山形文横走させるが、その上部が無文帝となるものもこれに含まれる。これらのうちの多くは、

大分編年に照らせば稲荀ll.J式に類似する土器群と考えられるが、楕円文を持つ59~67が厚さ Icm前後となるの

と比ぺ、外面に山形文を持つものの中で28・32・35などは特壁1.3~1.Scm程の印い器壁をなしており、この28・

32・35などについてはいわゆる「円筒形押型文土器」に相当する一群と思われる。

次に口緑部が直線的に開き、あるいは僅かに外反し、外面に押型文を横走、内面に原体条痕を持つ早水台式類

似のものがある。このうち、口緑部が直線的に開き、外面に楕Pl文横走、内面に原体条痕を施すもの (83・86・

89)、僅かに外反し、外面に楕円文横走、内面に原体条痰を施すもの (80・81・糾 ・85)、といったクイプが見ら

れる。また、 82のように外面楕円文が斜走となるものも含まれる。それから、口縁部内面に原体条痕、外面が焦

文となる88は、口縁部外面上部に無文帝を持つものと思われ、同時期に含まれるものと考えている。なお、外面

に楕円文横走、内面に山形文を横走させ、その上部が無文帯となる79についても、原体条痕を欠くものの、やや

外反する口縁部形態から早水台式相当に位置付けられる。

押型文と並行すると思われる無文土特には2種があり、口緑部が直線的に開く厚手のもの (5~13)と、端部

が外反し、より薄手のもの (14)の2種がみられる。

以上のこ とから、押型文土器には稲荷山式類似、早水台式類似の大きく 2者が観察されるが、本講査区におい

て両者の区分は主に原体条痕の有無の他、楕円文の粒子の大きさの差違に拠っている。また、早水台式類似と し

た土器群をこれに親く下菅生B式と区分したのは、口緑部の外反の度合いが小さく、直線的に開くものも見られ

る点、外面楕円文が横位を中心とし、縦位のものが相対的に少ない点に拠る。また口緑部内面の原体条痰が押型

文の文様帝を伴わずに単独で誨文されるものが多い点 (82・糾 ・85など）も早水台式に近い要素と言える。しか

し中でも、内面に短い原体粂痕を有し、内外面の楕円文が大型化・粗雑化する81は、田村式まで下る特徴を持つ

と甘える。いずれにしても、大分編年を直接的に当てはめることには当然ながら問題点も多く、ここでは押型文

土器に大きく 2段階の土辟相が見られる点のみを指摘するに留めたい．

出土遺物の垂直分布状況と集石遺構のレペルからは複数の生活面を押さえることは不可能であったため、集石

遺構が早期のどの段階に位置付けられるのか、あるいは複数時期に区分できるのか、検証は極めて難しい。しか

し、前述したようにD区における集石遺構は平面分布上、北西グループ (SX020・023・024・026)と南束グル

ープ (SX025・028・031)に分けられ、北西グループの周辺では稲荀山式類似のものがある程度集中して出土

し、さらに SX024では稲荷山式類似の、山形文を横走させる土器片が埋土中より検出されている。一方、南束

グループ周辺の遺物集中箇所では原体条痕を伴う早水台式類似の土器が見られるなど、両者が時期的に異なる可

能性が指摘できる。
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その他、特筆すべきものとして一連の押型文・焦文土器群とは層位的に区分されて出土した条痕土苦 (1-4)

がある。下層の調査のうち、 当該土器を検出できたのはB021グリッドの一角のみであったが、脊振山南麓地否

においては押型文土器の最古相に位證付けられる稲荷山式並行段附よ り、さらに先行する土料の存在を確認でき

た点は非常に重要である。

古墳時代の遺構としては、 ST004・010・OJIの3基の存在が確認されているが、いずれも変柑園造成のため

に破壊が著しい。このうち、ST004は複室構造のもので、同じく複室構造をとる浦l:B古墳群 1区STOOiに比べ、

玄門幅，前f'J幅共により広い。 また、壁体を構成する石材もより大型で、玄室•前室の各監は大石をおそらく 1

石ずつ配置することで構成し、玄室天井石をその上に直接架構していた可能性が高い。玄室平面積も 8m'を超え、

脊扱Lil削震の群集墳の中でも最も巨室・巨石化が進んだ段階の所産である。撹乱が若しいものの、出土須恵器は

日C期から＼冒期までそれぞれの時期のものが含まれ、 6世紀末に築造され、 8世紀初頭まで追葬，墓前祭祀が行

われたものと考えられる。STOIOは貶方形玄室に前庭側壁を付設するクイプで、出土遺物は価かであるが、平

面プランは戟均古墳群6区ST033・032・039に極めて類似し、6世紀後半でも古い段陪 (3/4四半世紀）に

位置付けられよう。今回の講査では南北約160m、東西幅約80mの範囲で尾根上全体の表土を除去し、この尾根

ヒの支群について全体の把握に努めたが、検出された古墳は上記の2基のほか、南側の農道を挟んで調査区外に

あたる蜜柑固内で確認調査により古墳の周溝が一部検出されているに過ぎない。また築造順序としてはSTOIO

→ S T004となるが、両者は60mの距厖を空けており、平面分布上では同一支群とする根拠は薄い。しかし戟場

古墳群6区では、 6世紀後半代のST033・034・ 039とこれに絞く 6世紀末のST049が約70m離れて尾根上に立

地するなど、 ms期と me期の間を境として立地が変化している可能性が考えられ、 STOIOとST004の関連に

ついても同一支群内での移動と捉えるべきであろう。特にSTOIOからST004への推移は、戦場古墳詳6区と同

様、石当規模•石材の大型化，羨道の付設といった石室構造における大きな酉期であり、地山整形方法の遠いが

立地場所の選定に強く影響しているものと思われる。

奈良時代末～平安時代前期と思われる遺構として、土漿墓2基 (SP002・017)、木棺募 1基 (SPOl4)、及

ぴ土塙茎の可能性があるものとしてSK003が検出されている。いずれも STOIO・011古項の背面にあたる緩斜

面上にほぼ南北方向を主軸として分布している。当該期の土慣墓 ，木棺墓群は脊振山南麓において大和町礫石A

遺跡＂、久池井一本松遺跡り、久池井B・C遺跡i)で確認されており、佐賀市金立開拓遺跡りでは7世紀前半

-8世紀前半のより古い一群が見られ、いずれも古項群に隣接して群を形成している。本潤査区内で検出された

遺構のうち、 土師器杯が供献されていたSP017は8世紀末~9匪紀初頭に位置付けられる。また、刀子が副葬

されていたSP014木棺墓1こついては時期が明確でないが、掘り方の形状、鉄釘の配霞状況等が類似する久池井

一本松遺跡SP15・25の例から推定すると、ほぼ9世紀代の所産と考えられる。その他、遺物を伴わないsp 

002についてもほぼ同時期である 8世紀末-9世紀代と考えたい。なお、 SK003の出土土器は6世紀後半代のも

ので、破片でもあることから埋土への況入品とみられ、同様に8枇紀末-9世紀代の土凛墓の可能性が高い。
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Tab.20 戟場ケ谷遺跡2区古墳時代、奈良 •平安時代の土器一賢表

品
p L. 県道＇笞

出土は点 檀割 笞憧
l.f 量 l<m) 胎 よ

色属
文絨・Ill 笠
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171 9畑 101 ST釦 頻恵e 什霞 (ll.6> (2J) 紗U少● 11i色 沢昇謁へ9切り＆ナデ D?D'tt' 

172 ，＂ ST釦玄鵞カ.,,顛召 什贔 ).9 紗R少量 灰色 天井瓢力亭1-.u1ra, aナテ Cl') 0ナチ
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＂＇ 
,0.7 9叩炉く ST釦玄冨●ク,, 氣目 ＂身 (10,1) lJ 紗れ量 !Ii色 皇•編へ9綱り. IJか口?Cナデ D? ロナデ

"' 9父n幻叫 STの頃裏．玄急 須 B 仔貪 (8,4) lJ むn少量 仄色 嵐船へ9綱り.U;O•O? oナテ D')Dナテ
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加I 引om¥l ST四玄皇 須笞 叩 OJ) 砂Uク量 ぷ色 u, ロナデ、カキメ ll?D-tデ
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"""'"' STDIO属濤3i;t t鰤石 Ir- 02,i 《?.>) 紗It?量 賣糟色 ミガ...鼻色嵐n食布 9 ガキ．昌~ti

"""' •iw n,; SK匹 土閾石 菖K iSJ) 妙U少量 霞色 不明 不哨

Ul,lめ ml1976 S POU ,~.、II ff (ll.3) J.9 7J 砂` 金置墨 覆色 薮感へ9切り電L.ナゲ ナデ

'" 
畑,.,. S P017 士鱚＆ ft' ·~· ” 11 lttt少量 員ほ色 蟻厩ヘラ切り璽し、ナテ ナテ,., 9ro01切 s Pon 土Iii笞 序 '" 

,, 1!I 診位少量 !l{! 騒葛へ9切り鴫し、 ➔•ヤ ナ,,.
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Tab.21 戟場ケ谷遺跡2区鉄製品ほか一覧表

,,, .. p L, 県遣物
出上lf..<t 檜 潤 笞穐 分類• 閲位

法 艤 (M )
傭 ・it 

目魯サ 奮サ 11;11蓄サ 長さ 帽 ,, さ
,.,,,,,, ,i.1 ., 血 ,l ST如“名 鉄製品 ． 箪9葛 ().0) I.I 0., ≪箋尖桟戴、欝震;t

｀ 
jl-1 

”” 
． ． ． ． (2~) {~9) 01 ． 

20') Sl •I """'" • ． ． ． (ti) (~ .. o., ． 
?ID mrrm ． ． ． ． (<!) \~7) 0) ． 
211 51,1 91ヽ印,,. . ． ． ． (7.lJ) 

“ 
... ． 

m ,1・1.,、“” . ． ． 蔓甚 ,、.6) tO.T> 03 

Ill ,m)S)7 ． ． ● ． Cl.8J (0.91 o.• 
"ヽ s,.1 •JOO研 ． ◆ ． ． <l.6) 

“ 
o, 

"' Sl•l .. りむ渇 ． ． 尋 ． (2.•) ... qJ 

'" 51•1 匹"'
． ． ． ． (11) , .. 0.2 布長平槙重．葺蜀式

m 畑 l磁 ST心閉嘉6111 ガ9ス騎品 小玉 応 .. , 惰鯰I!.

!13 lt-l 9,001而 STOOlx1il 炊II品 •Jfj会具 〇ユJ OJ 

219 Sl-2 匹” ． ． • u o.,; 
220 )t., =~ ． ． ． (1.0) 匹 9

lll lt•] ,,ouu ... , ST匹 馴皇 ． 釘 Q3¥ ．、 (6.l) 

222 ll-l .. ooo,., ． ． ． ()3) 0.7 (t),O) 

223 ll-3 ”収加1 ． ． ． .~., (Oヽ） 0』" *• 残¢
21ヽ
,,_, 911XJO紐 ． ． ． ⑬ (O.• > (0,2) 

，，， ,.., .. む,., ． ． ． U,tl (OS) <"ll 
匹 51.3 9―ifill5'2 ． ． ． 

""' (05) ..•ヽ）

221 
,,_, 9―,-000,., ． ． ． fUl (0.3) (0.l) 

)lg ll・l 9畑 9訪 • ． 餃具 蔓し合 ¥1.7) 四） (0.45) 

”’ 
Sl-2 9100052' ． ． II U字倉具 ,~ .. (1,8} 

?JO 51•2 9碑"' ． ． 籟金真 5ふ ,.1 Cl IS) ＂貧鑽量り ．ー墓合箔惰仔
l)I ,,., 9X畑" ． 餃 11 往u (1,7) 0.20 

”叫 9,001螂 S POI』 鉄賃品 )) 1- (10.81 ,, ••• 峡，，本買が一瓢残1f-

m 畑 1936 ． ． 
＂ 

16.21 (OJ) 位ll 木賢Kif.*DIJ屯行

:3? 91001987 ． ． ． IU! (0. ヽ） (0●） ＊賃残存.;j.01! 直交とJ;;ffあり
埠 ,..,, 煎＄ ， ． ． (0) (04) <~]) ＊賃預存.*Oll/1.,:iと;l!fjぁIJ

碑 99003312 ． ． ． tU) (O.,) ,..,, ＊質残存.-1:fl<ll(ヌ
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¥III. 浦田古墳群 1区の逍構と遺物

1 • 遺跡の概要 (Fig.152)

浦出古項群 1区は我場ヶ谷遺跡の立地する丘陵と谷部を挟んだJI(側の丘駿）も根頂部に位四している。この尾根

頂部にはSTOOi古項が位（1',:しているが、さら1こIt!丘頂綿が尾根の最窃位となっており、その標窃は75,26mであ

る。尾根は東西にかなり急峻な斜面を持っており、 一方市北方向も、それ程でないにしてもやや.If!,な傾きをなし

て下って行く。特に北側は比応差25mぐらいまで一i虻低くなって、再ぴ浦田古瑣群2区の立地する丘陵郎へと続

いており、全体として独if.丘陵状をなしている。南開/Jf恨を下った楼高50mの位位には、現在、九州横断自勁車

逍が走っているが、自動車追建設に伴って寺ヶ里遺跡 (I区） い の岡査が行われており、 7世紀後キの古tj'jI 

基の他、縄文時代前間の上城などが検出されている。また、南東側丘陵裾部の自京溜池に面した緩斜面上には後

述する寺ヶ且遺跡2区が立地し、縄文時代晩期末～弥生時代前期初頭の土牒と平安時代前期の住居跡、鎌倉時代

の掘立柱建物等が確認されている。この他、丘陵頂部から東側は大規模な土砂採取が行われており 、平成元年瓜

には東脊振村教行委n会による確訟調査の際、古積 IN;の存在が確認され、緊急に調在が行われている。

浦田古f(t群1区については平成 3年度の確認調査の折から丘陵m部に古積 1基の存在が把拙されており、本讃

企でl:if.i: 餃頂部全体を対象として表土剥ぎを行った他、古/.tf等の存在が予想される寺ヶ里遺跡との間の尾根」・・1:

ついてもトレンチ調査を行った。その結呆、頂部付近の約1.200m'Iこ古lJ'!2碁・純文時代早期の土城等の存在す

Tab.22 濤田古墳群 1区遺橘一賢表

遍膚●号 桟 詞 影 l! 11-び n 徽
現校 l!tさX輻x深さI

,m 
主鎗nil 出上遍物 lllt・IIJll 

ST001 占•n 円噴 (lll,・:,tfi!l!l ti l!im S o・-N 須免召 (If・区・兵杯・l'llll'll 古,nrt闊
・ 覺 •平甑 ・ 汗殊漏壺） . J; 綽 (6霞紀棧'f-)

笞 (t(lf) • "'襲品 （這・情・ !6C3/• 費紀1

'411金A・胡U金ll・1l子・轡
，紺り金P,)'t1,ス小王・
切f・玉．胃餞

S1002 ~;lft 墳桟不明（債六式石浸J ~"~ s-s・-E なL 古項桟Ill(l慶紀怜N

SX003 鼠石這横 STOOi祭祀這情 1.JX I.I X0,4 ，，月患臼（平庫） 占1ft棧

SK004 十帽 情1'1形 1.JXI.IX0.13 ~ - 4S.f .. E なL 鳩文IJtt','問

SKOOS 土嘱 情l'lU.::段湿り I .SX0.9.SX0.1 11-so・-E とし 縄文りlt',墳問

SK007 t纏 ~, ... 形、 ：：n鍼,, 1.$X.0.8XO.;JS N 76'-W JI;¥罐石・サヌカイ..+ップ 縄文＂代,,,期

SKOOS t畢 ,, 円お、 二R戴り 2.1x1.2xo.a ~ - so·E 駄曝石・サヌカイ ►+?プ 鳩lttt,,•~I

SK009 ャ’’ 略Jj駐、賞石をけう 1,7>: 1.6XO.J 北罐石・サヌカイ ►.,. ッブ 嶋文闘tt•;•~I

SK010 .t纏 略);形、 二段嘉り 1,1 X0,9SX0.1 ドー76'-W なし 鳩文＂代,,渭I

SKO 11 .t讀 不定杉、こ餃嘉り 0,9X0,8$X0.$6 S -90・-II' なし 縄文'ltt¥l期

SK012 -t，讀 不定彩． 二餃崖り.iiiし穴 1.lX0,7X0.~ K-ゆ・-w なし 鴫文lllt¥C問

SK013 .t濱 惰~I彰、 こ后這•; I .45 ><0..8 XO. ヽ 、,-,9・-w なし 縄文≫It平問

SK014 J:纂 惰円彰 1.uxo.axo.1 ト・ーぬ・-E ，.し 縄文"lt¥l閉

SKOIS 上盪 不,;i1J.ll這な投慎邊 (2.2) X Cl.2)X 0.6} 舅文土s.黒霞1i. ., スカイ...,. ップ 縄文Jtlt~t期

SK016 -t，績 不定fl.以富な段慣込 (~,0)>< (-1.4 tX 0.1 なし 嶋文l¥lt¥閉

ST017 ”尼111,糞葛 北JI(辺.JI:柑辺の揖のみ l,On, N-70" -w 土鱗1}(4・バlf.・11台・仔） 古噴 IヽIJ!l◄ 構8憧"'
ST018 ”彰闘i貴墓 北柑辺のt鼻のみ 1.oxo,ssxo、., ト・一父,・-E 上騨沿 lii・llltf> .~ , 負爾斯 (◄ 曼紀霞↑）

SP0l9 IJ:'116, 閏丸~1;屈 ：：投攘り 1、SX0.&5X0,8 N-31'-w Ait傾腿片 不明

SX020 ィ町這慎 不出形 .&.OX(l.6)X0.3 N-1.s・-E U lヽl(鸞） 占噴紺期 !<It紀撞ti

SX021 ~: 剛遺！• 1'1"6の~-穴状 枷....湿さo.s なし 不りl

SX022 ~'Ill遺ll ＂形の1•穴状 0!0,6S. 深さ0.5 なL 不明
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ることが明らかとなった。この他にも大型の石材が露頭する地点があ り、古項等の存(£も推定されたが、丘駿全

体が徴柑園となっていることもあり 、既に破壊されている可能性が高い。

潤査区内で確認された遺構は 6世紀後半の古項 l碁 (STOOi)、7世紀後半の古JJtUt; (S T002)の他、 S

TOOiの北西側の遺物包含附中から縄文時代早期と息われる土漿10基 (SK007・008・009・010・011・012・ 

013・014・015・016)が検出されている。また、 STOOi古墳の墳丘を除去した粘果、その下面から古墳時代前

期の方形周溝偽 2甚 (ST0l7・018) ・ 土頃状の不明遺11111基 (SX020)、縄文時代平期の土墟2甚、時期不明

の土塙 2基 (SX02I・ 022)が新たに確認された。また STOOi古墳の1釦西墳裾部より時期不明の土城廷 1基が

検出されている。以下に時代毎に概要について述ぺる。

ill)堤'i<!』 c,9s,1: r寺ケ具遺踏」 fj!j!I(遺仔」 九州横断自鯰庫這閏保護蔵文化＂発揖鯛夭損作欝 (2)

2. 縄文時代の遺構と遺物

縄文時代の遺惜として上城12甚が確認されている。このうち、 SKOO<!・005はSTOOi古墳の墳丘下から確認

され、はかは調壺区内北丙側の楼褐色粘質J:からなる選物包含府を掘り下げる際に検出されてお り、出土遺物は

少ないが包含沿中の遺物が縄文時代早期にあたることから当該期の所産と考えられる。遺物包含層は戟場古墳群

l区・較場ヶ谷遺跡2区で確懃されたものと同様の橙褐色帖質土からなるレス層で形成されており 、調査区北嬬

付近の約200m'の範囲に分布し、このうち約130m'の堀り下げを行ったものの、出・t.道物の量は土器数点、石笞数

1点と遺物密度は薄いものであった。

(1)縄文時代の遺構

SK004土壌 (Fig.153) 平面楕円形で、長軸約1.3m、短柏I.Im、立ち上がりの傾斜は緩 く、深さ約0.13m。

此軸の方位はN-45,5'-E。

SK005土填 (Fig.153) 平面楕円形、内血のややi!li1'fりで二段掲りを行う。長軸1.5m、短軸0.95m、段掘り

部分も平面Ii楕円形、長軸0.73m、短軸0.55m。底面までの深さはO.lmで、段掘り邪の深さは底面より0.05m。

艮軸の方位ばN-80'-E

SK007土爛 (Fig.153) 概ね平而隅丸方形で二段掘 りをなすが、段掘り部が東辺部分から釈いて外方に0.65

m捏伸びる。北 ・東辺の紺0.9m、1+1辺は0.7m、西辺はo.sm、上段部までの深さは0.15m、上段部から段1町）部

の1約面までの深さは0.2m。長軸の方位はN-76'-W。埋土中より黒曜石 ・サヌカイト製のチップがそれぞれ 1

点出土している。

SK008土壌 (Fig.153) 長軸2.lm、短軸1.2mの不整形をなし、さらに長軸1.3m、鋭軸I.Omの歪な隣丸長方

形の段掘I)を施す。段掘り部の中央には長楕円形の小穴を伴う。深さは北東部で」：段部まで0.45m、Jc.段部から

底部までは0.3m.南西部では上段部まで0.2m、 I: 段部から底面は0.6m 。 長翰の方位はN-50'-E• 埋土中よ

りサヌカイト製の剥片 ・チ ップがそれぞれ 1点出土している。

SK009土蠣 （阿g.154) はぼ長方形をなすが、西開の辺は丸みを帝び、その他の辺は直線的である。また土

墟内の西側には集石が検出されている。集石は大きさo.1-0.15m程の板石を 5、6個を円形1こ趾むように立てて

あり石が赤く焼けていることから石糾み炉と考えられる。ただ、集石の底面は土城床面からO.lm程浮いてお

り、 集石が士猥に直接作うものかは明らかでない。土墟の規模は北辺で1.4m、南辺で1.7m、西辺で1.6m、東辺

で1.4m、深さは最大0.3m.埋土中よりサスカイト裂のチ ップが 1点出・l:している。

SK010土壕 (Fig.153) 州西閑がやや外方に伸ぴるが、ほぽ和面方形をなす。またはIi'中央部には二段掘り
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雨.155 縄文時代の遺物 (1・3は1:2、2は1:4、4・ 5は1:3) 

を行う小穴を伴う．北辺の長さは0.85m、東辺は0.9m、南辺の長さはI.Im、西辺は0.95m。小穴の上段部で径

0.5m、下段部径0.4m。深さは小穴の tlliiまで0.2m、小穴部では上面から上段底面まで0.08m、下段祁まで0.28m。

SK O 1 1土遍 (Fig.154) 南北に長軸を持つ、不監形をなし、東側の堕に沿って二段据りを行う。規模はltf北

1.9m、東西1.2sro、検出面から上段までの深さはO.lm、底面までは0.3m。長軸の方位はN-90'-W。

SK012土蠣 (Fig.154) 北,,i!!i-南々丙の長袖を持ち、北々西憫は丸みを帯び、南々西開は角をなす不整形

である。 上城の中央やや甫々西寄りにほぽ仕方形の掘り方を持ち、その底面には 3個の小穴を伴うが、このうち

の二つは径0.07m程の極小さなものであ り、長方形掘り方の市々西の辺と並行に並ぷ。土城全体の投帖は1.3m、

短軸は0.7m、長方形掘り方の・艮辺は0.6m、短辺はO.Sm。深さは検出面から上段まで0.09m、長方形掘り方の底

面までは検m面から0.35m。 長軸の方位はN-30•- E。

SK013土壌 (Fig.154) ltl東ー北西方向に長軸を持つ杓円形をなし、長輪は1.45m、短軸li0.8m。内部には

不定形な掘り込みを(f.い、検出面から底面までの深さは0.4m。長軸の方位はN-49・-w0

SK014土壌 (Fig.153) 平面楕円形で長軸1.15m、短軸0.8m、深さはO.lm。長軸の方位はN-80'-E。

SK015土壕 (Fig.153) 南北2.2m、束西2.2m以上の規模をなすが、 一部未掘であり平JFII形は不明である。

内部には幾つかの掘り方が前複するが、特に南部分の掘り方は平面略方形で中央部に小穴を伴い、 SKOIOと形

態が類似する。深さはこの小穴の底面までが穀も深く、検出面から0.65m。埋土中より縄文時代早期の無文土器

片 1点、:,.1曜石製のチップ2点、サヌカイト製のチ ップ2点が出土している。

SK016土囁 (Fig.154) 土狭としているが不定形な掘り込みが切り合った集まりである。西側は未調査であ

るが、確設された規模はm北Sm、東西4.4m、検出面からの深さは社も深い部分で0.9m。

(2)縄文時代の遺物 (Fig.155)

1-5のうち、2はSK015の挫土中から、他は縄文時代早期の遺物包含殴からの出土である。

220 



1は焦耀石製の石核。ほぼ立方体をなし、側面のうち、2面に自然面を残している。 2は無文土粒。器壁の厚さ

は1.3-1.Scmと厚手である。3は凹基式の無茎鏃。黒曜石で完形である。4・5は磨石。

3. 古墳時代の遍襴と遺物

古項時代の遺構と LてはSTOOi、002の2基の古墳が確認されており、このうち STOOiは調査区の立地する

丘陵の頂部（栖高72~75m)に位置している。また ST002はそこから尾根筋を真北に下った標高67m付近に立

地し、 STOOiから約20mの距難がある。

STOOt古墳 (Fig.l 56~ 168) 

旧丘 ・周溝 (Fig.156・158) 墳丘裾部付近の街束側から南側にかけて蜜柑園造成に伴い削平を受けているが、

それ以外については旧状を良く残している。用丘は裾部をやや改変されていることから、平面形は、見かけ上、

角の丸い方形をな しているものの、本来は円墳と思われる。現状で径IS.Om、墳丘高は裾部からの比点差で2.5m

である。周溝については検出されておらず、丘陵頂部といった立地状況から考えて、もともと周溝を持たなかっ

たものと推定される。地山整形は茄底面を平坦に造成するのではなく、周囲から石室掘り方の位置する中央部に

向かって緩やかに傾斜を持たせており、中央部に平面長方形で、長さ8.8m、幅5.5m、深さI.Smの掘り方を拇削

する。石室掘り方からほぼ真向に向かって切り通し状の墓道が伸びるが、掘 り方から 5m程で造成により削平を

受けている。茎道の幅は羨門部分で2.8m、南側の削平郭分で2.2m、深さは欣大1.4mである。この墓道は後述す

る方形周溝墓STOl7・018の北辺を切っている。

墳丘構築技法についてであるが、地山整形は墳丘東側 ・北慨においては前述のとおり、墳裾部分から石室に向

かって緩やかに斜面となっているが、西側においてはほぼ水平に造成された面が確認され、盛土構築前の旧地表

面が認められる。この旧地表面上にはさらに山形に高さ0.4m程の盛土が施され、さらにこの盛土を切って石室

掘り方が堀削されている。

この盛土の性格については、その上面が項丘束側の地山整形面とほぼ高さを同じくしているので、本来的に東

西で比高差のあったIB地形の高さを整えるために盛られた造成土と考えられる。墳丘の構築はJ:部壁体の構築に

伴う裏込め土を盛り上げるように積み上げた後 （一次墳丘）、天井石を被覆するために、橙褐色粘質土（花尚岩

パイラン土）と灰白色砂質土 （花曲岩の風化した砂礫土）の間に1日地表面の思褐色腐食質土を挟みながら、水平

に細かく互層に盛り上げる （二次墳丘）。 盛土工程において特徴的なのは、項丘基底面北側の一次積丘裾部に長

さI.Om、幅0.6m程、深さ0.5mの消状遺構 (SD028)を伴う点である。土層観察の結果、 この溝の上面北側の

縁は一次墳丘の裾部と接しており、墳丘構築に直接伴う遺構であると判断される。おそらくは一次墳丘盛土に際

しての目安となるような設計線的な性格が考え られる。なお、 墳丘東側の基底面下部からは基盤面との間に厚さ

0.4~0.Sm程のSTOOi構築前の盛土が確認され、盛土の下部には基盤面に掘り込む形でSX020不明遺構が検出

されている。このSX020からは古墳時代情期の布留式甕が出土しており 、この盛土についても当該期の方形周

溝茎の墳丘、あるいはそれが流出したものと推定される。

外表施設 本墳においては墳丘の遺存状況が良好であったにかかわらず、葺石あるいは列石等は確認されていな

い。また裾部周辺にも裸が散らばる様子は窺えず、もともと存在していなかった可能性が高い。

内郁主体 (Fig.157・159} 複室の両袖型横穴式石室である．玄室平面形は右壁長が左に比ぺて長く、石室北東

悶がやや歪むものの、ほぼ長方形であり、奥壁幅2.6m、前壁幅2.5m、右壁長3.3m、左壁長2.7mである。玄呈天

井石•前壁側を除く上部壁体は失われており、床面から前堕遺存部分の上端までの裔さは3.2mで、項丘の盛り

221 



墳丘遺存状況

地山竪形状況

~ ' ¥、A
＋ 

□m郎の遺嘱

亡］古IIMll:!llllの遺蠣

□"'JI! 祖の遺讚

Fig.156 S TOOi古111瀾璽図 (1:200) 
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上げ方から推すとこの上に

天井石を架構していたと考

えられる。前当は長さが右

壁で0.9m、左撻で0.85m、

輻は玄門側で1.9m、前門側

I.Smと横径の長方形をな

す。前室天井部は柑石と羨

迫天井石よ り一段砧く積ま

れ、床面からの応さは2.0m

である。玄門幅はI.Om、前

門輻は0.8m。羨道は前室幅

でそのままほぼ直線的に伸

ぴ、壁体の石積みは欠くも

のの、最下段の石は良好に

遺存しており、羨道長は右

壁で3.4m、左壁で3.3mo

天井石は前門上の柑石に加

えて一石が残るが、石室捉

り方の壁の状態から考えて

も、あと 2石は架構されて

いたものと推定される。

玄室壁体の構成について

は、左壁に幅1.7m、高さ

1.2mの長方形の、及び輯

I.Om、窃 さI.Imの正方形

の石を腰石として用いる。

右壁 ・奥壁は左壁の腰石よ

り高さは低く、 右壁で幅1.3

m、高さ0.8mの長方形の石

2個を横位に、また奥壁寄

りには幅0.5m、応 さ0.9m

の石 1個を縦位に用いてい

る。この 1石については、

奥壁と前壁との長さの差を

謂整するために配置された

ものと考えられ、 石当プラ

ンが羽子板形ではなく、あ

芦
手

.///_/・ 

0」

2m 

亨＇
Fig.157 ST001古蠣平薗 (1:60) 
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くまで長方形を指向していたことの

証左と言えよう。奥壁は奥堕輻いっ

ばいの幅約2.4m、店さ0.7mの石を横

位に据える。壁体は幅0.6-LOm程度

で高さを揃えた石材を横位に積んで

行くことで構成され、玄寇から羨道

まで:r程を同じくして同時に積みーヒ

げており、ほぼ水平に目地が通る。

玄室袖石• 前室袖石は、それぞれ立

柱石の上に二段あるいは三段に石材

を横位に積んでおり、工程的には玄

室 ・前室の壁体の構築と同時に積み

上げられている。

床面の状況としては (Fig.164)、

玄門部・前門部共に仕切り石を据え

ている。しかし、敷石については床

面上に多数の小蝶を検出したものの、

盗掲時にひどく撹乱を受けたため原

位置のものは行撫であった。石室内

人a出土U況

--__ ,. 
• IJJ干王 • 丸

Flg.161 S TOOi古墳石賓遭物出土状況 (1:50) 

一且Un

2m 
I 

の出土遺物と しては、玄当内撹乱土中から鉾 ，鏃等の武具、馬具などの鉄製品と多くのガラス玉が出土した他、

奥壁右翡にはほ1体分の人什が検出されている。人付は屈に寄せられた状態で出土しており、 二次的に移動させ

られたものと思われる。遺存状態が比較的良いことから時期的に新しいものと推定され、玄室内から近世の土師

器小皿が出土していることからも当該期に埋葬されたものが、後の盗掘時に片付けられたのかもしれない。この

他、前型右壁で須恵器追が出土しているが、頸部より上部を欠損しており、供献時のプライマリ ーな状態ではな

く、煎径床面についてもかなり撹乱を受けているものと推定される。

なお、石室に使用された石材はすぺて花悩岩である。

聞寡状況 ・墓道 (Fig.160) 閉塞は前室仕切り石の手前で行われていたものと思われるが、最下部以外はほとん

ど旧状を留めていない。閉寒には転石が用いられ、下部には大きさ40~50cmの礫を数段積み、その上に10~

30cmの小礫を天井邪との間に積め込んでいくものと思われるが、現状では前室内あるいは羨道の嘉道側にliliれ

て広がっており、特に羨追から墓逍1こかけては羨道煎体が崩れた石材と況在している。中でも50~60cmの大型

の礫10個余りが集積されているものは、羨道壁体の崩れたものであろう。この他、墓道左憫の肩には円形の掘り

方を伴う集石遺構 (SX003)がある。 集石は20~30cm程度の礫二つと15cmの小礫十数個からなり 、掘り方は一

見、東側を墓道で切られているように見えるが、掘り方自体は墳丘上から掘られている他、集石に近接して同レ

ペルで7世紀後半代の須忠器平瓶が出土していることから、墳丘上祭祀遺構と考えられる。

STOOi古墳出土遺物 (Fig.162~168) 6~62は土器。古墳時代の須恵器• 土邸器のほか、平安時代の瓦笞が

1点出土している。出土地点としては、羨道から墓道 ，前庭部にかけての出土がはとんどであり、玄lli・ 前室か

らも少量出土しているが、その多くが小破片である。
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Fig.163 ST001古蠣出土遍物2(1: 3) 

6~ 13·15-17は杯蓋• 18・25を除く他はすぺて須恵器である。6・9は口緑部と体部の境に沈線を持ら、口縁

嬬部内面は6が明瞭1こ段部を持つのに対し、9は僅かに変化点を持つのみである。 16-18はかえりを持つもので、

18は土師料である。 16・18は擬宝珠つまみを、 17は断面逆台形のつまみを貼り付ける。 14は口径に比ぺて器高が

嵩く短類壺の菟。 19~241よ杯身。24以外は受部を持つもので、調整は19・20・23が底部ヘラケズ＇）後回転ナデ、

21・22・24はヘラ切り離し後ナデ梢し。26-32は迎。形態も種々有り、 26・28・30・31は口緑部が途中で緩やか

にくびれて内湾あるいは直線的に開くものであるが、 30のみは端部付近のみがくびれる。27はくびれずに大きく

外反し、土師質ではあるが形態は須恵若である、いわゆる赤焼き土器である。体部の形態では28が府が張って直

線的な底部から平底の底部へと萩くのに対し、 29は胴下半部から底部が丸みを帝ぴ、 32に至っては胴部最大径が

より下方に下がり、底部は丸底となる。 25は瓦笞椀の1汲部片であり、鎌倉時代の所産。

33-43はいずれも須恵器の高杯である。33・34・35・36は全形が復元できるもの。33は有菟狂杯で口径13.0cm
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只“

ゆcm

Fig.164 ST001古墳出土遺物3(1: 3) 

と大きな杯部に四方向二段の長方形透かしを持つ脚部がつく 。脚部裾端部は僅かに内側へ折り曲げる。詞部の上

半部にはカキメを紺し、杯部底面には紋杉文が巡る。34・35・36は無益高杯。34は杯部の口縁部と体部の校に段

を有するもので、脚部に透かしは持たないが、端部を僅かに内側に折り曲げる．屯、杯部底面には綾杉文を施す点

などは1と類似する。 351よ杯部の口緑部と体部の境に二条の沈線を施すことによって僅かにくびれたようなプロ

ボーションとなる。脚部には三方向二段の長方形透かしを施す。裾部端部は佃かに上下に肥厚させ、燐面は凹面を

なして上下端は鋭く稜をなす。35の脚部外面にはヘラ記号を刻む。36は四方向二段透かしを持つもので、裾端祁

は平坦に伸びて接地面が広く、接地祁分は僅かに凹面をなす。37・38は小刺化したもので37は口径15.0cm、381よ

17.0cm。39~431よ脚部片。このうち.39は胴部径が大きく復元され、裾椛端部は段をなして肥原している。

49~58は土師器及び須恵器校倣の赤焼き土器の高杯。このうち、50・54は赤焼き土器である。49は口絃部が1勺

傾する、いわゆる模倣H心脚部がつくもの。杯部内外面及び脚部外面にT寧なヘラミガキを施す。53は脚祁裾部

付近で段を有するもので、ハソウの口縁部かとも思われたが、接地面は平坦面をなすことから騨部と判断した。

55・56は浅く大きく開く杯部を持つもので、脚部はそれぞれ51・58で、直線的に伸びて裾部の形状は、 57が外方

に祈れるのに対し.58は大きく外反する。胸郎内面はヘラケズリ、他はヘラミガキ。

46は平瓶で、哀道洒開月部の集石遺構に近接して出土したもの。 口椋邪は直線的に開き、府は張るが1民部はか

なり丸底化している。44・45・47は提瓶0 44. 45は口粒部であり、 “は外反して端部付近でやや外方に屈曲する

f/)に対し、 45は直線的に伸びる。48はいわゆる特殊偏盗か。胴部に二箇所の穿孔を持ち、表必に二条ずつ一列の

沈線が三列巡り、 中央から一列目と二列目の間には刻み目を、 二列目と 三列目の間には波状文が施される。

59~61・63は須忠荏で、59は短類壺。胴部外面全体にカキメを施し、体部下方に十字形のヘラ記号がみられる。

60は抑付き壺の郭部、脚体部と裾部の境には段部を持つ。61・63は甕の口様部。61は口径20cm、63は33.父mで、
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â
 

= 

▲
 

el 

o

m

 

Q
日
日
3
[

0

"
 

8
廿
杜

'̂a
 

7
 

9

し．
 

.,,,,,,. ― 

C
19
 

,
1
f,＇

i
 

t
'
 

‘、’

I‘‘ 

•• 
,
 

ー

ヽ

＾
 
9
,.
J
 

9
鼻内
’
J
"
J
r

,、1

9,＇5
"り

ー

9"h:
1
1
I
J

，
 

霊
_
 

,

＇

,
 

-

— 

△
鬱

ー・
I
 80 

--→ ""'"-

8
1
0
 

‘‘‘,
J
 

‘,
'‘

ヽ
ヽ

'‘‘
‘
 

．
 

,̂
‘●' 

9

9
,
i
け
~
~
r
凡
，、

,
9
,
 

，
 

,, 

ピーI 

82 

10cm 

Fig.166 STOOl古旧出土遺物5 (1: 2) 
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いずれも外反して端邪は断面方形に肥厚する。61の外面には中央部に二条の凹線が巡り、凹線に区画された上部

にはヘラ状工具の小口部分で斜め方向に述続させて文様を刻む。また63は凹線の上下に櫛描き波状文をそれぞれ

に施文方向を違えて刻む。

61は土師器のミニチュア土器。器形は脚付き壺で、外面にはヘラミガキを抱した後に黒色顔料を塗布する。

64-71・73-98は鉄製品。鉄製品は武具・エ具 ・馬具があり、武具としては剣・鏃・鉾の他、弓付属金具・胡

録金具、 エ具としては刀子、馬具には轡 ．鐙・辻金具の他、餃具 ・飾金具が見られる。

64-69・73-76は鏃、 64~66は繋箭式、 67は柳葉式の有茎尖根鏃、 68・69・73~76は有茎平根鏃で、 68は斧箭

式、69は椿業式、 73-75は圭頭式である。70・71は弓付属金具、 72は汗銅製の刀装具で責金具と思われ、若干の

金箔が残存する。77-80・81は鉾、 3個体以上が確認されてお り、77と80は同一個体の可能性がある。77は鈴が
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欠捐するが大型のもので袋部にはV字形の切 り込みを持つ。79・81はよ り小型であるが、同様に鋒が欠掛し、79

の袋部は切り込みを持たず、 81は77と同様のV字形の切り込みを持たないが、袋部から鋒にかけてすぼまってい

る。80は鋒の部分であるが、袋部側は断面菱形で、切っ先に向かっては片刃になる。82は剣、刃部のみの出上で

あり 、培丘 1区の盛土を除去する段階で検出されたもので、出土状態から考えてSTOOiに伴うものではなく、

S TOOi墳丘下の方形周湛硲の副葬品であったものがSTOOi築造時に主体部が破壌され混入したものと推定され

る。78は胡録金具の一部分で同様の図化不能の破片が十数点ある。確認された破片では全て鋲は2個である。

83~86は刀子。83は丙関を作るもので茎部に脆角製のfJ装具の残欠が見られる。84は片関 ・85は両llllのもの。

87は原さ1.2mm程で断面長方形をなす鉄製品の部分で、用途不明である。

88~98は馬具。89は餃具、 88は鐙のU字金具、 90は辻金具の破片、鉄地金銅張りで金箔が僅かに残る。91~95

は鉄地金銅張り金共、 91は菱形をな し、飾り鋲を四つ持つ。96~98は轡で、 961よりl手の端部、 97・98はいずれも

引手と街、及び紫環鏡板の連結部分である。

99~100は甘銅製の不明製品。いずれも完形品で、単独で機能したものではなく 、や／らかの製品に付属する飾

り金具と推定されるが詳細不明である。

103-228は装身具。103から228のうち、 134のみが水晶製の切子玉で 1点のみの出土、ほかはすべてガラス製

小玉である。ガラス,,ヽ玉は計132点が出士しておりここではこのうち124点を図化している。圧絹的にはが多い

のは濃青色であり淡汗色が相当数含まれるほか、淡緑色、濃赤色のものが若干伍認められる。104は寛永通宝

でいわゆる「新寛水」である。

ST002古墳 (Fig.170)

S TOOi古墳から萩く南開尾根の斜面上に位

置し、 STOOiとは約30m離れて立地する。石

室奥壁と右壁の腰石のみを残して石材は失わ

れているが、床面の敷石ははぼ良好に遺存す

る。れ丘はすべて失われており、地山に至る

まで削平を受けているが、 石室の規模から考

えると径5-6mの小型墳であると推定され

る。石室は横穴式の小石杢であ り、袖石はな

いものと考えられる。堕体は奥登に腰石 1個

を横位に据え、右壁は奥壁OOから 2石を縦位

に立てており、玄r~lll!の 1石は数石を横位に

積み上げるものと思われるが敢下段の石 しか

残っていない。玄1'1部には枢石状に右側に幅

0.5m 、長さ 0.6mの、また左側には•i\0.4m 、

長さ0.5mの石を地ぺて据えてある。た際の腰

'----A 

-------

Fig.169 ST002古墳測●図 (1:100) 

石は失われているが、腰石外側の根固め{;が残っており、平面プランはほぽ推ill!できる。石室内法は奥壁幅で約

0.7m、右壁で約0.9m。敷石はO.I-0.2m程のやや平たい礫を用いる。石窓内及び周辺部からは古墳に伴うと思わ

れる遺物は検出されなかった。

ST017・018方形周溝璽 ・SX020不明遺構 (Fig.171)
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S TOl7・018方形周溝墓、 S

X020不明遺構は STOOi古項の

墳丘除去後に確認されたもので

あり、いずれも古墳時代前期の

土師若を出土している。 ST

017・018方形周溝墓は墓道両側

の墳丘下にあり 、周溝のうち 、

S TOl7は北辺及び西辺の一部、

$ T018は北辺のみが確認された

が、その他の部分については内

部主体も含めてすべて削平され

て失われている。削平の要因に

ついては後世の蜜柑園造成も考

えられるが、 STOOi古墳築造に

伴い墳丘盛土に用いる土を周囲

から採取したことも想定できよ

う。

¥
＿1
 

A
 

.,..,, 

遺存状況は、STOI? は北辺5.5

m、西辺の一部J.Om、ST018は

北辺の残存長が7.0m及び東辺0.3

mで、周溝の断面形は逆台形、

深さはSTOI? が最大0.7m、ST

018が設大0.8mである。遺構の方

位はSTOI? が北辺でN-10・-

W、ST018はN-56・-E.

S X020はSTOOi束側基底面

よりさらにO.Sm掘り下げた地点

で確認された。南北方向に長軸を持つ不整形をなし、遺構の東側は一部紫柑園造成により削平されている。現況

如り

。
2m 

Fig.170 S T002古墳石宣 (1:40) 

では南北4.0m、東西1.6mの規模を持ち、底面はほぼ平坦で基盤から0.3mの深さである。遺構の南端からは大き

さ0.4m程の礫と共に、布留式甕 11111体が破砕した状態で出土している。 遺構の方位は長軸でN-15"-E。

ST017・018方形周溝墓 ・SX020不明遺構出土遺物 (Fig.172) 229~238は土師器。229・231は広口

壺、229は中程まで直線的に伸びて、さらに外傾する口縁部をなし、朋部は屑が大きく張る。 231は閉部のみの出

土で朋部中央に最大径を持ち、底部は丸底である。230は布留式甕でくびれ部から直線的に伸ぴる口緑部と中央

部やや下寄りに最大径を持つ胴部をなすもの。隅整は胴部外而の屑部まではハケメ、中央部にはタタキが残り、

下部はヘラナデ、内面は胴部中央までハケメ、下部はヘラケズ ＇）である。232は長頸壺。口縁部は直線的に開き、

胴部はソロパン型に大きく膨らんで底部は丸底、底部底面には焼成後に穿孔を施す。 233は器台、受部はほぼ平

坦に開いて端部をやや上方につまみ上げる。脚部は直線的に伸びて接地し、四方向に穿孔される。234・235は高
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Fig.171 ST017, 018古墳 (1:100)、SX020不明遺蠣 (1:60) 

杯の脚部で柱状に長く伸びて、底部は大きく開いて端部のみ接地する。穿孔が四方向に施される。236-238は単

口緑の鉢、調整はいずれもナデである。

4. その他の遍構 (Fig.173)

SP019土壌璽 (Fig.173)

STOOiの消酉墳裾付近に位置する。平面形はほば整った長方形であり、各閏は丸みを帯びる。長輪の方位は

北々酉ー南々東にと り、N-37'-W、長軸の長さは1.65m、短軸は0.85mである。各墜の立ち上がりはかな り急

で深さは0.4~0.8m、北々丙、南々東側に段を残し中央部がさらにO.lm程一段窪む。北々西側の段部のほぼ中央

部より人の頭竹の一邪が検出されており、土演の形態とも合わせて土墟gと判断した。出土遺物は確認されてい
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ないが、埋士の状態から中世～近世の所産と推定される。

SX021不明遺構 (Fig.173)

STOOiの西側lt!.丘下より検出され、 SX022と1.4m程の距離を開けて近接する。平面形は整った円形で断面

形は立ち上がりの怠な摺鉢形をなす。平面形での径は0.45m、深さは0.5m。内部では、はぼ水平に据えられた大

きさ約0.25mの平たい花砒岩礫をさ らにO.lm前後の小礫4個が支えるような状態が確認された。出土遺物はなく、

性格については不明である。
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Fig.173 SP019土蠣璽 (1:40)、SX021・022不明遺嶋 (1:30) 

SX022不朗遺構 (Fig.173)

阿じ<S TOOiの西側t.n丘下より検出された。平面形は東西に長軸を持つ楕円形を呈し、長軸0.65m、短軸0.45

m。断面形は深さ約0.2Sm程の上半部までは摺鉢状をなし、中央部やや東窃りに小穴を持つ。小穴はやや斜めに

掘り込まれており、上部での径は0.2m、深さは0.ぉm。形態から柱穴の可能性が名えられるが、出上遺物はなく、

性格については不明である。

5. 結語

浦田古ti!群 1区を以・r1こまとめる。

縄文時代早期の遺構として土塙12碁が検出されている。このうら、 SK004・005を除く 10基は、いずれも縄文

早期の遺物包含村である黄褐色粘質士を掘り下げる段陪で検出されたものである。 しかし、埋土と遺物包含府の

区別が難しいことから、形態については不明瞭な点が多く、遠構の性格についてはいまひとつはっきり しない。

この中で、 SKOI2は底面に杭を据えていたと思われる 2基の小穴が並んでおり、落とし穴と推定される。また

S K009は平面方形の土凛の中に炉踪と思われる石組みを持つもので、 住店跡の •f能性がある。その他、 SK

004・005・007・008・010など、格円形あるいは略方形の Iこ漿については貯蔵穴と考えられる。純文早期の出士

遺物のうち、土器は小片が数点検出されたのみであるが、 2は厚手の無文土器で、胎土から押型文士器に伴うも

のと推定される。本遺跡の性格としては、戦湯古項群 1区、戦楊ヶ谷遺跡のようなある程度の期問居仕したペー

スキャンプ的なものに対して、 1p.発的に使用されるだけの一次的のキャンプ地であるう。

古れは 2基が確認されており、このうち 、 STOOi古項の出j~須恵器は杯蓋・身がIDB期-v期に位四付けら

れ、 6世紀第3四半期に築造.7世紀第2四半期まで追葬あるいは袋前祭祀が行われる。石室構造は狭長な羨道

を持つ根室両袖型横穴式.(5室で、複室頃としては群梨墳中に採用される石立の中では霞も古いタイプと言える。

特に壁体の石材は腰石を横位に据え、その上に横長の石材を目地が左右に通るように横位にT~に梢み上げるも

ので、石材大型化に至る前段階の様相を示す。ただ壁体石材が小ぶりな点については、本古墳がかな り急峻な丘

陵を登り砧めたr凡上に位霞することから、大型の石材を運搬することが困難であった点も指摘でさる。いずれに

しても、 本古れは周辺部の欣病所に単独で立地する点に加え、項径ISmという周辺の群集項から一まわり大きな
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規模、また出土遺物でも鉄鉾3憫体分の武器類や、 轡 ・鐙、鉄地金銅張りの辻金具 ・鏑り金具などの：e:宮の馬具

類から推し量れるように、詳集積中でもより卓越した盟主墳的性格が想定できる。

S T002古墳は伸展葬の不可能な横穴式の小石室を持つ小項で、形態から7世紀後半と考えられ、戦場古項群

1区のS T007、3区のS TOl5と類似の石盗形態をなす。

S TOl7・019はSTOOi古墳下から確認された方形周溝墓であり、主体部は不明であるが、溝内からの出土土

器のうち売 ・器台の形態は、蒲原宏行氏による佐打平野の古項時代初頭前後の土器絹年 I)に照らした場合、 土

師本村2式並行期に位霞付けられ、 4世紀後半の所産と考えられる。周辺部では吉野ヶ旦遺跡、五本谷遺跡、西

一本杉遺跡、朝日遺跡のそれぞれで古墳時代前期の低墳丘姦が確認されており、 本例も加えると僅か数kmの狭

い範囲1こm硲が集中していることとなり、当該期の城原JII.田手川流域における優位性をさらに強調する韮要な

資料と言える。

註 I)111屎宏行 (1991) : 「古墳.,代初肇綱後の土閉●年J「佐賃昂立博令館 ・甍術鱚胃査a究嘗第16集l 佐賀県立博物鮪 ・美術鍮

Tab.23 溝田古墳群1区土器一覧表 (1)

品 PL. 嘱遣鞠
出土鍮点 U剌 喜樋

法 鼠 (cm) 崖； 土
色讀

文 ほ・躙 置

昌号 なII書サ Cl径 巴高 廠往 棗晨入物 外日Iii 内石iii

"~' '"''"' SKOi$ 員又え8 ほ鉢 ~ ) 紗U多量 純ヽ・’色 .... ナデ,., .. ,~, 細 ,... STOOt 18紅 績!Ill 杯量 II>') ·~ 紗U少量 灰色 天昇臼へうケズリ.UfJ•tt; o-tf" ロクロ＋ヤ

7 l6-1 畑 I函 STOOi項丘Ill!!± ． ． (I立｝ .., 砂仕少菫 伍e 天昇麗へうケズリ.I! かt11ロ1'1' u, ロ＋ヂ

! ¼-' 畑 1111 STOOi●這 ． . lい） Q.7) 砂1l少量 沃e 天n曇へ9切り佼ナデ U'IUTヤ， 畑 1100 STRI嗣文 ． ． <•• ·· ,~11 診U少量 仄色 X片墓へ9ケズ1J.IU・ロ?Uナデ n,01-デ

10 細 1019 STOOi ． ． (l>Jl) (l.lJ 紗1,l少量 灰e 010-tデ .. ,, 
II 畑 1111 STCOI 1111111 鳴 ’ (IIJ) ().I) $Fl少量 灰色 x井紹へ9ケズ11.I! かa,ロ+'Y n,e1-,.1' 

" 畑,.,, STOOi項丘'・3& ． ， ,.,., I~』） 粋U少量 駅8色 天井酌へ9ケズ1J.1u,o, ロナヂ U1?1-f"ダ

I! 畑 1磁 STOOi噴丘 gヽ ． . (11.J) 11富｝ 砂I<~量 覆 （嶽最） X身恥 9ケズ11,I! 力•n1 n.,. ヤ 010-tヂ

Iヽ IIOOIOS) STOOi • ． (11') <•.61 診位少量 鴫灰色 天弄曇ヘラケズリ亀 11力•ロクロナテ u,o-tY 

" l6,) 畑 1011 STOOi昌這 ． • (11,7 （ふ勾 lttt少ヽ 灰色 天片鵬へ9ケズ11.Ii力•ロク 01•デ u,o.,. デ

16 匹 9(,(Xll I IS STrot <ll.a遍 ． 鼻 LI u 砂U少I 鴫灰色 X片“へ9ヶか1.ほか口1Dt"I' a, ロナヂ

" 畑 1116 STOOi噴丘ヽ g表土 ． ． lU) 〇） l'tll1'量 崎灰色 天芹畠;r,,:方向ナデ ロクロナデ

18 畑 1062 STOOi墳丘ヽ 区 ． ド負 四 "-n ltll少量 貫覆色 ナタ ＋デ

"~, 畑 1099 STOOi墳丘ヽ g ． ． (10.9) (11.D) 砂1/;少量 餞い覆色 ナデ .,,,. ・企真

” 
畑 IUI STOOi墳丘ヽ g ． 什暴 (11.6) 0.1) 紗R少量 Iii~ 0ク0ナヂ .,..,. 

ll 畑 1112 STOOi噴丘4g ． • (11'ヽ） ()j) 砂n少量 灰色 c?c-tデ 十デ

" 畑'""' STOOi、這 ． ． 

'" HO.I) 砂1l少覺 駅色 叢属へ9切り竃し餞ナデ ti, ロナデ

23,.., 畑 llll STOJI ． ． (t.9) (l.2) 辱n少I 灰e 邊藝~•切り尾し般ti' tiクatデ

” 
細 111" STOOi墳丘 gヽ ． ． 心 1 (2.l) 誇nク量 仄e 藁畠へ9切り重し餞.,.,,, n,c+デ

，， 畑 ,... STOOIJ)IJ: ヽ g 昌出5 員 ClJl 17~) 紗11,1>量 騒灰e 蔽駅＾’切り．ナチ ナデ

“ 
紐 I硲 STOOi項丘1区 鑓呂 包 (120) "・'' 暑8少量 疇灰色 ヵ:fJ. 汲状文 0ク0ナヤ

” HOOIO!S STOOi ±鱒0 ● (IU) 《'-'> 妙R少量 貫橙色 ，，，雫ヽ．義状文 aク0ナデ

28ふ ll 畑 1姻 STOOi昌遍 損 0 ． (IIU) illJ) IJlt少量 駅臼色 カH 憧駁み8.竃瓢へ9ケズ，I シ,.,,覆

29 .56-14 畑 LLLL STOOi噴li3K ． ． (ll.6) lt!lクII 鴫灰色 峰量へ9ケズ・1技.,.,,,昂み8文 シポり哀

lO 畑 1120 STOOi爾鼠曇 ． ． (IU) UOO) 妙!Iク負 貴橙色 0ク0ナヂ 0ク0ナチ

)I 畑 Jot) STOOi暑鼠轟 ． ． it.6) (l.ll 診 砂 量 疇灰色 gクロ't.Y.シポリ ナチ

ll 56-IS 畑,.,, STOOi闊重 ． ． (U) 紗n多量 灰色 底鯵へうクズ,,.嗣みg ntoナチ,.,.,, 畑,.,, STOOi II・膚麗島 ． 畠ド OlO) "~. “” 
砂U少l1 鴫灰色 ヵキメ．舅みo.0クロナデ ,.,, 

34'6-11 畑 1曲 STOOi墳丘ヽ g ． ． (IIJ) "・' (10.S) ltll.1'量 鴫灰色 カキJ.V, みIJ.0ク0ナデ .,.9' 

lS 56-12 畑 llll STOOi墳丘ヽ g ． ． "・' 14.6 ID.J 砂8少員 “灰色 Dクロナヂ O'}O'tヂ

l6'6-10 畑 10!7 STttll畠這 ． ． (15J) tllJり 砂R少量 駅色 O? ロナデ o,oナデ

” 
畑 Ir;)) STOOi If重 ． ． 《1.4) (JJ) 紗旦少量 沃ae 0?Uナデ U?Oナデ

＂ 
畑 11111 STOOi胄竃編 ． ． (&6) (•,l) 紗R少量 駅閾l!I 裏藝へ9ケズ'Jllナテ r., ,-r., ナデ

" 畑 1091 STOOi墳丘ヽ g ． ． (10.0) (I~ ヽ l 紗11少● 灰色 0?01"1' o, aナデ

'° 畑 I叩 STOOi填丘<I! ． . （ヽ.8) 《12ユ） 妙U少量 訳色 O?Di°f' D?O"tヤ

＂ 如'°"STOOi噴丘,I! ． ． (8.!) (Iヽ.7) 砂n少 駅0色 ロ9口rt' ロクロナヂ

‘’ 初 1121 STOOJ曇這 ． ． U 1,6) 約R少量 疇沃色 0クロナデ D?Uナデ

“ 96CXll 119 STOOi iii ． • (l<J) 115,l) @N少量 lflli色 カキメ．口9ロナデ ""'')賃
16'-U 畑 lctl STOOi壇Jiltl. ◆ 費鼠 (U) (2.0) 妙R少I 灰色 ロ')D-tf' ロ,o-tヤ

•l 畑,.., STOOi 令 ． ("9) (2.9) 紗ll!l>量 沃e 口ク D-rf' 11'J O-t'f' 

“ 
-110} STOOi冨這・貫襄量 ． 

＂ 
(lO) 鋼(I、9) 紗位少量 灰色 裏馳へうケズ•111. ナテ ナデ

7ヽ 畑 I如 STOOi噴丘ヽ 区，舅賣 穎乞昌 侵鼠 (1),01 砂n量量 霰色 ロク Cナテ 0クロナデ

8ヽ56-16 9(,UJJ067 STOOi 絹恵II屑＆冨豆 (12.G) 紗U多ヽ 躇灰色 創みn.懺伏文 +Y  ,.,., 畑 1切 STの1鳥退 土llll LLLLF (ll.6) (10.8) CIIJ) 紗匹量 覆色 ヘ9ケズ •J. ハケ｝後ミガキ ケズIJ • ミガ今

” 
. , .... .. STOOi菖這 ． ． Utll (19.0) (11,6) 妙8少量 覆e ＂鳥カキメ.n,o-t,Y 010ナダ

ll 96001姻 STOOi ． • （ヽl) 妙n少 貴檀色 ~'"' HI 
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Tab.23 浦田古墳群1区土器一覧表 (2)

As, PL. 撮遺濤
出上綸JJ. 11,i 召〇

e, 量 (<m) 馳 士
色調

文 “ ・講 蟄

図書9 書号 呈n嘗号 口径 召属 緑狂 憲滉入喜 外醤Ill 内訪膏

” 
畑 106' STOOi 壇丘•« :1,1、II 虞仔 (l.9) 紗Rク量 ・糟色 ヶズ＇， .,.デ

" 56-9 
96001061 STOOi ． ． (6.$) (1~8) 紗R少量 唇色 .,.デ ~,, 

S< l&I """'"° STOO〗 墳丘rn ． ． (8.7) (11.6) 紗8少量 賣G色 カキJ.D?D-tf' ナヤ

” 
細 1億7 STOOi a111墓 ． ． (18.8) (3.8) 紗 I 覆色 へうミガ壽 ヘ,tガキ

“ 
細 1110 S1'001昌這 ． ． (ll) (12.0) 紗ク量 心縄色 ヘラミガ..丹聾り ケズ,,.+デ

” 
細 1124 STOOi墓這 ． ． ()2,l) (9.0) 砂巳少量 霞 ヘラミガキ ヘ,iガキ

“ 
9ti001 I~ STOOi墓盪 ． ． (6J) (I'-') 砂8少量 ＂色 ヘ9ミガ+,r, 撚り ケか）. +f' 

” 
畑 1073 STOOi曇逼 績｀ 且 nヽ） 砂少量 9'!; 置訊へ9ケズ＇） ．カキ； 0ク01-ヤ

"' 畑 Mn STOOi暴逼 • 曼量豆 (3') U 1.9) 妙少量 松褐色 ，，今J ナデ

61 .Sb-17 細 1信3 STOOi噴丘ヽ g 士 II合け豆 (10,l) ・ヽ 紗R多量 貫霰色 ミガ...属 ナテ

“ 
細 1113 STOOi 須 e 甕 （埠I>) (l)J) 紗U少量 鴫灰色 ヘ9贔さ貸行文 ロ?".,. デ

6J 畑 '°'' STOOi噴丘<B ． ● (41•> (12.1) 紗U少I 疇仄色 ヘ9袖さ籟れ文 o,a+ヂ
m.m ,,., 如,.,.STOl7調羹内 t鰤5 丑 (>J.7) 砂8少量 1111!¥ +;, ~.-

匹 "" 96001"" SXOlO ． 見 (17.3) (2U) 紗位少量 霞色 , , ....'ヽケI,鼠罠あり

tll ,,., 細 IIい S TOI& ． fl (l0.7) 紗位少I 餐色 tデ ナ，，

131 ,, .. 細 1109 S T011 ． g順豆 11.2 (JM) じ位少量 霰色 ヘ9ミガそ ヽヽケ，，

UJ 父IS 畑 IIOS STOil • 召台 9.8 ·~ (12.1) 砂R少量 霰色 不明 不哨

四 ”ふ 畑 1106 STOil ． ~If (lJ) "・' 砂れ少量 償 ナヤ 十ヂ

2JS 畑 11166 STOl8 ． 召台 (I.SJ 1ム1 紗R少量 紅 ヽヽケメ 不零

匹 ,,., 細 I函 ST017 ． If (10-l) (l.9) 砂It少量 楕色 ナデ ナデ

”’ 
貨 1090 STOil ． ． (IU) • J 紐 少量 檜 ナデ .,.,, 

磁 畑 1090 S1"011 ． ． (10, ぃ Sヽ 紗a少量 霰色
.,..,. 

ナヂ

Tab.24 浦田古墳群 1区鉄製品ほか一覧表 (1)

ふ
p L. は遺書

出土嵐l1 檀 創 む桟 分悶・昂位 "'"''""' 偉 1J 看サ 仕位書号 長さ II 厚さ

l>S-1 ”~’ 細 ISS6 鳩文騎代皐閉a含● 石費＆ 石棟 4!J 

“ 
,., 

” 石
l l9-1 細 ,ss, ． ． 石 亀 7.6 (U) ． 
• SH 畑 '"' • ． 尋 石 (l6) (IんI （鳴•>

l l9-l 畑 IS52 ． ． 鼈 6 U,6) (10.4) 1•.21 ,-l8・1 畑 1073 STOOi 鉄霞品 霞 刃畠 t~ll (1.2) G.2 讐置穴

6$ 58-1 畑 ,anSTOOi ． ． ． (<1) (I.ii o.、 • .. ,._, 畑 I四 S TOOi負這 • ． 刀畠-:暴畠 C?.'1 (I.I) .. , ． 
67 S8-I 畑 ,onSTOOi ． ． ． (<I) 匹） OJ 賓茎尖o.鴫貴久

68 ... , 畑 1069 STOOi ． ． B 餐 CJ~) l.O 0., 宥蔓子覆a.1<置式

69 >8-1 91001匹 s roo,111這 ， ． ． はl)J '・' o, 打裏ヰ檀饂、椿鵞式

” 一STOOi玄直 ． 弓付會具 a ）ヽ ... 
71 Sl•I 9i001f111 STOOi ． ． i]. ヽl ~, 
n l<J.J ;JW!m S TOOi鵬屯 11鑽I!贔 賣愛員 ⑬ tl.O) 
7) $$-1 畑 11119 STOOi玄宣 以製品 ． ll,O) L9 0.2 育墓'!'BUii.圭Ill久

＂箕・I 畑 1067 STOOi ． ． (、9) 4J) 0.) • 
1$ 58•1 91001磁 STOOi ． ． (~ I) 

“ 
OJ ． 

76 ,,_, 91001叫 STOOi ， ． ("8) (U) 0. ぉ

n 貨2

””“ S TOOi ． 鯰 (111.3) 四J

＂ 
..-n,.-. STOOi ． 胡n金員 員置に芍覆あり

” 
9'001$'3 S TOOi噴丘3区 ． 綽 (9.l) (1.9) 

80 S,,2 91001W STOOi玄望 ． ． (1~2) (IJ) o.g 

＇`丸2
91001磁 STOOJ ． ． (9.8) .. .. , 

8111-U 珈 ))I)!} STOOi噴11.Zll ． 鯖 刃• (IIJ) ⑬ 

161~) $"9 り匹Jも STOOi玄直 ． 7J 1・ 刀菖｀蔓畠 (11).3) (1D) o.JS 星鱗に木買残存.. ,,.. 
"""''"" STOOi閾寛 • ． ． (U) (U) ••• 

as s,.9 9'IOOII漏I S700l玄這 ． ． 関誓 置`畠 jlJ) (1,7) .. ., .. """'" STOOi玄璽 ． ． 刃謁 （ヽ．ヽ） (12) • •• ., sg., 9?001400 STOOi填丘4区 ． 不"' （ヽ，l) ll.J) (1,1}) 

誌 父 畑 1傭〇 STOOi艮遭 鼻 II U'I'金具 (l.8) (U) (I.I) 

” 
四ヌ違 STOOi£ 置 ． 穀具 (3.0) 凶） (S.l) 

., $$-] 畑 101● S TOOi ． 辻金具 《>!) 四 (IJ) 飢葺り
91 ,.., 9'1001008 STOOi鯛蔓 ． ●金具 (5.0) (l.9) ． 
9! .,._l 910011911 STOOi闊潟 ． 辻貪具 ).7 

” 
O,,S ． 

., $1~ 97001000 STOOi ． • 、.o 2.2 ． .. ,.., 9100〇,, STOOi ． ． ． 
9l 箕 3 9?0010'1ヽ STOOi ． ． 2.0 

” 
． .. ,,,, 91001!2> STOOi玄鵞 ． 

＂ 
ii 手 (l,O) 0.ll) 

91 S9-I ”の1関8 STOOi~ 窪 ． ． ． (6,l) 
96 ,.,, 9?001傭 STOOi玄霊 • ． ． (8.3) ,. ,. .. 

"""'" STOOi胃滋 ＂員 U 不嗅 (Bl) /06) (1JJJ 
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Tab.24 溝田古墳群1区鉄製品ほか一覧表 (2)

品
p L. 県遺物

出土鳩点 ll 釘 II !I 分鎗．屈位 法 量 !cml
櫨I 1J f,'J- ',Ill奮サ 氏さ 幅 厚さ

JOO 匹 ナえ伽16 STOOIII蔓 1111111品 不 IJJ (I. ● 5) (0, り (O.l) 

IOI 匹 士如" STOll綱胄 膏貧駐』 ． (IA) lO,d) (OJ>) 

IE.I・IW ” 910四 STOOi紅 倶 a 寛＊遍宜 棧“,., 
畑'"STOOi玄 ガ9ス編品 ~-玉 "" OS e~ 

'°' $9-J •碑!31 STOOIJI宵 ． ． O.,! 0.6 II色
10$ $9-) 9100'.J!! STOOi玄屯 ． ． .. , 0.1 仔冑色

106 , .. , ¥/W, 汎J STOOi玄窟 . ． 0.1 0,1 •Ill色
101 9 M沿わ・ STOOi玄聾 ． ． 0.8$ OA 騒灰色

108 ,.., ●)OO血） STOOi玄宣 ． ． 0.8' •• If.If色

，＂ ...... 心 STOOi玄鸞 ． ． o.u 0.6 ＂色
110 ” STOOi玄蔓 ． ． 0.7 o, l!I!, 

Ill '""'-"" STOOi.i: 高 ． ． O.ll o., 更色

Ill ”’ STOOi玄 ． ． ••• o., Cl'rtt!, 

"' fiOOIDI? STOOi星這 ． ． 0.6' 0.. I!!. 
11● 畑 lOI! STOOi景這 ． ． 0., 0ぶ5 鉦色

IIS 9~ 血 I STOOi量追 . ． o., OJ 更色

116 WIIIHl/1 STOOi裏ii ． ． o., o.,, 青色

'" 
91(; 以ijJ S TOOII這 ． ． 0.6 0.3} II色

118 玲 9""'"''↑ STOOi.£ 宝 ． ． 0.0, OM 罫贄色

119 玲 9 •m岬 STOOi玄怠 ． ． 0.6 0.1> 膏色

"゚
jl畑” STOOi./,; 囁 ． ． 0.6 .,., 

豆色

Ill 畑泌I STOOi.i,."¥¥ ． ． 06 o., g色

Ill 91'lk匹 STOOi玄寛 ． ． "・" w 憂色

'" ¥1,¥1血 I STOOi玄望 ． ． 0.6 o.,, II青色

'" 一S TOOi侠召 ． ． 0.6$ o., 尋青色

'" — STOOi菖息饂 ． ． 0,6 OJ lf,/te. 
126 W{((Hll STOOIJi葛 ． ． 0.6 0, 信青色

Ill 一s roo,11.: ． ． o.6 0~ ＊色

1は 一 ） STOOi副箋 ． ． o.s 0.3 水色

'" ーSTOOllll聾 . ． O,ll o.、 ＊色

130 畑 ＂＂ STOOi!,; 窒 ガクス扱凸 小王 0.3l •五 汲ate.
131 91002滋 STOOi玄立 ． ． O.ll 0.1! g育色

Ill~l ”” STOOi.i: 農

｀ 
． ● Al o., 大色

Ill 91001'JII STOOi晨遍 ． ． OJ OJ$ 群骨色
,,. >9.3 9900091• STOOi玄高 ＊ 贔 0子王 1.3 ·~ 迅明

'" ”’’ STOOi鯛稟 /f; スR& .. 王 0,4) OJ 墾色

1)6 ％畑 II STOOIII喝 ． ． o, 02 畳色

137 一STOOi鯛皇 . ． .. ,, OJ 嚢色

138 990009!0 STOOi鸞迅 ． ． o.l 

“ 
£色

IJ9 9X畑" STOOi汲遍 ． ． "' ~" 謬胄e,., 9XX>lJJI! STOOi最a ． ． OJl 0~ 棗色

IヽI 9'00llll6 STOOi羨a ． ． O,• 0,1 曇色,., 97011l<)l7 STOOi羹辺 鼻 ． 0.7 OJ Ii~ 

"' '""'°" STOOi餃逼 ． ． O.ll 0.1 IIW色, .. 
910(加" STOOi紋ll ． ． .,, 02 ..1.J, ルド・プルー

＂＇ 
'1100mo STOOi農遍 ． ． . ., OJ 入メうルド・グリーン

＂も HWぬ“ STOOi畠lll ． ． 0., o., 鼻冑色

147 '""""' STOOi羅這 ． ． .. 、 0ユ5 g青色

148'9・J 9心UoJJl S TOOi!<稟 ． ． 0.6 0.3 鼻胃色

149 91-00ll)}ヽ STOOi玄室 ． ． . ., 02 胃e,,. 
'"""'" STOOi玄窟 ． ． O.l °" e色

Ill ＂四 l6 STOOIJ(屯 ． ． o., OJ 棗e

'" 9100"')1 $TOOi玄望 ． ． o.s 0.2.! g計色

"' 
.,,..,,. STOOi.ii喧 . ． 0.4' 0.1 色ヽ

IS, 91<)0)0)9 STOOi玄公 ． ． 
“ 

QJ ~e, 

"' ”””” STOOi玄箋 ◆ ． ·•ヽ 0.3 g色

ll6 "°°""' STOOi.i: 穴 ． ． o., OJ 昇胄色

,i, ?10(),o,? STOOi玄き ． ． ••• 0.2' I!! ,,. り心心9 STOOi玄隻 . ． o., O.• ュメ ,... ド・プルー

159 ·~ STOOi玄寛 ． ． .,, .. , 冑色
160 '""心 STOOi玄a . ． 0.、 ... 塁色
161 9'0(ぷX S TOOIJ:* ． ． 0.、 0ふ II-冑色

162 .,,.,.., STOOi玄菫 ． ． ... , 0ふ 蚤e
16! 910020<! STOOi父隻 ． ． O.•l OJS 1111色
16' 9l(J0,0,9 STOOi玄王 ． ． .,, 0,1 本色,., 畑碑 S TOOi.SC望 ． ． ●,4 O.l ふメう9、ド・ブルー

166 9)岬 I STOOi玄隻 ． ． O.•l 0~ 汲U色,,, "° 呻 2 STOOi玄寛 ． ． o.!S O.?S に色

'" 
り叫J] STOOi玄呉 ． ● o., O.t ュメうルド・プルー
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Tab.24 浦田古墳群 1区鉄製品ほか一覧表 (3)

HJ. p I •• 鵬遺檜
出上鎗灯鼻 II 潤 醤 U 分顛 ，綿泣 • 量 1... 1 

懺

” 図書サ 書り 髪U書サ 長さ 暢 厚さ

1納 ,,w叫 STOOi玄寛 1fうス鯰＆ Jヽヽ 王 0.4' 0.l ;.) , .. ド・プルー

110 woo血 STOOi玄富 ． ． •.. , QJ 工メラルド・プfヽー

171 9ftlJ,fl'<I STOOi玄妥 ． • 0, 0.1 ＂色
172 畑"'-'' STOOi玄箋 囀 會 0.41 0.21 ュメ.,,.. ド・プルー

173 り/OOlJJJI STOOi玄望 ． ． ••• D.l .L) うルド ・ プ，，，—

174 y)((卿 STOOi玄寂 ． ． o.,, 01 ユメ,... ド・プ,4,-

"' .IIXH¥,ll STOOi玄宣 ． ． o,s ~,, 蔓色

176 .,.,,._., S TOOi玄望 ． ． ... , ., 
堡色

,n 寸II川）JH S TOOi玄箆 ． ． us 02 工),JI,ド・プルー

178 ,JOO'R S TOOi玄菰 ． ． 0.、

“ 青色119 .,~ 心 STOOi玄寛 ． ． o.、
“ II賣色ISO >iw..• ぬ5 STOOi玄黛 ． ． 0A QJ .1.1, ルド ・グリーン

"' がm,,..S TOO! 玄皇 参 ． ., ., 汲1l色

'" り/W.-IJol STaJI玄翌 ． . ●,、 匹 浜緑色

183 ,iw磁 STOOi玄呈 ． ． o.、 .,, ユメ,,.,ド・プルー

ISi ,100磁 STOOi玄窺 • ． 0,) ~· ニメラルド・プん一

IOIS りルりll)lり STOOi玄賓 ． ． 0. 羞 ., ュメ 9ルド・プルー, .. 9心 II STOOi玄呈 ． ． U ., 貪色

I訂 ,,., ,iw.-01、 STOOi玄呈 ． 會 •• ~" .t.メ'"'ド・.,.A, ー

1尊 ’‘畑ll STOOi玄衷 ． ． o, ., 
青e

'" 
が一畑）、 STOOi玄置 ． ． O.• ~" II資色

＂゚ 9岬"STOOi玄立 ． ． OJ! 01 紐色

191 '""'"' STOOi玄皇 ． ． 0, ~IS 誓色

l9l 匹"' STOOi玄呈 • ． ••• at! 工メ 9ルド・プルー

19J 9如"STOOi玄 ● ． ... .., Cfltf! 

'"' 9'/002Jl< STOOi玄襄 • ． ••• OJ .Jラルド・グ1)ーン,., 
·~ 皿 ssSTOOi玄霊 ． ． 04 • 2 騨胄色

196 9如"STOOi玄箋 • ． ... ., エメ,A,ド・プルー

1'11 97002J'7 STOOi玄望 ． • 0ふ "' ＂包
194 9心 lJS8 ST如玄 ． ． 0.,1 ., lfl;i!1 

199 ”皿 STOOi玄霞 ガ9ス璽晶 小王 ... ~, 区色

匹 如如 STOOi玄這 ． • OJ 凶 伍色,., .,. 匹 1 STOOi玄宣 ． ． 凶 ., 
＇色

2()2 mom, STOOi玄寓 ． ． 0.) ゆ 青色

,OJ . ..,, 祐t STOOi玄寛 ． ． 0.lS . ., 青色

氾 9JOO'>}N STOOi!(寛 ． . ... ., 量色,., .,111,i,, STOOi玄亙 ． . 
゜

●2 青色

磁 i700J招 STOOi玄寓 ． ． 邸 ., 育色

'°' り碑M ST-001./1賓 ． ． 0.l 0., q青色

"" 9100')利 STOOi玄置 ． ． OJ$ ~2l 昇＂色
硲 一STOOi玄罠 ． ． o.;s OJ 浜ヽ 色

210 畑叩 S1'001玄璽 ． • OJ .2j 冑色

211 .,.,,.,.,, STOOi玄箋 ． ． 匹 ., ＂冑色

"' サ/WI.JIょSTOOi玄ら ． 拿 OJ. Oil 胄色

2IJ """1l1l STOOi玄宣 ． ． OJ ~ll 彎色

"' 
9J002J;, STOOi玄室 ． • 

゜
~ll 豆色

lll • IWIJI> S TOOiヌ稟 ． ． llJ ., 育色

"' "'R.)16 S TOOi必衷 ． • OJ Oil 青e
211 M MN  S TOOi玄1il ． ． ” O.ll 巨色

118 '1100lJ11 STOOi玄宣 ． ． 
゜

OJ 汲区色

219 9l00!179 STOOi玄窪 • ． o, O.l 汲空色

220 91面 J!O STOOIJ!. 室 鼻~ ． 邸 l).l 汲交e
121 fflmlll STOOi玄窪 ● ． OJ 0.2 沢!!!<
,n サIW.ltl S TOOi玄屯 ． ． OJ OJ 汲吃色

m .,.,,m STOOi.i<宣 ． ． 0.) 0.2 ふJ,,.,ド・ブルー

m 9加 N STOOi玄呈 鼻 ． 0.:) ~· ユメ,,.,ト...,. ,.,_ 

"' 
j~ り00 STOOi玄窟 ． ． OJ> aぉ 汲縁e

？％ ” S TOOi玄霞閉寓6 ． ． o., ↓゚2 存膏色

m 91002391 STOOi玄烹閉寡6 ． ． M 0.ll ;;;..メうルド ＋プルー

四 ... , 畑 STOOi玄立 ． ． a、 o.u 汲絨色
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珊． 浦田古墳群2区の遺構 と逍物

1 . 遺跡の概要 (Fig.174・175)

浦田古項群 2区は戦楊古墳群 1区STOOi古墳の立地する尾根と、谷部を挟んで東側100mに伸ぴる尾根の南向

き斜面に立地する。対象地の現況は微柑畑であり、工事の全体計両変更後に第 1期工事分とした範囲の束端部に

あたり、白京溜池束岸から伸びる団地内道路の延長上に位置する。対象地については平成 9年度に第 1期工事範

囲が確定したのに伴い確認詞在を実施した際、占墳 J陥 (S1'021)を確認したことにより本調査を行う ことと

した。本隣究に際し表土魂ぎを行ったところ新たに古墳2基と縄文時代中期の集石遺／肩、縄文時代早期から中期

の遠物包含培を確認した。

講査区は地形的には北から南に下っていく摂席63~70mの丘陵中腹斜面から裾部にあたり、斜面上に7世紀中

頃の古Jrtl疫 (S1'021)が、斜面から裾部への変換点に 5世紀後半の占Jrt2甚 (ST022・023)が北西から南

束方向を主軸として並ぶ。基本土層としては谷部にあたる潤査区Iii南側に レス屈 (IV・Vl培）が約70rri、印さ霰

大0.5mで堆積しており、縄文時代早期から中期にかけての遺物を若干炊出土している。古項はVff§J.:面を}劫底

面と して1肖築されているが、後世の流土 <u • m培）が厚さI.Om近く 流れ込んできており、特に S1'024古打は

項丘全体が埋没していた● 縄文時代の集石遺構 (SX024・025)はST023のJt:l西緩斜面のIV屑巾で検出されて

いる。

調査区を含む対象地は谷頭にあたる丘陵斜面であり漑企前から古瑣の存在が予想されたため、本調re対象地琶

以外にも、より古用の存在の可能性が高いと考えられる北側尾根頂部（開兌対象地区外を含む）周辺に数本のト

レン＋を設定したが、花尚岩躾が散在する状況は窺えたものの、古項等は帷認できなかった。丘陵全体が蛮柑園

となっているため、地形はかなり改変を受けているものと思われ、流土に覆われた斜面上の古tJ'1のみが遺存した

ものと考えられる。11:1地形からみても、また、 3荘の古1ftの.(f-続時期とは時期的に異なる須恵器片を採集してい

ることからも、他に数碁の古用が朴在していたものと推定される。以下に遠構毎の概要を述ぺる。

2. 縄文時代の遺構 (Fig.176)

SX024集石遺構 ・SX025集石遺構 (Flg.176)

大きさ I0-20cm程度の化尚笞礫20個程からなる。平面形はほぼ円形に集石していること以外は明確に炉跡等

の形はなしてはおらず、掘り方も確認できなかった。火熱を受けたためか赤変して脆くなった礫も半数程度見受

けられる。確災にこれに伴う逍物はないが、 SX024と40cm程度で近接して阿店式と．思われる口縁部にl!!I線を施

す縄文土器片が出土しており、経文時代中期の所産と考えられる。規棟はSX024が南北1.2m、東西1.4m、SX

Tab.25 浦田古頃群2区遺襴一覧表

濃鴫aliJ 桟 lll ；ヽ島 （笞鐵l 製復lnさX嶋X深さj 主鰊}JI,);
,m 

出土直笞 ＂代， •l閉

ST021 占濱 沢籐紗'It[鳴穴式石蔓l l~ 北 6.6、東西... S -,1,• -E 頴患石．土認ii!,伐む（釘）．ガラスヽ J,玉 古墳捨期 (7CV•l

ST022 古嗜 Pit負 LTI棺系聾穴~ti室l 托』S N-}11'-W 須忠苔．＋．紀i;.埠文ct.お 古IA中期 f>CN4l

ST023 占頃 円墳 ［石惰系竪穴大石寇l 往“ N-1s・-w なし 古墳中期 ,~c氾）

SX024 隻6遭檎 不足影 清Ji:1.2. JICtY 1.4 t,L 縄文中期

SX025 鸞6遺虜 ィ定彩 l11'北 1.0、東t11.2 なし 縄文中期
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Fig.174 溝田古頃群2区遺惧配置図 (1:300) 

02:;c.111i.lt1.om. ~ti'り 1.2,n

3. 古旧時代の追椙と逍物 (Fig.1 77-190) 

ST021古II¥ I Fig.177 ヽ 1~1 )

tnl.: ·J月溝 C Fi~・ 177·17~ ) 叫 IfrJI漉と．占J月の；'r.地としてはJt

伽 <J.:::.なかlrl1iに作られてし・る．周油は前血には巡らず、 1勺FLI馬蹄9移

をなす 」凡（（：するJ/fli:のJJ'(f(i部の・ド而形で見ると、 1贔j測而 ・・/'j-面と

もに収~(i<Jに vi' ひ． 見悶んの）;・Jrtのようにも見受けられるが.J(i 

印・,体がは!1'1'・分の，:;jさまで蜜m,点りと成により(ilj・ドされており.1/t 

,~: は総やかに丸みをもって巡るものと 杉えている心 !¥体的には、 1iii

血は玄l"lt.1,から如Iりに止線的 1:1i例が伸び、 ~!l lliiから抒而にかけて

はl'I形に/.',I溝が;;;;る約蹄If紐iになるしのと思われる 急な斜1/d.l:.:こ

,i: 地するこ と から 11/Jt1i l••Jに頃」,:l!li月をあまりとれなか -, たものと

三
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Fig.175 関西区星本土庖図 (1:40) 
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SX024 SX025 
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;―五戸蕊— ... .., 

==~ 澁函瞬ェ。

i Im 

Fig.176 S X024・025集石遺襴 (1/40)

考えられ、墳丘の南北方向より東西方向の方が規模の大きい、鉗広の項形をなす。周溝については沼丘甚底面に

沿った形で東側から西1ll1に向かって底面が低くなる。特に行面については表土直下で岩盤の露頭があったため、

あまり深くは掘れなかった ものと推定され、現況で深さ約25cm程度と没い。墳丘溝築技法の特徴として、地山

整形段階に盛j:を行い、石室碁底面を平坦に造り出している点が挙げられる。おそらく急な符iiという立地」こ、

あるいは岩盤に掘削を阻まれたためか石室全長を十分に取れなかったことにより、腰石を据える際に石立玄門部

からも項の前面に向かって厚さ最大50cm程度の盛土を行っている。そのため、腰石の基部を強化するためか｀

A
 

9
―
 

10cm 

Flg.177 S T021古墳瀾■図 (1:200) 

247 



2 4 8  

午
.
.
心

一

斗

.
.

 翼
e

鶴
賃

土
（
●
a
儡
"

.
.

 鼻
胃
e
編
●
+.

 
(
 • 

,
.
 暴

鶴
●
鑢
●
上

(
.
 

•-
11

e~
 冒

ヒ
(

.
 

,
 

I
 •
•
•
 .,
 ●

●
土

9●
●

.
.
,
,
 

2
.

 -"
"e
l,
l
■
t

 I
• 

I
 

.
.
 疇
●

綱
色

●
●
9
・ヽ

，
'・
"彎

I
S
M
W
J
.
I鴫

「
直
，J

o i  

3r
n 

一
9
.

 亀
,
.
~
●
 ±
l
鴫
Ii
●
U

1
0.

 •c
~ ●

 t
 I
•
 

I
 

＂ 
．．
色嶋
...
'"寧

!
J
U

,,
 .
.
.
 鶴
.
,
.
曇

翼
e

緒
R
±

<重
●

●
●

..
 ,

 

ギ
~.. ... 怜

←

※
A
-
A"
.
 B
-B
'.
 
C
-C
'
l
2
Fi
g
.
 

1
7
7左

11i)
に

対
応

Fl
g.
17
8 

S
 T
0
2
1
古
111
111

丘
土

層
図

(1
:
60
) 



A
 / 

G
も`

 

lò 
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Fig.179 S T021古頃石蓋平面 (1:60) 

石室内部の左壁1ll1では右壁側に比べてしっかりと根石が配低されている。興味深いのは斜面の方向性が北々束か

ら南々西方向にあるのに係らず石室主軸は真宵を指す点である。墳丘盛土の量は斜面の方向に直口あるいは並行

にした場合が最も少なくすむと考えられ、実際に項丘基底面の高さも東側から西側に傾斜しており、西側により

多く盛土を行っている。 構築技法の簡略化とは別の理山で真I仔への開口を指向しているのかも知れない。墳丘盛

土については褐色粘質土と茶褐色粘質土 ・赤褐色粘質土を用いて盛士を行うが、層鉦の厄さはかなりぼく水平1こ

盛っており、石室石材が大きいこともあいまってかなりラフに盛土される。

項丘規模の内、項径は南北6.6m、東西9.6m、全体規模は南北8.4m、東西推定14.0m。

外表施設 (Fig.179) 墳丘上部が削平されているため詳細は不明であるが、石室前面には右側玄門部から大きさ

20cm~40cm程度の礫からなる石列が直線的に伸び、玄r~から約2.7mの付近から直角に折れて北側に絞く。北憫

に絞く石列はコーナーから2.5m程は直線となるがそこからは内側に傾いて墳丘背面へと粽いている。背面部分

については、列石らしい礫は認められないが、列石から続く岩盤部分は人為的に削られて稜をなしており 、これ
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Fig.180 ST021古墳石霙 (1:50) 

が列石に代わっているものと推定される。この石列は墳丘凍側のみ遺存しており、墳丘が削平されていることも

あいまって定かではない。しかし石室前面については、戦場古墳群6区のST040古積と同様、玄門部から左右

に伸ぴる石垣状の石積みをなしていたものと考えられ、同様に石室前面への項丘盛士の流出を防ぐことを意図し

たものと推定される。

内部主体 (Fig.ISO) 単当無袖式横穴式石室である。開口方向は南で、主軸方位は S-4'-Eである。平面形

は奥壁から41111目までの腰石は直線的に伸びて長方形をなし、そこから玄門部を含めた二石分は斜めに配され、
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玄門に向かってすぼまりぎみになる。石室内法は全長

4.Sm、奥壁紺I.Sm、玄門栢I.Om、現存する最大高は

1.5m。腰石は右左堕共に5枚、奥壁は2枚を配し、玄

門部には腰石と同規模の石を縦位に配し立柱石とす

る。左壁の巖石の内、玄l"Jから 3石目の石については

やや横幅の方が広いものの、その他の石についてはす

ペて縦位に用いている。石材の大きさは若干の大小の

差はあるが、ほぼ同規格のものを用いており、特に奥

壁については店さも幅もほぼ等しいおにぎり形の石を

二石配している。照体は右壁が3石、 奥壁が2石が遠

存するが腰石の2/3程度の大ぶりな石材を横位に配

償して小口部分を石内に向けており、隙間にt0~20cm

の小礫を詰め込んで安定させている。閉塞は玄門部で

行い、桓石は有しない。石材はすべて花尚岩である。

玄室床面は撹乱を受けて敷石の配置も分からない程

荒らされていたが、出土遠物として土涵器杯の他、鉄

釘とガラス王が出土しており、鉄釘は5本以上が検出されている。

...... 

)Ii,... 

0
、

Im 

Fig.181 ST021閉宴状況 (1:40) 

閉宴状況 (Fig.ISi) 閉塞石は高さ Im程度が遺存していた。左壁体に接して大きさ50cm程度のおおぶりな石

が置かれるが他は30cm未満の小礫であり、板石は用いられない。石の積み上げ方については上下で大きさを選

んでいるような状況は痰えず、やや雑な積み方と言える。なお、前庭部には閉寒石の下部から続いて厚さ 10cm

社度の脱食質黒色土の堆積がI.Sm程の範囲で確認され数点の須恵器片が出土したが、追葬の右無については観

寮できなかった。

ST021古墳出土遺物 (Fig.182) 石室内、閉塞石中、前庭部、周溝内から須忠器 ・土師器の他、鉄製品・ガ

ラス製品が出土している。 1~5·7·10~12は須恵特• 1~5・71よ杯でI・ 4・5は杯蓋oI・4は端部にかえりを持

つが天井祁を失っており、つまみを持つかどうかは不明、 5の端部は下方に短くつまみ出す。 3・7は杯身、 7は受

部を持ち、立ち上がりは内傾しつつ直線的に伸びる。1l1土土器の中では時期的に古く位沢付けられ、視入品と考

えられる。 3は高台祁分、断面方形で外側に踏ん張りぎみの形状をなす。外底面にはX字のヘラ記号が抱される。

10・11は迎の頸部、細くくびれた頸部から大きく広がる口緑部をなすものと思われる。10は外面カキメ で胴部片

部に綾杉文を、 11の外面には細かい波状文を臆す。10には二箇所に十字のヘラ記号が施される。 12は甕の口緑部

から頸部にかけて。大きく外反し、端部の断面形はほぼ長方形をなすが、角は丸みを帝びる。朋部片部には格子

目ククキが残る。 6・8・9・13は土師器。 6は鉢、口縁部はくの字形に外反し、調整は内外器面共にナデである。

8・9は杯身。いずれも緩やかに内湾し、 8は外面ナデ、内面は斜め方向のハケメ、 9は外iliiナデ、内面はミガキを

行い、斜め、あるいは斜格子状のヘラミガキを昭文風に施す。 13は甕、類部から胴眉部までの破片。＜びれた類

部から口緑部は大きく外反し、胴部もかなり屑の張る形態をなす。軟質のため、外面は摩耗して調整は不明であ

るが、胴部内面にはククキに伴う同心円状の当て具根が認められる。 14~20は鉄製品で釘である。いずれも頂部

を平た＜叩き潰して片側に直角に折るタイプのもので、頂部の数から5個体分を確認している。すぺて石室内か

らの出土であり、敷石のIOIから検出されたものもあることより、古墳に直接伴うものと判断した。 IS・18・19に

251 



乙ニコ~ .

ニ 2

に- ~―-C¥ 

こ
， 

王・ 二 -
i-

ご・ ーニ冒

二}
言

O
・
 

10cm 

゜
10cm 

0 0 

゜

疇
,、 13

@€l 
21 

O 1cm ,-――,--, 

? , , 4cm 

Fig.182 ST021古墳出土遺物 (13は1:4、14-201.tl: 2、21は1:1、佗1:1:3) 

＊質が遺存しており、いずれも釘の長軸と花行に木目が観察される。21はガラス小玉。石室内からの出上であり 、

./'i姿床面の早い段附で出土したため、埋土についてはすぺて洗浄を行ったが、 I.点のみの出土であった。

ST022古墳 (Fig.183-187)

頃，斤．・周溝 (Fig.183・184) S T023古情と 3m程離れて東酉に並んで位罰する。傾斜角18度の斜面上に立地し

ており 、墳丘は石亙天井石，及び上部壁体の一部まで削平を受け、盛土の一部が遺存している。周溝は斜面の上

部にあたる北9りから東西1111まで半円形に巡る。南側についてはある程度削平を受けてなくなった可能性も考えら

れるが、遺存状況の良好な ST023古t.11においても周溝は山側にしか巡っておらず、谷側に向く南側については

もともと周溝がなかったものと推定される。墳形は円墳、規模は東西方向で墳径4.5m、周溝までを含んだ全体

規模は径5.5mである。地山整形は周溝の内閥部分を若千掘り窪めるだけで比較的平坦にカットした後に石室掘

り方を平面閏丸方形に掘り 下げ、盛土は石室壁体を一段積む毎に墳裾近くから全体的に盛り上げている。
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なお、東側周溝内より須恵器広

口壺・杯笠 ，杯身 ，ジョッキ形土

器が据えられて状態で出土してい

る (Fig.184)。土?,Jの底面と周溝

底面との間には 7~8cm程度の厚

さで埋土がみられるが掘り方等は

確認されず、周溝の埋没過程の比

較的早い段陪で埋置されたものと

推定される。土器の内、広口壺 ・

杯身・ジョッキ形土器は口粒部を

上方に向けて世かれていた他、杯

蓋もまた逆さまにひっくり返して

おり、そのまま器として使用して

いるようにも見受けられる。状況

としては液体を入れた壺の周囲に

笞を並ぺたといった感じであり、

祭祀に伴い酒飲等の行ったのちに

周溝内に埋霞したものとも想定で

きよう。

外表施設 (Fig.183) 削平を受け

ているため詳細は不明であるが、

墳丘上北東側に大きさ20~30cm程

度の礫が一列に巡って据えられて

いる状況が確認された他、周溝内にも同規模の礫が落ち込んで

頃丘這存状況

ヽ

~ 

地山聾形状況

｀ 
， 5m 

Fig.183 S T022・023古墳瀾量図 (1:150) 

いることから、虻石が存在していたことが窺える。升石の形態

については、遺存状況から項裾まで巡るものではなく、地山整

形段階の周溝内側上端部分に配償されることから、封土の流出

を防ぐ笠図もあったものと推定される。

内部主体 (Fig.186) 内部主体は石棺系竪穴式石室で天井石及

び上祁壁体の一部を失う 。主軸方位はN-ss・-w、内法は長

軸L2m、東側小口ほ0.44m、西側小口幅0,36mと、平面形は片

側小口幅の広い長台形をなす。床面から残存部分までの高さは

約0.8mo臆体は最下段に各搬共に略長方形の石材を横位に立て

て石棺状に組み、その上に20~30cm程の媒を横位に並ぺて積み

上げている。堕体の礫は大きさ・形状は不揃いではあるが、積

み上げるのに適するように、両面に割合平坦な面を持つものが

選択的に用いられているが、石材によって長辺あるいは小口部

〉ー
ー」↓凸
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喜

｀
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分を壁体としており、その積み上げ方

は一定ではなく 、また控え積みも行わ

ない。遺存状況が良好な北側墜体で4

段、南側壁体で3段が残っており、 一

段毎に水平に目地が通っていること よ

り、各墜を同時に一段ずつ積み上げて

盛土を行うといった工程を繰り返すこ

とによって石室を構築しているものと

観察される。石材はすべて花岡岩であ

る。

石室床面に敷石は配佐せず、床面に

ついても撹乱された様子もなく、盗掘

等は受けていないようであるが、内部

からの出土遺物は皆無であった。

ST022古墳11l」：遺物 (Fig.187)

須忠器9個体・土師器2個体の他、縄

文土器の底部片が出土している。この

うち、22-25は周溝内一括出土の供献

土器であり、 26~33は周溝内埋土上部

からの出土である。 22~27・ 30・32・

33は須恵岩o22・23は杯否 ・杯身のセ

ットであり、 22は平坦な天井部をなし、

天井祁と体部の境に鋭い稜を持ち、体

部から口緑部にかけては直線的に伸ぴ

て口緑端部は外方に鋭くつまみ出す。

天井部外而は丁寧な回転ヘラ削りを施

す。口径12.0cm。23は立ち上がりがや

や外反しつつ内傾し、端部には平坦面

を持つ。立ち．上がりの窃さ1.8cm、底

．午
固
可
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部外面いと同様、丁寧な回転ヘラ削りを施しており 、ヘラで一条の線が引かれているがヘラ記号であるかどう

かは定かではない。 24はいわゆるジョッキ形土器。ゃゃ凹面をなす底部から丸みを持った体部に親き、 LI緑部は

ほぼ垂直に立ち上がる。胴部に一条、口緑部と体部との境に二条の突帝を持ち、その間には櫛描波状文を巡らす。

体部には断面楕円形の粘土紐を曲げた把手が一つ付けられる。 25は広□壺。口縁部は大きく外反し、細くくびれ

た頸部と府部の大きく張る胴部をなす。底部はほぼ丸底である。口緑端部外面には断面三角形の突帯を一条持ち、

頸部には樟描波状文を二段に巡らす。朋部外面には全而にタタキ目が残し、』liJr・半部と上半部の接合部付近はタ

クキの後、ナデを施す。胴部内面には当て具痕は認められず、丁寧にナデ梢されている。なお、胴部m部付近に

は全周の約 2/3に緑色の自然釉が癒沼している。
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Fig.186 S T022古墳石宣 (1:40) 

26-33は周溝上面からの出土であり 、古墳築造時期とは麒簡が見られるため、 ST021、あるいは北側斜面上

にあって既に破壊された古墳等からの流れ込みと考えられる。26・27・30・32・33は須思器。26は杯蓋、天井部

は丸みを帝ぴ、口緑部のみ只っすぐ下方に伸ぴる。天井部外面は全周の約3/5をヘラ切り限し後、ナデを行っ

ている。 27は杯身で立ち上がりは短く外反しつつ内傾し、底部外而は26と同様、ヘラ切り離し後、ナデを行う。

30・33は長類壺で同一偶体と思われる。30は類部から緩やかに外反して口緑端部は僅かに外方に折れ曲げる。33

は大きく膨らむ胴部に外方に開く高い店台を持つもので、胴下半部と・高台部との接合部付近にカキメを施す。32

は売。頸部から口緑部にかけてやや外反し、端部は上下でつまみ出して断而：：：角形に肥厚させる。胴部は外面に

タタキメ、内面に当て具痕が残る。 28・29は土師器。7はかえ りを持つ杯蓋で、 口椋部の立ち上がりはかえり部

分より僅かに下方へ伸ぴる。天井部外面はヘラ切り縮し後、ナデを行う。29は店杯の即部。＜びれ部分から大き

く広がり、接地部分ではほぼ平坦而をなし、伍かに内湾する。31は縄文土器。平底の底部,Jヽ片であり、文様等は

見られないが、胎土等は包含層出土の阿高式土器に類似し、平底である点からも本例についてもIiぽ同類のもの

かと思われる。
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Fig.187 S T022古墳出土辺物 (22-251ぶ碍溝内ll!置土器、1:3) 

ST023古墳 (Fig.I糾 ・188-190)

n丘 ・/llli/11(Fig.184・188) S T022古墳とほぼ同規模の小墳であ り、傾斜角 8度の緩斜面に共に東西に並んで

位復する。本墳は検出時には石庭天井石と舟石の一部を検出したことにより古墳の存在を確眩し得たもので、土

層Iiiに見るよ うに墳丘全体が流土によ って霞われていた。谷部斜面に面していることから、築造後かな り早い段

階で埋没して しまったものと推定され、天井石を含む石室・笠石等がほぼ築造当時の姿で遺存していた'It爾な例

と百える。1J't形はほぼ整笑なf'I形をなし、周溝も ST022古墳と同様、斜面の尾根111lにtit丘に沿って半月形の周

256 



‘
 

゜ltt tit 111 

Fig.188 

65.Sm 

溝が巡る。墳径は約4.Sm、周沿を含む全体規模は約6.3m、碁底面から項頂までの高さは約0.8mである。

地山整形は周溝内側の府を一部残して平坦面を造り出した後に、中央部に隣丸長方形の石哀掘り方を掘削する

ところまでは ST022と類似するが、掘り方北西側は部分的に狭いテラスを造り出し、二段に掘り窪めている。墳

丘の盛土技法はST022とほぼ同様であり、石室競体の石材を一段あるいは二段積む毎に平坦而を作りながら水

平に盛土を行い、天井石架情後にさらにもう 一枚封土を彼せている。盛土は当該期の地山であるV隅.VI層の土

を用いているが、いずれも阿程度にやや粘性を帝びた土であり、土質によって選択的に盛土した様子は顕若には

兄受けられない。

外表施設 (Fig.190) 墳丘上の南鵠、全周のはli'l/3弱の範囲の茸石が遺存する。葺石は大きさ30~SOcm程

度の横長の礫を横位に積んで行くもので、遺存状態が良好な部分では上ード4段に積まれている。この荘石は盛土

と同時に配置されていったものであり、谷部側のみに残ることからも土留めのg的が大きかったものと考えられ

る。墳丘斜面その他の邪分にも同様の石材が散伍し、 一祁列状になるものも認められるが遺存状態は悪く、その

一方で周溝内に落ち込んだ石材も多量なものではなく、列石状の石積みは巡っていたとしても項丘南側と同様の

笠石が全店］ していた •f能性は低いものと思われる。この他、 検111時には南側丑石と石至天井石との間に30-40個

程度の礫からなる集石がみられた。位置的に別の主体部が存在も予想され、その天井石かとも思われたが、集石

下部には何ら遺構は認められず、石室天井石を架柄後、積石塚状に天井石を礫によって覆ったものかと推定される。

内部主体 (Fig.192) S T022古墳と岡様の石棺系竪穴式石至である。平面形も同じく束側の小口幅が西側の小
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口鉗より広い長台形をなしており、

主軸方位はN-58'-w、石室床面

での内法は長軸1.6m、東1l!1小U拓

0.48m、i!!i側小口輻0.36mとST022 

古内に比べてより規模が大きい。盟

体構成は最下段に石材を側壁3固、

小口部 1個ずつを横位に立てて石棺

状に組み、その上により小抵りで上

下に平坦面を持つ横長の石材を横位

に配骰し、長辺あるいは小口部分を

壁体とする。各竪共に 4段を積み上

げるが、 3・4段目には基底部の石

よりかなり小さな礫を用いている。

北束墜側の裏込めには一部控え積み

状の石積みがみられるが、顕若なも

のではない。各壁はほぼ垂直に立ち

上がり 4枚の天井石を架構する。天

井石はいずれも長さ0.8m、幅0.6m

の大型のもので、厚みも0.4~0.6m

とかなりぶぼく諏い石材を用いてい

る。天井石除去の際、 一個につき大

人3~4人でやっと動かせるもので

あり重祉によって朕体を安定させ

るためにそれだけの重さを必要とし

たのであろう。石材はすぺて花尚岩

である。石室内部には天井石の隙fl1]

から流入した土砂によ って天井近く

まで埋上に覆われており、未盗掘と

いうこともあって副装品の存在も予

想されたが、内部からの出土遺物は

＋
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S T023古墳墳丘土層図 (1:40) 

皆無であった。石立床面には敷石等は見られなかった。

出.:I:遺物 本頃からの出土遺物はない。

4. その他の遺物 (Fig.191)

その他、検出面及びST023古墳南閥の遺物包含図より若干黛の遺物が出土している。

34~37は縄文土器。34は口縁部片で外面及び□緑部内面、口縁部に沈線文を施すもの。器壁は簿いが硬質で胎

土中にカク セン石芍の鉱物を多嚢に含む。いわゆる縄文時代前期の森B式土器である。35も口緑部片でやや内湾
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一Fig.190 ST023古墳石室 (1:40) 

する。口緑滋部は水平にならず` 山形になるものかも知れない。庶耗が若しいが外而に波状になって横位に伸び

る凹線文を持ち、縄文時代中期の阿高系土器と考えられる。36・37は縄文時代早期の押型文土器の刷部片である。

いずれも内面はナデ、外面には平ilii菱形に近い1資P1文を縦位に雑す。胎土中に金雲母の微細片を多く混入する。

38は弥生土器の壺の底部片。底部のみのため全形は窺えないが、 立地から考えても戦場古汽群1区で検出され

たような弥生時代前期の壺棺と思われる。底面は平底で粘土板を貼り付けて1尊みを持たせ、大きく膨らむ胴部に

絞く。ST021古項の南側斜面からの出土である。

39は府製石斧。岡メJでtt部を欠捐する。刃部は刃こぼれもなく遺存状態は良好であ り、使用中に碁部が折れた

ために廃棄したものか。
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5. 結話

浦田古墳群2区における調査の概要を以下にま

とめる。

S X024・025は縄文時代の集石遺構であり、 S

X024に近接して阿高系土器が出土している点、

あるいは下層から押型文土辟・轟B式土器といっ

た縄文早期から前期の遺物が出土していることか

ら、縄文中期に位置付けられる。脊振Lil南麓にお

ける当該期の様相については、阿高系土器が遺跡

毎に数点検出される程度で阜• 前期にくらぺてほ

とんど詳細不明であり、本調査区における集石遺

構の存在は責重な例と言える。しかし、出土した

遺物量の少なさから考えると一次的なキャンプ地

といった印象が強 く、本格的なペースキャンプ的

遺跡についてはまた別の場所に立地していたもの

と推定される。

古項は3基確認されており、 ST022・023は石

棺系竪穴式石室、 ST021は無袖型横穴式石室で

ある。時期的には、 ST022古墳の周溝内供献土

器が淘邑編年におけるTK208並行期に位置付け

られることから 5世紀後半と考えられる。またS

T023古墳についても ST022古墳と石室構造が類

似しており、石呂主軸を問じくして束西に並列し

蝙 ―l紐＿靡

ヽ

こ

10cm 

39 

゜
,o.cm 

Fig.191 その他の出土遺物 (38は1:4、他は1:3) 

ていることから相互の関連性が強く感じられ、ほぼ同時期の築造と思われる。この場合、 ST022の石座規模よ

りST023の方が内法にして0.3m程長く、墳径もよ り大きい点を踏まえても、 ST023古墳により優位性が府取

される。加えて壁体の石積みについても、 ST023古墳の方がより1・寧であるのに対し、ST022は石材の選択に

バラつきがあり、より簡略化されたものと捉らえられる。これらのことから、 ST022・023は5世紀後半のうち

に相次いで築造されたもので、築造順序としてはST023ーST022と考えられる。

ST021古墳については石室形態及び石室内部からの出土遺物 (Fig.184-1・2・4)から 7世紀中頃の築造

と考えられる。石室形態としては無袖、無羨道といった緒特徴は較場古墳群6区ST040古墳、あるいは横断道

関係綱査における寺ヶ里遺跡STOOi古墳と類似している。特にいずれも石室前面の両側に石垣状の石積みを構

築しており、この技法が石室形態と密接に関わっていることが窺い知れる。

なお、 3基の古泊は5世紀後半、 7世紀中頃と150年近くのタイムスバンを持っており、特にST022古墳の周

溝上面近くから 71り：紀前半の須忠器が出土している点から、 ST021古墳が築造された頃には下方に位訟する 2

基は古墳と認織できないぐらい周溝がほとんど埋没していたものと推定され、 3者の有機的な結び付きについて

すぐには理解しにくい部分もあるが、 !iiiーの分布状況は戟場古墳群3区の3碁の古項についても窺え、空白期に

は姦域の移動あるいは築造の中止といった経緯を経て、 7世紀も中頃以降になって再度、先祖の墓地に古墳を築
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いたものと考えられる。特に3基の古墳の存絞時期とは時期的に異なる 6世紀後半 (Fig.184-7)あるいは 7世

紀前半 (Fig.189-26・27)の須窓器を採集していることからも 、北側の尾根頂部に当該期の古項が存在していた

可能性は十分想定でき よう。

Tab.26 浦田古墳群2区土器一覧喪

品
Pl.. 覺ii物

Hl.t. 綸A H洞 己檜
法 鼠｛叩） 佑 ,t 

色 調
文 11・洞 嘗

書サ 登U誓サ 口社 ぉ真 11,ll 嶺楓入掬 外笞面 ド石函

"" '"""'' STOii, 綱鼈昌 繕＄召 ＂・量 P-'> IA 紗位少9 局灰色 ロクu-,.テ 0'01'デ， 9700?91゚ STO?t, 玄 ． ff' t ti.•J ts 砂11:l>t,ll〇含し 灰色 0'101''1', 駁鼻切り翼し蟄t,...,. .. 
' 9匹"S Tm1, ↓W鼻4({ ． ． fl.I) (10.21 4、ti・砂U少量 仄色 息111~,切り鱚し,..,..,. へう.,.1" 

｀ 
畑 191< STOit, 員窪昌 • ． (12.61 ＂んl 紗n少量,;ij3b仄色 0,, ゚ ナデ o,o.,. デ

5 9100!911 STO!I, 籠g菖 . 什 憂 (1).()) (1.l} dヽ石• 砂れ少員 島灰色 7'.lfBへうケズ，),IIかナデ .,.デ

6 9100!'111 STO!I, /II璽Ii中 士鰯召 鉢 信.9) IJ.l> 小石・紗位少量 R色 不剛 れ 1

7 '"""" STOll, 綱竃属 ． ＂． (IU> (1.SJ 砂位少● l,(色 a tut-デ 0?01'7' 

8 9100匹 STOll, 玄窟仄璽 ． 柘？ (II.a) 心 妙lltll.~P.含し 召色 ll ::rヤ..,. .,, n11子，，鴫文有り， 9Xlll91> STOU, 玄1il ． ff' (J<J) t<II en少．震E含し 糟色
,,,,,, 

＂層T•の●itrり

10 釘¥I01'19 STOii, 11111!:1'層 須烹II II (1.9) 紗n多II 鰭訳色 カキメ シ;#•JI(

II 9,001'/,I) STO?I, 観揖2≪ ． ． , .. 砂R少量 疇訳色 C'}Dナデ．力亭メ v; ロナデ

12 り1如 II STOll, 鴫揖 31~ ． 壼 "-'' 小石・紗ll少• 沃色 ロ,uナデ.t t今 9て1頃

＂ り血'°' STOii, Iii III下層 土峰乙 甕 (I切 ・l)U,嘱I) 灰代色 ,, キ 名てllfl

lll-22 ... , ”匹•!9 S TOll. 111211:-lt 紐 0 杯 置 ll.2 4.1 紗Uわずか 伍色 天井ヽヘうケズ•LUかotutt' U?Uナデ

2J 6S-) 9?oo:!440 S TO>!, IIIZli: ーI& ff'# '°" 
., 妙Uわずか 灰色 0クor¥ ぷ屈へうケズ,,

,. .... ,1002 .. , STO??, 1112≪ ―紺 'Jutll .. , 
" 小li・紗n少a 酪仄色 騒暴へ9切り重し債ナダ．邊状文 t'I, O-tデ

Jj .,., 

"""""' ST02?, ● 2II-!4 広Oft ,,., n, 紗I.I、纏砂R 鰭灰色 ,, キ餞カキメ．楓状文.fl然輪 o, o t.Y. t1' 

注 .,., 叫 S T02!, t鸞検出面 ＂ 量 (9,1) ()JI ll>tt多鼠 仄色 0クo-,.ヂ ロ.,11-t.Y 

l7 ... , りAル即l S TOl2, Ill漏2≪ 仔専 ('J,l> 

” 
紗nわずか 灰色 慶“へ9切り鑢し餞ナデ ＂＇゚ 't.Y,. •IOOl心 ST匹 ．讐樟21! 土鱒こ 什 量 (9~) (U) 紗R少a 霰色 天昇暴へ9ケズ •J.llH7' 010+デ

” 
~IW邸 ST匹 ，置揖ヒ層 ,.; If (S.91 fltタI.名8わずか 貨柑色 不剛 朽 I

”“” 9ゆと』＂ ST02?, 蝙2区上畠 籟息S R●壼 (10,l) (12糾 紗れ少 灰色 u,u.,. デ・シif{ •} 霰 0ク0ナチ

JI ;,wヽ汎し S1022, 1112~.t.ll 員tt~ 沢 鉢 Cl.9> 鳥U・l&H.llG片 E色 r1'? .,..,. 
ll りiwm,ST022, lfJ(illl 頻患II 甕 (21,l) (Ui lヽ•U少量 鰭灰色 t t~. D ,01"ヤ 名てμ籠

" ... , ・-瑯 ST022. II漏21! 置 (7>) (1~2) 紗少量 荼愚色 ロ9ロナt'.カ＊ヽ U'}O'tャ

lll l•J.a ... , 細 12)1這省1!l含層N層 貨UDi.l SI 11.61 翻R•"P.f<t~ 茶褐色 沈鵬文 沈鼻文・ナテ

l$ U.l 細 IU< 這掬2含屠0/11 員n a ほ 鉢 IP) 紗R多量 茶褐色 巴鼻文 .,.デ

34~ 細 ,m 這憎包含層V層 員HS混 鉢 (7,1) ■lttl島fJ,,七ン6 帽褐色 糟1引樗Ill文糾足 ナデ

11~ 細 1お） 遺樗包含層V層 員文15深 体 c•~> 繍砂R多9 校褐色 lll'llflll文釘走 .,.,, 
＂ 

り心りと1這笞a含暑 Mil 豆 (6.6) (11.f) 妙・ヽJ、Ii多量 貫伶色 不明 み'111

Tab.27 浦田古墳群2区鉄製品・ガラス製品一覧表

品
p L. 鴨遺窃

出土亀点 U 別 呂 It 分製 ・記位
法 li(<ffll 

繍 考
畜り 黛n魯サ 艮さ 帽 ”さ

182,1' “ 畑 ,mSTOllli完内 毀 II $.1 ,., 
IS 釦 焚 11JO STOllo寛内 ． tU¥ co.•> 
16~· 畑 1226 ST021li璽内 ． （り｝ 0.9 
11 .... 畑"'' STOllu裏 ． 凶 ） 1,l 

" .... 細 1221 ST021石a内 ． (2,•\ "" ＊買11存

" .... 畑 ,mS TOllG畠.~ ． (<.9) .. , ＊買IHI

凶如 畑 1129 STOii~ ． l•-•> (O•ヽ）

"~ 畑 12JI ST021石納 ガうス小玉 紐O.l> 色鑽髪色,.,.,. 給 9 畑 llli STOllll揖,ia 島口石斧 (9J} ~, u 

261 



IX. 寺ヶ里遺跡2区の遺構と遺物

1 • 遺跡の概要 (Fig.192)

寺ヶ里遺跡は開発対象区の南束閑、白京溜池の北岸にあたり、浦田古墳群 1区の立地する丘陵から絞く南束側

緩斜面にあたる。調査区の南南西70mには九州横断白動車道建設に伴い昭和S6年度に発掘詞査が行われた寺ヶ里

遺跡 (!区） ＂が、また池を袂んで東側の対岸には約60m薩れて浦田遺跡 2区が、南東80mの地点には同じく横

断道廷設に伴い額査された浦田遺跡 (1区）2)が位餃している。寺ヶ里遺跡の調査では7世紀後半の円墳l甚が

雑認され、また油田遺跡においては古項時代の竪穴住居・揺立柱達物33棟、平安時代前期の竪穴住居8棟が確認

されたことにより、佐四県下において当該期の一般集蕗を広範囲1こ詞査した例として頂要視されている。

対象地は工業団地内への佼入路達設に伴う白京溜池の拡張のため、丘陵捉部の約2,000m'が掘削を受けること

に先立ち、平成8年6月に確認調査が行われた。胤辺部の遺跡の状況から、対象地についても遺構の存在が予想

されたが、確認調査の結果、特に南束・lllll.OOOm'程の範囲においてIB地形上に溜池を浚渫した土砂が原さ3.()m近

｀ 
／
 

／
 

4
 

‘‘‘ 

｀ 
--------、← ---------- , ----~ -- - --

I .ll 

~o 

゜
／
 1Qm 

Fig.192 寺ケ里遍躊2区遍蠣配■llll (1: 200) 
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Tab.28 寺ケ里遺跡2区遺蠣一覧喪

遍鶴●号 It 剖 形息及V 筍畏 翼隕（長さ X鴨x菜~>: m 主鑢力位 出土遺物 I ii-ft・lfM 
S8001 置立往違物 長方S埠t 、 ll<l 罠，，墨lt嗅●でII~ ~4X).4 Nー8S・-w土!t!!II.土鶴．青磁嗣 鎌倉'7lt

SX002 It列状遺講 往穴7111が直繍的に丘ぶ 全長9.2 ~-20·-E なし 鑓倉l.}tt

S8005 匹藷 携丸方影．遵這付さカマドを持つ l.2 X),0 X0.6 N-3&" -E 土髯11 (1!-•n・豪・甍）.i¥lllげ 匹初鯛 (9C111半）

S8011 烹立U緯欝 2闇X1鯰 1,., x,~ !<-60・ -IY なし 鎌合n代

SK008 這 樟円影 長鎗い、拭輪1ふ沢さ0ユ x-..o・ -£ 責3式±召｛畳）、olllli ~m 縄文険問末

SK009 土嘱 Pl彩 !!2.D. 深さ0.5 夜日弐土!:(甕・豆・高杯）嶋文続期末

SXOl 1 不llJ遣讚 畏り込みなし 仮臼式II(甕） 鳩文帆閉末

SK014 土慣 臼な~11;,1彫 長綽ふ s:112.,.深さ~· ドー.,..-e 夜El;I:土岱（甕・高仔） 員文摯ぶり本

SK017 土壌 不墾形 長鍵2.l.!!!lll.l.筏さ“ N-1s・-E 夜臼式上む ｛甕．愕・ill杯）縄文瞭期末

SK018 土凛 aなillPI駐 長嶋,.,.は1112、湿さ., N-JO'-W なし 縄文崚cAll:l!

SK019 土馨 不誓形 畏鍵IJ.辺輪1ふ溢さ0..IS N-s,・ -W 夜臼式土召（覺・高杯） 縄文茂間末

SK020 士憤 不霰影 畏綸l.l.li!馳,.,.,',!さ"' N-75° -E 賓a式土Iii更）、石呂 IJJ匿）褐末

くも堆積している状況が明らかとなり、その堆積土の下面から縄文時代晩期末～弥生時代前期初頭に位股付けら

れる夜臼式土器の破片が絃認された。この結呆を受けて、同年II月より遺構・遺物の確認された約660m'を対象

に本調査を行った。なお、浦田遺跡2区 (300niうについては団地内俣入路の延長上にあたることより、寺ヶ里

遺跡と並行して本瞬査を行ったが、上師器の小片を採集したのみで、明確な遺構は検出されなかった。

厄い浚渫土から現れた旧地形は北西から隋束に向かって緩やかに下る斜面であり、東側と南側は白京溜池を振

削する際に改変を受けているものの、復元される実際の地形も、さらに現在溜め池とな っている1ij・凍側の谷部

にやや急な斜面となって下って行くものと推定され、斜査対象地は遺跡の立地に適した「丘陵斜面の傾斜変換点

に位世する1IJ向きのテラス状の平坦面」であったと甘えょう 。

関査の結果確認された遺構は、縄文時代晩期末～弥生時代前期初頭の土坂7基、平安時代前期の竪穴住居 1棟、

鎌倉時代の掲立柱建物2棟、橋列状遺揖1基の他、小穴70基以上が検出され、埋J.:の状態から小穴のほとんどが

中世のものと考えられる。また、平安時代 ・鎌倉時代の遺構の残存状況の良さに対して、縄文時代晩期末の土環

は残りが悪く、 SK009を除いては概ね深さ20cm程度しか遺存しない。このことは調査区周辺が平安時代・鎌倉

時代のそれぞれにおいて平坦に造成されたことを示唆するものである。その証左として詞企区内束側の斜面には

厚さ最大0.3m程の黒色腐文質土からなる遺物包含附が堆積しており 、包含層中から縄文時代晩期末から謙倉時

代に至るまでの遺物が出土している。

出土遠物としては縄文晩期末～弥生前期初頻の土器コンテナ 8箱分の他、平安時代の土師器、鎌倉時代の土師

器 ・瓦器 ・甘磁があり 、他に鏃 ・叩き石等の石器、鉄製刀子が確認されている。以下に時代毎に遺構と遺物につ

いて述ぺる。

註l)縫安信佗c19s31:r湯田遍縞」「百瓢遺籍J 九州桟晰n動県道1111係洩点文化財翼直尊白書(3) 佐n県教育委員会

21鳩安信¥I苅IJ: r~, 星遺跡J「脊田遺躊J 九州償断自動車道1111保捏磁文化財躙査籟告書(2) 佐費県孜育委J1会

2. 縄文時代晩期末～弥生時代前期初頭の遺構と遺物 (Fig.193-197)

当該期の遺構として土演7産が碓認されている。いずれも潤査区内の西半部に位償しており 、分布上は中央寄

りのグループ (SKOOS・017・018) と西側のグループ (SK009・014・019・020)に分けられる他、 SK0181こ

近接して甕の胴上部が破砕して出土しており、 SXOII不明遺構として取り上げている。7基の土壌の内、 S K
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Fig.193 S KOOS土蠣 (1:40)及び出土遺物 (1:3) 

018を除くいずれからも、いわゆる刻目突帝文土器である夜臼式土器が出土しており 、遺物を出土しなかったS

KOISについても土城の形態 ・埋土等からはぼ同時期の遺構と考えている。

SKOOB土壕 (Fig.193)
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Fig.194 S K009土蠣 (1:40)及び出土遍物 (1:3) 

平面栢円形を呈する。長軸は北東ー南洒方向にあり、長軸の長さ2.4m、短軸1.6m、断面形は逆台形で深さは

最大0.25cm。底面東側に段部を持つが全I討するものではない。平安時代前期の住居跡SBOOSに切られる。埋土

は茶褐色粘質土で埋土中から刻目突帝文土器に属する甕、石諾として叩き石が出土している。遺溝が非常に浅い

こともあるが、迫物はほとんどが床面直上で検出されている。

SK008出土遺物 (Fig.193) I -15は夜臼式土器の甕で、 1-101よ口樟部。いずれも口緑部端部と体部外面の

屈曲部に断面三角形の突帝を貼り付け、 2を除くすぺてが突帝に刻み目が施される。胴下半部が失われているた

めに全形を復元できないが、屈曲部から口緑部にかけては5・7・9のように直線的に伸びて内傾するものと3・
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8・10のごとくやや反りぎみに外反して内傾するものの阿者が見られ、 9などで見る限りは胴下半部は比較的直線

的に伸びてくびれる底部に絞くようである。ただ6については口緑部が逆にやや外傾するようである。口縁部の

突帝は端部からやや下がった位霞に貼り付けるものが多く見られるが2・6についてはほぼ端部にして一体化して

いる。刻み目の施文方法については小口を持つヘラ状工具を突帝に対して垂直に押し付けるもの (I・3~7・9)

と突帝に対して斜めに押し付けるもの (8・10)の両方があり、その他施文する際に、ある程度押し付けて深く

刻みを入れるものと剌突状に浅く施すもの (4・6)が見られるようである。調整はいずれも内外面共に横位の条

痰をナデ消している。またエ具を押 し付ける向きについても、 30度程左に傾けるものが多いが、 3・4のようにほ

ぼ垂直に施文するものも認められる。11~!5は底部片。いずれも別個体であり、最低5個体分は存在することに

なる。 13は極嬬にくぴれ部が狭く、遺存祁分で見る限りは胴部も余り膨らまないようである。 12・14は底径8

cm、II・15は底径9cmとやや大きく、口径の違いから考えても、法量で大小が分けられるものと思われる。底

面は11~13が平底、 14・15はやや上げ底となり凹面をなす。調整は底面も含めてナデを行う。 16は長楕円形の円

礫で、明瞭な使用痰は観察できないが、叩さ石等の礫石器と思われる。

SK009土遍 (Fig.194)

平面ほぽ円形で直径1.8~2.0m、断面形は摺鉢状で深さは0.5mと、当該期の遺構としては最も深いものである。

埋土はSKOOSと同じく茶褐色粘質土の一層からなり、遺物出土状況としては埋土中の検出面から下部までのど

の層位からも遺物が出土しているが、底面には接しておらず、 土層の状態からも埋没過程で投棄あるいは周辺部

から浣れ込んだものと推定される。出土遺物には土若の他、大きさ0.3m程の礫も上層から検出されている。

SKOOS土濃出土遺物 (Fig.194) 17・21は壺。17は壺の口緑部、直線的に伸ぴて内傾し、端部付近では緩く

外反する。器面は内外面共にヘラミガキを施すo21は長胴壺の底部、底面は凹面をなし、外面には丹塗りを行う。

18~20は高杯。22~28は甕、 22・23は口緑部片で、直線的に伸ぴて内傾し、 22は口縁端部と接して、また23はロ

緑端部からやや下がった位置に刻目突帯を貼り付ける。 24-25は口縁部から胴部にかけて。口緑部及び体部の屈

折部分に刻目突帝を持つもので、口緑部は胴部と明瞭に境を持って外湾しつつ、内傾する。25・26の体部はほほ

直線的に底部へと綬くようである。22-26における突帝への刻目はいずれもヘラ状工具を用いるが、 22・23のよ

うに軽く浅く刻むものがある一方、 26のよ うに深く刻んで、刻目が縦長になるものもある。また、いずれも内外

面とも横位の条痕を施した後にナデ消しを行う。 26は外面に煤が付汚する。27・28は底部、 27は底面に木の葉の

圧痕が認められる。いずれも内外面ともナデを行う。

SK014土珊 (Fig.197)

平面形はやや歪な長楕円形。長軸2.5m、短軸2.lm、断面形は逆台形で深さ約O.lm。埋土は茶褐色粘質土。

SK014土壇出土遺物 (Fig.198) 甕と高杯が出土している。29~35は甕でいずれも突帝を持つもの。31・

32・34は口緑端部からやや下った位撹に突帝を貼り付けるが、 29・30・33は突帝上面が口緑端部と接して一体化

している。 29・30・32・33・35は突布に刻目を持つが、 31は持たない。刻目はヘラ状工具を突体に体して垂直1こ

押し付けるものであり、いずれも小さく浅い。32はくぴれ底の底部から口緑部まで直線的に関く体部を持つもの

で、口緑端部とJ:端を接して刻目突帯を一条巡らせ、刻目は浅く小さく施される。調整は内外面共に条痕後ナデ。

35はくぴれ底の底部片で、調整は外面にヘラ状工具によるナデ痰が残る他、内外面・底面共にナデを行う。36は

高杯の口縁部。くの字形に屈曲 しており、端部は僅かに外方に肥厚する。

SK017土蠣 (Fig.196)

平面形は南西側が一部えぐれた不整形をなす。長軸2.5m、短軸2.3m、断面形は逆台形で深さは0.2mo底面は
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平坦である。埋土は茶褐色粘質土。

SK017土凛出土遺物 (Fig.196) 39は高杯で口縁部と脚部裾部を欠く 。杯部・脚部共に直線的に伸び、くび

れ部には断面三角形の突帯を貼り付ける。調整はほ耗のため不明較だが、内面には目の荒いハケ目が観察される。

40~42は甕。41は口縁部外面に突帝を貼り付けるのではなく、外方につまみ出して端部に浅く刻Hを施す点に特

徴がある。口緑部は外湾しつつほぼ垂直に立ち上がり、胴部との屈折部分に突帝を貼り付け、口縁部と同じく浅

く刻目がほどこされ、瞑部は匝線的に底部に向かってすぽまる。40は胴下半部、 42は底部。 40の胴部はやや膨ら

みを持ってすぼまりつつくびれる底邪へと続き、底面は40・42共にややl"l面をなす。40~42はいずれも内外面共

に条痕後ナデ消しを行い、底部は内外面共にナデを施す。43は長用壺の1沃部、関整は内外面共にナデ。

SK018土壕 (Fig.197)

調査区のほぼ中央、SBOOJとSK008・SBO

05 に袂まれて位置する• l村北に長粕を持つやや.l!iな楕

円形であり 、長軸2.7m、短軸2.0m。底面には長さ2.0m、

輻1.2mの屈丸長方形の掘り方を持つ段構造をなす。検出

面から底面までの深さは最大約0.2m。出土遺物はないが、

形態・埋土よ り縄文晩期末～弥生時代前期初頭の所産と

思われる。

SK019土遍 (Fig.196)

平面形は丸みを帝ぴた不整形で、西側の一郎が調査区

外に含まれる。残存部の長軸が1.7m、短粕が1.5m、断

L
 

,つ-

｀ 
‘ュ

t... 39.Bm 

2m ． 

而形は逆台形で深さ0.15mo埋土は茶褐色粘質土。

SK019土壌出j:遺物 (Fig.196) 44・45は甕。44は

口緑部片で、 口緑端部に突帯を持ち、浅く小さく刻目が油される。内外面共に条痕後ナデ。45は底部、調整は内

゜h —,—., .... 

Fig.197 SK018土填 (1:60) 

外面 ・底面共にナデ。46は窃杯。直線的に大きく開く体部から垂直に短く立ち上がる口緑部を持つ。口緑部を指

で挟み込んで整形したためか、外面は僅かに凹面をなす。内外面共にナデ。

SK020土墳 (Fig.195)

平面形は東西に主粕を持つ不整形で、長軸3.2m、短軸2.2m、断面形はほぼ逆台形で底面東よ りに栢円形の浅

い掘り込みを持つ。掘り込みの長軸I.Im、短軸2.2m、検出面から据り込み庇面までの深さ約0.2mo埋土中｝柑側

賠際より 甕の1個体が破砕した状態で出土している。埋土は茶褐色粘質土．

SK020土填出:I:遺物 (Fig.195} 甕 1個体と黒瞳石製の刃器 l点が出上している。37は器高22cm程度の,,ヽ

型の甕で、朋中央部を欠く 。口緑部から僅かに下がった位置と胴上部のそれぞれに浅い刻目を施す突帯を貼り付

ける。口縁部は外湾しつつほぼ真っすぐに立ち上がり 、上下の突帝部における直径はほぽ等しい。胴下半部を欠

くものの、くびれ底の底部からやや内湾しつつ口縁邪へと院くものと復元され、底部底面は凹面をなして上げ底

となる。口緑邸から屈部にかけては内外面共に条痕後ナデ、底部外面にはヘラ状工具によるナデの板跡が認めら

れ、底部内外面、特に外底面はT寧にミガキが施される。38は黒曜石製の刃岩。縦長剥片の両側縁及び・r端部に

細かい剥痘を施し、刃部を作り出している。

S XO 1 1不明遺構 (Fig.196}

S K018の南々東 Imに位龍する。甕の胴上部片が破砕された状態で検出されたものである。掘り方等は確認
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されていないが、元位世から大きくは移動し

ていないものと考えら本来近接する SK018 

に伴うものか、 掘り方等が削平された別遺構

に伴うものと判断して記録を行った。

SXO I I不明遺構出土遺物 (Pig.196) 47 

は売の口縁部から胴部の屈折部分。刻目突帝

を二条貼り付けるもので、口緑部の突帝は端

il11からやや下った位位に貼り付けられ、上下

共、刻目はヘラ状工具によ り突帝に対して垂

直にやや深く刻まれる。調整は内外面共に条

痕後ナデ消 しを行う。

Fig.198 S B005竪穴住屋 (1:60、1:30) 
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3. 平安時代の遺構と遺物

S8005竪穴住屋 (Fig.198)

平安時代の遺情として平面駐丸方形で煙道付き寇を持つ住居跡が 1棟確認されている．一辺の長さは約3.0-

3.2mで、深さは酉壁側で0.6m程が遺存し、残存状況は良好と甘える。北東壁の中程から北東方向に向かって煙

道が伸ぴる。煙道は壁から約0.7mの陪れた部分で煙出しのための竪穴を持つ。姪辺の断面形は住居床面から傾

斜角約20度で一且下方に伸ぴて竪穴と接続しており、住届床面と竪穴底面との比高差は約0.4m程である。おそ

らく涯出しからの雨水等の流入を防ぐ目的があるものと思われる。竪穴内部の埋土中位やや下寄りから土叩器皿

が出上している。寵本体については燻道との接粒部分の照面で、焼土 ・炭を多量に含んだ土が約0.5mの範囲で

確認されており鼈の残骸かとも息われるが、鼈を構築していたと見るには土鉦的に少なく思われ、移動式寵を用

いていたものかも知れない。いずれにしても鼈本体の構造については詳細不明である。床面では柱穴は確認され

ていないが、北西・北東壁に沿って2個ずつの小穴がみられる他、住居の掘り込み外の北・西悶、及ぴ北酉壁の

中程において、壁から約0.3-0.4m鐙れて,]ヽ 穴が掘られており、柱穴である可能性が高い。 床面には南酉熙際に

2羞北束壁際に 1基、平面楕円形の上濱が検出されたが、このうち北東壁側のものについては貼床の下面より

確認されており、内部より土師器杯 ・甕が出土している。この他、住居床面からは土師器の杯 ・皿の他、鉄製刀

子2本が検出されており、刀子のうち 1点は鼈炊き口付近の焼土 ・炭の塊中に償かれた状懇で出土している。

S8005竪穴住屈出±遺物 (Fig.198) 土師器杯・皿 ・西 ・甕、鉄製品と して刀子2点が検出された他、縄文

時代晩期末～弥生時代前期初頭の夜日式上器が1点出土している。48~55は床面からの出土。 48は杯で平底から

直線的に開く体部を持つ。底面はヘラ切り筵し後ナテを行い、成型後の乾煤段階に生じた板状圧痕が残る。49・

50は皿、 49は底部から丸みを持って体部へと萩き、口椋端部は外方にやや屈曲させる。50は底部と体部の境に明

瞭に稜を持ち、口緑部に向かって直線的に開く。 49・50共にヘラ切り陵し後ナデで板状圧根が観察される。 51は

査、体部から口緑部へは緩やかに屈曲する．頂部はヘラ切り繕し後ナデ。 52・53は高台付きの杯。 52は丸みを帯

びた断面三角形の高台を持ち、体部は直線的に真っすぐ開く 。53は底部のみの破片で断而方形の高台を貼り付け

る。54・ ssは鉄製刀子。54は板状鉄片の阿制縁を内側に折り曲げる ことによ って茎部を形作る。刃部は欠損する

が形態から刀子と判断した。55は完形品。壼があった と思われる焼土の中から出土したもので、刃部の長さ

8.0cm、茎部の長さ7.5cm、刃部の最大幅1.3cmo

156-61は東璧土横内からの出土。 56・57は杯でほぼ完形品。いずれも直線的に開く体部をなし、底部はヘラ

切り雌し後ナデを行う 。56は口緑部を幅3.0cm程打ち欠いて片口としたものと思われる。 59は甕、くの字形に外

反する口緑邪を持ち、胴部はあまり膨らまない。口縁部は内外而ともにヨコナデ、胴部の外面にはハケメが残り、

内面はヘラ状工具によるケズリ痕が観察される。60・61は案口緑の甕。丸底の底部から垂直に立ち上がる口縁部

を持つ。口緑部内外面はヨコナデ、胴部から底部にかけては外面ハケメ、内面ナデ。61は全形の約 I/8を欠損

する。

58は夜臼式並行の高杯の脚部で混入品である。匝線的に広がる短い脚蔀から細くくぴれ、 口緑部に向かっては

やや外反ぎみに開くものと思われる。＜びれ部には断面台形の突帝を貼り付け、断面円形の椋状r:具で刺突文が

施される。

4 中世の遺構と遺物 (Fig.200~202)

中世 （鎌倉時代）の遺構として掘立柱建物2棟と楕列状遺11/1条を確認しており、その他多数の1Jヽ穴について
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Fig.199 S8005竪穴住屋出土遺物 (54,55は1:2、他は1:3) 

も出土遺物 ，埋土呼からそのほとんどが当該期に属するものと考え られる．

SBOOl掘立柱建物 (Fig.200)

甜査区のほば中央、やや東寄りに位沢し、主軸方位は f'( - g5• -wと概ね束西方向に長釉を持つ．検出時は平

ilii隅丸長方形のプランを確認し、弥生時代後期の住居粽かとも考えられたが、遺構埋J:中から鎌倉時代の行磁 ．

土鍋等が出土 した他、 平面プランを囲む形で、柱穴ら しき小穴が主軸を同 じくして並ぶことから、土城状の揺り

方を伴う掘立柱建物と判断した。馴丸長方形の上凛は長軸約5.0m、西 ・東辺で約1.3m、中央郊で約I.Smの規模

272 



... .. 
，
 

弓 ＝ 厄
~ 

I゚ 
◎ ◎ n 

g — rrr-,...,.., 111 

I 

• 
＼
ー
ー

＼
 

39.
 
3
 

l甘

3
9
,

g
 

|
D
.
 

｀
 

◎
L
 

⑤ 〇

も

cー

◎ 

゜

Flg.200 S B001璽立柱覆物 (1:40) 

゜

c:i, 

゜

R ◎ 
1 Q) 1 

゜

-~~ 

閂ー」
洲

◎ 

• 

9 ゞ

賢 L

I 

~ ャ~之雫戸吟・"'

三戸翌三亘戸

.., 

A' 

三亘匡~ニ且三三心
゜

eo.6e 

E
 ...
 ,
 

I 

2.0m 
39.0m 

273~274 



\~ —--1 ' 疇,62 

＼ 

ヽ

゜
10m 

Flg.201 S 8001璽立柱璽物出土遍物 (1:3) 

を持つ。 断面形は1汲面から緩やかに傾斜して立ち上がる逆台形で遺構も浅いこともあいまって下場のラインはあ

まり明瞭ではない。また、底面のプランは中央部やや東寄りで幅0.5m程度にくびれて狭くなっており、平面で

言えば、東悧で長さ1.2m、幅O.Smの横長の長方形が、また西側でI.OXI.Omの正方形のプランが作られ、くぴれ

部を挟んで区画が二つ設けられているように見える。ただ、前述のとおり壁の立ち上がりは緩やかなものであり、

実際には図化して表現した程は明際ではない。 東側の区画部分では大きさ20~30cm程度の花扁岩礫3・4個と

15cm程度の 3・4個からなる集石がある。一見長方形に組んでいるようにも兄受けられるが定かではない。石

はその多くが火熱を受けて赤変しており、黒色粘質士からなる遺構埋土中には炭化物も多く含まれることから炉

跡の可能性も考えられる。しかし、石組内部から特別多量に炭化物が検出される訳でもなく、 礫を組んで火を炊

いたことは想定されるものの、集石については作業後に投棄された状態である可能性が高いと考えられる。柱穴

については、梁行6.4m、桁行3.4mの規模を持ちおおよそ整った平面形をな しているが、構造についてはやや規

則性を欠き、東辺で1間、西辺で21111、また北辺は4llllとなるのに対し、附辺は中央部の柱がなく 3llllとなる。

南辺については中央の柱穴の相当する位置から南側に0.8m離れて小穴がみられ、あるいはこれが柱穴となるか

もしれない。このように柱穴の配僅については今ひとつ不明際な部分があるものの、その直径は20-30cmと小

さく、実際用いられた柱材もかなり脆弱なものであったことが想定され、簡単な上屋程度の屋根を支えていたも

のと考えられる。

SBOOI編立柱建物出土遺物 (Fig.201〉 出土遺物は少なく 、土師器皿、育磁碗の他、土師質の土鍋が出土し

ている。 62・63は土師器の皿。 62は口径8.0cmで底部は糸切り離し。 63は口緑部を欠くが口径12.5cm程度のもの．

底部は糸切り離しで、 板状圧痕が残る。64は青磁碗。湾曲する体部から口縁部は舌状に伸び、外面には鏑蓮弁文

を施す。口径12.5cmとやや法量の小さなものである。 65は土鍋。口緑部は逆L字形になり、上面には植物の茎状
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のものを押圧させている。体部内外面共に斜め方向を主体と したハケメを施す。口縁部1勺径の復元fliは38.むmo

S BO  1 1戴立柱建物 (Fig.202)

調査区内南窃り に位置し、S8001掘立柱建物とほぼ主軸を同

じくして並ぶ。2X I間の小規模なもので、平面形は北辺3.2m、

南辺3.4m、また東辺2.0mに対し、西辺2.5mとやや歪な仕方形を

なす。また、建物西辺と SBOIiの西辺はほぼ直線tに並ぷ。往

穴はほとんどが深さ0.4m以」”．と比較的深いもので、 平面fll形ある

いは楕円形、肛径は概ね0.3-0.4m程である。西側悶付近には直

径0.7m程の円形の小穴があ り、さらに小穴の北側撲に接して径

0.25m、深さ0.55mの細く深い穴が掘られている。建物に伴うも

のかどうか定かではないが、作業台等、建物内の施設であった可

能性も考え られる。

柱穴内からの出上遺物はないが、埋土はいずれも S8001とJill

じく煤褐色粘只土であり、遺構の配悦 ，主輸から考えても同時期

のものと推定される。

SX002欄列状遺構 (Vig.202)

S BOOS竪穴住居と SB001掘立柱建物の間に位訊し、

をまたがって北々束ー南々西 (N -20• -E)に直線的にfillびる。

鎌合時代の遺構である SB001・015の西辺と 主軸をlo1Jじくしてお
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Flg.202 S8011掘立柱建物 (1:60)、SX020楕列状遍撮 (1:60) 
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I)、同時期のものと考えている。潤査区内では径0.3m前後の 5偽の小穴とそのうちの 2侶に付属すると思われ

るより小さな穴（径0.2m)を検出しており、前者の相互の間隔は約2.2-2.6m、全体と しては約9.2mの規模を持

つ。小穴埋土は黒褐色粘質j:でm+遺物はない。

5. 小穴 ・遺物包含層及び遺慣検出面出土遺物 (Fig.203・204)

調査区束側の白京溜池に面した斜面に黒色腐食質土からなる遠物包含府が約0.3mの厚さを持って堆積してい

た。これは前述のとおり、主に平安時代以降に幾度か造成を受けた際の流土からなっており、純文時代晩期末～

弥生時代前期初頭 • 平安時代前期・鎌倉時代のそれぞれの時期の遺物が混在しており、 一部古項吋代・奈良時

代、近世の造物も若干益含まれる。また、縄文晩期末～弥生前期初頭の遺物は遺構検出面上からも多く検出され

ているが、おそらく後枇の削平により遺構が破壊された際に流出したものと思われる。潤査段階ではいずれの遺

構に伴うものかは特定できず、遺構検出面出土遺物と して取り扱う。また、小穴の出土遠物についても述べる。

縄文時代醗期未～弥生時代前期初頭の遺物 (Fig.203)

66~乃は甕、 66~71は口縁部及び胴上半部でいずれも二条の突帝を上下に貼り付ける。66・67・71は口径17~

18cmのもの。66・68はくびれ部の屈曲が明瞭で、口緑部は66が直線的に67はやや外傾しつつ、ほぼ只っすぐに

立ち上がる。66・67は刻目の断面が三角形、 71は逆台形となる工具により施文されており、 67は特に斜め方向か

ら深く刻み込んである。 7 1 はくぴれ部の屈曲は不明瞭で胴部の膨らみから緩やかに外消しつつ真っすぐに立ち-~

がる。68は口径13.5cm、69は口径9.8cmの小型品。68の口緑端部の突帯は貼り付けではなく、端部を挟んでつま

み出すことによって整形する。刻み目は小さく浅く施される0 66~71はいずれも関整は内外面共に条痕をナデ泊

している。72・731よ甕の底部。どち らもくびれ平底であり、 72の胴部はあまり l!ilかず直線的に伸ぴる。また、底

邪の成型において、 72は枯1:板 l枚に粘土紐を巻さ付けて行くのに対し、 73は粘土板2枚を砥ねてff/..みを持たせ、

底面には作菜時に敷いた木袋の圧痕が残る。74-78は壺。74・78は口緑部が内傾してすぼまるもの、 75~77はほ

ぼ垂直に立ち上がるものである。74は口緑端部が外反するもので、長胴壺と思われる。嬌部は外面から粘土紐を

貼り付けて丸みを持たせる。調整は外面にT寧なミガキが施され、内面はナデを行う。75も74と同様、口絃端部

は外面から粘土紐を貼り付けて丸く肥厚させている。口採部から胴部へは稜を持たず緩やかに紐いて余りmが張

らずに丸く膨らむ。外面は横方向にT寧なミガキを施し、内面は条痰後ナデを行う。76は口粒部と胴部の境に明

呪に稜を持ち、屑が張って大きく膨らむ胴部を持つもの。関整は外面ミガキ、内面ナデ。77はやや外湾しつつ真

っすぐに立ちヒがる口緑部片で外面には凩色顔料を喰布する。78は内傾してすぼまる口緑部から連絞して朋部に

繋がるもので、口緑部と胴部の境付近は指で押さえて•周させたような凹線が浅く観察される• ロ繰端部はつま

み出すよう に短く外方へ折り曲げられ、端iiは平坦面をなしている。外面及び口様部内面にはミガキが施される。

74・75・77は器壁のL'I,さ0.5cm程度と厚く胎土中に砂粒・小石を視入するが.76・78i±fl1-さ0.2~0.3cmと薄く胎

土も精且である。79~82は海杯。79は杯部で口径12cm程度。大きく開く体部からS字形に屈1111する口絃部をな

す。口緑部内面には赤色顔料が認められる。80-82は脚部。

＜ぴれ部に断面三角形の突帝を貼り付ける。82は裾部から1/f.線的に開いて接地する。81の外面には盟色顔料が

迎布される。83は黒曜石製の鏃。完形品で乎面三角形、基部は1町而をなす。長さ1.9cm、幅1.8cm.

古墳時代以降の遺物 (Fig.2い）

その他の時期として、 古墳時代後期・奈良時代・平安時代前期 ・鎌倉時代及び一部近世の遺物を検出している

が、中でも鎌倉期の遺物の出土足が多い。
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Fig.204 小穴 ・遺物包含層及び檀出面出土遺物2 (1: 3) 

84-94は土卸器のml。84~93は法症の平均が口径8.9cm、器高1.2cm、底径7.3cmとなるもので、底部は糸切り

離しである。 94は形態はこれらとほぼ伺じであるが径12.2cmとやや口径の大きなものo96・97・ 99・100はi7磁。

96・97は行磁の皿で、いずれも直線的に開く体部をなすが、 97は端部が僅かに外方へ折れ、端部内面は凹面をな

なす。 内外面には脊緑色の釉がかかり、 96の外底部は露胎となる。 99 · 100は碗。 いずれもク~iliiに鎮蓮弁文を施

し、 1:1緑端部は舌状になり 、100は僅かに外方へ反る。98・103・104は瓦器碗。98はやや内袴しつつ開く口粒部

片で1こl径14.2cm、103・1041よ底部片で断面三角形の高台を貼り付け、103・104共に高台径6.8cm。上記はいずれ

も鎌倉時代の所産である。

101は古項時代後期の土紆器杯身で、断面長方形で外月に蹄ん張りぎみの石台を貼り付ける。窃台から体部に

かけては一度屈曲して開く。高台径8.6cm。7世紀後,,,.の所産．

102は奈良時代の土師笞杯身。底部からそのまま直線的に開く体部へと続き 、断面台形の低く潰れた高台を持

つ。口径11.8cm、器応4.6cm、裔台径6.4cm。8世紀後半の所産．

95は掬器の小血。外面に底部を残して鉄釉がかかる。近世の所産である。

6. 結語

寺ヶ具遺跡2区の概要について以下にまとめる。

縄文時代晩期末～弥生時代前期初頭の遺構として土猥7差が確認されているが、その多くが削平を受けており

遺存状態は良いとは百えず、その形態等については,j,明な点が多い。土塙は平面形が概ね楕円形であり、断面形

により二種に分けられる。一つは壁体の傾斜が怯く、底面が広い平坦面をなすもの (SKOOS・016-018・020) 

であり、もうひとつは招鉢状になって底面がより狭いもの (SK009・019)である。深さは前者が浅く、後者は

279 



深い。脊振山南麓においては縄文時代晩期末～弥生時代前期初頭の墓地の確認例は多いものの、集落としては佐

賀市佐賀工場団地内遺跡I) '赤井手遺跡2)における円形住居などが知られているに過ぎず、本遺跡におけるよ

うな土猥状遺構についても確認例は少ない。 SK009・019のような摺鉢状の深いものについては貯蔵穴の可能性

が考えられるが、その他のものについては性格不明である。遺跡の性格としても、ある期1111生活が営まれた集落

であるのかどうかも判然としないが、土塙より浅い住居跡が削平されて失われている可能性も当然推定され、土

器の出土量から推しても集落として考えるぺきであろう．時期的にはいわゆる夜臼na式3)の範疇に収まるも

のと思われるが、細かく見れば出土土料は新旧の二時期に分けられるようである。

平安時代の竪穴住居は煙道付きの寵を付設するものであり、溜池対岸の浦田遺跡で8棟確認されている住居跡

と構造的に同じものである。また出土土器から見てもほぼ同時期のものと考えられ、 9世紀前半に位置付けられ

る。ただ、遠物の性格は明確にし難く、背面に比較的急な斜面を控えた住居を作るには不向きな場所に立地して

いる。確認調査においても周辺部からその他の建物等は検出されておらず、何故、集落の谷を袂んだ対岸に住居

が単独で存在するのか疑問が残る。ただ、 SB005においては浦田遺跡では見られなかった鉄製品と して7J子 2

本が出土しており、例えば作業場といった一般の住居とは異なる用途に使用されていたのかも知れない。

中世については鎌倉時代の掘立柱廷物 2棟・柵列状遺構 1条があり、多くの小穴も当該期に含まれるものと思

われる。掘立柱建物 ・柵列状遺構は主軸を同じくしており、 一連のものとして機能していた可能性が窃く、 鎌倉

期において拐立柱建物を中心と した何らかの施設があったものと推定される。その性格については、集落とする

には平坦面も少ないことからこれ以上多くの建物が立っていた可能性はあまり考えられず、恒常的に使用した施

設でないように見受けられる。考えられるものとしては山城に伴う見張り小屋的なものや、何らかの作業小屋と

いった性格のものが挙げられる。調査区内の幾つかの小穴からは多くの焼土を含んだ粘土塊が出土しており、想

像を逗しくするならば土師器等の土器を製作した工房であったかも知れない。特に浦田古墳群 1区の立地する背

面の丘陵部においては山城的な遺構が確認されていないことから、作業場的なイメ ージが強く感じられる。

註 lll!I田巖● (1996) : 「佐賣工湯団地内遣鰭J
2)古賃戴彦 ●(1998): 「赤井手遺鵜 I・先立山遺鰭 IJ 佐買市文化酎調査纏告書第”集 佐賃市教冑委員会

3)山崎純男(1980):~ 生文｛はE立期におItる土諾置年的臼兄Jr鑓tlJ猛先生古令記念古文化論孜1 鰻山猛先生古希記念論文集刊行会
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Tab.29 寺ケ里遺跡2区土畠一賢表 (1)

品
pl. 鵬遺畜

出土亀.(I. 11期 ＂檀
注 量 馳 土

色讚
文 IJ•III 聾

魯サ !ln青 ロ巳 召高 底往 減況人濤 外臼ill 内石面

,,,_, 畑 1111 SKO O 8.11± 翻Ht 甕 (4,0) 石^クI、書eu 員Ill色 灸賃復ナデ .. .,, 
1 11・2 ,x碑 u ． ． ． t<l) ,;n,,1ヽ石多量 疇黒色 ヘ,ttlキ ヘ9ミガキ

l 11,2 ,.,,.,, 
拿 ． ． <l.1) 紗R·l•liJヽ． 冨8 賃檀色 へ？ナデ .,.,, 

• 91(111056 ． ． ． C,.6) 紗n - ~ぷ多a 貴9色 ヘラナデ +1' 
S 11-2 9Mmlf'l ． ， ． C1.o) 8炒 量．書S●a賣覆色 -t1' ナデ

6 畑 llll ． ． ． (JJ) 紗1.1・小石多鼠 員覆色 1-1' ナゲ， 97001 llO ． ． ． (I!.!) ,,.,, 小石夕J.霊e員置 員讀色 ＊裏使f'f' 1-1' 

S 11-2 畑 1111 ． ． ． (19.9) (M) 、そ汐I.菖患員量 鴫罠色 女讀験,j-f' 灸讀復ナヤ

9 JO.I 畑 1115 ． ． ． 21,) (l)J) 辱ll多量、15曼I 貴II色 企賃棧ナヂ +1' 

10 71・297001119 ． . ． (19訪 ll●●J 紗n少量 賃霰色 会畿餞ナ，， ナチ

II 71•2 9初 1111 鼻 ． ． (l.l) (U) 小石Ji.書Sil量 橙色 ナ，，、底面へ9ケズ'/ ,.,, 
" ro., 9/000t,,S ． . 

＇ OJI <!.l) 纏砂II・小石多量 貫橙色 不彎 ヘ,t.,,

13 97(知 17 ． ． ． i>.2) (9.l) 編砂11・小6多量 員櫓色 ナデ ナチ

"m  91000616 ． ． 會 1'21 (1,7) 纏妙t!・小石多ヽ 賣橙色 .,.テ ナデ・灸賓

I! ~8 9~ 燃 18 ． ． ． (9.2) (5.9) 編~ll・小石多g 賣R色 ナデ ナグ

11>1-17 71-1 910011<2 SK009置土 ． 置 aぶl ltH~II.H屠 仄嘉e へうミガキ ヘ,.t 11専

18 71-1 畑 II.ti ． ． a杯 Oll 紗12・小ti多量 賣麿色 ... 1- .,..,. 
19 71-1 畑 1139 ． ” ． t •J) む0多量 貫覆色 ヘ9ミガキ.~~ 菖料 ヘ.,t 11キ
20 ,.,.. 畑 1132 ． ． ． 17.ll 11.0 纏妙11• ,t,石多量 貴Q色 +;- ョコ.,.'f'
21 71.1 畑 1136 ． ， 長璽壼 {U) 1., 編砂位・小石多員 貫橙色 へうこガ.? ナデ

22 71-1 匹 1138 ． ． 璽 (4.3) 員やll・+E多量 貫11色 条預撓ナテ .,.デ

2J 畑 Iヽ” ． 鼻 ． 
“ふ 織砂R•,t-石多量 貫奮 条鑽慎ナテ 条.,.ナデ

2ヽ 11.1
9心"" ． ． • (21.0) (7.9) •n~-かJ;,合,n 竪色 条痕様ナテ 条震＆ナデ

2S 71-1 mo, ヽ28 ． 鼻 ． ("10) '9.D) 愚砂R・小石多量 Ill色 会気桟ナデ 条襄桟ナテ

26 71-1 匹 Iヽ27 ． ． ． (IU) l$3) 纏IJtt・ヽぷ．が1貴a色 ..  後ナテ 条鑽怜ナデ

11 11-1 m011ll ． • ． fl.I) , .• ・紗R •小li 貫覆色 ナ1'.戴繭に塁瓢貫 ナテ

l! 9'00IL:¥< ． ． ． lい1 ~· ・砂R・,t,ll多II 貫覆色 +f' .,.f' 

19>-29 91001'4S SKOi<覆土 ． ． （り） 砂1l少量．書H 罠色 .,.,, .,.,, . 賣記はIヽケJ.

30 71.J '""'"' 
． ． ● 伯9 紗n・小石少ll e色 ナテ ヘ,.,.,,

31 11.:2 ,,,.,, .. , ． 

＾ 
． 四 砂Rケ量 l!I色 ヘう 2ガ賽 ナデ

l2 '11001012 ． ． ． （切 紀砂n・小石 貫tit 羮裏提ナテ ナテ

>4 11-1 畑 1440 ． ． ． (<.9) (~9) 砂fU・li It~ へうナデ 1・ デ

＂ 
m≫l9I ． ． 令 (l<O) (IヽI) 診8少量．冨的 貴lie. 灸聾畿ナテ’ 尖璽棧ナデ

36 71•1 畑 Iヽll ． ． ． (11.2) (LS) 紗n曇量．菖S 貴覆e ョコナテ．へ9ミガ午 ョコナデ．へう：ガキ

l71H,71・) 畑 14)< SK020覆土 ． ． {16J) (10_0) 砂U少量 II~ 庫負餞ナ'/',;.スti肴 心員f;t1"テ
196-)9 10-1 一SK017墨土 ． ． (ll.)) 妙U少量．言8 鴫色 ナデ ナテ．鱒昂(JI¥ケメ

'° 一
會 ． ． ＂＆り (U) 尋1l 多• 貴Ille ナデ へうナデ

<II 71•l "'°'碑I ． ． ． 

°""' 
(16.1) 妙n少a.冨8 貴覆色 条瓢餞ナデ 条員仕ナデ

., 71.j 

”” 
． . • ()JJ l?,7) ltll少量 貴＇ ナヤ．霰配へ9ナデ ~f' 

“た・I ,11.00,93 ． ． ． (SA) ぃヽ） 奪a多量 編鴫色 ナ，， ナヂ

44 71,l ●―、年 1 SKOl9糧土 ． ． 1•.6> ・砂u.金書U 貫II色 ナ，， ナヂ

.U 71.3 •n磁19 ． 令 ． ()9) lO 纏砂U・小6 賃橿色 ナi',裏量へ9ナデ -,.,y 

46 ll,) 9i1(0,'1) ． ． ． (17.9) [2.,1) 望砂11.・I,ヽ石 ’’色 ナテ ナ，，

<11 71.3 畑 14'$ SX O II覆土 ． ． (IOJ) 妙~ - ,/•石 疇Ill!; 灸貴餞ナデ • • デ
1帆,4 n-, 一SHOOS霧土 土鋤葬 If 11.6 '" “ 凰雹 覆＆ ナテ．畿ill后雌貴 ナデ

” 一
． ． II .... ,, ,., 量書 置e -1-'1'. 駈面極状圧a ナテ

lO n., 

一
． ． ． .,., 1.9 11,1 4ぷ量JI 覆色 ナヂ ナヂ

" n., ー← ． ． 董 16,2 1l 紗1l多量 貴霞色 天井瓢ケかJ桟.,-ヂ ナチ

" 9":ml07 ． ぽ田 ● If (119) .. (<O) 量砂1,1.ae 檀色 ;-,, ナゲ
,. n-6 

''"""" ● 棗鴨土讀内 ． ． Jl.j 

” “ 
小6111量 櫓色 ヘラ切り後ナデ .,.f' 

” ••m• ? ． ． ． Ill 3J “ 
繊書 霞色 ヘ9切り1皇ナデ仮 ナ，，

" ,.., ""叫I • 雌史:U“仔 (12) (7~) 玲a多量 橙色 ナデ .,.デ

” 91'Wm ． 土鰭石 甕 匹 ） (11ユ｝ 小石多量、冨a 貫檀色 tH(隻ナテ 77'. ケズ,,

“ 一
． • 体 (IUl 砂U少..雲II 艦e ヽヽケ9捨ナデ ナデ

61 n-s 一
． ． • (ltT) 129 砂R多反 賃書色 ヽヽケ，，桟ナデ ナデ

llll~I n -• 畑 "16 SBOO l土嶋内覆土 ． "' (1A) u （し6) 砂紅鼠量．書り 貫81!, ナダ裏記糸切り頂 ナテ．` 癒夜状a痕
•1 n., 畑 !ill ． ． ． UAI lい） 砂U少量 sa .,.,,, 蔽藝飯状圧瓢 ・tt'. 縁ililli状圧貴

い n-• 9叫 " ． 青磁 貰 (I均 (l、 璽l!! がJ-プ駈 員嘉弁文
., n,, 

'""'"' 
． ;r.ffじ 鍋 （這OJ (12.S) 砂粒多量 鳥色 ・翼 ハケI,口＂“圧損 ハケ"

匹 ,~ 立,,,,,竃胃遺濤a~層 紺llll 曼 (Ill} " ' ·•> 砂れ少量 欝色 .,.デ 1'3/ 

61 ll•l 9700114,) ． ． ． (IUJ 19•> 砂較・ 凛a 貫璽e 粂瓢儀ナデ 条鑽棧ナテ
68 ,,., 畑 ll4S ． ． ． (16.S/ (75》 砂れ ・冨g 胃Illa 灸覆llナデ 条裏Itナデ
納 n., m)!I"' ． 翻ltl 曼 (10,} (S.3) 砂れ・書U 賃覆e ナデ ナデ

70 11.) 9?0011SO • ． ． <•~> 砂れ少量 書色 長瓢桟ナヤ 灸•邊ナデ
71 細 ,m ． ． ． (11.6) (11.5) けれ ・書e 覆色 条賣後ナチ 条貞後ナヤ

" 一
． • ． (U) (7~1 小5多量 Ill色 ナタ ナヤ

" n., '1100112ヽ ． ． ． ().3) (1.6) 纏砂Ii'.·~、石 純い貫霰 ナ1'.騒薦に彙嶽棗 .,.., 
" n-1 ”叩

． ． 
｀ 

(ll.O) (1,8) 小liU 霰色 ヘ9ミガキ ナチ
7l .,.. 畑 1116 ． ． ． (l>.1) (Iヽ.7) 小石，霊e少量 橙 ヘラミガ＊ ヘ9ナゲ

" 10-) ”’’ 
． ． ． (8.9) (ll.O) 砂U少量 賃a色 ヘ9ミガキ ヘうナデ

77 71-1 " ~ 碑
． ． ． (9.7) (S,l) 紗a多量 黒色 ヘ9ミがキ ナデ

1! ,,_, mll106l ． ． ． (11,8) (>.0) 砂a少黛 覆色 ヘ9ミガキ ナゲ
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Tab.29 寺ケ里遺跡2区土器一覧表 (2)

品
p L. 屯遺冷

出土地点 植潟 おU
法 量 (an) 駐~ 土

色・
文 様・賣皇

貴号 豆n壽サ 口狂 註II, 竃憧 賽視人物 外11面 内け面

" 71・) 9J00106i ,. 量情a含層 u;n 紐 UL4) Cl.II 妙砂I 貫置色 攘円lfll文艤史 • ll籍畠u,紐 U文櫨愛

叩 910011?1 ． ． 寓ド ＇ ()Ji 鵬 11・小石 Ill! T'I' .,.デ',...,..,.t'
81 91001131 ． ． ． (2~) 竃fill・lヽ＂ ＂色 十ヤ ヤデ

れ 11).1畑"刀 ． ． ． (6.0i 9.0 量 R・小,n.1e 貴檀色 ナデ ＋ヂ

氾ぃ 11,J 910011埠 ． 土鱚召 If ⑮ IJ (7.l) 小石・ 書3鸞量 II色 1-1', 慶暴糸切り讐し ナデ

＆く 910011 ll ． ． ． (U) I.、!6.0l 小石・ 雲a鑽量 貫II色 ""・ 嵐饂糸切り霞L ナデ

訳＇ 911)()1101 ． • ． tMi I.I (6.9) ,), 石・翼1111.量 轡色 -tf'. 阜編糸切り嶋し ナデ

" 
9ro01106 • ． ． (t~) 1., (6') ヽ!•石・菖S竃量 ●橙色 -tf'. 駁属糸切り員し ナデ

雑 '11001101 ． • ． 信） 1.2 (7J) ~-石・冨8鑽量 貫壼色 ナ...鼠膠糸りり11し ナテ

” 
9'/001104 ． ． ． (9.J) u (7,)) 小石・書n露2 貫霞色 ナテ．` 瓢糸切り霞し ナデ

” 97001110 ． ． ． (8.2) ,., (5.9) lヽヽr,.冨0露量 賃霞色 ナデ．鼈81,f,!IJり1fし ” 91 畑 I磁 ． . 會 (9.0) u （ヽ8) ヽIヽ {i• 冨母貴量 賃痘色 糸切り虞．＆状圧讀 .,.,, 

” 97001 IOl ． ． ． c,.,, lj （ヽ6) 小6・貫邑微量 黒灰色 t1'. 畿昴糸切り鴫し tt 

9) 9'0011118 ． ． ． (8,l) ,., iOl 小石・雲罰11t● 賣覆色 ナデ．底隠糸切り電し t'Y 

” 
9100111≫ • ． ． (9,0) •• ("") 小石・書臼微量 賃償色 tf', 蔽“糸愕り竃L ナデ

” 9100IIO.I ． ． ． OJ) u 繊Ill 藁色 a,ot1'. 鼠墓贔りり 0クDナデ

％ t'I000611 ． 膏磁 嗣 Ul,91 ” .~ ヽ） 修R彎量 え，]ープ沃 竃鴫へ9ケズ.,

97 91000611 ． , ． ,um Cl4> 紗ll竃● オ,,_ブ灰

” """"'610 ． 瓦笞 ． 11'-I) (』" ~tt量員 白駅色 ヘ,tがキ

” 
切叫ll ． 胄磁 籠 ()~) I.ti>多量・菖8 オ')-プf/( 饂量舟文

100 ”碑.. ． 青 Ill 員 (M) 鼈書 オ＇）ーブ灰 匹 賛文

IOI 畑,... 桟出幽 土鯛II ド身 (4.6) {)Ai fl-11鸞量 ＂色 慮瓢へ9りり撞ナデ Uクu+1"

102 9100106> ． 須氾む ． (Iii,) ,., 
"・'》量密 9i8色 議瓢へう切り霞し ロク11+,y

IOJ .... 匹 賢讚遁切a含● 瓦じ 鍵 (2.l) !••> 砂位少量 璽 •駅色 体島へうケズ＇） ナデ

'"' 07001113 艘出藝 ． ． ().)) (OA) 砂・冨a少量 累色 ナダ ナデ

Tab.30 寺ケ里遺跡2区石器 ・鋏製品一覧表

., •. PL. 県遺曹
出土地点 ＂ 訳 苓 U 分ゴ・餡位

怯 量 <=>
鸞 芍

図書,, 書サ 魚fl會•:· 長さ 儡 厚さ

19)..16 細 ,mSK磁 覆 Eむ 噂さ6 （い） ¥7.l) P-SI ,.,_,. 9'001tl<i SKO!S illtlill 石刀 (>,<) (UJ (Oヽ）

199-54 7'-10 91匹 I SBoo, 床置 鉄 II ”子 茎墨 u lJ o., 寛邑のみ

ll 72•10 畑,... SBOOl燒土 <IllPl ． ． {IS.$) (IA} O.lS 

公1~113 ,,,, 細 ,m 積出〇 ＂贄石8 石 鼠 .. 1,8 o., 名II
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x. 七田家所蔵遺物について

1'讚査に至る経緯

本資料1よ昭和 9年前後から10年にかけて、七田忠志氏により、神埼郡東仔振村大字三津字戦湯の丘陵部周辺に

おいて採集されたものである。七田氏は当該資料を史前年雑誌I)において発表するとともに、当時親交のあっ

た東京考古学会の森本六爾氏に宍料の鑑定を依穎し、昭和10年に森本氏へ資料を送ったが、それから数ヶ月後に

森本氏は死去し、 資料は森本宅に置かれたままとなった。最近まではその後の戦災によって焼失したものと思わ

れていたが、森本氏死後、氏の所蔵遺物は形見分けの形で友人らにより分散して所有されたために、戟禍を免れ、

戟後奈良県桜井市の森本氏実家へ返還されたようである。その後森本氏の土蔵に人知れず保管されていたものと

思われ、近年その存在が知られるようになったものである。現在は森本氏と親交のあった菅谷文則氏によって管

理され、奈良県立橿原考古学研究所付属博物館に保管されている。今回三津工業団地造成に伴い戦場ヶ谷遺跡の

発揺調査を行い多くの押型文土路を採取しているが、これに加えて新たな知見を得るため、現地に赴き 、菅谷先

生、橿原考古学研究所付属博物館の御協力のもと、実洞・写兵撮影等の調査を行った。

2. 資料の概要 (Fig.205)

資料はコンテナ 1箱分の小破片であり、最も大きなもので15cm程度、はとんどが10cm未満で3cm未満の細片

も多い。この中には押型文土器の他に、前期から晩期の縄文土器、弥生土岱、土師器と思われる破片も認められ、

時間の関係もあり、縄文早期のものに限り実測を行った。なお、 Fig.207のうち、 1~22は橿原考古学研究所付属

博物館保管分、 23~26は七田忠昭氏所蔵賀料である．

1-3・5・6・12~26は押型文土諾である。 1-3・5は直立する口緑郎を持つもの。1は外面に山形文を横走、ロ

縁部内面付近にも同一原体による山形文を横走させる。2は外面に山形文を縦走させ、内面はナデ、3は口緑部内面

に山形文を横走させ、外面には文様は認められない。5は外面に格子目文を横走、同一原体で口唇部にも施文する。

6は尖底となる底部片で、外面に山形文を横走させた後、ナデ消しを行う。 8は無文土器。口緑端部は外反、外面

は「ミガキ」とも言うぺき丁家かナデが稲される。 4・7は撚糸文土特か。4は底部付近と思われ、底面の粘土板

と接合部で剥離している。 15-20・23・ おは外反する口緑部をなし、 口縁部内面に原体条痕を施すもの。外面の

文様は12-17が楕円文を横走、 25は斜走、 18は山形文を横走、 19は斜走させる。口緑部内面の施文方法も多様で

あり、 17, 14のように楕円文を縦走 (17)、J.lJ形文を横走 (14・23)させた後に条痕を施すものがみられ、その

他15・25のように長大なもの、 18のように太く 短い条痕を釣めに栢すものがある。その他、 21のように口緑部内

外面に大型の楕円文を施すものがある。221よ屈曲する朋部片で外面に山形文を横走させるもの。24は外面に併格

子文をもつもの。26は外面に大型の楕円文を斜走させ、底部付近の破片である。なお21は外面に原体条痕のみ観

察され、 三養基郡香田遺跡2)出土例に口緑部外面に原体条痕を施し、その下位に楕円文を縦走させる例がみら

れ、本例も押型文に含まれると思われる。これらの押型文土笞を束九州の押型文土器編年3)Iこ照らせば、 I~

3・5は稲荷山式、12,13は下管生B式、 14~18・ 25は田村式にそれぞれ類似するようである。

また、押型文土器以外の早期のものとして、 9-11の塞神式土器が挙げられる。いずれも胴部片で、特にLOは

胴部のくぴれ部分の小片である。
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I)七出忠志 (19:14), 「佐＂県観,. ヶ谷遺往出J•.兌生穴布紋土岱に訊いてJ「史内学雑江』六泰：：サ

七11l 忠:£119凶 ：「其の後の佐＂凩戦場ヶ谷遠踪と吉計ヶ旦遺踏1こ氣いて」 「史訂牛漣誌J 六~Ill分

和II 光夫 (J9S6)' 「各蟻域の縄文＇式•上沿一九州ーJ r日本巧古学講座」 3 河出曹房

2)姿安侶＂ 団I遺濾J「谷田遺餅J 九州憤匹自動求這閲係捏磁文化財調査糠告ff(2) 佐＂惧軟 ff委日会 1982 

3)坂本嘉弘 h993l: 「東九州の押也土笞lill究の1Jt状と諜題Jr九州の押翌文土苔J 九州縄文研究会
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